
第8章まとめ

虫内 I遺跡では、既述のように縄文時代後期後葉から晩期前葉にかけて周辺遺跡も包括した大規模な墓域

が展開し、言うならば遺跡の最盛期を迎える。遺跡の主な変遷については、紙数が限られることと第2章第1

節および第3章第1節で略述したことから百ここでは割愛する。また1 土器を中心とした出土遺物についても

充分に比較検討するだけの準備がないことから、そのまとめは省略し、本章では、縄文時代後期後葉から娩

期前葉の土坑墓を中心とした遺構群に限定して若干の検討を加え、まとめとする。なお、以下において単に

虫内遺跡群あるいは遺構群などと記す場合は、縄文時代後期後葉から晩期前葉のそれを指すこととする。

今回の調査で1 形態@覆土の特徴百出土遺物等から縄文時代後期後葉~晩期前葉の土坑墓もしくはその可

能性がある土坑と認定した遺構は総計171基である〈第57.-..-60表〉。表には、土坑墓出土遺物のうち、出土状

況から土坑墓に意図的に配置したと認定できる遺物と石鎌等のいわゆる定型的な剥片石器、大形の礎石器、

石製品や土製耳飾などの土製品を便宜的に共伴遺物として掲載した。ただし百石製品多土製品のほとんどは

小破片であり、これらは遺物包含層中にも一定量存在することから、一律に共伴遺物とするには問題が残る。

また九土器出土例ではその土坑墓の上限時績を推定できるにとどまる場合が大半で百 1吾震時期をより限定で

きる例は少ない。ただし、遺跡の主たる継続期間が大勢としてIVa期""'_'IVc期の関におさまると判断するこ

とから、以下の検討では、出土土器からIVc期が上限時期と推定できる土坑墓については1 さしあたってIVc

期をその推定時期としておく。

土坑墓の形態には変異があり、平面形も丹形 e構円形 ..1顎丸方形など多様である。ここでは、まずその規

模を土坑墓平面形の長!福分散で検討する(第60図)。この分散図では丸まず百長径1.0m前後以上で、長幅比

(短径/長窪)0.7前後を境として大きく二つのまとまりを認定できる。一方、長径1.0m前後以下で、は長槌比に

よる分布の偏りは不明瞭で、ほぼ連続的な分散状況を示していると判断する。ここでは、この一群も一つの

まとまりとして認め、さらに前二者のまとまりから、特に長大な長幅分布を示す4例を分離し 1 土坑墓平面

の長i福分散全体で、四つのまとまりを認定する。以下百ここで認定したまとまりを某準にナ坑墓を分類するこ

ととし、長径1.0m前後以下のまとまりに属する土坑墓を1類百大形の4基を4類三残りのうち、長橋上と0.7以上

のまとまりに属する土坑墓を2類ち 0.7未満のまとまりに属する土坑墓を3類とする。

一部のみの確認にとどまった土坑墓のうち、分類可能例を加えると、土坑墓の最終的な内訳はl類60例、 2

類56例"3類36例、 4類4{f1]"不明日開となった。

次に 1 各類ごとに特徴を競観する。

本類には平面形長径が0.9m近いものから0.5m以下のものまでの大きさの変異がある。覆土は単一の埋め

戻し土であることが一般的であるが、中には月擦を充填した例がある(SK225e 250 .. 421 .. 3222)。このほか百

上面に大形擦を伴う例を少なからず認めることができる(SK67窃 248.. 278 .. 482 .. 2111など〉。また百魚を入

れた壷を副葬したSK6l耳打製石斧@忍槍@石匙@石剣類や壷口縁部破片を副葬したSK546など、まとまっ

た副葬品を伴う例がある点は次の2類との類似を認めることができる。さらに、本類土筑墓は、その平面形

長幅比そのものは可 0.7以上が過半を占め、 2類土坑慕のそれと近似し 1 総体として両者の違いは相対的な規

一一つη今一一、Jιaιa



土坑墓

f書号 地区 大宮下 司王弱形 分額 長径(m) 短径(m) 深さ(m) 長射i方位 共{半遺物 報告時期 告t ~ 

SK03 LJ49 F 円形 0.76 0.76 0.42 表被}十 NcWl 

SK09 LJ48 F i可形 0.60 不明 0.15 不明 !夜i必夜!こに起草

SKJO LJ48 F 不主主円形 2 1.30 1.19 0.46 N-40
0

-E Na1 矧以降 上~中{立に大形問機

SK11 u.し148 F ヰ~f.t円形 2 1.53 1.21 0.84 N-17
0

-W  石錐l 凶石類3 lV cJt1l以降 盛土伴う

SK15 LI47 F 不数円形 0.86 0.65 0.27 Nーダ- W NaJt1l以降 立石f'IOうか

SK56 LK46 内 Jf~ 2 1.03 0.95 0.15 N-86--E Nc!t1l以降 南西古1Iに赤色顔料 r1jfl_ij ~SHrLか

SK妖} L1. LK46 総r[Jjf~ 2 1.36 1.09 0.46 N-67
0

-E 類有孔彼片::1-製i品l 石剣 lVcJ窃以降

SK61 LK46 F 桁 r[JJf~ 0.95 0.69 0.40 N-29
0

-E 
魚.rfj・含む主主l

NcJ~J 
査はl氏i雨lli[仁から微伊lしで出土
SK62' 142を切る

SK62 LK46 円形 2 1.41 1.20 0.47 N-44
0

一巳 NcJV] SK142を切り、 SK61に切られる

SK67 LJ45 務ド]If; 0.80 0.55 0.43 N-6r-w 凶石ffll NcWl以降 上前!に大jf~flJ様

SK76 
しl'LK37 

C 絡ドJJ彰 3 1.86 0.71 0.35 N-54--W Z三銭2
lVb!t1l 

南東端[tldlli'に門様 南東~Jif立か
LK38 SKI43ト並列 SR39に切られる

SKI03 LK 'LL46 円形 2 1.43 1.37 0.53 N-7T-W 白石類l Nb-lVc!切 大 )f~内線充.iJ'!

SK108 LK36 C 桁内i彩。y 3 1.72 0.75 0.12 N-1S
0

-E 不1列 持{半自IlitilFli

SKlOり し1・LK3品 c .fiifIJJfよ 3 i凸4 ().Xl O.IX N-74ロ W NaJt1l 以降 間dhj:!ヒl河端iiHlこ大形j1J傑とと赤、i色hゲ白ll1宇l
ヒ目立 {立か SKI51 

香炉製小形土器l ひす 香炉Jf~二上 23 と小]~，ま:上坑jヒ泊三ド1!!1J
日K110 LJ36 C 結円 Jf~ 2 1.61 1.30 0.24 N-67"-W い 主l NcJP] の i一両と底預痘!とから，':1¥1 

jヒi何百戸f;i:か

SKl3o I.K45 .46 A 円形 2 1.50 1.46 0.43 N-65
0

-W  石匙l 四千ei類2 NalJt1l以降

SK137 LK4o F 指ドlJ巴 不fYl 0.87 不明 0.20 N-44
0

-E 不明

SK13R LH'Ll4o'47 ド fTiJf~ 2 0.96 0.87 0.35 N-50
0

-E 
鉢1

Nc鍔j
鉢は;1七fをfilJ切上る位で績がlしでH1土
SKI3liを

SK13li LH 'L146 F fIJJ伝 7 0.92 不明 0.32 Nc!~J 以前 SK138に切られる

日K142 LK46 F ドJj伝 不明 不明 不fl，q 0.40 lVal-lVd号j SK61 .62に切られる

SK143 LK37 C ji馬:;!LJiif; 3 1.65 。70 0.21 N-62
0

-W  
スクレ fノ¥-1 ~ll 

Nh-Nc!UJ S北K西76端とに，iE大列形PJ記長 Jヒjf可頭{立か
石類!

SK151 LJ. LK36. 37 C 限)Ljnr~ 3 1.53 0.73 0.16 N-81--W Na2Jt1l以降

SK155 LJ37 C 1:肉:;IL)TJ彩 戸ヲ、 不明 0.70 。.loN 日 -W Na2J~J以降 ll\t j二1'1~う îïJ 能t1:

SK167 LL. LM38 C 長持円形 3 1.64 0.68 0.20 N-40
0

-1ミ 不I1)J SK335 .411と並列

SKI73 LF46 円形 ウ 不明 不明 0.27 スクレイノfーl [Va2期以降 j友商中央に民事

SK186 Ll46 ヰ~!fl査指fIJ Jf; ヴh 1.12 0.90 0.26 N-54"-W 縄文土25破片 !Vb!羽 焼土塊門機 I-.r，if(i皮H-f!oう

SKlli4 し五 .LF45 円形 2 l.49 1.30 0.54 N-75"-W 
スクレイパ-2 凶

Na!~l以降
同様充填

石類3

SK202 LK41 υ rrJJf; 0.72 0.70 0.25 N-66"-E 
問石綴i 円総状石

[Va-Nb期以降製 l

日K2<B 1.I4弓 円形? 2 1.00 i∞ 0.40 的石類1 E血l Nc期 SR36に切られる

SK213 Lsラ C 指r]JJf~ 3 1.0ラ 0.65 0.29 N 凸9--W Nc却j以降 SK150八を切る

SK215 LG45 E 指!斗}f; ヤ伽、 1.30 I.lU 0.27 N-ii4'-E 線刻様i 不明 記長充填

SK224 LF.LG44 E .fn円形 0.85 0.60 0.12 N-12
0

-E 不明 i二聞に大形rIJ(di¥

SK22ラ LG44・45 h'形 0.75 0.7ラ 0.14 N-52"-E NaWJ以降 記長充JJ~

SK226 Lli44 E ;百円)伝 i.Og 0.93 .45i N 1111111 不明 f~~ Jì己JJ'( ヨ

SK2ヌl 1.1'43・44 f1iJ伝 ん， 1.10 1.05 0.41 N-70"-W 山石類i 1V仁IPJ以11年 様式:境

SK233 LH43 D PJ)f; ヲ 1.07 0.96 0.45 N-14--E スクレイパ-1 NamJ 以ドキ

SK:234 LB8・39 C 不~I;I~)Lカ if; 3 1.40 0.90 0.40 N-43--E Na2JVlJユ降 SK334 と r~幸子安

SK235A LBH C 総fll形 3 1.35 o.n 0.34 N-44 -E NaWl以降 SK235B(こ切らi!.る

SK236 LI' LJ38 C 長持ItJ形 3 1.45 0.76 0.32 N-46
0

-E 不明

SK237 Ll37・38 C 偶メL方}f; 3 1.45 0.78 0.27 N-g--E 司、1りj

SK240 Ll37・38 C 長焔rlJJf~ 1 1.52 0.66 0.32 N-31 一巳 Nb!YJ以降

SK245 L1' LK39 C 長路円}f;S 3 1.10 0.52 0.10 N-(i4"-W 不明

SK246 LCi42.43 。円形 ， 1.41 1.30 0.45 N-86" 羽f lV C)~J以前 ffJ1光JJ~ SK46りに切られる

SK248 L.H42 。情円形 0.72 0.58 0.22 N-43--W ヰミrYl 1'.聞に大形際

SK2S0 L(i. Ll142 。円形 0.62 0.60 (U3 N-7:r-E 線主IJ際i 不IYJ 大!日様充J.Q I夜間i在iに焼 i粒

SK251 LG.I.H42 。務111If~ 2レ 1.50 1.38 0.43 N-2_r-w 石匙i れ!bJm以降 SK421 i切る

SK252 LG42 結ILljf~ ヴ 1.16 O.9X o.:n N-35'-W lVhi切以11，年

SK253 l.m じ 楕円形 百 1.19 0.73 。.26N-74'-¥V 不明

SK264 LK:Iり・40 じ 楕円形 脚，、 lユR O.り3 0.15 N-49--E !Vb-NclVl 
頭部に i器岐j十! 1蒋 114'~fi(\i: か
SR171 に切ら ;/Lる

SK267 Ui41 。不十さ円J[:， P伽ヲ lラo !.30 0.59 N-IT-W !刀石類l [Va2期以降 上泊iにf!l様

SK26H L1140 l.) ドjJ杉 2 iα1 iα} 0.52 N-15'-E 傑r，if3 1引去i類2 lV a2JVl以降 円記長光渋 上liliにPl記長

SK269 LIl47 絡円形 j 戸、
l.30 0.76 0.27 N-22---E 小iYi

石匙i スクレイパ SK357fこ切られる
SK274 LG41 l.) 指fllJf; 0.95 0.76 0.33 N-57"ーE -1 十r'l'u:I斧l NdYJ 

[ll]{:j類2

SK277 LG43 D ドJ)f; ウ 1.12 1.02 0.34 N-5S'一巳 Nc)~l j.jll;f. SK452にυJらjL.る

第表土坑墓一覧表(1)
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8章 まとめ

il'f号 地区 大群 3ド必i形 分芳i i三11:(η1) 短径(mi 1*さ(m) 長軌方{立 共j'F遊物 報告時期 偽- 考

SK27R LG41， iJ PJi[; oι69 O.向。 仏34N-gCj"-W  不明 上郡東誌に大形内空襲

SK280 L!.LJ4タ イJ切} ィ~f列 0.80 イ，[列 0.20 
[l!]石類2 IVhJ羽以降 上部lこ配{J

SK290 Lls9 υ IlJJ杉 ヲ 0.94 0.91 0.24 N-32"-W 1架鉢破片 民i石類2 IVbJ弱 中{立に =t(，~依片「集仁1"

SK296 I.G44 .r¥'ifTJJ彩 フ 1.40 1.14 0.24 N-lO"-W 不明 SK295' 810に切られる

線土製刻製石磯斧Il鈎ll i破i有N片孔石2燦類fil I 
雨前i1li頭{立か SK302を切

SK297 LK45 A IIJJf; 2 1.16 1.07 N-I0白一E IV a2-IV c)!Jl 
り、 SRI44に切られる

0.35 

SK298 LJ' LK38 C 桁ITJJF; ヌ 1.24 0.60 0.24 N-6(r-E IVa2Wl 以 I~年

土:(]製類耳l飾破片1 1111 
SK30l しJ4昇 八 桁ド]1[; 0.70 0.61 0.20 N…84"-E れ!alJ羽以降

SK1，()ス Ls9 。絡ド]Ifj 0.82 0.68 0.43 N-(i2"-W IVaJVJtU苧 時I.llin!IJに火If;f11it軽 S幻 62を切る

SK326 Ll14λ iJ fTJlf; 0.54 0.48 0.12 N-56"-E 上6~破片 線五日際i IVcJ切 東側に土器俄}午集仁1]

SKヌヌ4 L138・ヌリ C 問)LJJ'lf;か 1 1.00 0.58 0.30 N 品5"一巳 不明 SK234と隣接

SK335 LM38 C t;'lP11[五 1 1.52 0.90 (1.:i6 rla2J与!jj..j.p.i
再1 凶 jl!lj に赤色とる顔Î~列学I I十1[1l.jlfflfji:か
SKlo7・411

SK347 LI-'42 .4:， 協P]lf; 0.94 0，66 I 不[JI]

SK274-:!:切り SR256に切ら
SK35i LG41 。 Pl!巳 ? 1.1品 !.OO 州 !N-34"-W 石議i r:cJlIJ 

SK3ラ自 LJ43 。 +r珂 耳、n月 ;FflfJ 不明
I土嶺製耳:鈴i破Jl'j [l!] 

IVa2JliJ以降
よ:音ISiこ自己モl

{i}}(2 {i Jl!L! 

ISK359 LF' LG43 十品ドJJ巴 4 2.24 1.45 0.26 N-6ダーE 不0/1 21主の切り合しり

SK360 L147 ILJlf; 0.51 。泣i 0.13 N-50"-E 不明 一L坑築関連h志設か

SK362 LB9 。4伝子J)彩か 2 不f1.日 0.80 0.31 IV cll1J t). riijか 盛土1'1'う SK303・W3に切られる

SK364 Ll!47 指F91f; 1 1.05 0.60 0.24 N-]R"-E イ孔釘

SK383 し!!.Ll47 持iJl])巳 0.90 0.65 0.20 NーラO"-F. 不明 SK3~4' 389(こ切ら hる

縄員長 1文士石(，~匙破l 片ス 1ク fkfh i 
ヰ!教〈 峻土1'1，う I可能

払IhKtM別7 

LJ42 A 1、?をr91忍 2 1.I9 1.06 0.451 N 

i斧f，J1i.)破3片1 

IVa2)窃

Ll47 不三円形 0.46 03X oφj() N-i(i"-W 弓"列
大形円程若

SK3R3 

SK390 L!46 指円形 2 1.32 1.04 0.31 N-S"-W 
十!こ苦l手磁パー 土{阿波

[VbJ弱
中央に立石

SK392 LB6・3i C 指rqif;か 3 1.50 不明 0.1ラ 不11):j

SK393 L1:19・40 D V]J巳 2 、 1.1芦 1.05 0.61 N-81"-W スクレイノ¥'-1 IV呂2-[Vc)1IJ SK362を切り、 SR506Aに切られる

LG. Ul:l9 '40 HilTJI巳 :: N-64“-E 
打製お子手2

rVb!!JjJ立、F手
十]製右手手l土i二朗から11¥~l 

D 1.6:1 1.41 0.46 

SK397 LG40 。 ;f~iを [l]Jf~ つ 1.43 1.30 。司65N-32"-W IVcJ草'JtJ.f.ま

SK400 LJ4D・41 i¥ 内 J~ ヴ 1.0g 1.00 。.65IN-20' 機器l [Va)羽以降 SK475に切られる

O.78IN-2S"-V! 
昨zj天下レ手コミ 明去三褐色土.¥i記含む 盛半う

JIJlf;; 4 1.71 1.58 [Vc努j

LJ45 !八 十~W] 形 不可j 不 I~J /1判 0.06 IVallUi以前
1れと壁る際仁大形fl]jij装 SK500に1;1)'ワ おi 

iく409 l.J41 村ifLW ヲ 1.20 1.00 0.20 N-20"-E 
i采鉢! !~J{j翠 i IVa2iiiJ 

日K411
LL37・00

怖いjl杉 1 1.271トi お'a2持j以降
SK16i' 335と;ii;_列

LM37 
i芦6 0.% 

1155トE441231 
IfJ I1主U4'i ox， 0.74 iYh-[VじWJ

LCi42 円!ぷ 。70 り70 ~g rVhl!iJU 降
円銀:f()j~ SK251に切られる

SK422 l.J45 4抗 A 円形 'ヲ l.!9 1.13 OA51N 主i主主i !Val-IVcWJ 

SK452 L043 D 総IIJlf~ 1 1.02 0.65 O.351N 1:ci!.H; 1 IVcJ!iJJ以降 llifii)i，誌にILj綴 SK2i7を切る

SK46H L(_i'LH42'43 D ド11巴 F、
1.29 1.13 0.62 N-50"-W 不r!i'J j二{立に円燦集中

SK469 LG42・43 I iJ [1j)彩 0.64 0.16 N-5γ-E 打製石斧1 IVc)yjtl.li;を SK246を切る

SIく47' LJ40・41 D Pi7[;か r、 O.争{I ()ザo 0.48 
スク 1/イ! 日K4!Xlをl]Jる

ISK4n LJ41 |υ ドj形泊 O.RO O.RO 0.40 
円君主状石製品l SK377を切る

SK4Hl 1.1146 円jf; 耳、IVJ 039 N-:，5
0

-¥V 不明
SK525 '636;こりjられる

SK482 Ul46 r: IWI ()ラ4 。，24Nーど- w f、Ilfj ftJ !ft~:frj{こ立{_j

SK4り5 IIJJf;か 0.70 70 0.30 
1111石支i3 石!Il1J IVa2期!:J.前治、 上告jlに集石 [J!Jid色よ塊含む

SK.196 L!' LJ43 D 行WJJ杉 0.84 0.68 0.24 N--j'-E f仁ii滋類ii l{Jl 箆IHill 凶 fVhiVJJ.:.I，J>年

日 LJ. LK.，4' 45 /¥ 打jJlj]f;. lラ男 03ラN-3i'-E 殺をIJ襟l iValJt司
SK404を切る

m土{zロ潟jロ政類片li 円盤状錐iEZ 
SK525・636をしU':{J

LII46 内Jf5 ウ 不明 不明 0.75 N-75"-W IV clyJ 以降

製 l

I[Jjf; 
Ilfl石類!

不li，[J S上Ki5古i4に7f円こ1撲JJら炭化極子多量
LJ45 0.71 0.71 0.25 
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土坑墓

番号 地区 大若手 王子顕形 分類 主主径(m) 短径(m) i?f-さ(m) 長事li方{立 共{半遺物 報告時期 Vfij 考ー

U44 短銭円jf; oヲ3 0.80 0.42 N-84--W 
蛍片ス3口ク縁レ石イ捻土ノ1塁-是石非1匙鏡i2絞

NcJlJJ 

打絞製片石l斧i 石剣類

SK547 L145 F 円形 0.45 0.45 0.25 石剣類破片i Na2JlJJ以降 SK529を切る

SK552 LI43 。短将j円形 2 0.99 0.88 0.35 N-54'-E 
石核1 ~I石類2

NcJ~J 成円磯樹底上にrYJ褐色微{昔、質jこと大形

SK553 LJ43 D 焔rrJ形 0.73 0.66 0.16 N-4
0

-E 凶石類破片i Na2)羽以降

SK555 LJ46 F 不数円形 2 1.25 1.I2 0.24 N-78'-E 
スクレイノ~-2

Nc期以降
上立百r:jJ央に大形円様2

石箆1 rlJ石類2

石録2 イ石ノ錐2 皇室土伴う SK548に切られる
SK558 LI. LJ42 D 将H弓形 2 1.50 1.21 0.45 N-79'-E スクレ ¥-1 NcJ!J]以降

小玉i

SK576 LK44 A 協同 ìf~? 不明 不明 不明 0.25 Na1WJ以降

SK589 LK42 八 不明 不明 1.30 不明 0.36 IVal期以降 i二{而に百i'.[I

SK591 し144 A 円形 0.48 0.45 0.11 N-85'-E 道2 Na1)弱 葬送関連送機か

SK6弓6 LJ43 D 協同形 ()ラ7 0.38! 0.30 N-87"-E IVaZ)年j以降

SK659 しH'U45 ド 不明 不明 i 不明 不rYJ 0.19 IVb-Nζ!1JJ SK660に切られる

SK660 LH45 続FJ百三7 不明 i 不明 イ~f!~ 0.25 線刻喜善i れrb~IVcJt1J 一切り開iに切ら hるi
SK661 LH45 ドBF;"! 不明 i 不明 イ~lJ月 0.21 IV cJ~J以降 SK660を切る

SK8lO Ui44 E 円形 0.73 0.65 0.10 N-73'-W ;r，IYl 
(広土?!底主百街司i近丘央知μ…〈に口附哨一にこコ羽淵3対湘石f側m血と 大7形巴円襟

SK200! LQ54 円形 l.32 1.24 0.48 N-2'-ε !日i干i鎮l お前II れfa2~ NhJ弱

SK2002 LR54 p.lir~ 0.70 0.63 0.31 N-lJ'-W IVa2Jt1J 

SK2α16 LQ'i'i 椅円形 1 1.23 0.74 0.71 N-27--¥V 白石~Í1 石fllll れ'hJ努以降

SK2011 L556 総円Jf0 0.56 0.26 N-66'-W れ!aJ羽以降

SK2013 LT56 不主主総円形 0.70 0.50 0.30 N-5
0

-W  不明 1二伎に大形îJEff]際2j~j f'l' う

SK2018 MA.'i8 .59 円形 2 0.94 0.87 0.61 N-9--W 不可j

i skm2 しL50 内形7 不明 0.90 不IYJ 0.21! 不l_lI:l 円際充.t-J!

SK2040 !日号7 不笠絡円形 0.82 0.62 0.38 N-52
0

一五 lVc期 1-.iI!liこ再己1

SK2042 I.S芳7 司、'iffHWJJf~ 0.61 0.50 0.26 N-:q'-E i百石績1 不明 上阪に大 Jf~円際

SK2046じ LR54・55 司、笠椅flJj巳 0.72 0.50 0.20 N--50'-W Na2WJ以降
SK2046Lを切り、 SK2046Bに切ら i
れる

石鍛l スクレイパ 型後Il上め反illi でし佼当初き火に1Ìé2包3主ら設にf~有E 数そ等の話1)I.R54・55 楕円Jf~ 4 1.80 0.65 N-71
0

-E -1 [i手li'2 lV a2J~J 
若手し、iffi:土 SK2046Cに切られる

SK2059 LR56 格円形 0.59 0.37 0.24 N-82
0

-E T，PJl SK2C附oと並列

SK20以j LR56 不主主将jf斗}r; 0.5白 0.45 0.22 N-65--E 不fU-J SK2059と並列

SK2075 LL50 ドm 0.69 0.58 0.20 N-80'-E 不明 葬送開迷路設か SK2076を切る

LS57 不主主務円形 0.68 O.e¥X Nー凸tデ E JVaJllJ.l:Lli手

K2105A LR54 不i挙結円形 。ι6 、司、、
161N H石II鍛l波!14 1ヲ十五3 fi IVc)泊以i年 l上吉山石

151 MB男R 結11))巳 0.70 0.54 。16N-52'-W lVcWJ以降 i二1';s(こ大}杉f1)燦

SK2112 l¥IB5S''i9 I ;百円Jf:. ミ 1.23 0.81 0.28 N-2
V

-E 不明

SK2116 {，N52 P1Jf0 O.6R り61 0.41 N-6S--W モ1剣類破片l Na2WJ1ユ!時 上部に|斗際

SK211日 LN'L052 始Pi]f; 0.81 0.71 0.35 N-7'-E Ncl羽以F手 i二宮11に燦

SK2128 LM 'LN51 不整内 Jf~ 2 0.93 0.87 l).38 N-g"-E ス1iきクそ11レイパー 1 [I!J IVcJVH'J，降

SK2150 LQ53' 54 IIJJf 0.iI4 {).gO 0.38 N-83'-W スク Lイパー i 不明

SK2226 MC61 不主主絡l可1[0 0.86 0.68 0.23 N-57"-W 不明

SK30!3 LM49 G 待問}伝 句、 1.66 0.88 0.61 N-80'-E E鍛l 石)jlj;l IV c!~J以降 機-Lf'I'う 日R3011‘3012を切る

SK3019 し047 fl]Jf~ 7 1.03 1.00 0.51 N-37
0

-E れla2期以降 底rm中央に大形際

SK3026 LL49 rrJJf0? 不明 不明 不明 0.67 I~l石類 l 不I珂

SK30e¥O I，L'I，M48・49 G f百円形 コF市 1.93 1.07 L'!lVイ+飾政片 2 ス
クレノ¥-1 不明

SK3032 LM50'51 PW  ゐ今 1.10 l.!O 0.40 lVd弱

jSK3036 LM49 (3 指円形 不可] -F明 不明 不明 n主主石斧i 不明

!SK3037 LL'LM50 円Jf:. 、， 0.96 O.宮9 。吋-30"-W IVcJ羽 廃絶後に石間土?，~母i設炉構築か

SK3062 LN49 G 円形 2 0.99 0.98 0.21 N-50
0

-W  
土製3干鰯彼片1 ス

lVa1WJJ;).p年 SK306elを切る
クレノ¥-3

SK306ヌ LN49 G 円形 0.70 o凸ラ 0.20 N-44--P 
スクレイ 1¥-1

不明 SJ二K位30に6211・j3奇0襲65411にと切焼土られる

SKell10 LM48 G 中高IIJjfo; ヲ 1.44 1.12 0.20 N-8S"-W 
子iti:i1 スクレイノf

IValJYJtl、l'キ

SK3126A LN48 G PJJ伝 2 1.01 0.97 
() " N-jCf-E 石鍛l スクレイパ

れ!cWJ以降-1 [1']石惹u

SK3127 LN4g G 隅IL:々形 3 1.76 O.g3 0.63 N-RS"-W IVcJ翁以li年 1二百i に大 )[511:)機設{宣後段~t.

SK3128 LM47.4日 G 円Jf; n，R2 0.82 0.45 土製11'飾彼片l IV3U羽J)、F手 SK3129を切る

土坑墓一覧表(3)
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第8章まとめ

番号 地区 大群 マー託証If; 分~i 長後(m) 綬径(m) i奈さ(m) 長軌方位 共{半i監物 報告i時期 備 考

SK3129 LM4ii (i 村i円If; 3 U8 0.76 0.20 N-8T -W 
四石類l

不明
:;:X3130を{;JJ句、 SK3128に切られ

る

SK3135 LL・LM48 ci 円形7 2 不明 不明 0.4IN-54' -E Na2J!1J以降

SK3140 LQ40 務円If; 3 1.09 0.62 0.26 N-80' -w 不明

SK3147 LS43 H 絡ドj形 3 1.56 0.77 0.20 N-75" -W 不明
SK3172とj長列

SK3149 LM47 ci 間}L方 If~ 3 1..'i9 0.39 0.24 N-82' -W 土製1平飾破片l Na1 期以降

SK3171 LM47 ci 円形 0.70 O.船 0.14 N-3J" -E NalI羽以降

SK3172 LS43 H 指j:ljJf; 3 1.82 0.9ラ 0.47 N-8.'i' -W  W註2期以降
SK3147と放列

SK3180 LQ'LR45 指円形 3 1.92 1.10 0.64 N-78' -E Na2期以降

SK3208 LN42 B 絡円形 0.90 0.76 0.29 N-3T -W 不明
貯蔵穴を土坑墓に転用か

SK3219 LN42 B 円形 0.83 0.83 0.26 不明
貯蔵穴を l~坑主主に転用か

SK3220 LN42 B 不整円形 0.58 0.56 0.16 N-40" -E 不明

SK3222 LM47 G 不主主円形 0.96 0.7ラ 0.47 N-25" -W 不明
際充填

SK322.'i LN41 B 円Jf; 0.83 0.77 0.25 N-4" -W 不明
貯蔵穴を土坊;墓に転F尽か

SK3251 LO・LP47・48 ィ、lifJ 不明 不明 不明 0.62 NbJ羽以降

SK3255B しL46.47 不整方Jf; 0.70 0.60 0.22 N-83" -W Na1WJ以降

SK4(X14 MK52 十詰!吋}f; 2 1.54 1.28 0.30 N-77" -E ti絞2 rr]石類3 Nc)腕以降

SK4021 MA.MB42 11 11月九方jf; 1 1.35 0.92 0.18 N-79" -W Na2期以降 i現端に21闘の円燦 SB4086とZ重複

SK4022 MB42・43 H 円形 0.86 0.80 0.14 N-26 -W 不明 *)1訟に:N岩分割燦

SK4036 MJ50・51 絡円形 4 2.43 U2 0.23 N-12" -W  Na期以降 段土1'1'う

SK4041 MH48・49 不明 不明 不明 不明 不明
石阻2 Nc持i以降

上部に大jf;円燦 SR4α)9を切る

SK4050 MB43 H 椅円形 3 1.10 0.70 0.24 N-52" -E 不明

第関表土坑墓一覧表(4)

模の差、おそらくは被葬者の体格の差ととらえることも可能かもしれない。これらのことから、後述する2

類土坑墓と共通する葬制を想定すると、本類土坑慕には、多様な死亡年齢の遺体を比較的強く屈曲させて直

接埋葬したものと想定しておく。

2類

本類はその平面形長径が最大で1.6m程度を測り 1 典型的な丹形平面基調の土坑墓に桔当すると言える。

覆土が単一の埋め戻し土で、顕著な特徴を指摘し難い例以外に、月草撃を充填する例(SKI03..194 .. 215 .. 226 .. 

231など)、上面や底面に大形円磯を伴う例(SK173.. 390 .. 2001など)も比較的目立つ。また、覆土上位中央

に地山土が堆積する特徴から、本来、上面に盛土が存在したと推定できる例(SK11.. 362 .. 558)"上面に石

囲土器埋設炉を構築した間(SK3037)などもあり、比較的変異に富む0

2類には、確実な共律違物検出例は必ずしも多くはない。しかし、打製石斧 e国石類号線刻擦など比較的

副葬品の豊富な例(SK297)のほか、打製石斧@小玉などの出土例も譲数存在し(SKll0@ 387 .. 395 .. 558)、

本類は、総体として後述する3類よりも副葬品の出現頻度が高い傾向を認めることができる。このほか 1 赤

色顔料はSK56のみで確認した。

本類土;坑慕はその規模から 1 基本的に成人もしくはそれに頼じる死亡年齢の遺体を比較的強く題曲させて

直接埋葬したものと推定しておく。また、援雑な構成を示す例も少なくないことから、埋葬に際して重層化

した葬送儀礼が執り行われた;場合も推定できょう。なお可 SK215~こは底面直上まで月磯を充填しており、本

例は遺体を直接埋葬したのではなく、骨化した遺体もしくは一部の骨を埋葬したこ次葬墓であった可能性も

想定できょう。ただし、二次葬の存在を認める場合刊現状では、それに対応する確実な一次葬の施設を虫内
〈詮1)

遺跡群の調査例に認めることはできない。後述するように、通年の往居と共用墓地とが分離した状態を想定

すると、死者の発生の時期等によっては住居近辺で一次葬を行い、その後に共同墓地で二次葬を執り行った
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第60国土坑墓長幅分散図

土坑纂

長輯比0.7/

本類は長楕円形平面基調の土坑墓である。平面形長径が1m前後のものから2m近いものまでを包括し....2 

類よりも長大な例が存在している。上面に盛土が存在したと推定できる例(SK155 3013 III 3127入内部もし

くは上前に丹藤を提えた例(SK1む9" 143醤 452)などもあるが百多くは土坑掘削後特別な施設等を設けずに百

一気に埋め戻したものと判断できる。現状の覆土の特徴などからはち埋葬に際して重層化した葬送儀礼の存

在などは認定し難いと言えよう。ただしミ後述する配置の規則性から有地表には土坑墓の存在とその長特方

向とを示す墓標状の施設が存在した可能性が強い。

また吉本類は1.. 2類と比べて共伴遺物が乏しいことが一つの特徴である。本類のうちで出土状況から副葬

品を伴った可能性が高い例としては、 SK76(石鎌2)点、〉をあげることができる程度である。このほか、石鎌や

土製耳飾薮片安出土した到などもあるが百遺物忽含震と素護することもあり、副葬品や遺体の装着品であっ

たとは断定し難い。なお『赤色t顔料の確認伊jはSK109とSK335の2例のみである。

本類土坑墓には、その形態から、遺体を強く屈曲させることなく痘接埋葬したものと推定する。おそらく

遺体の膝を曲げる程度であったと推測でき百 2類土坑墓とはその埋葬姿勢は相当異なっていた可能性があろ

う。ここで推測した遺体の埋葬姿勢と土坑墓の規模とを勘案すると、土坑墓の被葬者には成人から小児まで

を想定できょう。

ヰ類

r、・4、，..，.
-0'::'(-



まとめ第 8

め、特徴を抽出し難い。平面形態上は円形平面のものと構内形平面のものの両者が
(註わ

きであろう。盛土を伴うと推定で

本類は伊j数が乏しい

ある。ただし百 4基中3基には盛土が存在した可能性があることは注目

きる例は本遺跡では171例中10例ときわめて稀であり百さらに本類のうちのSK2046Lでは第4章で触れたよ

本類が複数うに重層化した葬送儀礼が執り行われたと推定できることから百大形であることを根拠にし

遺体の埋葬施設であったと単純に判断し難い面もあろう。

はその構成などには変異があるものの百平面長ここで、各類土坑墓の特徴をまとめると百まず、い

どに共通性を認めることができる。 3類は形態や副葬幅比や相対的に豊富な副葬品を伴う伊jが存在する

品の僅少性ーなどの点で斉一性が強く 1 後述するように特定地点に排他的に集中分布する傾向もある。また¥

は、土坑墓の性る可能性があろう。これらのことから百ここでの4類は相対的に譲雑化し

く。る上で百ある程度の有効性をもつものとし

こ才lAこ対し、 3類土坑と2類土坑墓は合計で116関と既述のように、

と3類土坑墓の検出数には大きな跨きが

ある。しかし、虫内護遺跡で確認さ紅た60慕の土坑墓の大半はここで、の3類に麗仁虫内遺跡群全体では大

い。現状の車内 I遺跡でのいるす在存日開ハh
u

n
d
U
 

斗
A
山

しない可能性もあろう。また、土坑墓の時期を特定できる例は少ないが百総体として1窃 2... き

4類はrla期以降rlc期までの各時期に存在したと判新できる。 3類はIVa期にその帰属時期を特定できる例を

る指携できないが百少なくともrVb惑からNc期に嬬寵する伊jを認めることができる。

として、各時期に併存していた可能性が強い。少の各時期ごとの分布状況も勘案すると、

れていたことは確実であろう。なくともfvb期___ -..;Nc期にかけては2... 3類土坑墓が許存し 分の

布状況については可後述する。

きる土坑っfことなお百石銀出土土坑墓古，例のうちの4例が本来盛土を待ったと推定できる。

の性格を墓そのものは全体の5%程度に過ぎないことから、その石鎖出土頻度の高さはこの種

v

つブつあでき
C、べす円

口注で上司令

土器埋設遺構

今回の謁査で当該惑の土器埋設遺構は153基躍認した。車内遺跡群の調査全捧では259基近く5緩忍しており 1

その数は縄文時代後期後葉から晩期前葉の東北地方では有数のものであろう。この土器埋設遺構は、東北地

方では当該遺講か与の嬰児骨検出例があることから、基本的に嬰克の遺体を約めた土器桔墓と判断して510
ここでは、以下の虫内遺跡群検出の土器埋設遺構の大半は器高30-...45cm前後の粗製深鉢を掠身とする。

1--璽類については細部の特設をもとように可その捧造を主に埋設土器設置の向きから I-...IV類に大到し、

にさらに細分する。

深鉢を正位lこ埋設するものI類

特徴的な講造を認め難いもの(SRI038など〉a 

2個体の深鉢を正佼で入れ子にするもの(SR2066)b 

深鉢内に土器破片の内蓋を入れるものくSR75など〉C 
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深鉢内に擦を入れるもの(SR3061)

深鉢上面iこ石蓋を置くもの(SR123など〉e 



土器埋設遺構

f 深鉢内に土器破片の内蓋を入れ百さらに擦を充填もしくは在蓋を置くもの(SR3173など〉

g 深鉢内iこ}111倍体の深鉢を逆位で入れ子にするもの(SR3020など)

h その他特異な例(SR238.. 256など〉

宜類深鉢を斜めに埋設するもの

a 特徴的な構造を認め難いもの(SR228など)

b 2個体の深鉢を正位で入れ子にするもの(SR53)

深鉢を逆位に埋設するもの

a 底部まで残るもの(SR3178など)

b 底部を欠くもの(SR117など〉

るなどその{患の特異な例(SR300"3242など)

なおちこのほかの特徴を見ると 1 底部穿孔は5例に、覆土中に赤色顔料を含む例は1例にそれぞれ認めるこ

とができるに過ぎない。さらに百部葬品と?設定できる遺物としては土製耳飾破片(SR3258入

(SR3231)、富孔石製品(SR4007)をあげることができる程度である。いずれも例数が乏しいこともあり 1 こ

こでの分類基準には採用しない。

上記各類の時期男!Jの例数を第61表に集計した。

これによると可 してミ Ia 

類が58，.....，65%可 Ic類が10.-，.，15%前後を占め百

主体を占めるものについては時期による大きな

め難い。ただし、 PIa1窮に特定した

例では豆---fv類が8開中41闘を占め百 fva期全体

でも20%を越えるのに対し百 IVc期で、はこれら

主治るに過ぎない点、法注意すべきで毒

ろう。
吋

γ
む

1 るにつ

してゆくという領向を認めるこ

とができょう。

Nal期 IV a2期 Na期(計) Nb期 Nc期 言十

i I a類 勺 34 17 38 89 

I 1 b類 。 。 。
Ic類 3 6 4 8 18 。 。 。 。
Ie頚 。 ヴ 。 3 

1 f類 3 4 8 

Ig類 。 。 2 3 

I 1 h類 。 。 。 つ 弓。 つ 。 1 

IIb類 。 。 。 。
IIIa頚 戸』、 o 2 。 合 ヲ

b類 。 。 3 5 
r類 4 6 つ ヲ

8 60 n i9 46 

(縮J3!JU寺識不明例を徐く)

はー 北密端鰐と Z は土器る

は疎密がある。ま

と重複して分帯する

詩嬰5ijの分寄を見ると、

る額j蒔を諒めること

るという状況は落に

る円

し五円

現状で、は南調査区中央部に比較的fva期例が集中する(第62国参照)。しかし"IVa境問は謡査区のほぼ全主主に

認治ることができることから 1 これは古語調査区中央部では後む土坑墓等の構築が少なかったことで部平を

免れたことによる晃かけの集中分布の可能性があろう。ただし百これらの分布状況は"fva期には土坑墓の分

布に直器対Jt;することなしに土器埋設遺講を構築した可能性があること"fvb類以降には土坑墓群に隣接して

した可能性があることを示唆するかもしれない。ただし三時期を特定できる

しく百土坑墓と土器埋設遺構との細かな変遷を追跡し難いため百この可能性を検証することは菌難である O

d乙~一一
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遺構群の構造

今回の調査範囲は車内 I遺跡の中央から南西半側に相当すると推定できるの虫内遺跡群全体としても、

北横断自動車道建設関係の一連の事前調査によってその中央付近を発掘したものと推測できょう。現状での

調査結果をもとに、まず¥縄文時代後期後葉から晩期前葉の遺跡全体の構造を推測する。

北調査区では調査範囲が狭小なため詳細な性格が判然としないが、現状では、北調査区 I区中央から北西

側にかけて大形建物や柱穴群がまとまって分布している。ここでは土坑墓と推定できる例もうL激存在するが有

明瞭な分布のまとまりは認め難く、また土器埋設遺構は存在しない。北調査区E区の I区寄りの地域でも土

器埋設遺構を確認していないことを勘案すれば、北謂査区中央部を中心に大形建物や大形の柱状施設が集中

する区域が存在したことを推測できょう。遺構の推定規模と分布位置も考慮すると、これらは虫内遺跡群造

営集団全体の共同利用施設であったものと推定する。このうち、大形建物(SB2025)は、南調査区工区に位

置する小規模な竪穴住居l軒と併存する可能性が強いことから、通常の居住施設であったとは想定し難い。

季節的な共同居住施設とする想定などもあり得ょうが、既述のように遺構全体の削平が著しく、かっ百一部

の調査にとどまっているため、その性格は特定し難い。ここでは、当該区域の大形柱穴には百柱を抜き取っ

たあとに離を充填するなどの廃絶犠礼の壌跡を認めることができる伊jが少なからず存在し 1 また百柱状施設

が単独で存在した場合も予想、できることから百大形建物を含めたこれらの施設は祭詑施設的性格をもってい

たものと想定し、当面可これらが集中する北諮査区 I区中央部を中心とした区域は百共同祭紀域であったと

しておきたい。

さらに、北調査区E区から盟区にかけての土器埋設遺構の分布状況および南調査区の土坑墓@土器埋設遺

構の分布状況、そして虫内 I遺跡の周囲に位置する虫内ne 麗遺跡 e小田IV遺跡の土坑墓場土器埋設遺構の

分布状況から 1 上述した共同祭紀域の潟屈には、疎密はあるものの『土坑墓、土器埋設遺構などからなる

域がめぐるものと推定する。また、南調査区中央部にはこれら遺構群と時間的空間的に重援する遺物包含層

が存在し 1 大規模な遺物廃棄域となっている。ここで推定した虫内遺跡群の構造を模式的に示すと第61図の

ようになろう。

虫内遺跡群全体では未調査範囲も大きく、また、調査範囲においては遺構群の時期的な変遷も明瞭ではな

いため、ここで想定した構造は必ずしも確実と ない。ただし 1 虫内 I遺跡が立地する低位段丘屈の中

央付近が共向利用施設域として区分され1 この区域に対持するように局留に墓域が形成されるという額向は

認めることができるであろう。また百虫内遭遺跡と小田fv遺跡には百 IVa期からIVc期におよぶ土器埋設遺

構が分布することから、虫内遺跡群の基本的な構造はおそらく IVa期にはすでに確立し百 IVc期まで持続し

たものと判断できょう。

ここで、墓域を検討する前に百他の主な遺携について競観しておく。まず百竪穴住居は南調査区 I区で遺

物廃棄域に隣接して単独で立地する。 rVa鶏からIVc期までの累覆で3軒存在し百その位醤は時期が下るにつ

れて百大きくは南から北に向かつて移動している。これは遺物癌棄識の拡大と対話3した変化の可能性もある

が、遺物廃棄域の時間的変遷が明瞭ではないため1 断定できない。また百この竪穴住居と一部重捜して比較

的大形の6本柱からなる建物1棟(SB430)が存在している。建物は遺物包含層とは空罷的時間的に重譲し、ま

た1 大半の柱穴には柱材抜き取り後円擦を充填して埋め戻す麓絶犠礼の嬢跡を認めることができる。これら

の特徴を勘案すると、周辺に位置する竪穴住居とは河特に存在しないが可本建物が竪穴住居に代わる居住施

設であったとは想定し難い。遺物露棄議中に存在することから百葬送議礼もしくは遺物廃棄儀礼に関連する

施設であったと推測しておく。

-;J3U-
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、小規模の柱穴群は大勢として土坑墓もしくは土器埋設遺構の集中域に隣接して分帯する傾向を認め

ることができる。その分布傾向から百その多くは墓の付属施設もしくは葬送儀礼と係わった施設の痕跡であっ

たと判断する。単独の柱穴としたものの中にはSB419f) 420 G 4086のような建物状の構造物を構成していた

ものも存在する可能性も高く、また、墓標もしくは境界標識のような施設の痕跡例もあるものと想定してお

く。

このほか、南調査区中央に位置する遺物廃棄:域からは膨大な粗製深鉢のほか、廃棄時には完形であっ

能性がある精製土器百完形の石器恕ども多量に出土している。しかし、調査では意図的な配置を認定し得る

ような特徴的な出土状況は顕著ではなく、焼土遺構 e配石遺構等の儀礼的行為との関連を推定し得る遺構の

確認例もわずかである。現状では、個々の廃棄行為の具体的な日的を特定することは臨難である。ここでは

この遺物廃棄域の形成を、虫内遺跡群を営んだ集団が多量の余剰を集約することが可能であった ζ と

とともに、その余剰が特定信人もしくは特定系議の{臣室集団に帰属し、財として墓に副葬もしく

されるのではなく、共同の遺物廃棄域においておそらくは共開の儀礼的行為のもとで出費されたことも

しているものと評価しておく。

ここで る り有

らE

E 

E区 e南調査区E

ては土坑慕が多数分布する。

うちの21墓が3類に属し可き

ず、百その長軸方位が大きく

け

lま

も九いくつ

る

ることができる。さらに

まり、もしくはその集合と認定でき

ょう。

し

。

ま;:;

るSK274と357はし

きるc この

り合い関係を有するの

し

曹、ーヲ

凸り
間
口 うかもしくは密接し

めぐるようなまとまり

きる。

このように、 とし はいくつかの土坑墓のまとまり と 百
ーさ もいくつ

ここでは、

ら構成されているものと

し

る。。々

~日の8つのまとまり

うに呼ぶこととする。

し まとまり そ

にA

のよ

-332ー



墓域の分析

これらの大群のうち、大群Aと大昨日は、J¥'a却jに帰属時期!を限定し得る例のほか、 i十i上遺物もしくは確

認市 ・切り合い関係などからIVa舟jに属する可能性がある土坑基をまとめて設定した。人群

7基など合計1日3基の士坑墓、大gfBは4基のl類士坑幕からそれぞれなる。大群λにはSK387のように盛上を有

@ 

• 

¥

-

、、

N aJUI l.JiL ~:~ 

lV bPJI Uit ~~ 

PI cJUJ I J/t: ~~ 

11.'iJり!イ~IIJJ I'..tA生

企 IVaJUI U~;)IHII;t j立情

lVbJUI J-.出jll!.1没ja情

lV cJlJI J-.出)IILj:;世情

~ ll.'f jtJI ィ~ Iリ J J-.r.:PIJ!，j:j立十九 ~， !'..l'iL ~':.II.'J' Jり):1-./;Iaffiヒ

第62図 ihdJ.'ll斉1)(の迫情分布
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し、共伴泣物が比較的豊富な特徴ある土坑墓も存在する。しかし、当該期に確実に比定で、きる例が之しいた

め、 大群全体の特徴は判然としない。現状では、これらの土坑墓群は環状の分布を示さず、また、周辺の大

群との関係も明瞭ではなし」 ただし、大群Aとした土坑墓群は、それぞれ大群Dと大群Fの一部を構成した

可能性を必ずしも再定できなし、。残りの大群C--Hは、時期を特定できる例が之しし、。大群が継起的に形成

された場合も想定し得るが、大勢と して、少なくともIVb期--IVc期の問、複数の大群が併存 したものと判

断できる。現状では、これらの大群のうち、大群C'Hは3類土坑墓を、大群D--Fは1・2類土坑墓をそれぞ

⑧ 

e
 o

 。

C 

J
九三一ぴ

。弘d-c;

-:・06，

ノ

， 、， H 

→ 

大

小

..... 

o 10m 

第63図 南調査区土坑墓の群別
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墓域の分析

れ主体とし、大群Gでは1'""'-'3類の土坑墓が混在する。

以下では、他の遺構や遺物包含層との重複が少なく、土坑基配置の検討が比較的容易な大群Cと大群Dを

に取り上げて、その土坑墓分布構造と性格について考える。

大群Cでは、既述のように22基の土坑墓のうち21基までが3類に分類できる。また、唯一、 2類土坑墓とし

た8K110は、その幅広で大形の小判形平面をなす形態から合葬例と推定し、 の変異と考えること

もできょう。

この大群内での土坑墓の長軸方位を見ると、全体としては北東一南西方向と北西 南東方向のほぼ誼交す

るこ方向にまとまる傾向を指摘できる。さらにC地点北側の土坑墓群は前者の方向をとるものが13炉Ij中9例

と大半を占めるのに対し、南側では北西…南東方向の例が逆に9例中7{舛を占め、その主体となる方位が南北

している。北部jにはrVb~rvc期に帰属する土坑墓が、南側にはIVb期と IVc期 iこ帰属する十時坑慕がそ

れぞれ存在することから、必ずしも確実ではないが、南北の土坑墓群は並行して営まれた可能性が高い。

さらに長軸方位を細かく見ると、隣接する2~3墓前後で、長斡方位がよりそろって並列する例(8K76

143、8K167" 335 " 411)"あるいは長軸方位がほぼ直交して iLJ字形に並ぶ例(8K108"109)などの相対的

により規則的な配置の単位を認めることができるむその規則的な配置の特徴から、これらの土坑墓群は相対

的により密接な関係があると判断してよかろう。ここでは、この判断をもとに、大群は、このより小規模の

単位〈以下、小群と呼ぶ)が累積した集合体と想定し、大群内に土坑墓単独のものもあわせて合計11の小群を

した(第63図)。

次にこの小群の性格を考える。本大群の土坑嘉は被葬者の性格等を判断する資料を欠く。そこで、本群と

相同の大群もしくはその集合を形成していると想定し得る虫内盟遺跡を参考にする。

虫内壁遺跡検出土坑慕のうち、 8K102と8K104は両者の土坑墓長軸が直交した 字形の配置をなし、

8K112 " 126とともに小群を構成すると判断できる。そして、 8K102からは石鍛がミ 81て104からは櫛が出土

し百それぞれ被葬者への副葬品もしくは被葬者の装善品と推定できる。類例は乏しいものの1 虫内遺跡群の

土;坑墓では石鉱と揮とは排他的な出土状況を示すと判断できることから百それらの伴出土坑墓被葬者をそれ

ぞれ男性と女性とに対比しでも矛盾しないと考える。

この考えを前提とし、さらに個々の小群は、その土坑墓配列のより強い規則性から比較的短期間で形成さ

れたと想定し、かっ土坑墓の規模も勘案すると、小群を構成する土坑墓の被葬者群は、本来、成人を含む男

女2~4"人程度からなる集団を構成すると推定する。このような構成の集団は、現状では l竪穴住居居住集団

に対比することが最も妥当であると考える。当該期の主たる居住形態は小規模の竪穴住居が単独で点在する

ものであった可能性が高く、竪穴住居居住集団の相対的な独立性の高まりを予想できることは 1 竪穴{主居出
(註8)

住集団が独自に土坑墓小群を形成したとする考えの傍証となろう。

なお、土器埋設遺構は、 C;地点内やその周辺に30基余り分布している。 rVa期からfyc期まで各期の例が存

在し、大勢として土坑墓と併存したと判断できる。 8R39のように土坑墓と切り合う例など小群に隣接する

例もある一方で、小群分布の空間地に比較的集中する例もある。現状では、土坑墓の詳細な時期が不明な例

が多いこともあり、小群に土器埋設遺構が伴うかは判然としない。

次に主に1.. 2類土坑墓からなる大群Dの構造を見る。

上述したように 1 本大群は土坑墓が一部二重となる環状配置をなすものと認定した。 D地点西側は水路に

よる未調査部分が存在するため、詳細は不明な部分が大きい。現状で、本大群は、 1類14墓、 2類17基"3類§

4類各1基など1 計34基の土坑墓からなる。先の大群Cと対比すると百土坑墓の配置、その主体となる土坑墓

一一一つつに
00u 
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形態など
吋
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v
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大群Cとの違いのーっとなっている。先に触れたように百

つことから、切り合い関係をもっ土坑墓もしく

て小群とし、その小群の集合として大群をとらえると百

きょう。しかし、ここでの小群の構成集団が大群C内小群につし

可能かは、現状では判断し難い。

ただし、例えばSK251.， 252 " 421からなる小群のように百 1類でも

形成することは少なく、 2類土坑慕とともに小群を構成する額向を認めること

と

り合い関絡をも

ある単位と認め

めることがで

に対比したように可

土坑墓被葬者を小児と想定するならば、間一小群内の2類土坑墓被葬者に

強いものと推測する O この推測が妥当であるならば、ここでの品群

は、それ，らのみで小群を

きる。この種の小形の1類

まれている可能性が

よって形成されている

く1 その構成集留には1竪穴住岩居注集冨もしくはその…部を含むものと推測できょう。

また、土器埋設遺構は百土坑墓の環状配置内にはほとんど存在せず、現状では土器埋設遺構が小群に伴う
(註g)

状況は認定し難い。閉じく 1.. 2~類土坑墓が環状にめぐると認定した大群E"Fでも、群iこ土器埋設遺講が

伴う状況を認めることはできない。現状からは、土器埋設遺構は土坑墓の環状配置外に分布する可能性が強

い。このことから刊これらの大群では土坑墓を排他的に環状配置する強い規制が鋤いていたと評価すること

も可能かもしれない。

なお、大群Gでは、 1，-.，;3類土坑墓が混在した配置を示す。 3類土坑墓はその長軸方位が東一西方向にまと

まり、現状ではこれに謹交する例が存在しない。これに対し、 2類土坑墓が3類土坑墓に近接して位置する例

やl類土坑慕と3類土坑墓がかすかに切り合う例があり百そのうち、 2類のSK3126Aと3類のSK3127はともに

IVc割に帰寓する可能性が強い。これらのことから吉本大群では"2類土坑墓と3類土坑墓とで小群を;構成す

る可能性を想定すべきかもしれない。

虫内遺跡群の評価

上記の土坑墓とその分布の検討において、 1" 2類土坑墓と3類土坑慕とでは可遺体の埋葬姿勢や副葬品出

土頻度百あるいは葬送儀礼の重層化の寝度に差があると推定できること、持者が原員Ijとしてその集中域を異

にすること、そして、それぞれの集中域は1竪穴生居賠{主築田講成員もしくは誼系の血縁集団構成員を被葬

とする数基程度の土坑墓の累積で形成された可能性があることなどを想定した。これらのことから、縄文

時代後期後葉から晩期前葉にかけての虫内遺跡群では、墓寄せを異にする複数の集出群が大勢として地点をJj!j

にしながら百中央部の共同祭紀域の濁閣に土坑墓を造営することを大きな特徴とする共同墓地が成立してい

たと想定する。

ここでは、若干の補足とともに、共同慕地の造基集団全体の性務について考える。この造募集団全体の性

格を検討するに当たっては、大群相互の関係や大群個々の構成など、より詳細に分析すべき点は多い。しか

し、ここでは、議論を簡潔にするため、い 2類土坑墓造営集団と3類土坑墓造営集団とをそれぞれ墓制を異

にしながら併存したこつの集団として対照的に取り上iアて、主に両者の関係を検討することを造墓集団全体

の性格の検討に替えたい。

現述のように、共待漬物の出現頻震は1ぺ類土坑慕の方が高く、 2類土坑墓iこは重扇化した葬送犠礼の存

在を示唆する例も認めることができる。その一方、 3類土坑墓である虫内亜遺跡SK91か与は虫内遺跡群では

唯一の完形石剣類が装身呉とともに出土し、副葬品C窃からは卓越し となっている。このことを重視
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すれば""1 4; 2類土坑墓と3類土坑墓の共伴遺物OJrjj現頻度の義や葬送儀礼重層花の省無などをそれぞれの造

墓集団の優劣に単純に置き換えることはできないと判断する。

また、盛土の有無に注目すると百盛土を伴ったと推定できる土坑墓(以下、盛土土坑墓と!呼ぶ〉は2類と3類

の両者に存在する。第4章で報告した4類に属する盛土土坑墓8K2046Lで顕著であるが、盛土土坑墓では、

大群Dでは西側にほかよりも百相対的に複雑でかつ示威的な葬送儀礼が執り行われた可能性が強い。ま

3基の盛土土坑慕が分脊し、このうち8K362e 403は間一小群に属する。この小群の認定とその性格の評価が

しfこことも妥当だとすれば百盛土を伴う特徴的な墓告Ijは特定の血縁集間内で継続的に採賠さ

ように石鎌が出土した9例の土坑墓中4例が盛土土坑墓であるこきるかもしれない。さらに、前述し

とは、盛土土坑墓被葬者が男性であったことを示唆するものであろう。

これらの盛土土坑墓の特徴を重視すれば可虫内遺跡群造墓集団群にはおそらくは男性の有力者が顕在化し

3 
e v、

w 

..J-，:?>)、 T
I t  I_ 1. 

'ζ立、 o v し得るかもし
(註10)
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らのととろう。乙っTことそれ程大きな:違いはなして投入された慰や労鐙力

した集毘閣である種の階層分化が成立していたとは考え難く、虫内遺跡群の外観は当時のから百

したものではないであろう。
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第 8章まとめ

した可能持を示唆している。イネ

文様表出技注等の器惑の特設から在地産と判新しても矛詣しない

された当該試料そのものは、絵土およ

、さらに、近年の栽培植物の検出

粉分析結果を踏まえて百縄文時代に農耕が存在したとする考えがあらためで提示されている己主も勘案する

と、作業仮説として刊当時1 虫内遺跡群周辺に稲作を含む農耕が導入されていたと想定することも可能であ

ろう。

また、本遺跡の石器組成を見ると、当該期は石鉱等の狩猟呉および白石類等の植物質食料加工具がその

心となるが1 これに加えて百いわば手グワ状の打製石斧が新た として出現している。

することはないが、第6章第3節で触れたように土坑慕への副葬例が自につくこともあり、生産用具の中では1

の重要性を評価すべきものと考える。間じく第S章第3節ではこの慈の打製石斧は基部総縁の蔽打痕の存

どから、 と半号訴したが、ここでは一歩道めて類作における であっ
〔註14) 

と推定する。

その一方で、開墾呉とみなし搾る遺物をほとんど認めることができないことから百ここで想定する摺作はミ

当時斑状に存在したであろう疎林あるいは草原のような大規撲な開墾を必要としないこ土地を耕作地とした焼

娼農耕であったと考える。なお百石器組成では石擦やj宝石類などが卓越することから百ここでの;捷矯農耕は

従来からの狩猟や積物採集なども包括した多角的な生業活動のうちのーっとして採用されたものであったろ

ハU，っ

こC焼畑農耕の耕作単位は百車内遺跡群における竪穴住居践確認状涜を勘案し、 1軒翠度

あったと判断する。さらに、当該議に ることからち

は耕作適地の近辺に分散居住し、かっ、耕作地の疲弊;こともなって百頻繁に移動を重ねるような居住-

形態を想定しておきたい。

ここで、:焼畑農耕の採沼を認めると、多角的な生業活動のうちの一部を占めるに過ぎないとしても、

に一定量の労働力を投下することから、その結果として、その土地に対する当該集屈の占有欲求を以前

よりも高めたものと予想できる。これに伴って、議案毘留の土地占有に演する科書謁整三さらには詫来から

の種々の桑田階層に応じた領域に関する諸関係の再編成が不可欠となるであろう。この集酪諸関係の再編成

は可総体として百より領域占有を中心とした関係百おそらくはより地縁紐帯を中心とした関係への再編成で

あったと推測する。

この地縁紐帯を中心に集団関係が再編成される として、虫内遺跡群が成立したと考える。そこ

では1 集団の結束を強化すべく百共局墓地を形成するととももに、共同で多様な儀礼的行為を執り行ったと
(詮15)

推定できる。それらのうち、大規模な遺物包含層形成をもたらした共同の儀礼的行為は1 膨大な量の財の泊

費活動を集団の内外に示威的に明示することによって百虫内遺跡群造営集団の結束を強化するだけでなく 1

その集団全体の占有領竣を維持する投書日も果したであろう。また、ここでは触れることはできなかった

{義器交換@生活物資交換@婚姻による入の交換なども有周囲の集団との科書諮整装賓として機能§盛行した

と考えることがで、きrro
結論として、大境模な墓域を中心とした虫内遺跡群の景観は、;境娼農耕導入に起因する土地占有欲求の強

化を主たる動機として、集回関係が地縁関係にもとづいて再編統合化される動向を表設すると総括しておき

fこし可。

上記の解釈は{反説にとどまるが百これをもっ ら晩期前葉にかけて つ

いての現時点での評価としてよ仁

一括



虫内遺跡群の評価

註1 なお1 後述する2類土坑慕の集中地点に分布する性器不明の2基の土坑SK283s 284は、土坑墓群の環状配列内に投

置し、 SK284がSK283を大きく掘り込んだ状態となっている。あるいは、 SK283が一次葬の土坑墓、 SK284が二次

葬のために遺体をSK283内から取り上げた掘り込みであったと推定できるかもしれない。

註2 4類のうち盛土を伴わないSK359は、調査時には確認できていないが、円形平面の土坑墓2基の切り合ったものの可

能性もあろう。

註3 以下、本章での虫内 I遺跡以外の虫内遺跡群(虫内日@盟遺跡、小田W遺跡)に関する記述は、基本的に以下の報

告書にもとづく。

秋田県教育委員会『東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書Xf¥T-虫内百遺跡-j秋田県文化財調査報告書第234

集 認93(平成5年)

秋田県教育委員会『東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書XVll 虫内調遺跡秋田県文化財調査報告書第242

集 1994(平成5年〉

秋田県教育委員会『東北接断自動車道秋田錦発掘認査報告書X湖一小田f¥T遺跡-j秋田県文化財調査報告書第243

1994(平成5年)

例えば、宮城県気的沼市田柄員塚では後期末葉から晩期前中葉にかけての5基の土器埋設遺構(報告書で

が検出され、そのうちの4墓から人骨が出土している O 鑑定を行った2体は新生児あるいは胎児、未鑑定の残り 2体

もほぼ間胎齢であろうと報告されている。

宮城県教育委員会 f田柄貝塚J宮域県文化財調査報告書第111集 1986(昭和61)年

なお、山田康弘は、胎児@新生見の埋葬慨を集成し、少なくとも東北地方では早期死亡の新生児が土器持(山田論

文では護持)に埋葬された可能性が高いとしている。

山田康弘「翠棺葬の条件Jr史境J第28号 1994(平成6)年

なお、土抗幕以外の土坑のうち、 SK165はC地点周辺では最も古いf¥Tal期に属する遺構の一つで、これを避けるよ

うにして周囲に土筑慕が分布している。新たな土坑墓集中域設定時などを契機に、当該集団祖先の遺骨を集めて

収めた土坑のような性格も想定できょうか。 SK150Aも時期は下るものの、類{l1，した性格を想定できるかもしれな

い。このほか、 SK220は単独でe存在した大形の柱穴の可能性がある。あるいは集団の象徴となるようなトーテムポー

ル禄の柱を立てた遺構であろうか。

註6 tまぼ北一南方向の長軸方泣を示すSK237は、北東一南西方向方位をとるものの変異のうちに含めることができると

るが、ここでは北東一南西方向例から省いた。

註7 一方の土坑形態が未確認であるため確実でiまないが、向じく虫内班遺跡SK26とSK42もそれぞれ石鎌と様とを伴う

小群を構成する可能性が強い。

註8 小群における土坑墓長軸方伎の差は当該集組内の出自差もしくは性差を、南北での主たる土坑慕長軸方泣の差は

双分原理あるいは外婚単位をそれぞれ表徴する可能性なども想定できょうが、現時点では推論の異体的な根拠を

欠く。

なお、ここ した小群のうち、 SK76づ43.， 298からなる小詳は、大群を優勢長軸方位で南北に分けた場合、

二分されることとなる。この小群は、大群Cのほぼ中心に泣置し、かっ相対的に古い時期に帰属する可能性か高い。

あるいは、これらのことから、当該小群が本地点に最初に出現し、以後ζの小群の集団構成とそれを反映した土

坑長軸方設が基準となって、 f患の小群が展開し、最経的に現状の構成の大群が成立したとの想定も可能かもしれ

なL、。
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註9 SK357を掘り込んで構築されているSR256，立、 SK357造営時の一連の葬送犠礼にかかわる上部施設の可能性もあろ

0
 

・っ

註10個別の土坑墓の変遷が不明なため確実ではないが、大群Dでは、西側に盛土土坑墓が、東側に河磯を充填した土坑

墓が分布しており、あるいは本大群も、大群Cで想定したように大きく二つに分かれるのかもしれない。

註11大群Gでは、 2類土坑墓と3類土坑墓とが小群を形成すると認めると、これは、地縁紐帯の強化のもとで墓制を異に

した集団関に新たな婚姻関係、が成立したことを示していると想定することもできょうか。

註12分析結果報告では、当該試料は、現在東北地方の自本海側にほとんど分布しないネザサ節(型)の植物珪酸体が多

量に含まれることから、搬入品であった可能性を示唆している O しかし、秋田県内の遺跡採取土壌の植物珪酸体

分析では、ネザサ節検出例も少なくな~'(f7!Jえば大舘市寒沢遺跡での分析例〉。よって、ネザサ節(型〉の植物珪酸

体検出を根拠に当該試料を(東北地方南部かちの)磯入品と断定することはできないであろう。

秋田県教育委員会『曲田地区農免農道整備事業に係る壊蔵文化財発掘調査報告書VI 寒沢遺跡…J秋田県文化財

調査報告書第254集 1995(平成7)年

註13例えば下記の吉崎昌一文献。

「縄文時代の栽培構物J~第四紀研究J 第36巻第5号 1997(平成9)年

なお、秋田県内では、西仙北町上野台遺跡などで縄文時代晩期前後の層準からソパ属花粉が検出されている O

秋田県教育委員会『東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書軍一上野台遺跡@寺沢遺跡@半仙遺跡-j秋田

化財調査報告書第180集 1989(平成元)年

註14石箆の一部は、その刃部箆用痕が打製石斧のそれと類似することから、除草呉として使用された

ておきた ~)o

註15先に触れた大形建物は、複数の世帯がそこに集合して援制的な単一世帯を形成し、集団の結束強化を図るための

住居を象徴化した施設であったと想定できるかもしれない。規模と主柱穴配置の点では類似する青森県大森勝山

を想定し

遺跡の大形の竪穴住居跡が中央にl基の炉しかもたず、当時一般的な小形の竪穴住居跡をそのまま拡大した講造を

示すことは暗示的である。

村越潔ほか「第15節大森、勝山遺跡J~岩木山』岩木山刊行会 1968(昭和43)年

註16本章で推定した焼畑農耕による栽培植物も、当該集団にとっては多角的な生業活動によって獲得する横物質食料

の一部との位置付けにとどまっているとすると、食料金体に余剰があれば、

交換の対象となり得ょう。

註17ここでの虫内遺跡群についての評価は、縄文時代後期から娩期にかけて北海道西南部~東北地方北部全域で顕著

のものはわずかであっても

となる大規模墓社遺跡すべてに当てはまるとは考え難い。ここで取り上げた打製石斧の多寡や土坑墓形態の斉一

性の程度、墓域の構造、竪穴住居の分布状況などは、地域によって、あるいは遺跡によってもかなり変異がある。

例えば、林謙作は北海道西南部の縄文時代後期後葉に出現する周溝墓を吉長制の形成と関連づけ、議JlI拓郎は向

じく北海道西南部の縄文時代後期~続縄文期において、後期の区画墓から晩期以降の多冨!J葬墓への変還を認めて、

晩期には首長の隔絶イヒと部族組織の結合強化を想定する。荷者の論旨は必ずしも整合するものではないが、縄文

後期後葉以降に首長の顕現化を墓制から予想している点は共通する。少なくとも、区画墓 e多副葬墓の存否等か

ら、虫内遺跡群と北海道西南部とでは異なる集団関採が存在したことは予想できょう。

このように、地域1 場合によっては遺跡ごとに特徴ある生業形態やこれに規制された多機な集団関係が成立して

いた可能性が強く、大規模萎域出現の契機やその性格もまた多様であったものと想定すべきであろう。

なお、ここである種の農耕集団と想定した虫内遺跡群造営集団は、「農業共同体J成立の先駆けとなり九以後、段
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階的に階級社会を形成するに歪ったとは想定し難い。東北地方北部~北海道では基本的に前方後円墳が分布せず、

いわゆる前方後円墳体制に組み込ま才もないことがこのことの一端を明訴している。地域@時期によって変異はあ

るものの、縄文時代前期以障には一定規模の共伺労働が一般化していたと判断できる東北地方北部~北海道にお

ける当該期の労働編成および財の交換@分配と結びついたイデオロギーと、水田経営が爆発的に拡散し、階層~

階級差が顕在化する西日本弥生のそれとは、総体としてとらえるとかなり翼賛なものであったろう。おそらく、

このイデオロギーの輿質性こそが、農耕採用後の階級社会成立時期の南北差をもたらした重大な要因であろう。

林謙作「柏木B第1号環状周提慕の構成と変遷J~北海道考古学J 第四輯 1983(昭和58)年

瀬川拓郎「縄文後期~続縄文期墓制論ノート J~北海道考古学』第四輯 1983(昭和58)年
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番号 区 平面Jf; 長f手 銭径
;(奈cmさ) 

底部様前 l
覆土 i註 物 u寺 期 備tcm) (cm) (m) 

SKP2004 LQ55 pjj伝 (52) 48 55 105.06 国}抵抗参照 縄文土器2 Na!tlJ(縄丈fl免則的葉)'1

SKP2005 LQ55 II]jl三? 661 (48) 52 105.07 図版6参!l? 縄類文i石土i器Hii2有1司孔王{燦I
SK2006に切ら tlる

SKP2008 LR55 指円形 159 80 94 104.75 関版21参!l? 縄文土器4 Na2Jt1J(大715)B1式)以降 SK2046A' Bを切る
SKP2009 LS55 桔fllJf; 140 65 60 105.20 図版21参照 縄文j:.#!f4 縄文晩期)IIj葉?
SKP2021 しT56 #jF[)JI~ 108 65 104 104.77 sI版6参照 flni'lrI2 SK2013に切られる
SKP2022 MA59 IT)jf; 22 22 5 105.83 図版6参照 SK2018を切る

縄文土器10RF1 SB2025に切ら 1Lる
SKP2024 LR'しS56・57 中古 PJJI~ 136 82 86 104.85 間版21参照 UFI F7石被i凹 lIIaJ羽(+JJ1ll1人j!:i?;uty:)

石額i

SKP2036 LQ54 持IJ]JI三 53 40 50 105.11 間版21参!日1
縄文土器7石核i N a2Jt1)( k 71，j) B 1式)以降

SKP2038 . 2068を切
凶行額3 る

SKP2038 LQ54 I[Jjf~ 23 22 20 105.42 図版21 参!l~\
縄文土器l SKP20361こ切ら u

る

SKP2043 しS56・57 円形 23 22 20 105.49 

SKP2044 LT'MA57 指ドJ ]f~ 121 73 65 105.18 図版22参)1(¥ 縄文土器8

LT57 不?長崎川}芯 97 67 94 104.83 凶}挺22参!!さ 接縄文二!こ(，;.;016F2 ~fÎ 
Na2!UJ(大iillJBI式)以f¥年1 I~ 石茸l!

LR55 桁 rT)Jf~ 41 1虫必色土ヰ I IV a2!UJ(大il;i)Bl式)以降
SK204oLを切る2ii¥.γ三U4ちu 42 31 105.24 

革縄委丈主! Nb SK2046しを切る十!:
LR55 結P)Jf~ 54 36 64 105.00 図版8参!lな 11手 U11f.J[ NbJtlJ(大j毘B2式)以r;年

g:r;l UF! F3 大Jf~門様あり

iSU2W  
S組側H'SK204勺

LR55 11)形 32 105.28 図版8参f!な Na2JU1(大 を切るコナ']J:jiJの
一誌の炭化材/J'，.仁

SKP2046H LR55 円形? 20 (14) (33) (l05.36) 図版8参!!口
縄丈土器i SKP2046Fにl;JJらh

る
SKP20461 LR55 縞円JI三 31 24 18 105.45 多u状池山土 縄文土器1UFI N a2}t1Jc;!(ir，l]B 1式).l'Ufi; SK2046Lを切る

I SKP2047 LS57 不整枯IIJJf;; ω守ワム 4 105.73 図版7参照 FI 

SKP2049A 恥1fB59・60 円形 47 47 17 105.73 時一褐層色土単 SKP2049Bを切る

合i也山む土時褐塊色を SKP2049Aに切ら iL
SKP2049B MB60 :JJJ巴 50 (25) 9 105.80 る

SKP2050 MA58 不守主桔円JI~ 142 92 100 104.80 図版22参照 縄文土器9SCI 
NcJ(Jj(大iln)BC式) 582025を切ふ

iコ!

7縄F33z2文凹土石器額不J250石Ri11F11I 
SB2025に切に}れる

LT58 指円形 91 78 70 105.08 関版22参照 れrc JtlJ(大 il~JBC式)

SKP2054 tvlC61 行.~PJ)I~ 139 114 88 
1目的I黒層凶版色時上単J間

f屯文 L:.fti}.40SC! rv cJUj(大illlJBC式)
SKP2264を切る

RFI F16 

LQ54 ILJ形 23 (14) 10 105.51 SKP2036に切ら iL{， 

SKP207! MA59 fLJj伝 26 23 34 105.50 地む黒山褐i二塊色含.::1: 

し757 格jIjjl三 65 40 89 104.93 図版つ3主主!!百 NcWJi土11日UBCメふたl.I年 5B今025P7{ト切る

5KP2080 MA59 不まりf:; 125 104.971図版23主主IINいI純まi十iJf号10F2門

SKP2082 LT56 1;湾)L方形 70 60 70 105.091図版23参)!(¥ 縄文+'#~1

SKP208S LS57 不整l!:S 132 113 88 104.87 |支11在日参!!立 おli丈 f-.{{if22 SK2136を切る

SKP2087B LS' LT58 指円形 82 (52) I is 104.93 l三II註24参J!さ組丈上器15F5 [I_Ij lVdtlJ(λjl日UBC:r¥:) る三む三主上立ちl切ら
石類1

SKP2089 LS57 出ITjJI三 (41) 30 1 6 i05.70 際Iltt~9参g立 Na2JVJ(大柄Bl式)以 5K2088に切ら;fLる
liU? 

SKP2090 しτ57・58 不格)1'5 78 72 102 104.80 lill版24参!日i
純文1-.器4 iV a2JVJ(大il司B1式)以降

SKP2091 LT58 不整形 32 32 27 105.54 出l版24参H~~ 縄文上器i
E 

Lγラ8 ィ、整flJJI; 48 40 28 105.55 剛日参照|縄丈制的色i Nc!VJ(大ilfiJBC式)以降

脚 4蓄!!立 l SKP2094Bを切L
SKP2094人 MAS7 t1~ 1リ)[0 24 16 105.i3 NcWJ().;_ilii)BC式)以前 SB2025P37に切ら

1Lる

SKP2094B MA57・58 権fJJl1三 50 44 C¥') 10ラ54 図版24参照 イイIlIL2
NcJ関(A:ilfijBC式)以前 5K毘傍4Aに切られる

iSU2096 LQSS 不整}巴 弓守 105.24 図版25参照 出LiM11

SKP2097 しQ5: 不整楕円形 65 46 43 105.09 図版25参照 111日石類2

SKP2101 LT58 IIBI: 42 (32) 12 105.66 図版24参照
縄文仁器l SKP2092に切られ

Q ヴ

SKP2105B LR54 指11)月三 18 (11 ) (26) 105.39 IZiI版9参!!な
Fl SKP2105Cを切る

SK2105Aに切られる

SKP210ラC LRう4 怖いi形 (30) 24 20 105.43 
....-:--:.11，.....，一 組丈土器3日

SSLこKK切ZE2明48t可、しをゐ弓切K立と1058
iス1mえフ主ク

I SKP2108 iviAラ9 IJ]}i三 39 361 45 105.42 [立lJi及活参J1H 結丈 t器2

SKP2109 MA59 PJJf-:. 26 22 105.71 層褐色土

口.、
u

a
a
n
-
A
 

つ
J



f存号 i孟 半面il~
長径 短{壬 i~ さ 底街漂白j 議 j二 i霊 物 時 j関 錨 三J壬
(cm) (cm) (cm) (m) 

SKP2110 MA59 指円形 47 37 10 105.78 含池土山む暗土塊褐色を

SKP2113 LS55 椅P1Jf~ 46 36 72 105.02 医i版25参照 縄文土器8

SKP2115 L052 持円形 45 40 40 104.64 層黒色土上昇一 SKP22日を切る

縄文土器即!石?ll核石l匙m1 
SKP2127を切る

SKP2126 LM'LN'引・52 指IJJ J伝 106 (84) 117 103.82 図版25参照 UF2 FI NdUJ(大治iJBC式)以降
石類i石

SKP2127 LM.しN51 イミfifJ 32 40 104.60 黒.層褐色二Uii SKP2126に切られる

SKP2216を切る

SKP2131 MA57 IIJ)伝 30 (16) 87 105.10 i刻版25参!l~ Nd羽(大iJti]BC式)以前 SB2025円に切られ
る

縄文jニ器3問石芳u SKP213の3B下を位切lる
SKP2133A LP52 持PJJf~ (32) 29 42 104.70 !ま|版25参!!日 N a2JUJ(大i[fi]BI式) SR2066 こ{立

置する

縄文 j二号制石銭l
SにるK{P立S2置R132す03A6る6に0)切下ら{立れ

SKP2133B LP52 桁|司 Jf~ 46 35 62 104.48 i苅!涯25参照 れ!a2持'J()(ilfiJBl式)

SKP2134 LPラ3 楕PJJf::? 68 59 80 104.45 凶版26参照 縄文上器4It.rl石類i NdJ関(大踊C2式)以降?

SKP2137 LS57 イ~!~JF~ 38 31 23 105.46 図版26参照 縄文土器2

SKP2138 L053 不整指PBr; 62 38 31 104.96 
黒組層出色色1士単lji. 

縄文土器2

SKP2139 L053 指IfJ1巳 34 24 13 104.99 

SKP2143 LP54 円)伝 2o 23 24 105.16 層黒色土単

SKP2145 LM51 ドHf~ 40 38 7 104.64 黒一一層褐色土単

L053 ILJ J伝 (42) 42 11 10ラ.00 図版26参照 縄丈 Lす;;:8F3 

SKP2147 LQ53 結fLJ形 72 (50) I 20 105.25 図版26参照 縄丈 j-.器2Fl SKP2148に切らす1る

SKP2148 LQ53 結 l[lJf~ 42 28 21 105.24 図版26参照 SKP2147を切る

SKP2149 しQ53 枯[JJ]存 53 (27) 10 105.32 図版26参照

SKP2151 LQ54 fIJJfJ 32 28 29 105.28 図版26参照 縄I~rl 石文類土l器焼4骨石i 拾 l
IVb~cWJ(大澗B2~BC
式)

SKP2152 LQ54 桔[LJ形 73 60 56 104.93 図版26参照 縄凹文石類二!こ器il RFl F4 IVa2期(大洞Bl式)以降
自

SKP2153 LQ54 円形 40 37! 3奇 ]05.13 

SKP21S4 しQ54 fI1JfJ 20 20 10 ;.40 暗一褐層色土単 杭痕か

SKP2155 LQ54 円形 ラ4 45 74 104.74 図版27参照 縄文土器1F2 

SKP215o L052' 53 fI]JfJ 46 41 43 104.63 [~l版27参照 縄文土器2苅

SKP2157 L052 栴 IjJJ~ 32 26 33 104.73 図版27参照 縄丈土器4 れTdJ知人:1冊C2式)以降

SKP2158A MA58 |斗JI; 18 18 16 105.661図版11参照 SK2158Bを切ゐ

SKP2159 LQ54 円JI三 32 281 36 105.23 |立l版27参Jlヨ 縄文土器l

SKP2160 i心主4 不芝栴Pl形 28 2o 50 105.10 
黒届同肱色2士7幸Li照

縄文ニi二lt1fll"1石頭iI 

LS57 不整ITJJ~ 31 28 9 

ITJJf;. 
jJ2 丈土~S:2

庇十tま置凶」グ中ラ{イなfかヒt{，~ 
SKP2162 LS57 27 13 lO5.61 

SKP2163 LS57 持flJìf~ 43 34 61 105.06 図版27参照 縄文土器3

SKP2166 MB'MC60 IIJJI~ 24 」戸、J戸、 13 105.84 府黒色J:単 lVdiJJ(ノ!，;j同BC式)以降 SK2167Aを切る

か

SKP2167B IviC61 円!巳 18 (14) 25 105，72 図版11参照 縄文土Q'2 IV c!m(丈iIllJBC式)以前か SK2!67Aに切られる

SKP2168 し051 liJ月三 16 16 4 104.84 層黒色土単

SKP2169 L051 flJ形 19 18 4 104.84 層黒f立1. 単 FI 

SKP2170 L051 flJl伝 19 18 7 104.78 層黒色土lP-

SKP2171 L051 IIJJ忍 23 23 23 104.78 黒層色J:.lii. Fl 判ら}lTliはi誼j中位か I 
SKP2172 LOSl 結 11 J)f~ 2コN (22i ヲ 104M 

黒層県層黒層色色色土1|単1断# 
SKP2173 L051 IIJJfJ 32 29 17 104.66 

縄文土器2 SKP2174と切り合

SKP2174 L051 ド]Jf::. 26 26 7 104.75 
SKP2173と切り合

つ

I SKP2175 し051 i リ IF~ 18 18 17 104.67 黒.精褐色 t:!ji

SKP2176 L051 fI]11三 14 14 4 104.78 黒ー褐層色士単

SKP2178 L052 結ド1J日 63 45 11 104.97 層黒色:.1:単 手間9と切り合 i 

北諒査毘柱穴一覧表(2)
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j番号 平面形 (ECEI径n) (授cmJ壬~ I ~奈crrさ1) J底面(m療}治i 覆土 j註 物 11寺 j弱 備 五Jチ

I SKP2179 L052 円 Jf~ 19 5 105.01 上 手P2178

SKP2180 L052 占有門JI三 39 30 19 104.86 
耳黒路-ー石吊渇色王亙ゴl'ji. 

F( ，';i~!!髭 {í)l SKP2181と切り合
つ

SKP2181 L052 持円形 28 20 12 104.95 SKP2180と切り合
つ

SKP2182 L052 円形 22 20 11 104.97 j黒脅色土号i

SKP2183 LT56 円形 36 32 66 105.14 図版27参照

SKP2184 MA58 円形 44 40 33 105.56 黒山土色混土合・地

SKP2185 LR55 fIJJr;. 21 18 11 105.50 図版27参照 SKP2186を切る
SKP2186 し，R55 円形 321 (25) 52 105.06 図版27参照 SKP2185に!JJられる

SKP2187 LS57 続円形 21 18 つ7 105.46 黒山色土土混合・地 杭痕

SKP2188 LS57 桔IT1Jf5 18 14 19 105.51 黒山色土混土合・地 十1c痕

SKP2189 しN51 結円JF3. 32 5 

104.63 烹層屑国虫!:f~石色主王』土事市tp. 
しN51 P1Jl三 17 号 104.65 

縄文土器2 土(，11-'立小紋n覆土
仁111立から出士

世j芯知l 凶か行ら頭出lよ仁覆 i二上位SKP2191 LN51 楠P]'Jr;. 30 22 10 

SKP2192 LN5! PJJI~? 20 (9) A “'1 104.69 !黒弱色土単

SKP2J93 LN51 十fWJJí~ 31 23 10 104.60 層黒色士単

i SKP2194 LN51 橋円形 24 17 ラ 104.61 
豆屑層黒E色7士E号f

縄文土器!

SKP2195 LN51 rrJJf5 ウ“ウ' 26 21 J04.51 

SKP2196 LN51 P1Jf5 22 21 17 104.54 黒層色土単 縄文土器1 土器は小破片覆土
ペユ{古:から/J:l J~

SKP2197 しトJ5! PJ :I!~ 26 26 8 104.64 層黒色土単一 E 

SKP2198 LN5! 円形 34 31 49 104.24 黒山色土・地
土1m合

SKP2199 LN51 円形 ii 30 32 104.41 黒山土怠混!~合-地

SKP2200 LN5! 不終円形 24 23) 21 104.51 黒培色土1'jI.

SKP2201 LN5J 円形 22 ヲヲ 16 104.56 黒!菩色土単

SKP2202 LN51 l:rj Jl~ 15 14 6 104.69 黒培色上単

SKP2203 LN51 不整形 44 33 33 104.42 黒!苔色二!こ主s. 縄文土器1SCI 遺物は護士'-.f立か
UFl FI ら11U:.

LN51 楕円!!三 31 231 16 104.59 

層明問黒黒m色色色j士f-車iii科i 

縄文:土器2 L器はノj、絞片覆イ:
I~fí!: から，'ii

LOラ2 持!工!万Z 弓Q ，n 17 104.81 

i SKP2206 仁052 11Jft三 19 18 8 104.89 

SKP2207 LN51 結ITJJ忘 32 26 11 104.59 黒層色単

SKP2208 LN5J 不整形 41 104.38 黒!蚤色士号1 →

LQ54 小整形 54 47 50 105.06 図版27参照
Fl 

IVbI出(大i同B2A)以flIj
SKP2211 に切らj
Q 

SKP2211 LQ54 椅 P1J伝 37 26 22 
105.27い一μけ日女色散一218参tji川

同i縁2文結(台I~破í'J片鉢)11 IVbJtJJ(大洞B2式)
SKP2210を切る

SKP2212 L052 ILJ形 32 34 ぅ22 104.72 

SKP22J3 L052 I'HI三 24 24 8 104.83 

屑層黒層翠[1毛色色色上土i単単単

SるKP2115[こ切らtl

SKP2214 L052 I[J)I~ 19 lR コ 104.97 

SKP2215 L052 円形 23 守守 18 104.80 

SKP2216 MA57 桔I[J形 68 (44) 76 104.98 図版28参照
縄文土器1

NcJ出(大 i~JBC式j以前 SKP2131・SB202."iP 9 
に切られる

SKP2218 L052 l斗1巳 28 28 19 104.87 層黒色jニ単

SKP2219 MA58 不幸去十1'il巧Jf5 42 26 21 10ラ69 黒山色土混土合・地 縄文::1:*1 土器は小破片覆土
rlJ伽ら出土

SKP2220 LT57 指111JI:;' 39 33 60 105.17 i当版28参照

SKP2221 LOき1 楕円形 2o ')') 39 104.59 図版28参照
石mll SKP2222を切る

杭痕

SKP222: し052 1[3jl三 46 42 50 104.48 図版28参照
石箆i SKP222 1に切ら:h

る

北調査区柱穴一覧表(3)
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i許 庁 iメ; 、1'-而JI三 (長cm王) 短筏 i|I(奈cmさ;I't~ff~長正:J
(cm) I (cm) I (m) 

i室 二仁 ill 1お Il寺 !羽

し，~ljì 十(11i J JJ三 iO568!ji?f1ii 1ffI土ip

SKP2229 LT58 出flJ)1三 14 (8) 18 105.58 虫!吾色1二tji 抗痕

SKP2230 LT58 1'f'il'J形 14 11 17 105.62 層!.I，¥色土iii. 抗痕

SKP2231 LT58 出f'J)I'; 23 18 22 105.56 虫山色合・池

SKP2232 しT58 f'J)1三 )) 21 15 105.67 !L詩1;¥色-I:iji 十1L :)t~

SKP2233 しT58 出I'JJ巳 25 17 13 105.67 
虫色上 ip.

SKP2234 しす58 ['J)f5 20 20 20 105.62 黒山色合. 1也

SKP2235 しT58 fIJJ日 21 19 16 105.68 i山I~色土:混k合-地

LOS2 桁11J)巳 36 29 8 104.88 府黒色土iji.

SKP2238 し052 I t{'lfIJJlう 58 11 104.dfj i i itilizf i色上Ij'l. . 

SKP2240 し052 l'ff'ilIJJi三 勺弓 。弓 層黒色 1:1ドー

SKP2241 L()S1 11 J JF~; 30 ，n 30 104.81 
frH: 色-::L-~1~t

SKP2242 し052 flJJJ三 ユ6 26 37 104.73 
虫色土iji.

SKP2243 し05ユ [IJ Jf; 24 23 13 

刷円丙H|け卜屈川g一層u部E引mけ-匹F 
SKP2244 し052 II'Jil 28 25 14 104.85 

SKP2245をtJ]る

SKP2245 L052 f1J)芯 (30) 28 24 104.77 SるKP2244に切ら h

MB' MC61 11JI伝 28 28 13 105.84 層虫色 l二Iji.

SKP2247 MB'MCol 円Jl三 21 、他 105.85 
黒色二L:. ìjí.~.

MC61 flJJJ;'i 24 (17) q 105.88 l1EiZ ;色土上11.

MC61 1'(')11'1)1三 38 105.45 自2色 L~.

MC60 IJJ )1う 27 26 15 105.89 黒!詩色土単

SKP225! MC60 1']11三 つつ 13 105.93 層黒色二!こlj'l.

SKP2252 MC60 f1'i1']JI三 48 36 50 105.57 庖虫色ご!こlii 縄文土器3
土蜜器j'.は1-.著f¥i:かしらく摩出訴iえt 

SKP2253 MC'MDoi -i-i 27 18 
間 41日川器旦4色色士上単l:jl_ 

SKP2254 MD6i 杭fLJ113- 29 ウヴ 12 105.78 

SKP2255 MD60主 61 桔IIJJI三 36 28l39 105.49 Jlj活i色卜:[j1. 

i也
縄文土器! 日 土j立物器は著翠しく{摩立;ii，¥i; I 

SIくP2256 LR55 fLJJI:. 28 ヴ凸 38 105.27 は土中か
らけ1上

しR55 fTJJJ三 19 19 18 105.47 黒1弱色仁詩1 t;t痕

I SKP2258 L!ミ55 fLJjl三 'I 12 10ラ.53
層虫色-j-.ifi.

SKP2259 LR5ラ fIJJf5 36 32 11 105.51 虫!吾色 LLp.

SiくP2260 LR55' 56 1'i1f' J 月三 22 18 i 15 105.47 J唱色 I-.lp.

SKPユ261 LR56 イJ長桁f']11三 フフ 18 ! 05.46 

黒同県山色也l'.iイllkt合Hド地
SKP2262 Liミタタ IIJJ日 i9 i8 i 3 iOラ.50

指flJ!i三 i文l版28参照
S5乙KPi抗2266長3A(:::IjJJわをれ切

SKP2263八 LR汚4 12 10 14 105.46 

出[IJII三 図版28参照uミ54 18 14 34 105.26 

SKP2263C LR54 十I')fl))1ラ 39 30 29 10ラ32 !';(lIiiUi:)霊長!!ぞ 縄文 l-.il，'Jo] UFl 問

縄文 L器12 5KP2263A(こ切ら;/L
SKP22o3D LR54 ff'ifIJJF3- 32 105.35 I~~I版28参加 る SKP2:263Eを切

4ー~一A'C'D(こi
SKP2263E LR54 柿I!JJ日 (50) 105.01 |文l版28参照

SKP2263Fを切る

SKP2263F LR54 fr'i ~JJ Jf5 (38) 30 55 105.Q2 凶版28参照 縄文 L*品i uら.:l~':'れ仰る向 V~"--' 豆にむJJ
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番 号 区 長径
壬)ii深(cmさ) Itl問(m符)i潟(cm) 翠 i二 ]主i ~~J i!寺 WJ fJiH 三J主-

!詣iij月
縄文 L?iH I fV cJtfJ(捕BO¥州 ij

l切に ISKP2264 fviC6i (39) 
から11;:i二 1 

SKP2266 LS56 イミ 笠)/~ 68 54 90 104.80 図版29参!l日 縄文土iIIll器ll UFi 
F1石 l

以fVa降IJ羽(縄文後!日後葉j

縄筆i文l 仁?'iI'1[白石 SKP2269を切る 1:1:

般柱山痕土国二め虫二色|二:地土 痕q-lあり i二351!はD石柱組痕SKP2267 しQ53 結FIlff:; 521 (33) 40 104.97 もtから、

はら十出共同土めj二rll位か

SKP2268 しQ53 十台PJJr::. 28 23 17 105.26 褐!詰色土lii SKP2269 . 2494を切
る

縄文 L器i SKP2267' 2268' 2494 
SKP2269 しQ53 指PJ)/三 54/ (33) 11 105.31 

1-.111. 

護士仁H立 iUJ二

SKP2270 し052 絹JLJJ伝 ラ2 43 10 104.84 
黒層色 i二Lli--.

SKP2316を切る
SKP2272 L053 柿ILJJr::. 34 25 21 105.00 

置す

SKP2273 し053 桔円形 38 105.14¥層色 uド S;註Nす20る73の!、{なに1¥1

SKP2274 LO許 IJJj伝 36 36 61 104.741一!竺渇関色土qi 耳製唱.-，干えiニ斧雪ヒ器f'if7F3 }ft} f岳と製か{ら-1 斧ll~ はk成lui皮 I 
SKP2275 L053 時IIJfl三 42 24 30 104.91 }黒f千色主主

I SKP2276 LOラ3 持flJIl三 守宅 lo Q 105.09 黒1科色!こ14i Sii守Nす20る73の!、 1立に{伝

LO' LP52 結111]/三 '1Q 24 14 104.83 層.~I~色 i二 Jli

L052 持I_l_j}伝 36 104.84 
i純文土器3イゴ姶i !~(，:fは宇野しく!表 i/，点
RFi F5 

ら11¥-I~ 

SKP2279 しP52 KilLJ 形f 7') 
(10) I 、 104.93 !黒民色上単

SKP2280 LP52 稿/IJ}伝 27 1I 
104.88 世ハ黒層黒寸三色色一一1i 単1一1

1 縄文 L器i

SKP2281 LP52 桔円形 (24) つ7 10 104.88 

SKP2282 し0・しP52 /IJ形? (5) 19 

L052 椅ILJ形 22 16 コ 104.94 

SKP2284 LO'LP52 中古liJ)/主 25 21 10 104.90 黒培-sJ:. 単 縄文土器2 ら七時l~B はt 控 [.11
1
1¥[か i 

L052 杭IIJJf::. 19 

16引判 7 

104.94 層黒色土lii. 縄文土器l 二i二25は覆土上山か
らn'，J:

SKP2286 LP52 円形 24 23 I 7 104.94 黒!詩色土単 純文土器5 ~!こ;;;;は覆土上{立か
らi'lJ卜

SKP2287 LO・LP52 務PJ)/三 30 24 I 19 104.87 出~l~ 位 Lìjí. FI 剥らf片IIは仁覆土上位か

SKP2288 LP52 IIJ)I; 19 104.93 I'弘 色 i単

SKP2289 LP52 指IIJ:II; 23 20 34 104.74 黒色上lf- 縄文土器l -!-.<.iiは控-1'.1/1[¥/:1)'
t:_) t:Hj= 

S LP52 /IJ)!; 36 35 53 104.72 l竺I版29参W¥ 縄文81土1I/器千1鎖8 RF2 
F181"lht..Q2骨9

Si置Qす20る65の!ご{立にN:

SKP229 1 LP52 I1 JJf::. 」む 25 11 i05.00 F催黒r~色 主 S践Qす20る65，nH¥iに{u g i 

SKP2292 LP52 前I1J7/;? 今 今 illi 5 105.01 f2苔1色上111

I SKP2293 LP52 I[J)/三 17 lo 15 i04.93 黒f苦色村Ij.

LP52 内)巴 18 18 6 105.04 黒培色土11l.

SKP229ヲ LPラ2 FLJJ/; 司有 28 26 104.89 図版29参照 縄.B'i文i iて出4l[j!+i 

I SKP2296 LS56 rI'J flJ J!三 41 34 i05.09 !ヌ|版29参照
g 

し(~53 ネ告円If三 25 21 105.17 黒!議色jこ単

SKP2298 LQ53 倍[lJJ/主 20 18 11 105.34 黒l号室色上m
SKP2299 LQ53 いJ)日 31 28 15 105.17 

SlくP2300 LR55 IIJJ!ラ 13 131 4 105.61 塊;1犬地山 L

SKP2301 LRララ IIJIIヨ 11 11 12 105.52 11奇'f褐弘;色土上11

LRS5 ITJJE;; 16 16 9 10 ラ王日.561
11
…一
.1爵

SKP2303を切る

SKP2303 LR55 結[TJjl三 (201 18 10 105.551 r一1音層褐色土ili 5るKP2302に切ら h 包i 
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番 号 区 平面Jf;
f之H玉1'.ζ 知u子 j35さ I J組(m制) 誌上 ]き 4努 Il;¥= i現 弱u 考
(cm) (cm) I (cm) 

LR55 ILJjf~ 18 171 10 印刷!寄時喜府寓E色宝l-.lli Fl fi核l
石核出はj章構中央か z 
ら 土

SKP2305 LR55 1111[; ! 日 17 5 105.63 

SKP2306 し沢55 flJJι 19 18 25 105.43 Hif司層褐色土単

SKP2307 LR55 ドHf; 19 19 16 105.52 n一音褐層色土単

SKP2308 LR55 IIJJ巳 22 22 6 105.65 nff奇間褐色I:Ajl.

SKP2309 LR56 不整円JI; 22 20 9 105.58 n一奇層褐色土1j1.

SKP2310 しR56 IIJJf; 18 18 15 105.53 nIj;国褐色-1二ljl.

SKP2311 MA58 指IIJJf; 37 32 l山1;¥土色混士合・Jfu 

SKP2312 LT58 時ILJ)f三 29 18 31 i 05 .45 |l| L同黒3色 ~I-.lií. 杭痕

SKP2313 L053 I t百11]}I~ 24 105 出 1市I黒橋~f[J色守 4士…i単話

SKP2314 LO' LP53 [IlJ伝 18 105.12 
SS置躍NNすすZ200るる7?33のの下F位位ににf位立

SKP2315 し052・53 枯Ilj}f; 37 23 15 104.り6 !黒苦色土単

SKP2316 L053 IrJil三 21 34 104.85 
SKP2272に3の切下ら位れl 
位る置SNす20る7 こ

SeくP23!7 LP53 結ILJJI; 72 54 13 105.14 黒!需念三 色土lii 縄文土器4 FI 遺ら物11¥土は器二i二上位カ

SKP2319 ル'1C60 円Jl三 1守 30! 41 105.73 !黒嘗色土単ー

SKP2320 MC61 結PJJ巳 24 21 105.80 層黒色土上位

SKP232 MC6! 持!J]I巴 29 21 10ラ93 層黒色土lji

SKP2322 しP53 円JI三 36 34 11 105.14 !黒爵色二!-til.

i SKP2323 LP53 椅PJJf; 60 44 20 105βi 

層出黒拡色土色S十ll合単地
SKP2324 LQ55 PJH三 17 16 15 105.45 

SKP2325 し氏55 円JI三 20 19 7 105.57 塊状地山土

SKP2326 LR55 fIJJI; 25 24 12 105.51 u奇!褐吉色土単

SKP232i.¥ しR55 桔I1J形 15 15 105.50 i一l昔層褐色!二単

SKP2329 Lfミヌラ ノl~~定結円形 20 15 4 lO5.61 I ~きl掲g色土単

LR56 IIJ)巴 14 14 6 105.57 結一層局色上1ji. I 

! SKP233i 

江函7戸1凱

17 9 8 105.68 

SKP2335 M 桁円JI会 105.67 層黒色土[j1.

SKP2336 開11])巳 3512520 i 105.70 黒層色 l::.lji_

SKP2337 MCoi 結fllJI主 33 105.95 j黒吾色 L単 -

SKP2338 MC60 i時間 38 36 I 47 105.59 黒1苗色 I-..lji

SKP2339 ル1C60 不E!?り伝 46 39 r知、予4 105.84 !黒語色土単

SKP2340 MC60 ITJJ巳7 30 (13) 18 105.93 層黒色=l二単

SKP234J MC60 桁円J1:;ワ 54 (20) 14 105.96 層;~~色:仁 ljt

SKP2342 MC60 不繋ILJII~ 20 18 9 105.99 層黒色:ヒ単

SKP2343 指flH巳 (20) i 18 15 105.92 
層黒色土!ji. 

SKP2344 不十三JI; 44 39 15 105.94 層虫色J.単一

SKP234S MC60 出flJJf; 34 7ウ 7 106.00 黒層色j二iド

SKP2346 MC60 不?を楕IIJ形 29 今今 10 105.97 
届庖黒黒色色士-1-.単単

SKP2347 MC60 桁IIJJli 26 15 コ 106.02 

SKP2348 MB60 FIJJf; 3S 33 23 105.79 j黒高色ニし単一

北調査区柱穴一覧表(6)
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番号 区 平面形
|長窪 短径 i~ さ j霊 物
(cm) (cm) (cm) 

SKP2349 MB60 i円形 20 19 7 

SKP2350 MB60 11'有!斗形 34 21 10 

SKP2351 MB60 11'告ILJ形 27 22 7 

SKP2352 MB60 1 PjJf~ 1 21 1 191 

SKP2353 MB60 i 格円 Jr:~

SKP2354 MC60 i円形

SKP2355 LN52 i不整形 I 301 241 

SKP2356 LN52 i円形 22 22 10 104.68 層

SKP2357 LN52 i結円形 26 19 15 

刷併ヲ音黒層詰落色色王土1軍j中F SKP2358 LN52 i 稿!守 }f~ 17 141 10 104.71 

LN52 If告fIlj伝 17 15 

I SKP2360 I しN52 円JI三 15 14 9 104.75 

LN52 指円形 35 23 26 104.61 黒層色土43. Ii-t主i ;石ら核出は上覆 i二一iご泣か I 
SKP2362 LN52 持円形 36 30 14 i04.74 SKP2363に切ら;fLる

SKP2363 LN52 楕PJJf~ 19 16 28 105.47 SKP2362を切る

SKP2364 LN52 持円形 20 16 19 104.66 

LN52 円形 27 10 104.72 
黒届色jニヰt.. 1 I SKP2366を切る

SKP2366 LN51・52 li/iIJL7i}f三 42 38 13 104.70 !黒爵色土単 I 一日
られる

LN日・52 持11.1Jf::. 24 17 23 104.591 黒L1J土色二混1-.合・地 I SKP2366を切る j 

SKP2368 LN52 楕円形 24 20 39 104.47 

事E黒属府増歪E色王王i草単軍SKP2369 LN51 . 52 1楕円形 77 17 8 104.77 

SKP2370 しP52 円形 19 18 寸 105.00 I置する65の i七

LP53 指円形 22 16 9 i05.04 層黒色土lj1.

iS回出 LP53 不整方形 65 43 10 105.07 

肘黒層黒層黒色色色土t1I1liF 1 1 SKP2373 LP53 楕I'JJfJ 41 32 104.96 

I SKP2374 しi353 (楕円形 I 31 231 21 105.05 

SKP2375 LP53 l円)IJ フ1 8 iO5.i5l!黒弱色 i二単

SKP2376 LP53 i円形 28 主l 10 16 黒層色tw.

SKP237i LP53 持 fLJJI~ 12 105.19 !黒詰色=!-.単

しむ54 11 j]芯 221 20 25 105.32 百陸黒扇色国E1 王qi_軍
SKP2379 し立'LR54 指，LJJI~ 201 !7 s lO5.52 1 

SKP2380 LQ54 fTJ-J!; コ22
28 105.30 時ー思褐色 i二ij't. 縄文土器i

lV註2却](大;同BlェIJ以f¥手 :らはi:覆!'.仁jlf立か ; 

SKP2381 LQ54 桔P]JI;. 14 25 105.29 
耳暗一石揖層間百色主iI単F 

SKP2382 LQ54 If吉円形 361 22 12 105.46 SKP2383をt])る

LQ54 柏戸j形 l心 2! 21 105.36 H一E層褐色土上手 Sるf<':P2382に切ら;fi

SKP2384 LQ54 I t告IIJ形 171 13 16 105.42 

胃U階Z層措R問再色色E土i軍却単l 
SKP2385 L宅問 i円11:; 17 105.41 

SKP2386 LQ54 i指IIJ形 281 20 18 105.38 
SKP2387に切ら h
4マ3 

SKP2387 LQ54 l.r有円形 30 i8 27 105.27 IIff斉j褐g色!-_1ji. I SKP2386を切る

SKP2388 しQ54 i 指 PjJf~ iZ4i 19 16 105.39 i一l昔褐層色 Up.I ‘ SK2∞lと切り合う

SKP2389 LQ54 i 楕円Jf三 26 8 105町44 暗一褐層色土111

SKP2390 LQ54 |楕!斗Jf; 17 12 11 105.40 
ng:褐色土単

北調査区柱穴一覧表作)
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民'"二 H'J- I豆ー 平面Jf5 i社壬 短径i深 底而t~~ぉ i去十a J立 物 Il寺 WJ 保li .~. 
(cmi (cmi I (cm) (mi 

SKP2391 LQ."i4 指PJ形 つつ lR 8 105.40 1"吉.)出?ヨ色単

5KP2392 LQ53・54 PJlf5 21 20 36 105.03 時一層間色 Uji 

SKP2393 LQ54 flJJr-5 22 21 6 105.41 Hi?」!褐自色 LiiI.

5KP2394 しQ54 指ILJlf5 28 20 7 105.43 

高府耐黒m高刷色色石上と王巾".iji 

5KP2395を切る

5KP2395 LQ54 桁 flJII~ 31 19 11 105.42 
SKP2394に切られ
る

SKP2396 LQ'しR54 PJII~ 19 18 23 105.37 

SKP2397 LQ54 iリ!日 16 16 8 105.51 
11音褐色 iてlii.

SKP2398 LQ54 佑PJlf5 19 15 14 105.46 褐百色 I~.ljí. 縄 文器l Utifl土器 L仁|寸立か
らilLl司

SKP2399 LN52 ILJ Jr-5 '? (21) 104.52 !黒詰色 Liji.

5KP2400 しN52 出IIJ)巳 21 18 I 11 i同!二Iji.

SKP2401 L051 桁ドJJF; 12 104.64 
暗附明褐応色清色I年土

LR54 ILJ Jr::.? 26 (10) R 105.57 

LR54 t~îr[lJI三 20 ii:S 9 105.54 
Ilff る色上Ni

SKP2404 LR54 IJj 11; 20 19 10 105.57 

SKP2405 LR54 }J1f三 29 23 34 105.33 
時H一町層梢住出j色色上土中中

Fl ぷら)土二覆1:J二Ilどか

5KP2406 し!日4 I'J JI; 19 19 i 4 105.64 

5KP2407 LR54 .t11IJ])1三 26 21 褐苦色-I'.lji. 縄丈…-卜{，，~1

SKP2408 LR54 ITJ形 18 18 7 105.61 11音.1，褐邑色 Ll:ii. 

5KP2409 し!日斗 円 JI~ 13 18 105.47 I時守層間色 1'.Eii_

5KP2410 LR54 1;月九方)I~ 37 

間持本主
縄文 iニ器4Fl j立物は1kl1:一仁{立か

ら出 L

SKP2411 LR54 )j'JI; 17 17 i 6 105 

5KP2412 LR54 1'11 rrJ I1三 14 11 I 9 105. 

SKP24!3 LR54 円!日 !6 !5 i 6 105. 

5KP2414 しR54 ;j:11IJJJI; 21 16 I 22 105.40 Ii者一層褐色仁単

is…5 
LR54 持ILJ)r; 19 15 I 14 

日、行ーし中ゐ岡Iいi時借J 層層間間田色色 上L中t 
SKP2416 LR54・55 IIjll: 23 105.27 

5KP2417 しR54 iリ)1三 14 13 I g 105.54 

5KP2433 しQ54 ITJJI; 34 31 制丈".l!iiI 

i 5KP24:Q I¥1D61 円形 105.40 fl邑t~\ 色 1'.lj'L

LS55 flJj巳 24 

日ト主色f車1 SKP144ο L5ララ I IJ JI三 13 l ラ 10ラ7]

SKP2445 し556 治f'JJI'; 19 14 13 105.66 

5KP2446 し556 不整形 19 14 17 105.61 黒N~色 1-.ii'L-'

5KP2447 LS56 IIJJ日 23 10 105.65 層~!À色→".単一

SKP2448 LS56 !リ)1三 19 19 7 105.67 黒!苦色 j'.!-ft

SKP2449 LS56 ft11_l_J Jt三 ヲ7 18 1'¥ 105.641 宅間2 色土原

国 5KP2450 し556 結IIJIf:5 24 20 13 105.61 黒橋色上q土

5KP2451 LS56 ，j:1'iI1j Jf5 16 13 105.66 黒/~)色 Lip. 

5KP2452 LS56 1=1'i I IJ Jf:. 26 18 105.63 1111主1色村ji.

SKP2453 し556 IIJ}巳 16 16 13 105.64 虫!昏色土lti

15KP245 LS56 IJJlf-5 14 6 105.71 層黒fu土中
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j 釆附 見勺 i丘 平面形
長径 短径 I奈さ 底面標高

護士 i立 物 百寺 JlJJ {蕗 考(cm) (cm) (cm) (m) 

5KP2455 L55o 円形 14 自 105.71 黒層色土単

SKP2456 LS56 HJf::~ 22 6 105.77 
事層層間官色j白:1石F 

SKP2457 LS56 [[J]f:?- 16 15 8 105.72 

SKP2458 しS56 持rlJ~ 14 11 7 105.74 黒層色土11i

SKP2459 LS56 ド]Jf:?- 191 (16) 12 105.67 
烹層国墨石色T土ItgH 

SB2025P4と切り合

SKP2460 LS57 持P]Jf:?- 28 21 14 105.64 

SKP2461 LS57 稿FLJ形 (26) (10) 9 

05.69 日1情暗r同層h持書」色色色色上土土土単単単位

SK2042に切られる

SKP2462 LSしT57 持ITJJ巳 21 16 12 105.70 

SKP2463 LT57 ttill]JI~ 22 18 19 105.66 

15KP2464 LT57 楕ドJII三 16 14 105.72 

SKP2467 LR56 円形 16 15 19 H音.1;褐凶色土詩1

5KP2468 LR56 村WJJf:?- 19 11 12 

豆烹府屑暗層E褐E王王色草市上士ご単SKP2469 LR56 iりJI三 14 12 5 105.68 

SKP2470 LFミ56 不繋円形 18 17 10 105.63 

SKP2471 LS56 Hwn巴 17 12 7 105.76 
7層府黒E色h王土司1:ji 

SKP2472 LS56 指f'J7f! 26 16 15 105.68 

SKP2474 LP54 橋I'JJf::. 20 18 13 105.33 H一tr層褐色 i二ljl.

I SKP2475 LP54 円}巴 19 18 9 105.37 
Hii'褐色土1ji.

LP53 縞1
11形 フ“フ- 16 15 105.17 l一i自褐層色土単

SKP2477 LP53・54 稿!TJJI~ 23 18 12 105.28 fI一奇層掲色+.単

5KP2478 LR5o 円形 フ弓 23 7フ 105.39 暗一層掲色上上昇

SKP2483 MA58 楕I-g}巴 30 21 13 105.75 
崎層黒音色土色原ii単 i 

SKP2484 LS56 格円形 13 10 13 105.56 

SKP2486 MA59 稿F'iJf::. 26 18 9 105.78 

5KP248 MA59 指ILJ!I三 18 1ラ 12 105.77 

SKP2108lこ切られ1 SKP24S8 iV1A59 11J J伝 31 29 12 i05.73 
るつ

MA59 十台1111f; 45 21 13 105.71 

LQ53 指!TJJIJ. 20 

10口門卜I里1附一色官色回厄色土τ単土草一-SKP2491 LQ53 指I'J!jラ 17 12 8 105.38 

L555 1 LJ 11三 !2 7 105.73 

SKP2493 LS55 ト)'jドJJ巴 15 105.68 

FI 
SKP2:は2P6覆284に上95切lを1

1
ら{切立れかる I 黒山色土 地指[T]I巳 41 32 I 20 105.25 u見台

剥る~J 片IU~Iて覆仁 1

5KP2495 LQ5ヌ 持!斗JT-; (23) 21 自

1 95 4 0 mい|偲l出府m 吾t芭色ι川lkm 平

SKP2494lこ切ら;fL
~~ 

SKP2496 しQ53・56 拍I'l!l三 68 31 10 105.34 SK2150( 七りらtl，る

5KP2497 LR54 橋円JI三 35 26 18 105.43 

SK.P2498 LIV151 不明 28 104.56 !りf函のみ有(1;認

SKP3049 し1''11'LN50 十古!可JI; 26 23 j8 104.41 図版29参!!n 縄丈土器8SCI FI 

LN50 円 J[~'? 30 (20) コ 104.64 

5KP3051 LN50 橋円 Jf~ 19 7 i04.57 

i SKP3052 LN50 円 Ji~. 19 19 i2 104.531 

I SKP3053 LM'LN50 I'J }I三 19 19 11 104.49 

5KP3054 円形 10 7 104.55 
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番号 i丞 主!と面形 長径 :短f壬 I奈さ 成立百標高 覆土 j宣 物 時 j出 告主 考
(cm) (cm) (cm) (m) 

SKP3055 しM50 不整万三 19 17 12 104.48 黒一褐i昏色土単

SKP3056 LM50 円}f; 24 23 8 104.53 黒山色土土混合地

SKP3057 LM50 結ドJJf5 25 22 20 104.39 黒一層褐色土単

SKP3058 LM50 持円形 30 26 8 104.51 黒一褐層色土単 縄文土器i

SKP3079 LM51 不整楕円形 18 13 11 104.54 縄文土器1

SKP3084 LM51 指円形 22 19 12 104.54 塊状地山土

SKP3085 LM51 fIJJf; 20 18 4 104.62 黒山色土・地
土混合

SKP3086 LM51 指i可Jf; 24 18 26 104.42 !黒脅色土単占 SR2104に切られる
SK問団?と切り合う

SKP3087 LM51 桔ドJ}f; 31 28 29 104.41 黒山土色土混合・地 SSKRP23100846にと切切らりれ合るう

SKP3088 しM51 持円形 24 16 18 104.51 黒山色土土混合・地

SKP3089 しM51 円形 23 23 20 104.44 黒山土色j見仁合・地

SKP3090 しM51 p:]万三 37 35 9 104.55 黒山土色土混合・地
縄文土器3SCl 日

SKP3091 LM51 桔「可]芯 28 20 7 104.55 黒培色二I=~j_

SKP3092 LM51 桔円Jf; 28 19 34 104.28 黒!吾色土ljl.

SKP3093 LM51 格flJJf5 24 21 6 104.57 層黒色土上手

SKP3094 LM51 結円Jf; 23 18 14 104.55 縄文土器1

SKP3095 LM51 円形 18 18 6 104.62 

SKP3096 LM51 椅FL1J伝 29 23 9 104.61 

LM50 指pjJf.; 22 16 7 104.55 
!vc期(大洞BC式)以前 SK3032の下{立でt主
か 出

SKP3098 LM50'51 円形 15 15 7 104.56 
!Vd現(大潤BC式)以前 SK3032の下位で検
か J出

SKP3099 しM50・51 格flJJf; 25 18 8 104.52 

SKP3100 LM50・51 格円JI五 19 14 8 104.55 

SKP3101 LM50・51 結円 ll~ 12 9 5 104.61 

SKP3102 LM51 IJJ:Jr:; 26 24
1 

日 104.55 

SKP3103 しM51 摘fIJ形 24 IY 21 104.41 i 
SKP3104 LM51 円形 23 23 5 104.68 

SKP310ラ LM51 円形 iラ 15 6 104.69 

SKP3106 LN50 指円Jf; 16 8 104.57 

LMラl 司、守主形 51 42 77 104.46 縄文土器! [-.ルーでSN2lO0投出 i 

SKP3124 Uv151 不整指llJJ巴 24 lR 9 104.57 !黒議色土単

SKP4031 MC43 IJjll~ 41 39 2 105.73 J費百しの可能性あり

SKP4033 MK51 円形 31 29 ':¥'i 109.09 

SKP4035 M151 十)'iPJJf; 37 281 17 108.73 黒一層褐色土上昇

j SKP4038 MC43 11JJ巴 29i 叶 16 105.841黒層褐色 l:.lji. Cl 

SKP4044 MC41 IfJJf; 43 38 17 106.05 層黒色土時i.

SKP4045 MB' MC42 11 Jj伝 1号 ，:¥i 15 105.82 黒一層掲色土1ji

SKP4046 MB42 円形 26 105.77 !黒封色土単

一|SKP4052 MB43 格rfjJI':- 50 33 13 105.70 黒褐民1色 ['.W 

SKP4055 MJ50 t)'jドjI巳 40 可 106.98 
出一黒層褐U褐f色色土十単切

! SKP4057 MG49 楕円Jf; 24 18 9 106.75 

SKP4058 MG48 h)l~ 25 21 5 106.70 黒一層褐色土Ifi

SKP40ラ守 MG48 指円形 22 18 12 

i出品 烹黒黒一層自層高褐石色色王土士百却単出円]1三
杭#i

SKP4060 MG48 21 16 5 

SKP4061 MG48 栴円JI~ 27 19 6 106.84 

SKP4062 MG48 十台円Jf.; 42 28 19 106.76 黒一褐層色土単 柱穴

い開閉幽幽閉幽刷畑

第衰北調査毘柱穴一覧表(瑚
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区 平面jf~ 長(cm径) 短(cm箆) j(奈cmさ)1i1長頭(m標}高 覆土 j霊 物 時 j詔 備 考

iviG48 円形 32 31 15 106.77 黒一層褐色土単 柱穴

SKP4064 MF48 楕円形 16 13 15 106.61 黒一褐層色土単 杭痕

SKP4065 MH48 円形 18 16 7 106.94 黒一褐層色土単

SKP4066 MF47 円形 24 23 15 106.56 黒一層褐色土単 杭痕

SKP4067 MF46・47 円形 27 26 22 106.43 
黒褐色土単 杭痕
一層

SKP4068 MF46 円J~ 31 28 10 106.63 黒一褐層'e.土単

SKP4069 MF・MG47 不整円Jf; 37 32 5 106.73 
黒褐色土単
一層

SKP4070 MG47 円形 29 26 10 106.65 黒一褐層色土単

SKP407 1 MC43 不整円形 35 33 4 
黒黒褐褐冒層色色土士単~ 105.82 

SKP4072 MC43 不整円]r~ 47 41 14 105.73 

SKP4073 MB43 円形 30 27 3 105.81 黒一褐層色土単

MB43 指円Jf; 30 25 31 105_61 
黒黒褐層褐層色色土土単単

SKP4075 MB43 楕円形 51 43 16 105.66 

SKP4077 MK52 円形 21 19 7 109.08 褐層色土単一 撹乱の可能性あり

SKP4078 MJ52 楕円形 18 13 108.72 掲層色土単

SKP4079 MJ52 内 Jr~ 19 16 18 108.66 暗一層褐色土単

SKP4080 M151 円 JI~ 19 17 3 109.15 層褐色土上昇一
5 

SKP408 1 MJ51 円形 15 14 7 108.89 !一!奇褐層色土単

SKP4082 MJ50 格円形 23 20 10 109.80 撹乱の可能性あり

SKP4083 MD46 円形? (20) 23 28 106.32 黒一層褐色土単

北調査区柱穴一覧表的
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主な遺物 n寺鰐 {務考

戸、J
m
一一間土

SKP439を切る
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番号 区 平面;形 長径 短:後 1(3c5mさ) 底雨(m捺)潟 覆土 主な遺物 11寺期 備考(cm) (cm) 

i SKP438 LH' LI46 pj形 36 32 守A 102.64 時褐色二t

SKP439 U46 不整円形 351 (27) 12 102.73 時褐色土 SSKK3P9404に1と切切らりh合るう

SKP441 
ド2r円形 171 15 9 102.68 

官i暗i褐商高色三土事自習
SKP439を切る

土器1 打製石斧1 SKP309に切られるSKP443 32 101.98 

SSKKPP44444 5 ト出 40 101.85 関 ft汗ln'i参間
!戸SSK悶問KP円39卯3Oに切られる円形 25 23 15 102.67 

H問音褐!知色的土参昭
SKP45 1 LG44 

有拍不事整円形椅 m~ 28 18 
427 7 

102.18 
SKP453 LG43 39 33 101.97 

黒踏褐褐色色土土
SKP454 LH41 42 38 34 

SKP4S5 U・U37 楕円形 35 30 25 103.39 FI 磨製石斧l 底出土面から磨製若斧

烹思跡地{柱)褐山福担地f土E回褐王土揖め色合(車柱土土土二)痕扇

縄文土器16 Fl SR427に切られる

SKP458 LI43 楕円形 26 20 39 102.60 柄IVaBiC期式以)以降前IVc期(大

ii ESSSKKKEVP4446560 2 9 
LI43 楕円形円 Jf~ 24 18 17 102.71 縄文土器7 F2 
LI43 21 19 38 102.60 

l京豆暗陪豆福高褐福福E百色E色王ヲ土王五了J持一 層
LH44 

橋指i円TJ形形 41 31 25 102.27 
王土上器事器開吾FI 

111SSSKKKPPP4446663 4 5 
LH44 42 29 i-:; 102.24 Fl 
U44 

円円形形
33 32 28 102.94 RFl F3 SKP626を切る

Uキ4 18 16 20 103.07 SK500を切る
SKP466 

ILLJ1M444 5 5 

]百有指樟間7円向円E7誕昨正E予

47 40 21 103.04 
俊図治版反1i6bJ3琴参!照1tl 

SSEKZFP44772 1 55 45 13 102.68 

E百sSlK亙K白語9扇由一4EIに石三窃項19jEE百王b五百五tlzる亙百-三19 16 14 102.72 黒褐色土

U40・41 30 29 9 102冨69
しK4! (38) (31 ) 21 102.89 関版IO"i参間

SKP479 U44 桔 円 * 23 19 も 102.90 黒褐色土単一層
総i立ート1:;;:6 Fl I以Na持u切(縄文後期後葉)

((211069 ) 、SKP483 U41 円形? (2251 ) 12 102.62 黒褐色土単一層

SSKKPP44884 5 
U41 

山丙l明F有j同円7形位E? -E 

21 102.53 黒褐色土片í~-I留

U41 
217 0 

9 102.65 
SKP486 U41 15 7 102.66 盟al弱以前 SR385に切られる
SKP487 υ41 24 20 5 102.67 

U41 円形 13 13 6 102.68 
U40 円形 19 16 10 102.76 
U40 I不円形整円.lf~ 23 20 102.74 15 
U40 26 23 33 102.61 

1J13J94・040 小楕受円精形円形 32 25 17 102.74 

26 23 12 102.80 
U41 

厄i向q汗E車眠
39 33 18 102.56 

LLKK444 4 
17 16 18 103.09 黒褐色土

19 15 14 103.13 
器黒褐褐色色土土 土土器器55 

LK44 不整円形 22 18 19 103.09 

U39・40 楕円形 26 19 24 102.21 図1t&:143参照 SらRれ50る6A 'SK393に切

SKP51 I U45 格円形 24 20 23 103.05 黒褐色土 土器6 F3 
SKP513 LI44 円形? 20 (11 ) 19 102.50 図版163参照
SKP514 LI45 諸問 jf~

2232 2 9 
18 19 102.51 図版163参照

SKP518 
ILJI443 1 

丙様楕円I円f円Es j形Eq 

21 28 102.72 UFl 
SKP523 (22) 14 102.82 黒掲色土単一層 縄文土器2

SSKR54396にに切切らられれるる

l 1sSKkPP55226 7 
U41 25 23 6 102.71 黒褐色上単 層 lV u;¥lJt人 11吋1$. 出、日;J

U41 21 18 14 102.62 黒褐色土単一層

SKP52: U45 円形? (33) (27) 23 i03.00 図版163参照
|土器3 円綾状b製

IVa期以降

SKP532 LK41 
楕i斗形円形

I 24 (20) 8 102.80 

票E黒言重E言E扇褐語福E色E伍正王士土王t事単単車車一一二壇直層層信
SKP533 LK41 20 20 
SKP534 LK41 持円]f~ 25 19 8 102.79 

l 1SSKKPP55336 5 
LK41 円形 18 17 11 102.77 

内J~ 102.79 LK41 22 22 
15 9 SKP537 LL4! 楕円形? 52 (30) 102.87 

SSKKPP55339 8 
LL41・42 円形 45 42 15 102.84 
U41 

l巧青楕精精事葉円円円事略形器

24 21 12 102.63 黒褐色土単一層
SKP540 LL41 60 35 15 102.75 黒褐色土上手一層

SKP541 LK40 フフ 20 11 102.80 暗褐色土単ー層

SSSKKKPPP5554559 6 7 
L!'U42 29 SK572を切る26 25 102.80 
U41 27 23 6 102.70 黒褐色土単一層

U41 11円者耳円3形 23 20 13 102.6i 黒掲色土単一層
SKP559 U43 17 14 7 102.83 

H階音褐褐色色土土単単 層層 縄)[十221Ffzll 
SKP560 U43 '1、A:1月 1JJI/ 25 18 5 102.85 E期以降

縄縄J文U土二府器23 UFl 
SKP56 1 U43 楕円形 21 17 15 102.75 碕褐f主土*一層 亙子オ函ニ葉E出グ土ルEミ主E殻ークリ

U43 椅円形 16 14! 51 102フ7i培褐色土単一層 l縄製文石斧部il m 磨

U43 楕円形 17 13 71 102.84 黒褐色士詩1・!喜 SK358に切られる

恒臨器ー
U43 円形 28 26 51 102.79 図1ffii:113参照 (縄F4文土器11 E1'~i IV a2Jtg(大洞別式)以降 Sを14切31る・誕358・S::I(市げi 

U4! 不整形 34 29 17 102.57 黒褐色土単一層

LI43 楕円J~ 26 20 34 102.60 間販121参照 縄)[十君主3 Fl IVdWーi丈 削t 式)以降 SK552を切る

宿調査区柱穴一覧表(3)
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番号 形一一
面

一

ち

平
一
形
一
匹

一
一
円
一
指

区
一
耕
一
間

-
士
宮
L

長後 i短径 i採さ i底面標高| 覆土
(cm) 1 (cm) 1 (cm) 1 (m) 1 

331 321 181 102.891 H奇褐色土

321 211 111 103.20黒褐色土

231 (23)1 191 102.95 

主な遺物 時期 備考

黒褐色土単一層

同，，一
0
0

円

f

一m
i

qd
エコ
ロ&一

pa

x
一K

QJM

一FO

103.36 

102.701図版163参照 Na2!1J.l以降

Nal期以降

南調査区柱穴一覧表(4)
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南調査区柱穴一覧表(6)
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番号 区 王子面形 l長径 i魚川壬 Ii奈さ 主なi室物 u判明 櫛考

SKP3038 I LM49 

第79表南調査区柱穴一覧表(7)
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口
守番 長在|短怪 Ii菜さ i底面標高

ロ1
覆j二 主な遺物 11寺j窃 嫡考

SKP3309 

SKP3310 

SKP3311 

SKP3312 

SKP3313 

SKP3314 

SKP331S 

SKP3316 

SKP3333 

104.05 

103.88 

103.69 

103.03 

102.96 

104.00 

南調査区柱穴一覧表(8)
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土器類および石器類観察表は原則として以下の要項で記載する。ただし百担当者間で用語@表現等を統ー

するだけの時間的余裕がなかったため、一部に不整合がある。

土器類観察表

器面調整は百調整痕の形状によって以下のA~Iに分類し、さらに調整面に光沢があるものにはPを付加し

。
る

A: もしくは縮か あるもの

ナデ I i指ナデjなどと従来呼ば仇ている調整に近い。ほとんど光沢をもたない。

くは飴土の乾燥があまり進行していない段階での指もしくは軟質調整異による調整痕であった可能

性を想定しておく。

B:比較的平滑で、少条の平行擦痕のあるもの

光沢をもつものともたないものの両者が存在する。若干の砂粒の移動擦痕を伴う例もある。作業部位

がやや不整形の板状の硬質調整異による調整痘であった可能性を想定しておく。

C:調整痕が断面半月状にくぼみ1 内部に多条の平行擦痕あるもの

例数は少ない。板状工具でない百硬質調整具による調整痕の可能性を想定しておく o

D:調整痕が断面半円状にくぼみ百内部に擦痕のないもの

開j数は少ない。小田磯のような硬質調整具による謁整疫の可能性を想定しておく G

E:比較的平滑で1 多条の平行擦痕あるもの

光沢あるものは少なくなしL 単位i揺は10~20mln前後のものが多い。いわゆる「ハケメ j と向ーの調

と認定できる例もある。大半が板の端部による調整震と判断できる。

F:擦痕ゃくぼみなどの明瞭な特設を認めることができないもの

一殻に調整方向は不明瞭である。また 1 器表が平滑なもの『胎土中の砂粒が器表から突出するものな

ど変異がある。これらの変異は調整呉の違いだけでなく、給土中の砂粒の混入度の栢違や調整時の胎

土の乾燥状態が必ずしも一定ではなかったことなどにも程関する可能性もあろう。光沢がないものは、

大きく言っていわゆる「ナデ」の範轄に含め得る。平滑なものには若干の光沢をもつものも少なくな

く1 これらは「ミガキJ

G:砂粒移動擦痕のあるもの

一定量の器表粘土の掻き取りを{半ういわゆる「ケズワ」痘である。光沢あるものとないものの両者が

あることから百調整時の器表面の乾燥状態にはある程度の変異があったものと推定できる。

日:単位騒が相対的に狭く、平滑なもの

ととらえ得る。まれに硬質謁整呉のアタ 1)痕を伴う例がある。

ほとんどが光沢をもち、いわゆる「ミガキ」痕の一部にほぼ対応する。単位rv員は5mm程度のものが

多く、多条の平行擦痘を伴う例もある。ヘラ状のE受賞調整異による調整痕の可能性を想定しておく 0

1 :単位騒が狭/トで、浅い沈線状をなすもの

ほとんどが光沢をもち、いわゆる「ミガキ」痕の一部にほぼ対応する。単位幅は2~3n1n1程度のもの

一三
J
u
v

p
h
H
V
 

一一一ソ」一一



f註1)

が多く 1 擦痘は顕著でない。擦痕が顕著でないことを重視すれば、多くは会田容弘の言う「捧状脅角器j

のような非木製調整呉による調整痕の可能性があろう。

縄文
(主主2)

縄文原体の撚りの表記は山内清男に準じ、一部簡略化する。山内が符号を特に明確に示してはいない結節

回転文は、 1単位の圧痕が iZJ字状のもの(Z)と iSJ字状のもの(8)とに分け、条の撚り符号と組み合わ

せて、 R-Zのように表記する。さらに前段の条を撚り紐本体に結び、つけ、撚り紐本体の回転庄痕と結節の田
(主主3) 

転圧痕とが同時に残るものはLR+R召のように組み合わせて表記する。

方向

調整の方向および縄文原体の回転方向はj語、下の略記号を諮整痕もしくは縄文原体表記の後に「づをつけ

て付記することによって表す。

Y:横方向

T:縦方向

N:斜め方向

なお、縄文原体の斜め方向回転施文では、条が横走するものをNO、縦走するものをNJと表記するo

8:その他

不整のものなどを包括する。

各方向が混在する例では、場合によって優勢なものから}績に列記する。

文横

施文される文様意匠は便宜的に以下のようにまとめる。

(刻み目〉入組帯状文

山形三叉文

入組三叉文

玉抱三叉文

渦巻文

羊歯状文

刻み目文

連珠文

雲形文

ただし、資料によっては上記以外の名称、を痛いた場合もある。

11展序

調整および施文の各工程を古い)績に iB-T→LR-NOJのように列記する。先後関係が不明なものは「リ

の後に並記する。なお古文様施文は器国への文様の下描きまでをー工程ととらえ百その後の縄文の磨り消し

ゃ文様部分への「ミガキJなどは男IJ工程として記載する。
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表察観百只
且ペア器石

部位表記

遺物の表裏@上下@左右の指示は百特に断りのない場合実測図左面を表面とし 1 この左面を基準とする。

二次加工

剥片石器の二次加工は、場合によって、以下のように表記した。

両(片@表@裏)縁(二次)加工:素材の表裏両面(片面@表面@裏面)の縁辺部のみに剥離を施し 1 素材面を大きく

残す二次加工

再(片@表。裏)面(二次)加工:素材の表裏両面(片面e表面@裏面)の全部に剥離を施し可素材面を残さない二次

加工

打蕗

剥片の打面形態は可自然面打面百単剥離面打面、複剥離面打面、点状打菌、線状打面に分けた。

註l 会回答弘 「棒状骨角器考Jr考古学研究J第41巻第3号考古学研究会 1994(平成6)年

註2 縄文原体の符号は基本的に下記の文献による。ただし、多条など特殊な例以外はLlEをLRのように略記する。

山内清男 『日本先史土器の縄紋』 先史考古学会 1979(昭和54)年

註3 結節回転文の符号表記は一部下記の文献による。

鮫島和大 「南関東弥生後期における縄文施文のニつの系統Jr東京大学文学部考古学研究室研究紀要』 第12号

東京大学文学部考古学研究室 1994(平成6)年

なお、 iSJ字状の結節回転文原体表記(例えばL-S)は、後述する謁整e回転方向表記のS(その他)と一部重複するが、

前者は"iL-S-TJのように原体表記の後に回転方向記号が付加される点で後者と区別する。
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i対!;反語.JJ 写亘書号 遺構番号 R?f f~11 日[¥ f立

40-1 (1万一 i S 140ヨ4 j菜鉢 仁l-/j同

40叩2 ⑩守 i S 14054 j菜鉢 IJlfiJ 

4C)-3 。-2 S 14054 j架鉢 rl~ )j持

40-4 ⑬ -2 S 14054 ìÆ~鉢 r-l~IJlí1 

40-5 ⑬“3 S 14054 j菜鉢 [1 

斗0-6 ⑩-4 S 14054 j菜鉢 llIil 

40-7 ⑩-5 S 14054 j菜鉢 lJIaJ 

40ω日 (ゆ-6
有孔円盤状 L

S 14054 
市.tくIJ日Ll日

40-<) 江ヲー l 5B2025 PI 鉢? u 

40-10 03-2 SB2025 P2 j{; 11 

40守11 ⑬ -4 SB2025 P2 j菜主主 lJIiiJ J二

40-12 (1Y;-5 SB2025 P3 ?t~~{， 仁i

斗O時 13 (12;-6 SB2025 P3 深鉢 )j同

40ゃ 14 @-9 SB2025 P3 j菜主主 llf.iJ 

40-15 (!2l-10 SB2025 P3 I架鉢 )j同

40-16 iJJ0 -11 SB2025 P3 3本 JK 

40“17 (1l)) -3 SB2025 P4 鉢 1I河ド

40-18 {Jヴ-8 SB2025 P4 j京鉢 IJI司

40-19 リー7 SB2025 P4 j菜鉢 Il向下

40ω20 せt~、 12 SB2025 P6 i菜鉢 l二!

40-21 (胆~ 13 SB2025 P6 主本 腕 i二

40-22 ゆ 14 SB2025 P8 aA.f，: )j潟

40-23 (I.']) -15 SB202罪 aii' i…i 

40-24 。-16 SB2025 'ttii 1lI~_L-

41-1 !2()i-1 SK2001 ilミ14 1l!liJ上

41-2 Q(T-2 SK2(却 l j翠鉢 IJI，~ 1-

41 3 !，2()l-3 SK2001 j京鉢 1Jl1IJ 

41-4 ⑪-4 5K2001 j菜鉢 11同

斗1-5 包JI-5 SK2002 ìit~;H， JH，iJ 1 

4]-6 叩“7 SK2α)6 iit~j，ト 11 

41-7 ミ(y-8 SK2006 iÆ~it， IJ同i

41-8 匂)，“9 SK2006 j京生本 )j同

41-9 @叩6 5K2006 鉢 J[( 

41-10 @T-iO SK2011 j菜鉢 Ii( 

自 41-11 。(t-II iツドロdrb iiλ - IlIilJ 

41-12 け 14 I SK2側 i~t~}本 IlIfiJ 

外耐i4!j' j投

Il:F 111'1:RL -s 

縄文?

口:RL?側面正11'.[2条
)jf"J:RL-NJ? 

U:LR-Y 胴 LR-NO

i二1:択し Y 胴上:RL-NO

RL叩Y

LR?時 NJ

1全j成

、円'J'iHJA

羊 l)fi~}、文'? T端に連法二
丈?

LR-Y_"J.I三三|三沈静i

択し?“S

RL-NJ? 

LR-S 

LR司 NO?

摩;域

RL-S 

LR-Y? 

LR-Y 

LR-Y 

LR-Y→沈総2条→FP

LR? 

[JしR-Y 胴:LR-T

班!:F→j主総l条
)j同 F→j主総3条

不整入キ11帯状文 RL-Y? 
→HP-S 

LR-Y‘帯状丈?

しR叫 S

しR-S

LR-Y-';;けた丈?

五IJみ[=4';j~:t);: 丈

骨文丈?

RL-S 

F 

F 

LR-S 

LR"Y 

f三r、f、
三juD

内出特 fii: その地の特捜・慌

口~.íJlí1 L:廷し-NJ 議維・存;色粒含む Ll縁端
腕 f:E-Y 部かすかに肥厚 u!fJ.奇rUL

みか'tJoc良 1ffY' 

縄文? 繊維合む焼成不良 I 昨

F 繊維含む 口縁端部かすか
に肥!手口容部丸み焼成
不良 I昨

F 繊維含む 口唇Pi[l)しみ組
文民l体は0段多条か焼成
良 1I洋

F 繊維・雲母含む 仁i惇部}L
み焼成普i泊 1 I洋

)奈滅 繊維合む焼成普通 1 I洋

器表iりl凸著しい 繊維合む焼成普通 I肝

r;-"e!三条痕調整? 繊維合む焼成普通内面
炭化物付着 I群土器片JJ!l
工品 表面から穿孔施す

1埜i!l主 i守色針状物質含む I1界主[1
iレみ

寄:iJ吟4 I~I 色針状物質合む 仁i唇吉1;
lしみ []拝部施丈なし

F 

F 口唇奇11平JIJ

FP 

1子 内面in{色物質付着7

F 

活き減 '1'-底

F 金雲母子守む

F 40-19とi寸イ国外iか

F 40-18とl可 1国体か

!和政 LI思部丸み

F 白色針状物質含む

F~:i成

F u唇ajijしみ

F 

E'FωY 

I司

F 4]-4と同イ間体か

F 41-3とIriJ イ凶付三か

F 

F [-1 唇 ì~[I)しみ 1-1唇tmn'iif[1に
刻みのある山形突起'(，Jく

下 .'>1三色物質付着

F 白色針 tk4Í!J~'[ ・必、色粒?;む

FP fまml円盤外f.WJ1-面に慌11縁

F Ji'(MI総!?:if?状 "，mi(

i登;1議

F (1色針状物質台む



関Jl長吾二日ー 写究設な 遺構番号 器揖 古I1 f立 外出特{笠 1)'] 面特設 その{也の特故・髄考

41 13 岳'ji-16 SK2040 j主鉢 日間 仁氏一NO 人'F-Y (1色針状物質合も-

41-14 @也12 SK2040 I菜鉢 jlf，u し沢一Y 八'F-Y (1色針:/1:物質合む

41-15 @-13 SK2040 j架鉢 IJI司
LR-S 純文民〔体1~IJ端 1m 1戸
転[E痕?

41 16 ⑮ 15 SK2040 j主口 i二時 i二i
刻み目丈→HP? F 仁川ゑ内向 仁!縁端部断面舌

状

41-17 ⑮ー 17 SK2042 j菜鉢 IJf，i] LR-T F 

41-18 ⑮ω18 SK2042 深主主 }1'[， 摩i砂; F 成在11輸高台~)~ 1:.げ!氏

r~正 i政 J学J成 合t!fI)は!?ffさ5mm杭!支の;ijili
41-19 ⑮ 19 SK2042 台1.J鉢? fi 、 上 rn~; を 2枚目ii り合わせて成

JI';か
41-20 ⑮ 21 SK2046B i~~j* lてi LR-Y F 口'i=1-itll)Lみ

41-21 @-20 SK2046B 深i{.λ IJI司 LR-NO F 

42-1 @-22 SK2046L J本...~主f1λ u iミしY→"行:Ik丈炉IP !来j成 {仁l~川突家起1;而 [ IHi'iI¥Jしみ

42-2 @ω25 SK2046L i~~針i 1I同
LR' RL -Y(~I:結束羽;1た紺 F? iJi:化物付清
」一}ι、} 

42-3 自 24 SK2046L j京i{: }氏
JJjl:i!議 J*子減 川川W

輸出合:/丈!こげ成

42 "4 C-W -23 SK2046L 注[]1二25? 1-1 口IJIri];'i11境界it組一H IIP タj.I百黒色物質かすかに付蒜

42-5 ⑮-26 SK2067B 深卦; 11阿 LR-Y F 

42日6 cmω27 SK2067B i j菜鉢 Ij[~] LRチ S F 

42-7 @-28 SK2067B j京鉢 llIil] B-Y→LR叩 Y FP I~I 色針:lJè物質少合む
42ω8 @時29 SK2067B i~~i本 /JIiU しR-Y? G-Yー炉F

42司 9 @-33 SK2088 深H: !こ!
実Ijみ 1=:1帯状丈? !学 i)j~ l 山l区i芯突部起浅イρナ刻くみを施 I~ j二小

42-10 (却 30 SK2088 j主主本 llIiil LR-Y FP 

42-11 @-31 SK2088 i?Ht， IJ同 LR-Y !奈;1&

42-12 @-32 SK2088 深鉢 )]If~下 B'A-T 子

ヰ2-13 @-35 SK2105A 深鉢 iIド-IJ同
jれ成 口下 :JEオサエ LI縁部外反

JJ~J:A-γY→HP-Y 
42千 14 (2(J)句36 SK2105A 台f.J鉢 !長 FP FP l.el邑針状物質fi;む

42-15 (2(jl-34 SK2105A i:I::[J I二1，;;: 口
刻み I~I 文→IP !埜j成 i'I色針状物質含む 1 I~初出

部外反 u唇吉liJLみ
42-16 @-1 SK2111 深鉢 IJ同 LR-S F 白色針;1氏物質737む

4217 の 8 SK2116 j菜鉢 11 RL-Y→l:i~;状文 F j皮状1I緑 i 11[*在|デドJII.
42-18 @-9 SK2116 j菜鉢 1] しR-T A-Y→F 仁i唇i:tl¥丸み

42-19 のω3 SK2116 i荒鉢 IJ問 LR-S (B時YlートF

42-20 (IJ)-2 SK2116 l:tミ主主 IJ同 LR-S FP 

42叩 21 (2])-4 SK2116 胴ド LR-S F(P) 

42-22 の6 SK2118 ~A:::鉢 )J同 しR-Y すF

42-23 の 7 SK2118 i京針ょ /JIlj LR-S? iゴ g 

42 ~24 Q_l)-5 SK2118 台f，j-鉢 {i' 刻みEI文子P F 

43-1 (2]) -12 SK2119 j菜H 1lI~ LR-Y F 

LJ:iヂ Il /<iJ :~JI三丈 ドド→，'.1.¥色?塗彩 1".::1色主|状!fI!J民合む [lk'J.k端
→ (U)ー砕け' 1}']}ff¥1l巴11/ I _J~，*端部 1'.[剖

43叩 2 6i) -JO SK2119 j苦鉢 I-I-Jj向上 および内側に2もしくは31回

iiねii
i

な
ii¥1突Yjパ担土3椋を1111えた立1体WJ 

1 1 fKJiiMHI日付
突が!日]刻人

斗3ω3 (2 D -11 SK2119 '<ll! 11 
(G-Y)→ド II~ま脚

)しみ
43-4 (2 D -13 SK2121 "lJ( jJliil I ~ F 

43ザ 5 @-14 SK2128 i?l~}f 仁l !奈i成 F(P) 口 Jf~在日 )Lιな

43 6 @-15 SK2128 iÅ~鉢 /JIitll‘ RL-Y→情状丈→F F 

43-7 Cjl-16 SK2128 aH: )J民 B-T-~~Jli 丈? B-T→iマ
43-8 6i)-17 SK2128 i;M本 )j同 LR-NO FP 

43-9 ⑪ 19 SK2128 i?Mf lJ[.il RL-S F 

43-iO の 18 SK2128 深鉢 IJIlil B-T->L沢一S B-T 

43ャ 11 む)-20 SK2128 深At: IJI.IJ E-T E-Y タト而謝?存在日土ハケメ掠

43“ 12 のω21 SK2128 j菜鉢 11I司l" F(P) 下

斗3-13 ⑪ 23 SK2128 1I 
l卜'!'-1T沈*lJl--IP G-Yー争FP 11 界 pajß:;~)~?
IJ[~:G-Y→LR-Y 

1]・HP-Y IJI司i二突起lJ.li )長減 l作品目かすかに Jしみ
43-14 (ヱV-22 SK2128 i主よト [] ~lJiuJ iJfJけ→入品!l三叉丈.)-.

LR-S→Iゴ(P)

43-15 G~-l SK2142 j架鉢 lJf.il LR-Y F 

43ωlo (21)-2 SK2 [42 j翠鉢 日付 RL?-S J~ぞ i~点

43-17 (~-3 SK2150 ~?~@本 )JIi~ RL-Y F(P) 
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間版若干号 写真番号 遺帯番号 器有i 部{立 外国特控 内面特殻 その{也の特髄・髄考

43-18 g-4 SK2167A j支鉢 II-}ま
11:刻み目丈 !l!tiJ:護形丈 FP? 口縁端音ISF

'
]恨IjIJ[!!JI'l 仁i属部

→しR?-S メLみ庭部上げ!定

44-1 @-14 SK3032 j菜鉢 [1-制
RL-Y-μ!と行it純・凡点丈 F 白色針状物質含む
ワ

44-2 ⑪ ω】 SK3032 i菜鉢 []-)JinJJ二 []:E 胴上:LR-YN ε 口唇部丸み 口縁部小波状

44ゃ 3 ⑪一 l SK3032 i~@本 IJ-)j同
日:B 腕:B→RL-YT G 

|内色川

44-4 ⑫-12 SK3032 i菜鉢 E→LR-Y !撃滅 丸み

ふ+-5 ⑪ -2 SK3032 i京鉢 仁!
E-+LR-YT G 口縁端部外担IJに粘土はみ11¥

し 口辱部jしみ

牛+-6 @“ 18 SK3032 j架鉢 }i)三
1埜i成 摩減 径3mmの際合む 底部輸出J

台状

ふf-7 ⑫伊 17 SK3032 @f i二i
入組ニミ叉文→赤色顔料塗 G 白色針状物質合む
'時1';ノ' 

44-8 ⑫一 15 SK3032 H:r]J. r.~ !民 llIilJ -1ご:'fZ行沈ま)Jt }tT;;:日 G !ヨ色針状物質合む

口:1沢一T !liJl:下半に結五日 口~頚:F? J腕:A le]色針状物質含む 小波;!犬

44-9 d主-2 SK3032 ~~;~ じ， rl- )j V~ 
沈純;!犬隆TIT→!(P) 1-1縁 日 拝丸み

j!ijFM 1 i二:C字文→LR-S→lP
T:LR-T 

44司 10 (Z2)-16 SK3032 tiiJ: ・ 主張~-m.iJ J-. 頚:平行沈繰 ε? 
m.J上:LR-Y E 

44-11 舎一 13 SK3032 '!i1~: 虫~~-lJIñJL-. Iペ1;UA A? Lll色剖状物質合む

牛}-[2 む-5 SK4α)4 i主鉢 I1 
刻み|ゴ文?→IP? 時計成 日程部丸み 文様は芋歯状

文の可能性

44-13 ⑫ -6 SK4021 i菜鉢 )j向上 しR-Y→帯状文 l全滅

ふ十 14 ③-7 SK4021 j菜鉢 Il同j二 Rし Y~;hi状文?→F F 

キト 15 む)ω8 SK4021 j菜鉢 JI同 LR-γ E-Y 

44-16 ω 叩9 SK4021 深鉢 IJ日 B-Y→LR-Y F(P) 

牛十 17 必~-17 SK4032 i菜主主 [] ~-JJ同
U:A-Y If:F 網 I::.:B-Y'F 外傾接合 口民主iS丸み
)J向上:A- Y-~LR-Y lllb1l:b:ト

44-18 。一 i SK4032 A'I'J鉢 fJ同~台 flIfHIP-YT 台:HP-T )j同:黒色物質1.J着台:F lllb群か

45-1 10 SK4036 i菜J1， )j荷下 F(ケノq丈亀裂あり) F(アタリ痕?-TN)

45-2 匂 1I SK4036 探鉢 !ll~ F !李j戚

45-3 の-4 SK4041 j菜鉢 仁I-)j再 日:平行沈線4条? 摩減
JI開LR-Y

45-4 。ー II SK4041 i，*鉢 1[( !l/iiJT:F 底:F )JトiJT:A-Y 底A

45“5 Qjl-5 SK4041 i支鉢 [1 l.J¥j;J;伏文・速球丈→FP'IP 炭化物f.J着し不明 11弱者r;尖る L 1唇音11刻み

-+5-6 @;-6 SK4041 i支鉢 羊筒状丈?→FP F 

斗5-7 (2]-9 SK4041 i支鉢 1何
uトー:予行j忠誠一FP FP 
mすLR-Y

45-8 0¥ -8 SK4041 it IJ j~ {，~ n:口基吉11 j尤i11虫.iP A 

45-9 qJ-7 SK404! tt 口 ~L P，fr IJlfiJ )j対|二沈紘一φlP 11防下:FP F 

45-10 の 10 SK4041 5b': n ・ m~
仁f:HP-Y )j[oiJ仁:HP-T 口:HP-Y 11向上:(G-Y)→ I~I 色主 i 状物質合む L.J唇部
/JI，;J下:ド HP-Y )jifiJ下:F ;l':.J;1日

45-11 @-1 SK4042 j京34 Ij[，ij RL-S 

45-12 白 2 SK4042 j菜鉢 IJ同 RL-Y F 白色針状物質含む

斗5-i3 叫 -3 SK4042 鉢 lJtnJ LR-Y F /叫三ん、弓二Zご芯み ιl、ソ1・ー吾じ、Jォuー

45-14 ω)-4 SK4042 2主 )jf<iJ 
IJ向上LR-Y 制下:FP→ F(P) 他に!可イ題H;小{波}-Ir1/~ 
IP(腕 iーとの境界)

45-15 叩ラ SK4042 '1::( m'iJf FP?→赤色顔料塗彩 F(Pi 

II:B-γ→ド→LR-Y 11同 仁トE-Y→FP Il同 A→ 口容部、IzJfI

46-1 Qj-3 SRI038 i菜H: LI-fi._( 
L:B-T→訂刊→LR-NO D'E-N( ケパ:11~ 亀裂あり)
胴ド:AωT→LR-NO・EP- Jd::F 
Y 底:FP

46-2 仕方-4 SR2066 j菜鉢 底 lIIiiJ:Gωγー午 j去::G-S f誉j成

46-3 。-5 SR2066 i~@本 !反 F 摩減

47-1 。-6 SR2072 j菜}} [1-1氏
1]・LR-Y Il同:LR-NO 仁1-胴上:FP '-1界部かすかに1しみ
fま:摩滅 腕 f-鹿:摩滅

47-2 ⑪ -6 SR2072 i~}も 1同 LR-T FP 

〈日 7
I1子 (LR-Y11114 ) 胴上:しR U:(B-Y)→F IJ向上 口縁部外反 口辱主IUしみ

47…3 SR2104 j153主 仁I-}s; 十R-Z-Y /JIWf'-:LR-ト沢一 !JIi~下 :E'F-NY jま部 L:.fflf~
Z-y→ド底:G-S

47-4 (I元町8 SR4003 i菜鉢 JJ1 RL“NO 腕 L:F 飼いG'B叩N

47ω5 @舟7 SR4003 j菜鉢 III司 LR-T? FP 

第斜表北調査区遺構出土土器類観察表(3)
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I G1J夜番号 ~_Ñ一、;if主3 主':1子 遺構番号 器種 部位 外出'特鼓 内面特酷 その{也の特殻・儲考

r:l:LR-Y 11日向間上中:L長崎Y→ U縁事[1部かすかに外皮 口拝 i
晶君 rHI同~

F 
48-1 SR4005 j京鉢 王子行沈線 -11河1'-: 部 tUk刻み2ヶ所ある突 lJgと

LRωT }.氏:B・F 起付く

48-2 ⑭ 9 SR4∞5 深鉢 lJriiJ F F 

48-3 (jJ-l SR4006 深鉢 腕~底
腕:B-T→LR-T.Y 胴上:E-Y→B-T.FP

月間1ご:ド

48叩4 ~-1O SR4006 j菜鉢 月間 LR-Y F 白色針状物質合む

49-1 ⑭ 2 SR4007 j菜鉢 11持~底
B-γ→LR-S I]~J上:E-N→(FP) lII，jJ下:F

49-2 ⑭ω3 SR4007 j菜鉢 m司下 B-γ→L“T→しZ-T F.FP 

49-3 ⑬ゃ4 SR4008 深鉢 制下-1ま
LR-T 摩i成 径5mmlliI後の離合む底部

輪高台状Lげ底

50ωi ⑬ 5 SR4009 j栄鉢 1]-底
日:B・E-Y-.LR-YNO 口:E時 Y J]向上:B-NーやF 底部千底底f:ffj側面張り 1'11
JlliiJ:LRωNO )j ~J下:E-Y 底:F す

50-2 。ω6 SR4009 深鉢 llI'iJ 1ご~底
胴上:G-T→しR-す F 底部低輪高台状 i二げ底
)j岡下:F ).ま:F

1胴liiJ上:E.B-NT→LR-TY J]同i二:Fp.E-N 11問ド:F 底部平底内外出の8・E調
51“ l ⑬-1 SR4010 i菜室主 腕~底 下:F 1.主:F 底:F 整痕は幅10mmlIIJ{:去のノ、ケ

メ棒

1]河上:LR-S JJ向。、 :F-Y Il同:FP-T It正:F 底部、[z底脳最 HfllのF剥
51 2 051-2 SR4011 j翠鉢 腕~底 整痕にはヘラもしくは板状

工具のアタ 1)喪伴う

51-3 ⑫ 12 SR4011 深鉢 口
LR叩Y E.F-Y 波状口縁か口容奇[1'lt:Jfl.

51-4 @ω13 SR4011 深鉢 iてi
LR“Y !奈i成 口唇部平月1

51-5 ⑫ 15 SR4011 i菜室本 )j同 LR-S F 

51-6 @匂 14 SR4011 深鉢 )]向 縄文 F 

51-7 @ω11 SR4011 浅主主 仁!
刻みId丈一ゅFP FP 口唇部尖る u拝自1¥友IJみ

口:RL-Y )j再ト::B-T→ 仁I:G.B-Y )j河:B-NT 口容部門勺立 底g;11平成
52-1 。-3 SR4012 i菜@t: 口~底 RL但 NJ(ー→R-Z) 底:F

)J岡下:F 底:F

52-2 ⑬ 4 SR4013 深鉢 口~底
口:LR“ YT 胴上:LRγ 口:E-Y→HP-Y IlJilJ:F 赤色粒少量含む 口界斉fl'F
/J問下:B-T→F-Y I日 底部平成

i斗:帯状文・山形三叉丈→ 日:F 胴上:E-N→子 低波状[1縁? 口唇部平坦
53-1 ⑬ω5 SR4014 深鉢 仁1-底 LR-S→HP )]問ド:F 底:ド 底部平底 仁j縁部卒illfl多孔

腕:B刊→LR-'r'NO

53-2 ⑬叩6 SR4015 i菜鉢 口-胴・底
日:B.E-Y→LR-TY 胴・ 口:B.E(P)-Y 胴:B(P)-T 口唇部ほほ:;:jZJJ[ J.ま音fi平成
B・E叩NY→LRωT→r-Z-T !高:F

(日 l
Jl向上:B・Iユ YN→LR-NO 腕 i二:t-

底部平底 外内泊外iB在自調ーに整j会i隔をl'i54-1 SR4016 深鉢 )J河下~底 (→E-N) 胴ド:E(P)-Y 4mmrjij徒
(→LR-NO) 組物質1'1着

54-2 Q手 16 SR4016 iA~鉢 仁i
しRωNO B-T.F 口拝者fiかすかに丸み 本体

=1:.器と rifJ--.個体の可能性

54-3 ミタ-17 SR4016 j宗鉢 Il 
RL-Y→帯状丈J一寸P FP !止法~k口縁 日唇古1¥Jしみ

rl:LR -YT 腕ヒ:B-N→ 籾!:A→ωYI-I4PEZY bffF u縁部内湾 !二l界fif))しみ
54-4 ⑬ .2 SR4017 j菜鉢 仁I-J主主 しR-T 胴下:LR-T→F-Y 底部1"}.ま

底:摩j成

55-1 ⑬叩1 SR4017 j菜鉢 r:]~)j開 L
U:B-Y→LR-NO 口:G-Y→F.EP-YN 1ほi波状口縁 j皮頂音flかすか
腕:B-T→LR-S /JIa]:G-Nーザ に1Jt::1享口容古fiLIぽとIII

55-2 ~-1 SR4017 i菜鉢 m，;J A-Y→H(P) F-Y 

55-3 。-2 SR4017 深主主 1同
B-T E-Y 

@-4 
深鉢

仁I:(E-N)→LR-Y 仁I:F-Y 胴j二:F-T 口縁端部内側に:jVi上はみ出
55-4 SR4018 CJ-)立 )JJï~:LR-YT 胴下:F 底:F し 口唇音fi平J:D 底部平成の 3

55-5 ③ 4 SR4018 深主主 )j同 LR-Y FP 

56“ l ⑬ω5 SR4019 i~鉢 胸中~痕
胴IjI:RL-T? B-Y-'? 底音1¥ギfま
嗣ド E.F-Y J立:F

仁J:LR-Y )J向上:Bザ YT-.... 仁J:A一千P 1lI~:E-NT→FP 口容部丸み底部予民
56-2 CJs-6 SR4040 i菜鉢 仁]-底 ドー+しR-Y )1岡下:E-Y 底:F

底:FP

56-3 qjJ-S SR4040 I翠鉢 m，iJ LR-S A-Y-.FP-Y(ケノ〈状屯裂
あり)

57-1 ~-6 SKP2004 j菜鉢 Illiil LR-Y F 

57-2 ~-7 SKP2005 i架鉢 IJ同
LR-Y F 

57-3 屯;Y-8 SKP2005 鉢 )jj<iJ LR-Y 摩減

57-4 ⑮ 9 SKP2008 j来鉢 口
LR-Y A子→F r=J色針 :1え物質-赤色粒含む

I1容在日丸み

57“5 @叩 10 SKP2008 i菜鉢 底 IJ河F:F 底:日 摩滅 f真言1\輪高台状 j-_ ~fJま

北調査区遺構出土土器類観察表(4)

36号一



I rir陥 't;JJ~-Gぐ EiFiこl い'J j立HlJ-詰ニ lJ 1う:~f .f~三r 百[l 1主 外語 !I'，')- 1笠 内面4'字放 その{也の特徴・備考

RL-Y F dI'色f:f合 1 (f，;1端部カすi
57句ら ミ雪山 11 SKP2009 j菜鉢

iしみ

57-7 ⑪ 13 SKP2009 j京J{， I1 
A日 Y→F 巳-Y rJ~~端部外側に判i J:はみ1'1'，

し !]辱部ほほ、l~m

57-8 ⑪ 12 SKP2009 深H~ I1 F(P) A-Y一炉ド(P) []I.pj却はほ三l~m

57-9 ⑮ 14 SKP2009 鉢? !J[IiLI・ '1汁 hiメfJ~ f~ぞかi !こi縁部内向?

⑬ 21 
[[:RしゃY?ーペ!1114;帝i京二:2沈条*Jkにlよ W 虫色物質Hlr 波状口縁 日縁部外反

57-10 SKP2024 i京鉢 L 1~ljH る111同良文 こ E凶作

よる llli*J~丈

57-11 ⑮ 18 SKP2024 j京鉢 !J[lij 1-_ LR-Y→、H JiHJ~5条 F 外{副長合 仁川公自11外反か
国aliY:

57 -12 ⑮ザ 19 SKP202斗 j京H、 1If<iJ1- RL守 Y→itお!~2条 ド

57-1.3 4海 25 SKP2024 j京討、 IIliij LR-Y FP 

57-14 ⑬ 24 SKP2024 i~~j本 IlIlij LR-Y F(P) 

57-15 d~ 叩 20 SKP2024 袋鉢 !IH RL(O段多条)-Y F 外{可it長合か

5716 (布一 23 SKP202-t 1来社; lIIilj LR-S F 

57-17 せター22 SKP202-t j菜:f j~ lJriij LR-Y 

57-18 元 15 SKP20号ら lIH I 子行沈毅3条

ラ7-19 ヨヌ 17 SKl'20ヌら i;主主主 iJluj FP一炉LR-T FP 

57-20 16 SKP2OJ6 j菜鉢 JJH F(刊→LR-Y ト

57-21 18 SKP2036 i支H: IJl>iJ 浅い水平沈親i条→FP? !坐J成

57-22 19 SKP2OJ6 i1I1J:6:;:') III'ij ト
F A |叩11刷mm前倒lli~Hm~=

よるi付{凶接合痕

58-1 SKP2045 j菜室本 胴上 LR-y.'fl¥:状丈 FP I~I 色針状物質わずかに含む

58-2 131-22 SKP2045 i京J1' /IIIiJ LR-NO G-Y一炉F

58-3 G元山23 SKP2045 災H、 lJIiiJ LR?-Y F 
1 

58-4 SKP2045 ä~鉢 IIloJ LR +R-Z-Y !空i~

ラRラ (ザ 2ラ SKP204ラ 1菜34、 Jis.: F? F 、I"}[(?

FP 式sf部}I立ち上がりの i士

58-6 三号1-20 SKP2045 iÆ~鉢 111司 f~1主 IfHI!lI に
の tJ~ 幣:}l'.[(HP)

58-7 ③ 26 SKP2045 1う10鉢? T::二、l F F 

58-8 ②i -2 SKP2046E jJi日本 III"JJ二
イt立Î~:状丈(;笠D字刺突手IJ 充 摩滅

58-9 ③ 1 SKP2046E |…l 入キlL三叉文 !奈j成 口総端部)J山手 口唇音1¥丸み

58-10 。θ-3 SKP2046E !武: !李;成 E二 、i三底

58-[ 1 Gθ-4 SKP2050 iÆ~鉢 )j同 RL-T HP 

58-!2 ③ 5 SKP20S0 ìi~H; !J["j 8ゃY-+LR-S E二

58-13 ミθ6 SKP20S0 ‘iAヲじ4王/;:子i JJミ B' F-Y'?-.(LR -NO'? B・F-YS

5去“ 14 Cfj-7 1 SKP2053 主主主 mnj仁 RL-Y~;f百;1犬 JC(!Pl ド

58-15 三KP20三1 j菜鉢 11同!こ
JIIoj上.、11-1J沈総2条 F 
IlIoJF:1ミL?-NJ

58-[6 ~f) -9 SKP2053 ~~~鉢 u 
LR十R-Z--I、 ε'FP-Y {j丘il i皮:IKI-liは il'rj.iTl;ほほ、!と I

58-17 10 SKP2053 i主主主 11 fl:LR-Y H問LR-NO EP-Y 1氏j皮状11絃 11幹部 Jしみ

5g-ld ミク 12 SKP2053 j宗主主 JllJij LR-T? F(P) 主色粒含む

タ8守 19 (2~ -13 SKP2053 i翠鉢 1]同 しR-S ド

ラi'¥-20 。14 SKP2053 i:主鉢 IlI<i] おii丈 !李j成主:しい F'? I)~ 出虫色物質付;右

Sg-21 ~G-ll SKP2053 深長本 /1111] LR-Y ドワ

58-22 ミター 16 SKP2053 深鉢 11 A-YT炉HP E-TY U}t}i'i[1)しみ

58“23 ナ17 SKP20ラ] 九日本 子 ド ヱIL底

ラ8-24 つf)-15 SKP20ラ1 九110: j]liiJ !水'~f: ì'、:比ri苦;t線しいi条 しR吟 Y7
亡

59-1 Gち-2 SKP2054 i主主本 1I u・-'('1病状丈 JlI<ij:JV:減 !安j成 IIltfiSIUしみ

59-2 ち SKP2054 f/~~鉢 1116] LR-S F 亦色:j'ti.合む

号9-j Ci7.J-5 SKP2054 深鉢 lJI<u LR-S Iァ 白色針:1犬物質合む

ラ9-4 さ示 。 ヌiくP20ラ4 j京件 h¥ 1奈il主 Wi成

U:fl'ti状丈→lP (8 Y) 骨HP じlfu針状8突物起質状少刻長:み27む
59 5 G官 6 SKP2054 t主主主 11-/IIiiJ 11荷台Y 1I唇)1ill

内[[目黒色物質付着

1 1 J・[':ド歯l;j，I_状、Ii_f丈1→'iAじiコれpj(・i式令plljし FP 明刷出境界的聞の|
た iP 接合:出 )]阿部はi試さ2mm

59-6 Q胃ωi SKP2054 ， 1~IIIJiJ 
iIIrr]:LR-Y のあIj1'.';1;:2校Hl1ii')合わせ一つ

[1唇J;ii1l色1しIJ物み手 [1若1丈岳部九日誌 i

端内面部虫外 E筒'[1状4 刻み

a
イ
イ
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#ii: f主 部 ijt i 外面特徴 iよj I耐特 i笠 その飽の特設立・部i考

il対:LR-γ トミドhi主総4条 (G-Y)吋 IP-Y i底部上げ!在(ケズリ iijし}
59-7 (21)-(1， SKP2054 {芝生本 ri( 

ji:(:G 

59-8 @-4 SKP2054 ιごー? IJIliJ 
胴上・、i九千-ji:t線2条ーベIP) 摩i!&
胴ド:主;r;丈?

LR-Y? 口 F !J向上 mオサエ I~I 色針;/丈物質合む i株主;ii
59-9 (窃!o SKP2054 ~i;!: ・ 1] へ IJII~ 1l/f~下 :A 点目かすかに外}5(

る

59-10 ⑪ 7 SKP2054 
ミーチュア L

1ぽ
J全滅 !筆i成 主計fi'l翁J4147?状 u打点

RI~f 

59-11 @吋11 SKP2080 j京鉢 し沢一Y !全滅 Illt手fHi)L，}f
59匂 12 の 12 SKP2082 深鉢 IJIliJ LR-T F 

59-13 の 15 SKP2087B i?t鉢 1]突j 科突列 [V:減 )J~l.'jEする小山形突起

59-14 ⑪ 17 SKP2087B l¥'u本 !lI司
LR-Y・u立にノjじfL沈帝京→ JfjぞJ成
IP 

59丹 15 @-18 SKP2087B 深鉢 IJI司 RL-S 月そ減

59ω16 の 16 SKP2087B 深鉢 ! l主S:F F Jl'l;;Pifi輪，raJ台本uげ!ま

59ャ 17 Qち 14 SKP2090 u 
LR-Y HP-Y 日制;吉川

2 i手 11民{!iIS三!とよI!
内~吋/j 君1.1、 SKP2090 1河4口ζ企止j 令- JJI司 L!ミす? F(P) 

59-19 (['])-20 SKP2105C i d 1JI 1~ 五IJみ日市状文ワ 摩i成

59-20 。!ヲ SKP2108 liiii i i;237 汀 FP i季:減 UIfJ古IUしみ

59-21 (2iり-21 SKP2113 お~@本 IJ向 LR'?-T 摩i成

LR -ì T
• ;n~::伏文 F 仁川:!f:_ y両日1;かすか lこ lJ~fìi

6()-1 Q.7) -29 SKP2126 深鉢 |…i [] 1fT-fili ;f'-W 11'J imに+ljlIF:lR
刻みある山 Jr~突起f.jく

60 2 ③ 22 SKP2126 i7t~封、 !WiJ LR-Y F IIB針:/犬物質む

60-3 り叩27 SKP2126 iU1， !JIiiJ LRωS F(P) 1:"1色針状物質台む

6()-4 G方 28 SKP2126 i~~針i 1向ド 1埜i成 F? 

60司 5 会つZi-24 SKP2126 }~ 日
仁1:刻み目丈一千? FP 口容部jしみ 1:-1辱点目刻み
IJI司:RL-Y

60-6 。 ω25 SKP2126 主主 11 LR-Y F 11辱部jしみ

oOω7 @-26 SKP2126 鉢 IJluJ !JI司 1-人組 j叉丈7→IP-IT IP-T 

60-8 ⑪ 23 SKP2126 j土口 /-_~;fつ [] 
沈線→子 ドーが変形C字文 的主|附

1しみ

60-9 ③ω1 SKP2133A j京主主 LI 
F(P)→LR-Y FP 仁I'f，<.gliほほ平Jtt 60-10と

同 ↑同体

60-10 ゆ 2 SKP2133B i主主主 [1 
F(P)…TLR-Y FP 1-1 幹部 ~i ほ 'fιl Ll. 60 9と同

ー↑自体

60-11 (2~9 -3 SKP2133B i~~鉢 !JI1iJ LR-S ，!i， 白色針状物質ftむ

60-12 Qßì~4 SKP2134 よtオワロミdJb1J、 I~I 
摩j成 F 

市土は内括抑主l部Uかムすの刻かみに外反 門性

6()-13 ⑮ 5 I SKP2134 ;;15鉢 11-'( !全滅 子

I日色P生IYPおY-赤叶胴色i上申端持」刻二み→品、
IP-Y→亦色設彩 {i Lti 松j皮;端IK部仁!?lj忍f日118l 突Iff.s:起Yfil十i市j立く]~I字:60-14 (2~~6 S~':P2134 耳E 11.)j同 i

60ャ 15 d忌ω7 SKP2137 j架鉢 lJIilJ LR-Y ド

60-16 (2g1 -8 SKP2IJ8 i宋n与"ミ主h芋 JJf<iJ RL-Y.':W:IX丈一F(p) 壁iJ.Jl

60-17 QJ9-9 SKP2146 iA~主主 間司 しR-NO A向 Y

60-18 ⑮ 12 SKP2146 i?t主主 IJI"J 縄文? 子 H色針状物11合む

60-19 ミ歩 10 SKP2146 iit~}本 Ij_¥ )j向 f:A h'f:C→ S F? I~I 色針状物百台む

60-20 ⑮ω11 SKP2146 2本 !JpU J::. IP“ Y 炉crf':;立:? ド? 1-::1縁部外反

60-21 (28)-13 SfくP2J47 j京鉢 !JI;U LR-Y? FP 

61-1 ゅー 14 SKP2!5! 深鉢 LJ~.JJliiJ 1 U:FP JJ/'iJ:LR-Y F 11絃 i~:r) くすっ|三Jn l rlll 

実起:ニ叉:/kのj主総→LR F(P) llii:支部外I¥( 11 i，量端部かす
61-ユ Q.3i-15 SKP2152 j菜鉢 11 かにIJ巴!字

仁H背1K丈.{ぷ '{-.IP-Y

f外J，:;出z炭化物内而黒色物買う I61-3 @-16 SKP21ラ? ← ・- lJIitl 
IJlllJ I-.:LR-Y・2二月三文 A-Y 
m~J ト :LR-Y

61-4 三歩 17 SKP2167B ì~ミ討、 )Jf!IJ J 
LR-S'i土~:;R2条炉G ゐY テ G-Y ド1色針。;物質ffむ 1)'ITrriiK 
H-Y 化物f.J才;

6]-5 (~ì9 -18 SKP2203 エ本 i二i ‘ I ，;hi之が'~->FP FP 口容部)Lみ

!ト市IJ~J泉 iて人主flて叉丈，平 FP 6中き村ご此波状utま? 1中frI.央f¥!おI
ザ 7

行!114j尤→HP お とのI皮Jnt'il¥(こ
61-6 SKP22 1 1 手iI‘j鉢 [二1-/JIltl ド:B-T-LLR-Y よびlilrjs!IJに刻みある突起

Ui(*MIかすかに外以 II'B 
自/1)しみ台行[1欠iH

61-7 @-19 SKP2263D j菜鉢 lJIitl LR-NO F 
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i図版前 写真吾号 j立構番号 器詰i

61-8 {謬-20 SKP2264 i:~~1二

61-9 ⑮司21 SKP2266 i~ミ鉢

61 10 ⑮伊22 SKP2284 i菜鉢

61-11 ⑮-26 SKP2286 i菜主主

61-12 ⑮-23 SKP2295 j菜鉢

61-13 ⑮ω24 SKP2295 i業主主

61 14 ⑮-25 SKP2380 i~~i本

61-15 ⑮伊27 SKP2407 i京鉢

61-16 ⑮-28 SKP24 10 j菜鉢

61-17 ⑮-29 SKP3079 j菜鉢

61 18 ミミ)-30 SKP3090 j菜鉢

61-19 Q__._'li -32 I SKP3090 j翠鉢

6! -20 $←31 SIくP3090 j宗主主

討;位 i 外面特殻 内面!持母

11 
RL-Y 摩j成

底 F B-Y'F 

JlI';] RL-Y F 

Jtま !経i成 摩i成

11 LR-Y F 

IJI，;] F 

胴上 しR-y.，aI状文→押 Ff月

仁! しR-Y E-Y 

IJIn] LR-NO F 

1] LR-Y FP 

LR-Y→帝状丈? FP 

r-I 

lJi;i] L!そY A(Pj 

1シY? FP 

北調査区遺構出土土器類観察表(7)

う寸q
i.~1 4 L.，.i 

その地の特設・備考

白色主|状物質含む Ll部iT
)Lみ

底部輸出j台状 I:JfJd;

底部平底

口唇部三j7-:tll

I~'I 色針状物質含む

IJ唇音[¥;F~l立

赤色粒含む 口唇部平lF!

白色針状物質含む 口縁部
外反 u将吉[¥丸み
押庄状の刻み

日唇吉[¥かすかに丸み



図版番号 写真書号 i 遺構番号 F.f穏 部位 外面特後 内治j 特殻 そのf自の特捜・1fu考

201日 1 5I20 探鉢 月間 刻み目帯の人組三叉文 HP 

201-2 SI20 深鉢 LJ 口~Il河:LR 守 Y H句 fごF 小波状仁i縁日唇音iiメしみ

201-3 S120 j菜鉢 日同 LR-Y B→F 白色の砂粒を含む

201匂4 SI20 j菜鉢 1I同 RL-T HP 

201-5 S120 深鉢 1I同 LR-Y 摩j成 一次的受熱

201-6 S120 j菜鉢 1I向 F→RL-T FP 

201-7 SI20 深鉢 Jl[~lご -fま 腕下:LR-Y→GP 底:G 腕下:G J.氏:G 底部輪高台状

⑪ωi l台1;J鉢
日:小波状→B突起 !日~l上 仁!-IlV.J下:FP 底:G→i j服部上半の内面に煤状炭化

201-8 口~台 :羊歯状丈腕"IJ:LR-Y 台:IP 物付着
1I同下:沈線→載痕列台:ド

j頭II可:刺突敵列と長!t痕列背 !頚u司:BP Jl向上:A→BP 白色針i)::物質合む

!Ffj-II同
t:痕列問に 中合 下:A吋~BP

わせのC字状文
腕下:F→LR-Y

201叩 10 S120 1同 F一歩LR-Y IIlI，iJ:A→C 在2-3mmの{i少粒含む

201 11 S13g8 ;翠鉢? 日 I LR-Y→入組帯状文? B'F-Y 口幹部丸み

201-12 51388 m~ ト 刻み日帯状文-..RI1j癌 f掌ー滅

SI388 深鉢 仁i F(P)→刺突帯状文 F 口唇部かすかに)Lみ

201-14 S1388 i菜鉢 Ll 
F-Þ~iU突帯状丈 F 仁H長音[1平:l:ll ~~þ ~tM ~~í< 1.j同IJ

201 15 51388 仁i F--刻み自'市:1犬文 F 

口:F→人組三叉文・ '1と行 仁!:F(P) 11関E-TY i赤色粒合む 口界再[IB突起
201-16 51388 i~}t: [!-!II~JJ二| !沈!両線

:B-TN→F→LRωS 

201-17 1 51388 I i架鉢 口~腕
口:$1歯状文→IP F 口唇部刻み目
1I開:LR-Y

201 -18 1 Si388 口 ~miiJ I二
口:Fー+手首W::文 FP 打持吉川
1I雨上:LR-Y

201 -19 1 1 S1388 涼鉢 口~胴
口ぶ→芋i盗状文 l-'P 口容部8突起 LI主対il丸み
胴:LR-Y

201-20 1 i S1388 仁i
仁f:不整沈線3条 A ;iiJ犬H:-iii端部刻み目による小説I
IJ両:LR-Y

201 -21 I S1381) j翠鉢 u |刻み日丈 子 白色針状物質含む 仁|唇音[1
三fZ:l:l!

51388 i j点鉢 u 刻み目文 子(P)
B究i色-起針:1犬l物i唇質d合s'ri.むiE111岳部

ロ:A→情状文? A町Y 白色針:1犬物質合む恒3閣夫ljのに言i 
51388 i宗喜本 口へIl同 l~_ 1I向上:しR-Y 刻み討ある跡坦仁l i 

付く

20! 1 51388 -ロ，:'.ド~;g1'守 Llへ-IJ同と →-羊γ歯状文? t...-y 白色針:1え物1ff含む

201 25 1 S1388 zhf， 三 仁i
刻み目立ー→IP

奇刻ま音み[jか口すか

201 -26 1 15!388 ~~j主 [J 口上:+':fht線 FP u界自[¥γJFJ
!日ト :LR-Y

202-1 の 2 ISI38号 !深鉢
口:LR-Y JI同:LR-S 口容部門i.Ji!
Jf(:G'F(P) 

i;者鉢 []~II同 !口吃R-5
F(P) fi唇奇1I丸み

202-] 51388 深鉢 F 111，岳部メしみ

202-4 J架鉢 口
LR十RωZωY 白色針:IJ~物質~~?む I!住吉i;

かすかに丸み

51388 I i主主主 仁!~II同
LR-Y 日(P)叩 YN 仁I~ni犬物質含む

1しみ
しR-Y )j同 F 口祥在日D:ぼ三1'..1:11.

202-7 I SI388 ! LR-Y (G-Y)'A 口一一

S1388 ト
A.F !斗縁端部かすかに n~Jíil

口容部かすかにjしみ

完封、 F(p) 白色);十状物質合む 11 拝i'~:I~
ほほ平.1:f:l.

202-10 1 1 5I388 |出鉢
LR-Y 1二 白色針状物質合む 日界青[1

かすかに丸み

[1 LR-Y F 口唇部平坦

S13g8 LJ 
LR-Y F'G叩 Y 部11持は部ほ平か坦す刀に外Ii. 0拝I

S1388 I i祭鉢 [1 LR-Y A叩 Y 口唇奇[1ほほヱ[i.:!立

202-]4 I I S1388 ¥ i体 LR-Y 口唇部ほほ平如、}メしみ

南調査区遺構出土土器類観察表(1)

主nず;ヲ4ず3弘



GZ]J:長話ニサ ザ立が;- I 泣情~1t~サ 器僅 在1; f立 外出特段 内面特設 その{也の特f1主-備考

202-15 SlJ88 i京H: !寸
LR-Y F 仁i色主1-;1犬物質合む [-1 特 ß:I~

:JLみ

202-16 SI388 i菜鉢 [] 
し良一Y F I~I 色針状物質・赤色粒含む

[11長部丸み

202叩 17 SI388 1来鉢 LI 
LR叩 Y F(P) 日絃端部両部1)に粘土はみ出

し iごi辱 tTf~丸み

202-18 SI388 j架鉢 [I~IJIIÍ) しR-Y []:FP /11日i]:指lIfUIJj.[ 日干芸部丸み

202-19 SI388 1菜鉢 1 ] 
FーがLR-N F 赤色粒f1iむ 口唇奇1;ほほ王子

J:Il 

202舟 20 SI388 j架鉢 仁l L占 Y 摩j成 [1昏奇11)しみ

202-21 SI388 i~ミ鉢 [1 ~IJlliJ 
!こI:B-Y→LR-Y 1Jl1i):LR 仁I:H(P)“N 1JI<i):F(P) l二!辱在日かすかにメしみ

Y 

202-22 SI388 j架鉢 LI LR-Y A'H刊 Y'N IJ官邸かすかに尖る

20ヌー! 51388 i*i本 lJIiiJ LR-S F 

203-2 S1388 j京社、 [1~IJIIiJ 
[]:F' B-Y lJI<i)しIミ-Y !こI:(G-Y)→F IJI司F 白色主I'~k物質合む 11唇部

九み

203 .3 S1388 i~:}t、 [1~ )JIii) しR-Y F U拝i'i[¥丸み

203-4 S1388 ii~主主
rHl同へ II:LR-Y )j[iiJ:B-N→LR 仁]-lJInJ:A'G-Y J.L.'.bへ f:~1 色針状物質か色粒含む

!氏 十R-ZN I氏:1M:i成 口容音/¥かすかに尖る

203づ SIJ88 i京鉢 11 ITF(P) R日:LR-Y FCP) r-I綾部外反 1I唇市九み

203-6 司 4 S1388 深Hλ 11 氏
[I:A IJI司卜.-IJI~I/J ・ LR-Y 仁I:(G-Y)→F llIiijJ:.:G- [~I~針状物質合む u特 ~~:Ij

IlIWf:LR-S 1l.1:::A YT'A IJHr!J--1.長A-5 外!豆 U拝b/i)Lみ

203“7 Q]! -3 SI388 jl日本 11~ 1.ぽ
!トA-YT lJI'iJ L:Rゅ YS 仁I:F IJ同・(E刊}→F I~~:F n縁-f~:IS外以口容{flíB突起?

)j日ド:A'B-Y 底:F [1 辱~~:似しみ

203-8 S1388 i~:鉢 仁I~IJ障上 仁1:F(p) nlitl:.:LR -Y にJ: F(P) lJ/iiJ:F 口唇Itf)押圧状の主IJみ!こ|

203 9 51388 i~~鉢 []~!J/IÍJJ::. 
U:F lIInL!二:LR?-Y F(P) 11辱fajの刻み日により低波

状1-1$求をなす [1唇?i/¥IJ7.W. 

20斗 1 51388 1J/i1 しR-Y F 

204-2 S1388 i主主主 ij!nJ LR-S→R-ZωN F'G Y 白色針:l:J(物質合む

204ャ 3 り一 l 51388 j架鉢 Jt'¥; 
IJI司下 :LR-S IJIIiJド:F(P) 民:Tt
!奇網代痕→条痕?

204-4 S1388 深鉢 !ま lJriff:F→LR-Y J((:A A 

204-5 ⑪-4 51388 j架鉢 底 腕ド A 底・網代痕 F(P) 

204-6 S1388 深242 1主 /IIiiJ下:A 底.摩滅 F 亦色粒ffむ

204-7 51388 i菜鉢 !記
IJ同下:しRωY'B-N III司下:F 底:A !ごl色針:/k物質含む

)ま:1堂滅

204-8 SI388 1主主本 l民 /11司ド:LR?-S jl1:F F(P) 

204-9 S1388 j京鉢 11.'¥ IJ~Y ド :F→LR-Y )b¥::G ド(P) 赤色粒1~~ む

1 204-10 51388 深1* If( JI同ド:LR-S l主-摩滅 lJt'iJT:F J在:A

20411 51388 i~~主主 !疋 摩i成 F 

204-12 S13gg i;i~ J:ト !ぽL
JI同ド:A'E-Y-LR-S IJ~JT:F 1哀:B.F か体 l-~iiif 
底.n

20cl-13 sngg ai吉本 !民: 1)同I!J:LR?-S F(P) 
lJIiiJドG?一千 !ι!字広

204匂 14 S1388 j菜鉢 ιf A"-> 木会~1Hつ !~ti，成

ユ05-[ SB88 鉢 11 ~!J同 [-1 :入手IL-:式文? 11同:F? iコ Ll唇剖IB突起

205-2 Sl388 口へIl日
U:入制-叉丈→IP F(P) 

8日(1空拝&1!起部HBI突物起質古む 口唇出
/lliiJ:LR-Y 

205 .'¥ Sl388 JH; λ 11斗j対
11:人組二又丈一~FP F(P) 
iJlli]:LR-Y 

205-4 事-P2 51388 主主 11--II/'iJ 
11 :人組帯状丈、!とわj主主主 IP-Y 11与千百1m突J

寸(P) lIIoJ:しR-Y

205-5 ⑪→] S[¥88 仁1~ lJIiiJ
11:芋的状丈・去IJみ日丈 IP← Y LI¥岳部かすかにiしみ
IP lllñJ:LR-Y~ (l P) 

205-6 1~Þ-6 SI388 LI斗l/i1ト
仁1:'1"1)よi状丈炉開 FP l二1¥民主|出IJみ1-/

)1対iニ:RL-Y

11:主1)みIC-I丈?>IP lP-Y )JI'iJ 1判j、l湾しr-I縁部外Ji.

205-7 針。 5 5IJ88 主主 11~ )jf，j) ，- 腕!二千:1'*'1:/天文→IP
JI時下 LR-Y

20ラ-8 51388 喜本 I-I-!l/<tl 
仁1:主IJみ[::1丈一+IP FP 口唇i\'/\B突 í~~
IIFtl:LR'RしY(JI結束)

205-9 ⑪ 7 SIJ88 2本 IJ-III，iJJ:. 
U: '(.I~ij状丈 FP l 界市/1主IJみ11 |将行117ミる

IlI'lL:LR-Y 

205-10 包P-8 S1388 [J-lI/nJ 
i二 1:芋 J':i，)~K文→IP FP 口幹部尖る 11界r!a)刻み日

)I/~・ LR-Y

1 205-11 SL18S 主主 U 示前 ;Ik 丈一~IP lP-Y IJ持奇/1::lLJ"

S1388 主本 11 刻み日丈-->IP FP i二i唇音11刻み!l

S1388 i主 1I 刻み目丈->IP F u唇部1しみ

-374-



F li記S1388 205時 15

成:A'F)
 

p
a
 

(
 

む孟
コ
川
円
4

)J問中:しRωY )j同-f:̂'fqj
j尤線→IP? 底:1軒成

台上:主Ijみ呂文
台下:沈線l条・LR-Y

F 

Iif. 生本S1388 205-16 

A 

PJJf~透かし穴

21回 l秘からなる 8失~I包の [ill}
側に各l佃の8突起が1，Jく
I)~外面亦色主主彩

1'1色針状物質含む u唇部 i
~[]持端部内側に3摺 1組の j
;;;?;起と粘 i二ffJ1Jh!jり付けによ!
る連弧状?陸線銭りの口 i
唇音1ILこ8突起甘く i 
仁川設端部外相IHこ授く hfJrlll I 
基部に沈線を巡らした小突 i
i起カま仁J;1::fk端部に連fJiして付 i
く i

iヒu附 Eで剥離 i 

よ

A 

F 

合

ぷヘ

.L、
f二l

合1~ 鉢7

合1.J鉢?

台付鉢7

S1388 

S1388 

S1388 

205-17 

205-18 

205-19 

仁l~ 台合1-1;支JH，S1388 ⑩ω2 205ω20 

-Y 

字文→IP

口:LR-Y→入来日三叉丈一歩 1u ~)JIi~:FP 
QP) )J同:LR-Y ! 

l-hRS→ i IP 

日
門

L
下

、仏夕、支'山一ハ
H
Mりυ

。
今‘
Ji
 

t
u
 

ぬωi205-21 

仁J~Iま
-'-'..?・

1支王手51388 r[I) -9 205-22 

i二

入

マ〈一一一角一一一

平行沈線・ H(I宿

j主i二!

1主[J

a口一上器

11仁!土器

。臼
Q
O
 

司、uri 
cd 

S1388 

205-23 

205-24 

刻み目文・三文文?→IP IP-Y 

IP司 YC学丈?→IP

口';1I.・
~ïÎl. 205-25 

刺突丈・三叉文7・IP

L! 

腕上門戸
C:l 

明 守
ユι

SI388 

Qij)-11 

(3j) -13 

一h
u

ヲ
f
h

r
、JO
 

ヲム

205-27 

口容部丸み口縁部内湾

摩滅

IP-Y 下:結節

一去二f
h 門

左止SI388 ⑪叩205日 28

白色針状物質合むA(指頭庄:Jl~)

つ
川
町
Ji

 
lt 

~[ 

勺

{寸〈止子

51388 206-1 

207-1 

口口

F

-
F
 

詐掘不明

1
 

4
 

1
 
1
 

し!っ

j菜主主

深鉢?S1431 

207-2 

207-3 

mH 
q
H
 m

 "'IL出なJ疑口縁あり

F 上ji.l!411給条体第5笠lCB)Rτ
!II司i1524; 

|附
j菜鉢

Sl431Pl 207-4 

4i_i!111r絡条体第l訂iLR-T

取材i給条休第14;旦L守

」
川
川
d

n
u
Hけ51431 207-5 

14J 
l
 
j
 
!
 

51431 A
U
 

m
l
t
 

A
U
 

フ“

F 
』同

つつに
ui0  

包丁→LR十R-Z-T
深主主S!431 207-7 



i叫昏号 写真番号 j立m番号 {tif 禄 部!立 外出特殻 内面特{設 その{自の特殻ーをllJ考

207ω8 51431 ff1}本 藍 IJ対下:ε.F-Y 底:本葉桜 F 

207-9 S1565 I宗-主L 宇U 成: F A 'FJ高

207ザ 10 Sl617 j菜鉢 I1 
情状文? !全滅 仁i縁部外反 I-IJ要内第If作

か

207-11 S1617 j京鉢 1] 刻み臼帯状丈 1罰法 i二l唇部小山形突起付く

207-12 SI617 j架主主 トーlIfiiJJ二
仁1:刺突守wミ文 G-Y→FP 

1]関上~:RL-Y

207-l3 SI617 j菜鉢 !II~J 
FP→IP-S(!][r日二は平行沈 FP 

線状)→I!M弱

207-14 S1617 I架鉢 !IIrij 縄文7 ・ ;ni~犬丈? I二

207-15 SI617P3 j架鉢 1] 逆。才:ヰ11j突列 !喰j戚

207-16 SI617 j架鉢 i二l
択し Y 口:(G-Y)一枠E-Y 白色針状物質含む 口容部

J]同上 EP-Yγ ヱJL丘i 口縁端部月巴!享

207-17 SI617 j架鉢 仁l
Rし-YNJ E(P)-TY 部口肥唇惇部平担 d丸み 口総端

207-18 SI617 j菜鉢 1If~ RL-Y FP-Y 白色針状物質合む

20719 S1617 l~~i，t~ )]Irq RL叩 Y F(P)-Y 

207-20 Sl617 i宗主主 )J~] LR十R-ZωY A-S 

i 207-21 Si617 i京鉢 IlJItij FPー~LR-Y !李成 !手宇田111'か

207 S1617 i i菜!iH; lJIii] LR-S F(P) 

207-23 S1617 j菜it: 1m司 LR-Y G(P) 

207-24 SI617 i架鉢 J]問 LR叩 S HP“Y 白色針状物質含む

! 207 -25 SI617 i主主主 IlIrr] RLーす F 

207-26 S1617 1菜鉢 r:J 
条摸(10条以上l単{立?)-NI F o閥均す杭丸み 11緯

→IP-Y 端部日目!字

207-27 SI617 i菜針i )J[r~ 条痕(4条liFf立)一γ F 立laI非か

207-28 S1617 I菜鉢 !lIii] F(P) 忘却S

207-29 S1617 i菜鉢 !lI~ HP-Y 任 Y→(HP-Y) 内包針状物質合む

207-30 SI617 1トJソt~ι~~←L 1開 B-S→HP-TY E-Y一歩HP-T

207-31 Si6i7 j茶封i I !l同下 B T->(Hfiflご)IIP-Y I H-Y J1ζ百~官じjんf今t、jt、J

207 S!617P7 i!t~鉢 月間 HP-Y A-Y 

i 207-33 I SI617PIl ;;ユJ号1、~~下L 11I同 E(P)-Y→F(P) IF 

I 207-34 SI617 i架鉢 !上干 F i I埜il主 底音[ii論ff.jJ台状

207“35 S1617 i束鉢 !主主 B(P)叩 Y F 

2肝 36 SI617 鉢 JJI 
A-Y F 底部粘土紛

輪高台状をなす

I 207-37 SI617 不i1}:Jj二製品
!李見i F? 現状棒状上面湾llJl 下([[1

摩滅 工草函線刻か

208-1 SB419P4 1菜鉢 口 ド→LR-Y F 1 1 ~岳部ほほ平坦

208-2 SB420Pl j宗主主 il湾 I LR-S 

208-3 SB420P3 i寸Jいミ仁;rt; I jj同 入総帯状文?

j菜鉢 ii 刻み日高訳文-.ntI1f百 口唇部、!ぇj:q 対'{:i犬の突起

20B-S SB430Pi i主卦; 11 F--~>主IJ み日帝状丈 A→(B-S) 

SB430PI ;宗主本 Ll 
主JJみ目;ii¥'tk丈 i摩滅 | 亦小あ[1括突色る起附部山f忠Jド実JむくH起頂口属部部に痛刻状み

208-7 SB430Pl Lヲfロくノま下i 突起
RL-Tベfi=.i犬丈.IP I(P)-T 

LJ:11結部!ご端に刻み l~i B-Y-咋 (P)

今ゐ~O、8-8 SB430PI 132針; 口~腕
市:jえ丈ぺ:
た入組帯状丈?)
胴:RL-Y

208 9 SB430Pl j菜鉢 )JJiiJ LR-Y→'ii¥':j犬丈 摩i成

SB430Pl J来事七 )j同 i二? 刺突帯状文 下

20811 SB430PI tAtじ
4主
b、1. LI 

F→R-Y FP か11唇に音杷!;厚平出相)fI口i多縁孔端あ部りかすI
208-12 SB430Pl i'表鉢 111 しI:Rωγ iJI司:LR汁 r

!εγ 11 弱点目待状突起21固i，jく 1 

208-13 SB430PI J菜会主
11] 

!lIr~ 上下→uとY F(P) 

)W~T:指オサヱ→F-Y

208-14 SB430PI i京鉢 IJ同 LR-Y H-NY→(HP-T) 

208-15 iB430Pl j京会本 )j同 LR-τ F(P) 2 

208-16 I SB430Pl j束鉢 )jr.~ E叩γ.LR-NO Eコ

208-17 SB430Pl 深鉢 !JIriJ E.F-TーやLR-T 乞-T→iヲ

208-18 SB430Pl J菜鉢 IJ[fiJ EミL-NJ F'E-Y 

1 208-19 j宗主主 )Jrf~ RL-NO B-Y→ド?

I 208-20 SB430Pl l;同守ミ E〓î~ )Jrfi] E-Y→RL-YT 亦邑粒含む

SB430Pl iYt~~t~ IJ[.iJ RL-Y G.E-γ 

208-22 SB430Pl 深鉢 1同 LR.RL(非結J10-Y 摩i威

SB430Pl j京鉢 Jl[i1J 13条i単位?条痕-N F 
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j図版番号 i写真番号 i遺構番号 lf/f積 部位 外面特扱 内面特鍛 そのf也の特控・髄考

;20824 SB430Pl i菜鉢 口 久 ε伊 1ピ i二l辱部メしみ

208-25 SB430Pl i菜鉢 口 A-Y→HP-τY FP 寸r-~ 司唇部丸み

208-26 SB430Pl j菜鉢 [] E-Y 器表的凸あり G-Y 口容部王子坦

208叩27 SB430Pl j菜鉢 !こi E-Y 器表!羽凸あり 摩滅 日韓部嬬状のIJ、突起付く

208ω28 SB430Pl i菜鉢 仁] F? 炭化物付着著しい 巳'GωY 口唇部やや丸み

208“29 SB430PI j菜鉢 口 E-T E“Y 日唇部丸み

208叩30 SB430PI 深鉢
A-Y→H(P)-Y 器表[l1:1 E-Y 口唇部丸み
凸あり

208-31 SB430Pl 深鉢 [] HP-Y F 口唇部丸み

208-32 SB430Pl j与を鉢 仁! B-Y→(HP-T) G'E-Y 仁!辱部)Lみ

208-33 SB430PI 深鉢 日 B-T→日-Y A→8・Eシγ 口15-部丸み~三rq日

208-34 SB430PI i来鉢 仁i
A叩Y が (FP-Y) 器表[空J{ll A“ Y 赤色粒含む 口唇fiI¥丸み
あり

208-35 SB430PI j京鉢 !こi F E-Y 仁i昏部jしみ

208-36 SB430PI j主主主 口 Fー争H-Y A 器表flJl凸あり LJI.g.百11平JEl~ やや丸み

SB430Pi i菜鉢 [] 
A→E(P)叩Y 寄長距i凸あ E-Y 口拝部丸み
り

208-38 SB430Pl j架喜t~ H 
A→F iシY 口縁端古川

口l岳部ややjしみ
I 208-39 SB430PI i木~衿.'し )]持 B-1シ丁→F G-E-Y 

SB430Pl i探鉢 lIli~ G'EγトJ E-Y-ゅ G-Y 赤色粒含む

I 208-41 SB430PI 深鉢 )]持 G'H匂γ H(P)-S 

208-42 SB430Pl j菜主主 !民 H-Y !堂減 底部|幅広の輪自ti状
! 208-43 SB430Pl 宜c:L- m~ LR-YS→IP( ー部沈線状) FP 

口:廷しN司百→:O刻→貼み入千i目i~誕j帝二F刺状i~:状突文文→? 
F 赤色粒含む

SB430P2 j菜鉢 )]1(，1J二? >F 癌)J冊
F→MI5 掛

209吋2 SB430P2 深鉢 111(，1 
日:主iJみ日荷状文 F 
制上:LR-Y→帯状文

209-3 SB430P2 i~}~? Il開ト守 F→j尤線文 下(Pl

SB430P2 1)約七 口 B叩YーャF 摩i成 r]容者1¥;1しみ

209-5 SB430P2 深鉢 Il向 LR-NO F 

209-6 SB430P2 深鉢 nv~ B-TN E-Y 

209-7 SB430P2 注[_f土器 胴上 填平行沈続開横1lH豆沈総充 摩i成

209-8 SB430P2 注目土器 J民 摩i戚 F 底部ボタン~)è突起

209-9 SB430P3 i:翠鉢 仁i
RL刊す I二 口郡山 I附j'fI¥yj.m

に粘土はみ出し
209-10 SB430P3 j京鉢 日開 RL-Y F ケパ状亀裂あり 赤色粒含む

209-11 SB430P4 i問)f-':主A*プ 胴上? F→真iJみ目指状文 I二(p)

時二状絞刺日占突f)i，jけ→!を線[帯状上押 E・F也 Y
SB430P4 i宗鉢 )J持_t? !王 →刻みiミIr

文)

SB430P4 j翠鉢 11 →条1lをlti線?→i二刺隆史車)Jt nl~ りf.Jけ E戸? 口存在日丸み

209-14 SB430P4 j翠鉢 11罰
iを線引iり付け→I在来車 j二刺 F 
ク(川じ

209-15 SB430P4 j翠鉢 口 刺突帯状文 F u縁端部外側刻み1=1

209伊 16 SB430P4 j栄鉢 制上 入組情状文 F 赤色粒含む

209-17 SB430P4 i~鉢 i二!
LR-Y→沈純文べE-Y) E'F予 Y l'日fさ1唇部突起2 口縁端部JJ~

I 209-18 SB430P4 深鉢 仁!
LR-Y 培j成 仁i唇吉fiヂJEI. 口縁端部かす

かに肥j享

209-19 SB430P4 i来事七 口
LRゃ Y }長j成 U唇部やや丸み 円紘端部

)]~Il;:t 

209-20 SB430P4 j菜鉢 口
しEミ叩Y F 赤色粒含む r-I';待部、子組~

やや丸み
209-21 SB430P4 i菜鉢 日間 E'ト >LR-Y→(E-Y) G-N→iミ(P)-Y 赤色粒含む

! 209-22 SB430P4 深鉢 )J同 LR-S 摩i成

209-23 SB430P4 J主主本 1同 G-N→LR-S G-Y 

209-24 SB430P4 i主主主 )J同 LRωY E'F-Y 

209-25 SB430P4 深~t: 111司 LR-T G-YNー砂町P)

209-26 SB430P4 j菜鉢 Jl同 B'E-N→(LR十R乞 Y) G'FωY 

209ゃ 27 SB430P4 j架鉢 日開 B-T→RL-T? εP-T 

1 209ゃ 28 SB430P4 J{7本10'子~4千- 月間 RL-NJ F(アタリ痕)-Y 赤色粒含む

I 209-29 SB430P4 i宗主主 11同 子(アタリ jJ~)-Y ぶ色中立含む

i209-30 SB430P4 深鉢 )J開 E-Y→LR+R-Z-γ A.F-Y 

209-31 SB430P4 j宰鉢 1同 単取h絡条体第l種R-T F 
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j閥 抗 写真許庁 j立講許庁 Gif fITr 吉11 i立

209-32 SB430P4 深鉢 目的

209-33 SB430P4 ?~~鉢

209-34 SB430P4 j菜鉢 iごi

209-35 SB430P4 j菜鉢 !こl

209-36 SB430P4 1菜鉢 !こl

209-37 SB430P4 i菜鉢 仁l

209-38 SB430P4 j菜鉢 IJli1 

209-39 SB430P4 i架鉢 111 

209-40 SB430P4 "てご:ま;ァ[ i二l

209-41 SB430P5 i*i本 [1 

209-42 j菜鉢

209-43 SB430P5 i3ミ鉢

209-44 SB430P5 ;宗主主

209-45 SB430PS iま鉢 仁i

209-46 SB430P5 j菜室本 仁i

I 209-47 lS3430円 j宗主主 Ll 

209-48 SB430P5 i?t~鉢 口

209-49 SB430P5 j架鉢 !ご!っ

SB430P5 j安全七 Il ~J 

2iO-3 SB430P5 j菜34

2iO叩ヰ SB430P5 I i菜鉢 [] 

2!0-5 SB430P5 i:寝室本 !「l

210-6 SB430P5 j京鉢 i二l

210-7 SB430P5 、iツ々己ミ主t主tλ u 

1 210-8 SB430PS i菜室本
11二i

210-9 I SB430P5 
j呆鉢 )j冊

I 
210-!O I SB430PS i菜鉢 1(¥二

川↑ SB430P5 I宗鉢 底

210-12 SB430Pラ !主

SB430PS 鉢 口

210-14 SB430P5 花仁l~i-_~if i二l

210-15 SB430P5 u:口上器7 LJ 

SB430PS n口仁器? IIIIIIJ 

SB430P5 ドーj盤状 -l~製品

210-18 SB430P6 i*}主 fl 

2lu-19 SB430P6 j菜主主 1I 

210-20 SB430P6 j菜鉢 u 

i 210-21 I SB430P6 i架鉢 仁!

I 210-22 SB430P6 i菜鉢 u 

210-23 SB430P6 i菜室本 )J同

210叩24 SB430P6 j菜鉢 )JIfiJ 

210-25 SB430Po 深主主 iコ

2lu 26 SB430P6 Iヰ
m

ミ~長~ IIJI司

210-27 SB430P6 )]開

外面特殻

主f1.'1我絡条体第1極R-T

F 

器面 [~Il 凸
あり

HP“ Y 

人一陵町P)“Y #if面[l1]{Jあ
り

A'H-Y 

G-Y 

腕 iご・!軒成 j会ε.F

FP 

しR-Y→;ii~;状文→IP 句 Y

.A.~ÞLR -..{ード計状文子(P)

五日み日帯状文

l !刷壇界除惜州貼引h 

~) 

連続刺突文

腕

LR-NO 

LR叩Y?

(B-Y)ーペぷ丁

p→LR却 TN

{~-Y 

i之~LR-Y

RL-Y? 

A→F(P) 器表凹 rr~l あり

IA 

iEY 

HP-T 

麿減

I衰j攻

摩[長主

上:FP [IT:+.Jii二二叉
文吸L-S

1埜;~主

FP 

情文
状丈

l

寸員長llllj:P，'i'i-+縄

LR 

RL-Y→刻みI::J;m状丈→
IP-Y 

主Ijみ日帯状丈

主Ijム日帯状文

刻み白人組情状文

LR-Y→人組.iii:状丈?

子→入組;ati状丈

LR-Y'人組帝状文

I LR“ Y→情状文

縄文→帯状文中(P)

LR-Y→市状文→lP

円門円

~j tとi

i)，-j出特後 その{自の特殻・髄考

FP 

F'E-Y 

A-Y→E(P)ωY 口唇部王子上rr

F fJ辱音I1かすかに丸み

A→E(P)-Y 器商出凸あ 日唇部王P::tll

り

E・H-Y 日唇奇I1丸み

F 

忍'F 底部立ち!こがり直立

FP 粘口に張土唇帯部り積平出民みし上げ口融端部外糊

口唇部中央に刻みのある突
起の剥落痕

F 突!ゴ起唇村部頭く部に刻みある山形

F(P) 口唇音1;小山形~j@

j孝i民 i H 

1
1堂j成

A~FP(器表[I~{!I あ 'n f_l唇元1¥丸み

F 口容吉I1干'JD.

FP 部日唇分E的11ほに)ほj印平字1日 口縁端部

F(P)-Y(ケパ状f色裂あり) 日韓部平lEl?

ケパj犬f主裂あり) 赤色粒含む

F 口唇部かすかに丸み
端部間関に粘土はみ出し i 

F 5口巴摩唇在日平担 口綜端部一斉11

F(P) 口唇剖Pl-:j]

日(P)-Y 器表ド~lli~1 あり 仁J1手宇部三子1Fl~ペコペコ jしみ

F 口 J~f- f~r~かすかに丸み

H(P)-TN 

IF 

1孝雄 底部総高台状?

!奈j成

FP 波ik口縁 日唇音11王子坦 i 

F? し!辱部山形突起 u唇音11か

i
すかにが u闘部外側
L粘上はみ出し

FP 111
唇部丸ム fl禄端部カす j

i華i政

F 周縁五Jflt!i?

P'I二一N

A 仁!界部突起剥落痕

FP 

F 

A→F 口容部平1日

序~i，成

G'B-NY 

FP 口唇古IITJ'i部に主IJみある山形 i
突起付く 口掛け寸日 j 

FP 赤也粒含む

F 
g 



j問 書 写 写真番号 遺構番号 ! 器 設 音f; f立 外部特徴 内面特設 その他の特殻ー部i考

j菜鉢 llfiiJ 
LR-Y→日占千五十鈴帝;JkJ主一勧 ;コ
OPi 

210-29 SB430P6 j菜鉢 仁i
刺突列点丈 摩j成 口縁存fi)しみ !J縁端部外官!IJi 

刻み目

210-30 SB430P6 深鉢
しーγ 器表[1[J凸あり(指オ G-Y []唇部平tIl
サエ)

210-31 SB430P6 j菜鉢 IJI~ L-T E-Y・F

210-32 SB430P6 深鉢 [] 
A-Y→B-Y一千(P)ωY F→G-N [:J唇部かすかに1しみ
器表11~11~1 あり

210-33 SB430P6 j菜鉢 Ll F-Y F 4;1f表flJlr'.llあり [J辱部ほほ三!と担

210-34 SB430P6 深鉢 i二l i二I:A-Y IJfr~:A-Y→L-Y A 1]容部メしみ

210-35 SB430P6 j菜鉢 u B-N→F B-Y→印器表fl日凸あり IJ昏部平t[1

210-36 SB430P6 深鉢 底 ド(P) A 

縄文包二三叉丈一""FP FP 
泊口らv 唇日結fH:端ほ部ほF司I面色口物拝部質fかJ 210-37 SB430P6 鉢? i二!

210-38 SB430Pf， i 製上c五I!i HP) F(P) 

211ゅ i SK03 i深鉢 u ! !:HP i李減 小仁I~Ii 色披信針部状状口、ド靖物坦町吉[]唇む Fド担腕ヒ:沈線内LR-Y

21 I SK03 I I LJ:HP 胴上 G→ 。イ
211 SK03 日|司 LR-Y A一一炉G 白色針状物質合む

2i 1-4 SK03 不E円幸ム子i IIJrr~ uミゴミu /ミー-+t_l デj-函に土佐:lk炭化物付着

211-5 S!(03 1l同 i !iil向同上i:|::羊C宇j';j:J一丈;jj~文tにRBY突起中P
IJ同:A→H 白色針j犬物質含む

211句6 SK09 i~~鉢 )]博 F→炉LR但 Y 8→E ?壬 lmmほどの石英粒f~む j 

211-7 SK09 jlE鉢 jJlnj F-併し沢一NO l堂むな f壬lmmほどの砂粒含む 1 

211 SK09 j渠鉢 IJ同
F-i>-LR-'{ A--;.G 外面に探;1犬炭化物付着

控1~2mmの{&*~!:合む

21i9i SKlO よ{ヰ'j"ζb生守i入- /J同
一炉LR-Y F i守色。針状物質合む 砂*立が

突出する

乙il-iO i iS玄iu I鉢 1同 IA→仁氏-y 人→日 白色針:Ik物質青む

III SKlO ロ芯r 弘A‘ - III司 A→ iさをil/1t Cr色針 ;1犬物質合

211-12 SKlO 外r~l 面f主主に，-状土佐状物炭質含{ヒ物むi.j蒜

SKiO iヰ'"ミ;.1止c、守込 !!開 kー予E紗しRトR-Z-Y 白色針;j犬物質合む

211 14 SKJ 1 深鉢 j!間 刻み付 'ifT→j尤線 H f壬 ~3mmの砂粒合む

211-15 SKll j菜鉢 )JI~ LR-Y→沈毅→H F 内面に煤状炭化物

211-16 51<11 j京事十; IJrr~ 
LR-Y→沈線 外面に煤状炭化物付着

自g，， ~I- ;jk4Ílj:&'i~今「む

211-17 SKJl i宗主主 1:1 口:B平)J行litl上 →LR-Y G-TF lJ、波:1丈口縁
!J同r:IJ:'JZ1Tij七線1I:1JG-B

211-18 SKll i京鉢 ilI~ B-TLR-Y→j主続 !輩減 外面:m~:1犬;):::化物付着

211-19 深鉢 仁|
口:EP IJlfiJJ:':B→LR-Y l¥-T-HP 

I 外出煤附イヒi
物付着

SKl i 
A-+G 打辱部平坦

Il日 !-.:Aーは十R-Z

2i j -21 SK11 1オ付FミムE十1、 iHuJ iJ同 t:EP )J開 iご:RL-Y IP 白色針状物質台む

211-22 Sfく11 深主主 )j同 B→LR-Y A→GP 外[(LÎ'!1j~状炭化物付着

211ω23 I SKli J主 ;H~ )j['iJ A一件GP 外出煤;Ij~j;t~ 化物1-J ，~号

211-24 SKll i菜封; III司 B→LR-"¥{ 入ゅIP 外国煤:1え炭化物i'J‘iす

! 211-25 SKll 深鉢 !l同 B→LR-Y A-~G 外出媒状炭化物付治

I 211-26 SKll ??t~鉢 III司 B->-LR-T A 

SKll i~主主主 JlIi，J 8→LR-γ A→GP 

211“28 SKll 台村深鉢? -R 寸 HP→沈紘 A 同心円;f:J::の弘前tj'f痕 仁i色針状物質合む 1 

跡あり

211-29 SK11 H， 仁! 口i土B手突ji起十jく 11同 [~-Jr A 外IIIJ探:1犬此{ヒ物付着 "1 o. 
行!JI村~R→Y H;Jk物質合む

211-30 SKl ! 喜本 /J同
!JIí~ [-.:i主総 lIIuJf:LR-Y lP 外面見状炭化物付着 白色

H~k物質合む
211-31 SKll 主g土p I1同 F→i主総→LR-Y IP 白色針状物質合む

5!くJJ 主主 i胴ι 底
!線i問L[J:E→LR匂 Y 胴T:沈 制 ~I.ま :iP 底含部む上げ底 白色針 :1犬物質I
→IP 庇:lP

211-33 SKll I ?l 11 I器 11 ~IJ同 !口!同-I!?pー:平m行i土入手組悲文惨!→? 
!求訴え il容部小波状 IJ台土!日LJ'1I組|

えj、し、

SKll ii:仁1:1二器 JJI司
政痕列と入部l丈 八 11啓古川 状山 山田

かし、

SKll ?一~マs令- 仁i LI:IP 胴と上産jt:痕;主主主→IP 胴上:沈総→IP 日前川状白目i糊
制 j主線 何一'"IP 買含む

212-1 SK13 i架主主 仁!
口:A 胴上八→;1;線→ε A IJ掛川ノJ¥r L~間任 j

1~3mmの砂粒が器出に究・，'1\

2!2-2 SKI3 深鉢 )J問ド Jl問ド:LR-Y->G A 
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I'XU:反mニ54 Itj:J~ f.れ I j立構番号 f:7f t~n i音1I f立 i 外出一特殻 [ 内 面特 出 その{自の特設・部j考

2i2づ SKi4 l寸1~~'r
1I向r-:A J主摩滅 Il持ド:G Ji(:G 

j主3主2!;1ケ11ト端小芯わ;ず'll:よか‘岳に町突民に出きtffii i E 

212-4 SKI5 j菜鉢 [1 III:B lJIiij小 LR-Y )JIi~j二 E 口唇古IPY担 I~] 色針状物質
合む

212-5 SKIラ i菜鉢 l]Ioj A→uヤY十R乞 F 

212-6 SKI5 j京鉢 lJI'ij B-'しR-Y ド JJfi=l:JjILJIlI細か

2i2-7 SK16A I主主主 lJI'ij しR-Yーベt忠良 IP 1~2mmの砂杭を含む

212-8 SKI6A {京1{-， 11 
IJ:BP JW1J二:Eー吸し Y IJlJijl二:G 日白唇色砂部校丸合みむ2mmほどの

212-9 SKI6A 'r{“~~: 11 
戸胴刷日AA胴→→jLH-義RP A一Y 'E 

lJI'lL:F fIIWf:A 口唇Pil¥)しみ 1~2mmの{ij;
粒が内外面で突0¥

SKI6A "-ti:( :;1fi~ JlI，û 
!l!f!:E )j向上 A→ε i守色針状物質含む

212-11 SKI6B j京鉢 lJf司 LR-Y→j土紘 ドP ~:lJ 1砂粒-2~む

144i2ωヲー 1iFゐ、 SKI6B æ~七 I il同
A 1~3mmの íi'Þ *îLが判ゐに!今一出

では突出する

8→LRωNJ G 内外出に煤~)~炭化物付着

A~L叉 γ A→H 
持仁1騨部小ηi昨症状粒が出面}宍

212-15 I SK25 i掛
i仁i ii!日 仏 加 人組 腕 1--摩滅

:叉丈一->-IP

緩~千片い，:5、波ナu 状 i結 1'] t主計状物 i 212叩 16 SK25 |制 fJ 
口:1 fII札仁i→人組文 fII~ J二j李減

I 刻みのあ 叫 !JJ司上-ε i悩に煤州側付着 1 
SK28 LI j犬突起 )Jf!U二:LR“Y一一JL

行j尤線と入部j;計;Ik文

212-18 SK28 iAij本 i二i 口:BP )J向上。:G→LR叩 Y iJ向上:E 外面に土佐状炭化物付着

I SK28 j菜鉢 lJf司 B-'LR-NJ A !J台 1二1-11に石英粒多い

izi220 I SK21:l !制 JlI，jJ 
A→Llミ NJ 2~3mmU)砂粒が内外国史 i

H!，ィ7
ト広フ

♀ 
E 

電_0-19 SK52 | 総 [J LJ:!P 日間 iてB? 内外u百に煤状皮化物i，j着 ; 
Jlr，~_L 入組二叉文→IP

212-22 SKS2 深J'~ 1I LI:A 胴上:LR-Y→8 IRL:A 

|淀鉢

A→LR十R“Z叩 T E f壬 ---2m
外
m
閣のに{(煤

b主状主治炭
Z内
f
面に

il同
芯

ヒ物fdi 
i 

!2i2241 lsK52 
ごg寸ワ~~正子1- )Jii~ 

A-炉しR-T 日 外i必に土佐状炭化物付着
内面に縮みじわ

U:F一"'2悩 rHの癌;iJ~突起 )j同 t:A 内面に煤状炭化物付着
í~ 0 -2! LI 胴上:LR吟 y-俳人組l有I;IK文 白色針状物質含む

→IP 

子→鰭jt;;j犬突起 m司と:A.. 内出に!~3mmO){沙tv~づ51一色
I 212ω2o 。20 よ{ワ〆ドGECJ1L

‘
4、 lてi

線炉IP

212-27 く56 !?芸誌 ij河 RL-Y→沈線 I 

212-28 (3~P-22 仁i II:F )WU_:F→LR-Y 腕上A→E 11唇郎、li'Jll 書野

I 212-29 I紗 23 SK56 j菜室本 1---1 LJ:F )]Iii]_仁A→LR-Y ii向上・GP 口唇部干上u

j21230 1 SK56 i i Ji禾R 主!土子 !日 U:F lif<ijL:子→LR-Y IJ向上 A u唇音1¥平trl

I SK56 ?;吊fζ}r: 1-1 []:iP JlIfU二:A-TLR-NO !lI~j:.:ε 上It己主I-i犬!励賞含む
E 
E 

212-32 SK56 u 口:F l]I，jj L:A--+LR -NO 摩滅

心-24 j主鉢 l]I'ij A→LR“Y A→E 白色砂粒含む

212苧 34 Pt'~Jj， )Jf<iJ A--+しiミーNO BP 1'::1色砂粒台む

212-35 ~~P -25 SK56 主主 11 
rJ:IP IJiIUと位痕子Ij→IP )JI司 1~.:FP 口縁日1¥小法:1犬 内聞にt似た

炭化物H~~

212-36 SK56 I i主鉢 11 
U:F )jpL仁LR-Y→人程j !JJ，~j二・FP u絃在日iJ刻犬
-叉丈→IP

212-37 I SK5o 手ii、h支鉢 A 
l衰j成 FP 外lfU到i剥落 !J台上却し思議1I

カー

213 1 明D-28 SK60 ~~~J.t: u 口:F JHiiJ上哉痕ゲ!J一千 胴上:F 口縁音11小波状径lmmの i 
{沙牧が外出に突w

213-2 SK60 主;'f1-'
仁1・E JJ開!っ入手Ut情状丈・ 胴上:EP 部分的に縮み 口容部三j'-lII， 1-:-1松波状
LR-Y'i尤組内J!!f，丈(IP) しわ

213-3 SK60 |深 J)同
腕 Lしp_v→山形二一二叉文 IJ問!-_:F
i主総I)~GP ! 

211-4 使J)-26 SK60 i采鉢 JHiiJ 
Jl同じitfF)R--~IP IHiiJ:E 白色:H状物質合む
胴 f:LR-Y→E

213-5 (庇}ω27 SK60 深鉢
口:BP iJiiij:LR-Y Jj同:A I ~け_C.全k、i惇尉Jふレ 叫部I1附 :

仁:JV_.I' ~ 

三三n



乃{告の特設

213-6 SK60 、fオヲロミ ト Iit~ LR-Y !:'D 外面lこ煤:状炭化物付着

日:BP IJ同i二:人組二久文 Jl!nJJ二-IJ!~~!J:A→IP
213-7 ⑪ω29 5K60 鉢 仁i 下に2条の沈線→IP

I!問仁T:LR-Y

口:B→刻み目列歯j状!向上. Il同:FP 白色針状物質合む
213-8 5K60 鉢 [] 王子行沈組問に羊 文?

1問中 LR-Y

213-9 5K60 j主日土器 I!同
腕仁1]:沈線十数痕列→IP 1I同:A r=l怠;iq-状物質合む
1I時下・弧~犬文ーシIP

213呼 10 5K60 有孔土製品 頭部 凹 1~1有り

⑪ 30 
[]:H )!向上 LR-γ III司.結みしわ 内外註iに棋状炭化物付着物

213-11 5K61 深鉢 仁i 口唇吉IIi:jZ担| 白位針状質
合む

213-12 SK61 j集会主 日 -m~rll
日:日 )!向上:LR-Y )!向上:1 口唇部平坦
/l持rll:LR-NO

213時 13 SK61 j架鉢 i二i 仁]:H llIiiJ上:LR-NO )!~JJ二 :E 仁i辱奇11丸み砂粒含む

213-14 ⑪-3i SK61 j業主主 日
口:H )J向上:C→i! 1lr号上:G n信吉rl'Y~旦
m司仁ド:LR-NO?

213-15 5K61 I i京鉢 !JI~ 
A→LR-Y A→G j-2mmのi沙;f，):'1~18H~k i 

物立台む ; 

A-;.LR-T 
SK61 深鉢 1m司

F 1-2mmの砂粒内面に突出
白色針状物質合む

213也 17 SK61 J京鉢 IH司 LR-NJ C 

!lfJTIT:A→LR-NO !l岡下:G→F 外白ドヰ面主色針封に煤状~Ä物物状炭質茸化含含物むむ付着
213吟 18 SK61 深鉢 /lInJ 

213-19 SK6! j架鉢 IJfWf-定 胴下:A→LR-Y I氏:G !u司下:H

5K61 :!iで主g!:習f iゴ-lWij 強:LR-Y?→入組 I~I沼掴:A_，.H 帆→ 外固と行総内閣に赤色控彩 i
帯状丈 )J同:C字j大丈? 包 I:':J~針状物質合む j 

213-21 ぬ-4 5K61 'τ r-j-}i¥( ILJ・B ]Jj:HP IJltiJ仁:LR-Y ]Jj:E !U~:G )j岡下三ドの外面剥落
III岡下:G 底:G

2i3-22 ¥@-32 SK6i 笠三金E二一 腕~底 胴上:頭部J~王と・摩の滅区阿沈総 )j向上:C 白色主 I'~犬物的 1 
)j V~ 下:日

213-23 5K62 j宗主主 |帯口状:ε文胴上:B→入組刺突 !U~J:.:I |小波状!てi総 [] Ig.在日1しみ i 

5K62 深鉢? [] 列口:摩滅 ))向上;己中Ij突 i! Jj向上.1-¥叶 仁J!g部突iii 外函にl
2mmの砂粒突出

SK62 j架鉢 月間 五→刺突情状丈 白色主ト!犬物質含む
鍾a 

5K62 i宗主本 1I向 J入組ヰj腕 帯i!:-文 H 内部に煤;伏炭化物1，J着

213-27 5K62 j菜鉢 目指 LR-'{-'"入組文 A-"'H 

I 2!3-28 5K62 j京鉢 [1 
仁]-腕:A→LR-Y i二]-)Jt.ij:A→F 外面制1:-.IWII!こ煤~k炭化物 i 

白色針:1犬物質合むの

213-29 5K62 ?主，tf之:'1去ぞ7宇" 口
I i:H Il日 A→i Il問

砂lizl!粒界色官針市以平む司I羽E賀任i'I，lむ~に2rnmの

213-30 SK62 コ，ヰ11.ミ:'iま LR-Y 

213-3 i 5K62 深志t: 日開
人→iぷ_，/" 

SK62 j主主主 lHiij H (j 

214-1 i SK62 r?t::鉢 )J持 記→LR-Y A→E {壬1~-2mmの砂校合む

SK62 主鉢 腕ト:E→LR-Y 底:u 1)]同:A→C JまG 白色封一状物質合む

214ω3 SK62 itrl!-，君主 Il開 日→沈紘→LR-Y+RL-Y A 出 i部にアスフアルト付着 j
~ 

こ{，ワ十ロ二βFιい
口:JI!11文し51き刺突状の実IJ I F(P)-Y 11色主f-状物質合む !容奇lij

2]4-4 SK67 -)J~J lみ日 II!NJ:B伺 N→LR“S 押し51き:1丈刻み11
Bヲ;:ít~

214ゃ 5 5K67 r~円〈主〈宇1 !J 
羊u制犬文→IP FP 

C質口内fF唇色崎1部針丈沈4刻太報物みを質目め合Jく的むら面しよ黒I~色物 i 
突起rll央に一角形状沈線 IP 

214-6 SK67 i:安鉢? 突起7
→IP 

{.~:三鉢 I [! lF F? 

起付1i1ごl広若E三手-土話t官週製丸刀品み、ιぷ!而法化物司

2!4-8 SK67 i深鉢 I m，;J I F->LR← Y EシEトY 日

司自

214-9 SK67 !去i |摩滅 F(P) 

口:主IJみ日文ー宇治:1犬丈?ー 仁I:FP 腕老人 I~j 色針状物質台む 口容自11
SK67 !ヨヘ胴上 仁I )J何年[Jr~ 九み

214-11 I SK6i 注口 f'.6~
山 i向上|五:C回字文7文 1C1司字・1ト文Y一 ド

214-12 SK76 L.I L帝日~犬Y文-'Fi-jPlj字状jJM皇 ]奇頁11音にii付を刻くんだ山形突起仁i唇

-381 



i凶 附号 写真詐号 1玉llH~1ff}，j- 苦Ir 重 在日 {立 外部特徴 内 面特捜 その{自の特設・1)日j考

i21413 SKi6 1宗主も 月間 LR-Y?→倍~k文 l:' 

214ω14 SKi6 j菜鉢 !l同 }jl~癒・ LR-Y→帯状文? 月;f:i，成

214ャ 15 SKi6 j菜鉢 [二!
LR-Y B'F-Y 口唇部ほほO:fi:tll 口縁端部

i付iWJに肥厚

214-16 SK76 j菜鉢 i二l LR-T B-Y→HP-Y 口容部ほほ平:tEI

214-17 SK76 j架鉢 i二! LR-NJ F 口唇部丸み

214♂ 18 SK76 iU本 口 ~!l同 しR→R-Z-T 摩i成 口唇部ほ1;.f'Y:tll.

214-19 SK76 J菜鉢 仁l 摩j成 F 口唇奇[1)しみ

214-20 SK76 j菜鉢 !J同 LR“T F 

214-21 SK76 i架鉢 m母 L-T 

214ャ 22 SK76 i主主本 !J[~ liiiMI給条体第lまI'IR時寸

214-23 SK76 i菜鉢 IJ同 H(P)-N B-Y'F 

214-24 SK102 ζ{木'ハ;/，:'正争L JL主 F 1二

214-2ラ @ゃl SKIO月 深鉢 II~IJ同 帯[]状:B丈腕!こし沢一Yーが人組 !J[~:F 小波状口縁 日時部丸み
!J['iJ下:!必Y

121426i ⑪ 2' 3 SK103 13民主主 口~)jj，íJ 状Ll丈:H 11同 :LR-Y→人~lL'Hi )i/~:F 小波状口総 口容部丸み i 
白色砂粒予;む z 

i214-27 を~2) -4 SKI03 j翠鉢 口へ一日I，;J 口:日 11同:LR-Yーヘj、、tn;;ji il間I:H IJ同F 小法~K口松 口唇部干上 I
状文

SK103 j菜鉢 ~!J['îJ 
!こJ:!埜減 1I商法IJみ円帯 b 月間:ATH 口縁に小吏起
RL-Y一+人お17)¥::1)::文

214-29 SK103 i't鉢? 仁!
日:F? IJr.iJ:G→-LR-Yート ド!同!空 小波状i刊誌
LR-T 

SK103 i菜鉢 ll/iiJ LR-Y'LR-T C→押 外出に煤状此化物付着

SKI03 j菜主主 日間 LR-Y'LR-T C-~FP 内部に:詰!こ状炭化物付着

Il/~:LR-Y !l阿F:C 底:ド 納 入 底:G 内面に煤状炭化物mm付の着m、
SKI03 j菜鉢 腕~成 !内外面に詑1~3 粒

ぎ:~tB

215-1 SKI08 深鉢 月岡 仁氏一S F 

215-2 SKlり国 深鉢 iJ同 LR-S I F-Y(アタ 1)痕あ1'))

215ヌ SK108 深鉢 IJ同 B'F-γ B.FゃY

215-4 SK108 鉢? ぷ仁へ] i台日(P)-Y 底 A

215-5 SK109 深鉢 仁l 刻みlヨ帯状文

215ω6 5Kl09 i'者11~.ミM主?守 口
R-Y→帯状文 かLJ辱に肥部i平享tR. LJ縁端部かす

215令 7 SK109 j菜子主 IJ iH Y 州部粘土な につ I
l 粘口U唇土唇部部はみ平平I間i田fiL I!縁端部外iJ1lけ)→LR-Y

215-8 SI<109 j架鉢 円 RL-T ! E-Y 

215四9 SKI09 j菜鉢 )]同 LR-T? iト

215-10 SKI09 深鉢 m司 I LR十支持Z“

戸¥、2) j菜鉢 !II日j E-Y 

SK!09 
~ -ナユ F二工

朴底 I 笠ユ

TlI干

215 i3 SKllO j菜鉢 口
LR?-S EP-Y 2!ユEi;芋岳部:丸み 主主場部内ifliJ

215-14 5Kl10 深主主 口 唇音[1平J:ll

215 SKIW i主主主 I1 A 空戸手会行一1:・刀2ミ守L 刀しシ日

SKIlO 深鉢 !lI~ 

n5-17 信3叩 5 SK110 深鉢 !l!~ F(iっ

215 18 心)-6 SKII0 i支鉢 口 ~!l間 fB-Yi→ T-P(p} LJ腎き1¥11点、

215-19 5KI1O 深 日間 盟主i浮か

215“20 SK110 浅鉢? 仁i B叩 Y-+FP F 口唇部1しみ E 

215-21 SKI10 i架鉢 底 胴 f:A一千(P) 1.氏:摩滅 !燈i成

SKIW j主主主? -Lz J A-!P-Y />， '8ョ Y 低い台長1¥

1!1こ1dil:透ト虫か記し-・C羊字l!Ri文状?文→IP
しi-胴上:人 ["1色針状物質含む 天出部 j

eUT-5 5K11O 即 日
11同アヘー!在ド(P)

主主-l'-lP-Y
Juli E1l緯唇突惇起部に部刻8ド空坦主み起主広あTるY部山大事t実H起

i21524 /だL2ypftω8 SK136 j菜鉢 I~I 
口:1 腕:RL-Y→一人組干ii 制:A-引 P
状丈

ん215守ムJ ζ ⑪ 9 SK136 i菜鉢 仁l 帯11状:IP文Il/司:E一入組刻み包 IJ[~:A一台巳

215-26 SK136 深;i:f 1I 
口:iP !J[司 ι-~ilJ突千百一 lHuJ:H 部口誌王子iにE溜状の小突起 「15ii 

215-27 SK136 i菜主主 l…i ITG 11同ε一斗11J突w IJ同:C ヂj:1:1.[:Ik，fj;

5K136 i)主主主 口 口:J全滅 IJ同:束IJ突帯 !j向:F 内面に砂粒突出

215-29 SKI36 j菜室主 口 i口:f? 腕:は叶突 IIJ同:貯 口唇部丸み

一一之主ミワ



国版番号 写真番号 j霊搭番号 器種

215-30 SK136 i架鉢

215-31 SK136 深鉢?

215侍 32 SK136 i菜鉢

215-33 @-1O SK136 j菜鉢

215-34 SK136 j架鉢

215-35 SK136 j菜鉢

215-36 @-11 SK136 深鉢

215叩37 SK136 深鉢

215-38 @-13 SK136 深鉢

215-39 @-12 SK136 深鉢

215“40 SK136 深鉢

215-41 SK!36 鉢?

215“42 SK136 ゴ二製IC飾

z 216-1 ⑬ωl SK138 涼鉢

216-2 SK142 j菜鉢

216-3 SKl42 深鉢

216-4 SK142 j菜鉢

216-5 SK142 深宮本

216-6 SK143 j渠鉢

216-7 SK143 深鉢

216-8 SK143 j菜鉢

216-9 SK143 深鉢

216-10 SK143 2本
I 216-11 SK143 鉢?

白2“14 SK150A j菜鉢

216叩13 SK150A 深鉢

216叩14 @“15 SK150A 深鉢

216-15 深鉢

216-16 SK150A j菜鉢

216-17 SK150A 深鉢

216-18 @-2 SK150A j東主主

216-19 SK150A 1菜鉢

I 216-20 SK150A j菜室本

! 216-21 SKl50A i'f鉢

216-22 SK150A j菜鉢

216-23 @-16 SK150A i保木7九 しi…t令込

216“24 SKI50A j菜鉢

216-25 SKl50A j菜主主

217-1 SK150A i宗主主
217-2 SKl50A i祭鉢

217-3 SK150A j菜鉢

217吟4 SK150A i菜鉢

217-5 SKl50A j菜鉢

217“6 SKl50A 探鉢

217-7 SKI50A i菜鉢

217-8 SKI50A 深鉢

217φ9 SK150A 深主主

217-10 SK150A i宗主本
217-11 SK150A j菜鉢

217-12 SK150A j架鉢

217-13 SK150A 深鉢

217勾 14 SK150A i来事本
217-15 SK150A j業鉢

217-16 SKl50A 深主主

217ω17 SK150A 深鉢

217“18 @-17 SK150A 深鉢
L欄 側 側 欄 抽

部 位 外面特捜 内面特徴

)1同 帯円状形刺文突帯LR-Y→入組 F 

)]同 C→i尤総→沈線内列点文 A 

)]同 桐:沈総I→し 腕:巴

日
口:1 胴上:しR同T十LR-Y )J時:A

仁! 口:I? 胴上:LR-T 胴:EP

口
口:IP ij同:F 胴:E

口 仁I:HP 嗣:HP 胴上:G-斗iP )]j.lJ:G 

口
口:IP 腕:G→HP 日開:E

)JIiiJ E→LR-T A→C 

1開 A-炉LR-NO A→I 

1開 B→LR-NO E 

)!同 LR-Y→沈線、 摩j成

IP IP 

口:刻み→B突起胴上. 口~)!問:HP 底:F
1二1-)，反 芋'1窮状文仁只ーY→入組帯

;伏丈 !J同:LR-Y 廃:F?

[j 円:IP? 胴:刻み目帯 腕:A→HP

ij同 LR叩NO→入組帝状文→I 日

ij同 平行沈線→HP G 

!J[i~ LR-Y G 

口 LR-YNO F 

口 A→RL-Y A“Y 

1開 I LR-NO 摩i成

!l荷 LR-T FP 

!l河 しR-Y 摩滅

!l問 C字文?-~LR-S→押 IP-Y 

帯状文? F 
口

口 LR-Y→帯状文?→F(P) F 

RL-S'陸線貼付による医
1問

F 
画文?→H(P)

)]同
腕条中:RL叩Y 胴下:沈線1 F(P) 

ー炉FP

口~!Jl司
口:A-Y !l同:LR-Y 口-)J同:F(P)

口
口上:B-Y→F(P) B(P)'F(P)-NY 
口下:LR-S

口~腕 LR-Y iコ

口 LR-Y F(P) 

日 LR-Y F 

υ LR-Y A'B-Y 

[j LR-T E-Y 

口 LR-YT F 

R-Y F 

!こI? 条痕ザN F 

)!同 LR-Y 七(P)..y

1同 LR-Y F 

!U~ LR-Y F 

m司 LR-Y F 

!l同 LR叩す F 

月間 LR(十R-Z?i一Y F 

!l同 F-+LR-T F 

!l問 LR-S (G-N)→開

!l開 LR-S A 

1]同 LR-S F 

腕下 LR-S'G-N→F-Y F 

1間 LR-S F(P) 

)JfnJ LR-S (A-N)→F 

R1.J LR-S F 

11同l、 LR“S 8ωYーザ

)jfiu G句 N→LR-NO HP) 

1I開 LR-NO F 

I!問
オオバコ?囲転施丈一y. A→F(P) 
LR十R-Z-Y'LR-T

語調査区遺構出土土器類観察表的

つQつ
+首、 E…v 

その{患の特捜・嬬考

白色砂粒含む

f壬1-2mmの砂粒含む

口縁に刻みのある出形状突
起

f壬1-3mmの砂粒含む

口縁に刻みのある山形状突
j包外面に赤色粒突1':1:¥

口容部平:tB

口唇部平:tfl 内面に経1-
2mmの砂粒突出

自色砂粒:含む

内面に:煤状炭化物H~

径1-2mmの白色砂粒含む

径1-2mmの{昔、粒含む

内面に砂粒突出

内田に2mmの砂粒突出

口口唇唇部部平丸jみ旦

小痛状に刻突起口唇1fllに付く
上面 み表面に「八j
字状沈線施文

口辱部丸み低波状仁l縁

，;，色針状物質含む 口唇奇1I
丸み 2個l対の刻み目

口属部平坦小山形突起2
個口唇部に付く

日唇部ほほ平t!l

口容部王子J:B

|口唇部丸み

口唇部丸み

|二i唇部丸み

口唇tili丸み

口唇部丸み

U縁部外反か

白色針状物質含む

白色針状物質合む



凶版番号 写真番号 j章構番号 器種 部 f立 外面特殻 内 面 特撮 その地の特殻・髄考

217守 19 SK150A i菜鉢 1同 RL-T F 

217-20 SK150A j菜鉢 1開 RL-NJ G-Y 

217“21 SKI50A j菜鉢 月間 F→しT F 

217-22 SK150A 深鉢 月間 R司T F 

217-23 SKI50A j菜鉢 m~ 条痕-NT F 

217“24 SK150A j菜鉢 Jff n荷下:LRωY I底:F 摩j成

217-25 SK150A j菜鉢 底
網中:B-γ→LR“S !J同:F 底:A 自色針状物質含む
腕下:A 底:F

217-26 SKI50A 深鉢 底 胴ド:F(P)→LR-S 底:F 腕ド~底:ド 白色針状物質合む

217ゃ 27 SK150A i菜鉢 Jtf. FP F(P) 

217-28 SK150A j菜鉢 底 A E 

217-29 @-18 SK150A 鉢 仁! HP-Y'入組三叉文? E-Y B突起口唇部に{τJ<

217-30 SK150A 鉢? 1J[f~上 HP守・円形刺突 E'FP-Y 

217-31 SK150A 鉢 IJ同 LR叩S FP 内面黒色物質付着

217-32 SK150A 鉢 1向 RL-Y-TFP-Y F 内面炭イヒ物付着

217-33 SKI50A 鉢 底 腕ド:LR“Y 成:A F 鹿部かすかに iてげ底

217ω34 SKl50A j主n土259 IJ向上 王子行?J七線・C字文守 摩iJ主
5 

217-35 SK150A 注口土i{if? 胴上 入組ニ文文?→IP A 

217-36 SK150A j主LI=!二器 Jf記 FP F 底部くぼみ

SK150A 査? ~Ji -11IITJJ二
I LR-S→頚nF<~境界沈*rA'IP FP 

“ Y 

217-38 SKI51 j菜鉢 u 目的-Y→L廷判。 摩J成 小山形突起口容部に付く

217-39 SK151 i菜鉢 11開 RL-T FP 

217-40 SKI51 i宗主本 底 柄下:F 底:摩滅 F 

217-41 @-22 SK155 i菜鉢 仁i LR-Y→情状文 F(P) 中央に刻みある山形突起口
唇部に付く

217-42 SK155 i菜鉢 Il向 F→Lfミ Y→情状文 摩j成

217-43 SK155 深鉢 ii LR-Y i FP i寸唇部平坦

217-44 SKl55 j菜鉢 m，i] F→LR-S F i 

218叩i SKI65 i架鉢 口~腕
口:LR-Y→入級品伏文? 摩j成 …寸IJ開:LR-Y {田口唇音11にイすく

口:LR-Y'帯状文仁IIJ同 FP 頂形音突1Iがご般に分かれた小山

21R-2 @-19 SK165 i軍鉢 11 
境界:授沈線 a刺突列 起口容部に{;jく 突起

付間着は低波状 内面黒色物質

218-3 SK!65 i~鉢 口 LR-Y→人組1落帯主状文(人組 摩j威 口唇部丸み
部にEIij癌 剥 痕7)

218ω4 SK165 深鉢 IJ 
LR-Y→J帯状文?→I(P) E守 Y 五IJみある小山形突起21田口 i 

唇部に付く

218-5 SK165 深針; 口 帯状文? F 

218 6 SK165 j菜鉢 Il 
刻み目帝状文・帯状文写 摩減 頂音1¥に実Ijみある小山形突起
LR-S 口唇部に付く

218-7 SK165 深鉢 仁i 五lJみ日帯状丈一叩 i主句 Y ノト山:Jf~突起口唇奇[)に甘く

218-8 SK165 深}} 口 五lJみiニ!告状文 F(P) 口唇古1¥丸み

218-9 SK165 深鉢 IJ 
w形三叉文 ~F→刻み目 þ~. ~E-Y 口唇部刻みある方形突起
帯状文

刻み自信状文→日(P) H(P) Y 
剖前lこ面甘みあにく刻るみEJ日U隆形融突起上円面昏に部218-10 @-20 SK165 i宗主主 r:l 

218-11 SK165 j菜鉢 仁i F(P)→刻みf+i苦状文 F 刻みある方形実起口唇部にi
付く

218-12 SKI65 i菜鉢 i二I? 刻み目入組帯状文 摩i成

218叩13 @-21 SK165 深主主 口
RL-Y-.刻み目帯状文→ i祭滅 中央に刻みある縦長癌状突
H-Y 起口唇部に{寸く

218-14 @-23 SK165 i主鉢 ロ
LR-Y--~リみ日千百状文 F か口容に部1Je:厚平担 口縁端部かす

218-15 SK165 I菜鉢 CI LR-Y→刻み目部:状丈 !変j成 u唇部摩滅

218-16 SKI65 深鉢 仁!
帯状文? B-Y 形11唇提起却m部に刻λふる小山I

218-17 SK165 1示一 }-、.~ 口 人-.料突yiJ F 

I 218-18 SKI65 j菜鉢 JJ~J 入組帯:I:ic文・RL-S !奈減

横山日杭帯形楕状?_5Z_文pi文士?子 貼壇
F 

218-19 @叩24 SK165 深鉢 口

218-20 SKI65 j菜主主 1同 F~~甘み自'ifj状文 B'F{P)-Y 

218-21 SK!65 深鉢 m.J F→刻み目帝状文 EωY 

昭一26 SK165 i菜鉢 mnJ 
RL-Y'刻み目帯状文→ iコ
H-Y 

218-23 SK165 よ{Æ引~}$込- 日間 RL-Y'主IJみ日帯状文 j衰滅

218-24 SK165 深it: 1同 Rし y.刻み目 i;jy状文 E-Y 
L圃

~OA -一一 ζ克子圭一一一



j図版番号 写真番号 遺構番号 器謹 百I1 i立 外面特殻 内面特君主 その他の特設a構考

218-25 織-25 5K165 i菜鉢 月間
縦長の貼癌ー+H-S→ H(PトY
LR-Y'刻み自帯状文

218勾 26 5K165 深鉢 腕上 LR-Y→帝状文 A 

218ω27 5K165 探鉢 1問 LR-Y→帝状文'FP F 

218-28 8K165 i菜鉢 月間? 帯状文? F(P) 

218-29 8K165 深鉢 Il持 LR-Y'平行沈線 摩滅

218-30 @-27 8K165 j菜鉢 口 B叩 Y→LR-Y F 口軽部ほほ平坦

218-31 8K165 深鉢 ロ B叩 Y→LR-Y F 口唇部"'Y担
218守 32 8K165 深鉢 口 LR-Y 日(P)-Y 口唇部ほほ平坦

218-33 8K165 深鉢 口 LR同 Y 摩滅 口唇部丸み

218-34 8K165 j菜鉢 口 LR-Y fコ 口唇部ほほ玉IL担

218-35 8K165 深鉢 口 (E-Y)→LR-Y A悶 Y 日替部丸み

218-36 8K165 深鉢 口
LR-YT A 口唇部ほほ平坦 口縁端部

内側に粘土はみ出し

218ω37 8K165 j菜鉢 口 LR-T F 口唇部ほほ平土日

218叩 38 5K165 涼鉢 r-I LR-NO F(P) 仁i唇部かすかにJLみ

219-1 SKi65 i菜主主 Llι Jl再
口:(E-Y)→仁沢一Y 口:G-Y→F-Y 月間:G-Y まlこ戸色丸粒み含む 仁i唇部かすか
腕:B-TNー~LR十 R-Z- つf

219-2 5K165 i;;時十i i-=i し，R-S i章二減 口唇音11)しみ

砂 -3 8K165 深主主 胴~ー j氏
腕仁j]:G'EωNT Jl開f:A' 柄:B-T 底:摩滅 底部総高台状上げ底
E“Y 底:A(凹凸あり}

219-4 8K16昇 深鉢 n~胴
日 ~JJ問:UとS 摩減 口唇部ほほ平坦 口縁端部

外相IJに粘土はみ出し

220-i SKl65 j菜鉢 )j河 (B司 Y)→LR-S B-5 

220-2 5K165 i京鉢 IJ同 LR-S E-Y(器表凹凸あり)

220-3 8K165 深鉢 口 RL-Y F 口唇吉1¥ほ(;r;p:埋

220-4 8K165 j菜鉢 仁i B(P)-Y→択しY G(P)-Y 口唇部かすかに丸み

220句5 5K165 深鉢 [1 RL-Y A LI唇音liかすかに丸み

I 220-6 SK165 j菜鉢 i二! RL-YS F 口唇部はほf盟 2 

220-7 S玄165 iZE鉢 Jl!，ij B-Y→設しY E'F(P)-Y 

220-8 SK165 1*鉢 月間 RL時 NJ 摩j成 白色針:1犬物質含む

220ャ 9 5K165 深鉢 1同 RL-S E'F-Y 

220ω10 SK165 j宗主十: 仁I~ 月間
口:RL-Y R河:RL-NJT 口:(Aぺ()→F IJ問:B刊→ あ日辱り部平i江 口縁音li補修干しI 

F 

220叩 11 8K165 j菜室主 月間 RL-8 E-5 

220-12 5K165 i菜鉢 月間 RL-S E-N 

220-13 SK165 探鉢 日制 B-Y→L-S E(P)-Y 

220-14 SK165 i菜鉢 口 L-T→IP-Y FP 口唇部平却

220-15 SK165 深鉢 fJ A→HP-Y A 口容部平:!:EI

220-16 5K165 深鉢 口 B'F(P)-Y 口容部かすかに丸み

220-17 SK165 i宗主主 II~m~ L!:H伊 Y IJ持:H-YN F 口辱部平担

E 22i-i SK165 j菜鉢 口 I H-Y r 口唇部王!守口

221-2 8K165 とユz千巳二企王一子一 i二i
G-Y→入 E-Y 粘口容土芦はIUみLみ出iL口結端部内jl!IJ

221叩 3 5KI65 深鉢 1-1 F(P) 日(PトY 口唇部丸み 口縁端部かす
かに肥厚

221-4 SK165 i菜鉢 [j 摩i威 E-Y 口唇部'fj:]

221ャ 5 5K165 i業鉢 IJ間 G-YーシE-Y G-Y 

221-6 SK165 i菜鉢 底 摩減 摩滅

2~今:1-7 5K165 i京鉢 J~記 摩減 摩j成

221-8 5K165 深鉢 Jf記 JJ荷下~底:F I~記 :F ・ 8 亦色粒含む 底部輸高台状

221-9 8K165 I菜鉢 底 摩減 F 底部上げ底

221-10 SK165 深鉢 底 腕下:A明 Y 底:F・8 腕下~底:A→B(P)-Y 底部低輸品h状 Lげ底

5K165 深鉢 底 底胸中:RL-Y IJ荷下:F 目問中~腕下:A→H(P)-Y
:F 底:F(P)

221-12 SK16S j菜鉢 !民 柄i主下:A→(LR-8) 腕干 :E-Y Jま:己 底面中央部が突1'1¥する仁げ
:A→E(同心円状) 底

5K165 鉢? 腕突起? 樟円形文突起貼付→LR-S?・ 摩滅 白色針状物質含む
コ叉

221“ 14 SK165 鉢 月間 LR叩 Y→水平沈線-"F F 

221 15 SK165 'づ?~ 口 IP“T 仁J:IP-Y 胴上:A 口縁部外皮 口唇部平:tH

221 16 I 5K165 土偶 腕~足
F→沈線(背面・是} 白色針状物質合む !躍を直

角に曲げる康姿状形態

5K173 i菜鉢 底
制下:0 底:A 腕下~底:0 出内車タ部半面に押に仔l~犬3m刻mみのあ砂る粒小突古川I 

i m l8 
口:帯状文・RL時 Y→IP ド(P)

5K186 深鉢 口 ~mì~ !Ii向問上:RL-Y
仁FJ:RL十L-ZωS

一認5-



図版番号 写真番号 i立t存在~ ~j- (.if 種 部位 外部特殻 内部特殻 その他の特設・髄考

221-19 SK186 i主鉢 仁i 帯状丈(単位文化j→I(P) F 口唇部不整横状の小突起

221-20 SKI86 深鉢 n 刻み目文・突起中央から FP 白色室i
弧状it組→I(P) 部IB突起

221四 21 SKI86 深鉢 月間 RL-Y?→入組帯状文→IP F 

221-22 SKI86 j菜鉢 口
人組帯状文 ド 口唇部不整 口唇部癒状突

起?

221-23 SKI86 j菜鉢 仁i LR-Y F'E-Y 日唇吉[1かすかに丸み

221-24 SKI86 i?t'H本 [J LR十R-Z-Y 五P-Y 口唇部ほほ平坦

221-25 SKI86 深鉢 1向 LR-N F(P) f~l 色針状物質含む

仁J:RL-Y )]同:RL-NJ FP 白色針状物質含む 口唇部
221叩 26 SKI86 深鉢 口 厚平 坦口縁 かすかに肥

222叩 i ⑬ω4 SKI86 深鉢 日-)]開 LR(十R-Z)-S→A-N G-Y 口容部かすかに丸み

222-2 SKI86 j架鉢 日
A→(HP-Y) F 白色針状物質含む 仁]昏き[1

丸み B突起

222-3 SKI86 深鉢 底 f奈j成 摩滅し かすかな上げ底

222-4 SK194 i菜鉢 LJ U:J'李j威 llfiiJ:LRゅ Y 腕:A→HP 口容部丸み E 

仁1:(仁町:(F一少)しR-YT L-I:E(G)-Y 腕 i二εY(す) IJ唇部ほほ王子茸l 1付面最終
222-5 SK202 i菜鉢 口-)J向上 IH司→LR-T 調整と同じ板状工具による

調整痕あり 補修干しあり

222-6 SK202 i菜鉢 lJ LRωYT F(E)-Y 口唇き[iほl君、ド土!l

222ω7 SK203 深鉢 LI F→刻み自帯状文 A→FP 口唇部王子tI! 小山形突起

222ω8 SK203 深鉢 口 刻み目帯状文→FP G-Y?→F 口唇者[1に筒状小突起

222ω9 SK203 j菜鉢 口
入組二叉文? 摩i威 口唇部メしみ 浅い押圧状の z

刻み目

222-10 SK203 j菜鉢 lJ 
LR告すS ち-N→炉F 口唇部丸み LJ縁端部外側i

に粘土はみげlし

222-11 SK203 j菜鉢 口
B-Y→L-Y FP 低波状口縁 日唇部やや)L

み

SK203 j菜主主 日
F !奈i成 口縁音[1外反 口唇部丸み

浅い押配状の刻み日

222 ~ 13 SK203 探鉢 仁i F? F I日U縁部外反 口主要部ほほ平I
222“ 14 SK203 i菜鉢 仁!

FP F(P)-Y(アタリ痕あり) 口唇部ほほ平坦 浅い押!王
状の刻み日

222-15 SK203 深鉢 }氏 1]開F:LR?佃 Y'F 底:G ド 底部平底

222-16 SK203 注口土器? 口 C字文?→FP FP 口唇部に小突起

222叩 17 SK203 
ミーチュア土

底
F A 底部総高台状

器

223-1 SK204 i菜鉢 IJ同 LRωY LR-NO GP 

223-2 SK213 鉢 )J陣 F→LR-S F 

223-3 SK213 i菜鉢 月間 廷し-NO (B-N)→F 

223-4 SK220 j業主本 Ij LRωY F(Pi u唇去[i丸み

223-5 SK220 i京鉢 ロ
LR-NO I二 統口接唇合否1I部平坦にくびーれ福山 in i iA i j 

223叩 6 SK220 j翠鉢 腕下 F→しR-Y A 

223-7 SK220 j菜鉢 )]向 LR-S 巳-y

223-8 SK220 i菜主主 )J問 LR-S E-Y 

223-9 SK220 円:52: 胴 1-. LR-Y→F-Y F 

223-10 SK225 j菜鉢 口 口:IP s向上R-Y 腕:E 口唇苦[i平坦

223-]1 SK225 j菜鉢 m司 A→LR-Y ε {歪lininの白色砂粒含む

223叩 12 SK225 j菜鉢 [] 
口:実Ijみのある波状口縁 1同:HP 口寄部三?と坦

腕:HP

223-13 SK231 深鉢 )]開 LR-Y→it総 摩j成 f壬 1~2mmの{沙粒含む

一
223-14 SK231 i架鉢 )j問

胴:A→LR同 Y A→忘 内外出に 1~3mmの砂粒含
む

口.小波状 )J障上:c'(e:歯状 目見F
SK231 合f;Jllll? 仁]-)j間1'- 丈?文Il問.背中合わせのC

字:IXJt )J同下:LR仰を'

223-16 SK231 斉~? !?fl-腕 主主.εP nr司:羊歯状文 腕:EP

223-17 SK231 宜Q )J同 s!fiJ洋歯状文? 腕:G

223ω18 SK23J i来鉢 口 口:IP RFnJ:LR-Y Il同:FP 口唇部平J1l

223-19 SK233 1A~鉢 !てl 口:IP 腕:LR-Y 腕:摩滅 口辱部平土日

223-20 SK2J3 i菜鉢 m司 LR-Y E f壬 !-2mmの~少粒含む

223-21 SK233 j菜鉢 )J同 LR-T 塁王i成

223ω22 SK233 エ本 口 入組丈 摩i成

223-23 SK233 注口土器 底 摩減 摩減 j底部品台状

一筆謹一



出版番号 写真番号 遺構番号 器種 部位 外面特{設 内面特鍛 その{也の特殻，事m考

223ω24 SK233 官官E 1開 しR-Y F 外面赤色塗彩

223-25 SK234 深鉢 月間 山総状陸線 子(P) 器表摩滅著しい 毘a群か j

223-26 SK234 i架鉢 [] 
LR-Y? E.F(P)-Y 口外唇部ほほ王子i旦 口縁端部

内 に粘土はみ出し

223-27 SK234 深鉢 口
G-Y A-Y→HP-Y 口唇部ほ月ぼ~/}平Z坦 口縁端部

かすかに

223-28 SK234 i菜鉢 月間 しR-NO FP 

223-29 SK234 j菜鉢 11同 LR-S F 

223-30 SK235A 深鉢 口 巳-Y→LR-Y F 口唇部王子胆

223-31 SK235A j菜主主 底 摩滅 F jま音11輪高台状

223-32 SK236 j菜鉢 Ilt~ LR-T FP 

223ω33 SK236 深鉢 !l拘 LR-S F 

223-34 SK237 1菜鉢 11問 uヤY }コ

223-35 SK237 j架鉢 1同 LR-Y F 

223-36 SK237 j菜鉢 1lI，~ L-Y G-Y-叩 P-Y 径4mmの角傑含む

SK240 深鉢 )1岡下.JIl 
!鼠j向子:LR十R“Z-N? 下 底部If可能周縁上位jに築合喪

:F(P) 底部平底

I 223-38 SK246 j菜室tL m~ LR-γ?→沈線 F 

223-39 SK246 深鉢 1同 刺突列 F 

223 -40 SK246 i'ftミ吉本 口-!lliu 口:摩滅腕:LR也 Y E 

223-41 SK246 j菜鉢 月向 LR-Y E 

223→ 42 SK246 i菜鉢 11同 しR-Y F 

224ゃ i SK24o j菜鉢 目問 LR-Y 

224匂 2 SK246 i菜鉢 m司 LR-Y A→忍

224-3 SK246 j菜鉢 1問 E→LR-Y G 

224“4 SK246 i菜鉢 腕下~底 腕下:LR+R-Z-Y 底:G? 腕下~底:G→五 f王1-3mmの砂粒含む

224-5 SK246 深鉢 口~月間 仁1:摩滅 !l開:LR-Y.T 腕:A→E 11辱部突出

224-6 SK246 j京鉢 flIiiJ しR-Y.T B 

224叩7 SK246 深鉢 !l問 LR-T F 白色針状物質含む

224-8 SK246 深鉢 日間 A-->-LR-T E 

224-9 SK246 深鉢 仁!
口:I Jl同:LR-NO I己 内外面に筏1-2mmの{沙粒

突出

224-10 SK246 i菜鉢 日開 LR-NO F 

224-11 SK246 深鉢 Jl向 LR叩NO B 

224-12 SK246 深鉢 1同 A→LR-NO F 

224-13 SK246 深鉢 Il問 A--+L-Y.N A→E? 白色針状物質含む

224叩14 SK246 i架安全 Il問下 し撚糸 B 

224-15 SK246 安本 口 日:刻み日人!J向組上・羊街状 IP 内面に煤状炭化物付着
文? !l問中: 文?

SK246 注口 iニ器 i自--底
頚:C宇状文? i頚~高:A→B
腕.鼓痕列つ fま:LR-Y

224-17 5!く246 '_，，1._， 己主 1同 LR-Y→沈線 i埜i成

I 224-18 SK250 ヤ二~守R 頚-!lI，u i堂j成 摩i成

224山 19 SK251 深鉢 11同 A→LR-Y→沈椋 B 外面に:保状炭化物f;J右

224-20 SK251 深鉢? 1同 B→沈殺 E 筏2mmの砂粒含む

224-21 SK251 i栄主七 口 口:B III母:A一'"LR-Y fミ IJ1岳部平却

224-22 SK251 深鉢 Ll []:F 腕:A→LR-Y A 口容音11丸み

224-23 SK251 i菜鉢 III司 A→LR-Y GP f壬lmmの白色砂粒含む

224-24 SK251 深鉢 月間
A-φLR叩NO F 外面に煤状炭砂化粒物含付む着任 I 

lmmの白色
224ω25 SK251 i菜鉢 Il同 LR“ NO F 

224-26 SK251 深鉢 !lI司 LR-NO F? 

224-27 SK251 f{~鉢 口
口:摩滅 Il陣:A→IP 摩滅 口唇部jしみ 外出に煤状炭

224叩28 SK251 深鉢 !l同 f-J在 制下:E W吋11:網代 A→G 腕 ft¥illに保状炭化物付着

224-29 SK251 i菜鉢 腕 I'--Jま !lIíiJT 摩滅成長11:1表 iJj~ !l同ト -Ji.i;:J和成 任1-2mmの{&'bL?~む

225←] SK252 i菜鉢 |口~附
胴上.、1:>:行沈線 E ……i Il問中:LR-Y

225-2 SK252 1"袈鉢 JJ向 胴上日→入組文? A 内外面 lこ 1~t1犬炭化物付着

225-3 SK252 深~~ )j同 U:IP 胴上:F→LR-Y A 

225-4 i来鉢 1]問
口:iP !l向上・しR-Y.NO EP 外面に煤状HZ化物付着

SK252 

225-5 SK252 深鉢 IJ同 LR-Y A 

225♂ 6 SK252 i栗鉢 !l問 G 伽L良市Y A→巳

SK252 i宅鉢 J]詩 t，-←LR-T AP 

225-8 SK252 |深鉢 Il同
uミ叩NO 。

粒外突面Jl1こ1在 2mmの I~I 色砂

一認7-



関j夜番号 写真帯号 遺構高二号 詩隷 部{立 外商特設 rAj 面持殻 その龍の特議，爾考

225-9 SK252 j菜毒事 1持 しNO E 外面に媒状炭化物村着

225-10 SK253 深鉢 腕上 LR-Y→水平7j仁線 FP'IPωT 

225ωII SK253 j菜鉢 口 E-Y→LR-Y EシY 赤色粒含む 口唇部平j:E1

225-12 SK253 i京鉢 日 LR-YT F 口唇部平盟

225-13 SK254 i菜鉢 IJ開 LR-T F 

225-14 SK264 i菜鉢 IWU:. 
LR-Y→口腕部境界水平 F 
沈線一叩(P)

225干 15 SK264 j菜鉢 LR也 Y F 日韓部J.Lみ

225-16 SK264 j架鉢 仁i LR-Y F句 Y 口容部癌状の山形突起

225“ 17 SK264 i呆鉢 1同 LR-γ F 

225ャ 18 SK264 i架鉢 1同 LR十R-Z引 N F 白色針状物質合む

225ゃ 19 SK264 深鉢 1lI~ LR-T F(P) 

225ω20 SK264 探鉢 IJ同 RLωT A-T→F-Y 

225 -21 SK264 i菜鉢 1同 RL叩 S→トS? A→H(P) 

22ラー22 SK264 j架鉢 r-r A“ Y→F? E-Y 粘日唇土部は丸み出み 口縁端部内側
し i

225千 23 SK264 鉢? i仁J、 村合:lを底組:A1条(P貼j十J? 砂癒 lll~ A 透かし穴?

SK267 深鉢 iコ I U:I 胴胴:L上R:刻み目 L:-f;=・j之 E 口容部、!と担
続 -Y

SK267 j菜鉢 llfiiJ 胴上:沈線'A→LR-~{ BP タト函に:煤状炭化物付着
， 

225-26 I SK267 j菜鉢 1lI~ it線'A→LR-Y G→HP 

225-27 SK267 i菜鉢 仁i 口:I IJ同:E--?LR-Y ε 

SK267 i菜鉢 11同 仁氏-y 入 内閣にi-3mmの{沙，iを突出 i 
SK2o7 j菜鉢 口 日:摩滅 )J向:A→LR-NO A 口唇吉ri丸み

225-30 SK267 j菜鉢 IJ同 LR-NO A 径lmmの白色砂粒含む

225-31 SK267 j菜鉢 腕ト ~Jま 腕下:A Jま:摩滅 1I開 F~I氏部:F

225 32 SK267 査 頚 -IJ同 頚へ 11同:LR-NO 頚 --IJr~:E

225-33 SK267 TI;日I? 1同 L撚糸 F 授1~2mmの砂粒合tr

225-34 SK268 I宗主本 n LJ:l 制 i二:A→LR-Y A 11昏部メしみ

I 225-35 SK268 j菜鉢 口 口B 腕上:LR-Y E 口唇音11平坦

SK268 深鉢 1同
LR“ Y'T E 外内面に径煤状炭化物砂付粒着突

面に lmmの 出

225-37 SK268 i菜鉢 目同 G→LR-NO E 外面に:斑状炭化物付着

225ω38 SK268 j菜鉢 1時 11向:LR十R-Z-T HP 

226-1 SK268 i菜鉢 m~ 
子→RL-Y E 内閣に径1~2mmの砂粒突

出

226ω2 SK268 1菜鉢 !ま 本葉痕 IA g 

226ω3 SK268 i支鉢 日間 i→区画沈純一ゅLR-Y 摩滅

226“4 SK268 :s官i2: 1同 LR勾 Y G 径1~2mmの砂粒含む

SK274 j翠鉢 文? 桐:LR-Y'T-+入組 liF 

226-6 SK274 深鉢 IJI<1 I LR“ γ'N 

226-7 SK274 i業主主 日間 LR-Y A 

SK274 j架鉢 月間
LRφY F 突外屈Il:¥に在 lmmの !~I~砂粒;

226-9 SK274 深鉢 1同 LR-NO 摩j成

I 226-10 SK274 j菜鉢 m司 LR-N'S A 

226“ 11 SK274 j京鉢 Il ~J RL“ Y F 外出に煤状炭化物付着

226-12 SK274 i菜鉢 IJ同 A-争 L-T F 外面に煤状炭化物付着

! 226-13 SK274 i菜鉢 底 f1liJ成 摩j成 径ì~3mmの砂粒含む

226-14 SK274 鉢 口
口ソj、波状 11向上.山形ニ F 
叉文腕:LR-Y?

226-15 SK277 j采主主 IJ同 JJ同:A→L-Y G 

226-16 SK277 鉢 口 日イ、波状 Y胴→上雲:羊lf:;:歯文:j犬 IJ向上ー:沈線 1I同:!P 日唇音Jjに8突起
文腕:LR叩

226勾 17 SK278 i家主主 日同 LR-NO A 内閣に慌:1犬炭化物付着

226向 18 SK278 深委主 IlInJ P元 A 内面に煤状炭化物付着

I 226'19 SK280 j菜室主 IJ開 H(P)'末端が絡むC字文? 入

226叩 20 SK280 深卦L 1同 LR-Y→入組帯状文?→日 F(P) 

I 226-21 SK280 深主主 r r 
A→E-Y(器表凹凸あり) A 口唇音11かすかに丸み 日し縁

端部内倒IJに粘土はみ出

226-22 SK280 i支鉢 口 ~IJ向 人組l三叉丈 IP 口唇;5;11丸み

226-23 SK284 i菜主主 口 口:F 胴上.し良-Y 摩減 外面に煤状炭化物付着

226-24 SK284 j菜室主 []~IJ同 仁I:IP 胴上:E E→FP 外面に煤状炭化物付着
!]同rjl:LR-Y'S

L 226-25 SK284 深鉢 11持 LR-Y 外出に:謀状炭化物村着

226-26 SK284 i菜鉢 fllnJ しR-Y ド

-盟主一



図版番号 写真番号 遺構番号 器援 部 位 外面 特 殻 内 面特 鼓 そのfむの特概・瀦考

226-27 SK284 j菜鉢 月間 LR-Y-NO A 

226叩 28 SK284 深鉢 1持 A-炉しIミωY F? 外面に煤状炭イヒ物付着

226-29 SK284 深鉢 1河 LIミωNO 摩滅 佳!-2mmの白色砂粒含む

226-30 SK284 深鉢 1I陣 A→LR叩 NO 摩滅

226-31 SK284 深鉢 1開 LR-NO・s F 外面lこ煤状炭化物付着

226-32 SK284 深鉢 1I拘 RL-T B 

226-33 SK284 j架鉢 月間 ド→LR-Y-RL-Y(非結束) 摩i成 径1-2mmの赤色粒含む

226-34 SK284 深鉢 IJ向 F--LR守 Y-RL-Y(非結束) A 

226ω35 SK290 深鉢 口-11陣 三口:叉摩文滅 !i!問l向中上::B→入組 I 補赤修色孔粒有り 控1-3mmの
同ド→LR-Y 合む

226-36 SK290 深鉢 []-胴 叉口文:IP 腕胴下上::L8R→-Y入-組T三
腕上:E 網干 :A 口縁波状口唇音11丸み外

在互に煤状炭化物付着

227-1 SK290 j菜鉢 仁1-11同下
口:IP 11向上:忍 胴上:EP 腕下:A 口唇部'fLj:立外部に媒状炭
1I岡下:RL“ Y-RL-NT 化物付着

227-2 @-5 SK290 深鉢 1I同~底 腕:LR-Y 底:F 腕:A 底:F 外面に煤状炭化物付着

227ャ 3 SK290 i?t~鉢 m~ )JI~J:A→LR-Y十 LR-T B 白色針状物質合む

227-4 SK290 i菜鉢 月時 納:A→LR-NO・y A? 白色針状物質含む

227-5 SK290 j菜鉢 1同 F→LR-S 内面に煤状炭化物付着

227ω6 SK290 合fJ盟? 腕下~底
腕存在 下:LR-Y→j主義トトIP 摩j成

台:IP?

227-7 SK297 j菜鉢 口 F--~!U突列2条 F(Pi 赤色粒合む 口唇部三!主題 i 

227-8 SK297 深鉢 口 刺突列2条 F 口唇部司王担

SK297 深鉢 口
平行沈親i笥刺突列 FP 口問丸み 口縁端山j

)J~厚

227-10 SK297 j菜鉢 U 
刺突列 F(P) 口唇部ほほ平担村に刻i

みある小山形突起

227陪 11 SK297 j茶室本 口
口:平行沈線開刺突列 FP 肥口厚唇部i!L!U 口縁端部内1H11
1I対:L-Y

227-12 SK297 i架鉢 仁! F(P)→刺突帯状文 F(P) LJ唇告11三fLjf!

227ω13 I SK297 i菜鉢 月間 LR-Y→刻み目帯状文 F(P) 

! 227句 iヰ SK297 j菜鉢 ロ F→人組帯状丈 A→押-Y

227ヂ 15 SK297 i架鉢 ロ LR-Y FP 亦n長色吾粒-:eM兵合RもHID町 口唇部平担 I 
227-16 SK297 深鉢 日 口:LR-Y 柄:LR-NOY F 口唇部平坦低波状cl絃か

SK297 深鉢 口
LR-N(O) ド→丘町アタリ痕あり) I口に粘容土音111はLみみ出口L縁端部内側 i

227-18 SK297 i菜鉢 11同 LR“ Y (G-Y)→E-F(P)ーY

227-19 SK297 深鉢 月間 LR-NO→沢一Z-N B-N 白色針状物貿含む

227-20 SK297 i菜鉢 1同
E-Y→オオバコ?出転施 G“ Y 
文 Y

227-21 SK297 i菜鉢 1I持 浅い条痕交差 G-Y 赤色粒含む 臨aI非

i 227“22 SK297 j菜鉢 口 A→H-Y(器表出凸あり) A-炉H-Y(器表[I_f]凸あり) 口唇部丸み

227-23 SK297 j菜鉢 !忌 | 底腕: F !で: 

227-24 SK297 注しi土器 J]持 (G-T)--H-T A→E-Y 

SK297 j主口土提 底 H-y~ F 

227-26 SK297 土製J宇部 指オサエ→A-Y FP 

227-27 SK297 土製耳錦i 指オサエ→A-Y FP 

228-1 SK298 深鉢 日間 入組帯状)l~→LR-S→A F 

228-2 SK298 i菜鉢 月間 LR?-S F(Pl 

228-3 SK298 j菜鉢 日開 F(器表凹凸あり) E-Y 

228-4 SK301 深鉢 1持 G-T→刺突列 F 

228-5 S玄301 j菜主主 口
LR-Y→実IJみ同帯状文→ FP 口唇部王子坦
FP 

228-6 SK301 j渠鉢 口
LR-Y→刻み目街状丈→ FP 
FP 

5 

実IJみ目帯状文 i拳j成
突口に起唇中部史平却qlみIあl揖る端部外叫SK301 i宗主主 μ 骨量状の小

228-8 SK301 j翠鉢 iコ 刻み日常:1え丈 摩滅 主口IJみ唇部丸み u縁端部外在11Ei 

228-9 SK301 j菜鉢 口 LR-Y令帯状文 G-Y->FP 

228-10 SK30i j東鉢 口
癌 ~II出 摩滅 口唇部丸み

癌状小実起2

LR-Y F 白色針状物端質含む u容部I
228-11 SK301 深鉢 口 丸み口縁部外部lに粘土

はみ11¥し

SK301 深鉢 口 LR-Y c 口拝部丸み

228-13 SK301 深鉢 !l開 LR-Y A 白色針状物質合む

228-14 SK30l i菜鉢 底 F F 底部輸品台状

SK301 深鉢 底 F 摩j威 底部輪荷台状

-389 



間版謡二社 写点番号 j立構番号 i:1f f垂 百11 位 外面特設 内面特設 そのf也の特'1笠写構考

228-16 SK301 土製耳飴I A A→FP 

228-17 SK303 深鉢 I!I~ 
したY→平行沈線2条・i:t F 

去最i条

228-18 SK303 深鉢 [1 A→LR-T F(P) 口唇部かすかに丸み

228-19 SK303 j菜鉢 lJiaJ LR-Y F 

228-20 SK303 深鉢 I1向 しfミ也T F 

228-21 SK303 i菜鉢 lJiiTI LR?-T fシN'F(P)-Y

228-22 SK303 j菜鉢 111司 しR-S ド

228-23 SK303 I架鉢 11同 LR-S F 

228ゐ 24 SK303 j架鉢 lJiiiJ LLR-NO F 

228-25 SK303 i菜鉢 [J 
A A'E-Y 口唇在日丸み 口縁端部内部IJ

に粘土はみ出し

228ザ 26 SK303 j菜室主 11同 A'E“TY E叩Y

228-27 SK303 i菜鉢 Ji主 !照子~底:F 腕 i、-JKF(P)

228-28 SK303 i菜1H; }丘:
1lr.~T:F(→B-T) 法:F'B 胴下~底:F 赤色粒含む 底部かすかに

総高台状

228-29 SK303 j菜室本 Ii( JJ防ド:LR-NO }ま・!奈i成 11冊子-底:F 赤色粒含む

i 228-30 SK303 j主口土器つ i ト ~Jl F F 

228ω31 SK326 i菜1* iコ-11同 仁l:IP 胴:L-Y'LR-Y II開:E

228-32 SK326 深鉢 仁l
口しR![I!転文 胴上£ 嗣:F

m~J 仁:LR-Y

228-33 SK326 i菜1* iユ 口:E 胴上:LR-Y fJI~:B 含仁Hむ長部半世 白色針状物質

228-34 SK326 j京鉢 [] 
仁I:F? 胴上:LR十良“S-Y 口儲山内外面に往1I 

-2mmのii少粒突出

229-1 SK326 j宗主本 fJI~ A→LR-T A 一…時 l
229戸 2 SK326 深24 仁i

口:1 胴上上-Y 胴上:E 1I同:F 口唇部丸み f圭1-2mmの
肉色砂粒合む

229-3 SK326 j架鉢 IJ同 L-Y A 

229-4 SK326 i架鉢 l氏 摩j成 F? 内面に煤状炭化物付着

229-5 SK334 i架喜本 )J同 LR-Y A 

229ゃ 6 SK334 意マ fJr.TIJ 二 しRωNO 指頭圧痕→A伊 Y 外面炭化物付着

R端L部(0刻段み多自.i尤線区画→ IP-Y 口縁端部月巴!享 口唇部1しみ

229-7 SK33ラ j菜鉢 口 条か)-TY→
IP-Y 

229-8 SK335 深鉢 [，1 
口腕部境界:陸線ll，~付→ FP 仁!縁部外反

刻み目

229-9 SK335 ょ{オ'JCζDF1L h 日向上
口腕部境月界間:降線貼fす-... 1 F 
刻みe fJt~ LRL-Y→千f，
状文?→lP-Y

229-[0 SK335 j菜鉢 口 刻み日常状文→IP 摩i成

229-11 SK335 i菜鉢 u LR-Y→邦訳文 FP 

229-12 SK335 j菜封; IIH しR-Y→*~犬丈ーやIP-Y HP-Y 

SK335 深鉢 口
LR-S→帯状丈・山形二三父 子 口唇部山形突起{すく

文→IP

229-14 SK335 I翠基本 []? 縄文-Nl→平行沈娘 B-Y-炉i二

229-15 SK335 i梁卦L 11 
B-Y→条痕 N(棒掛け状) FP 口総端部1]巴!字 [1腎音!I丸み

→RI“Y 

229-16 SK335 j菜室主 f]向 G-N-'"条痕 S FP 

229-17 SK335 j菜鉢 fJI<;J A→G-N→条痕叩S FP 

229-18 SK335 j菜主主 JII司 A→条痕S FP 

229-19 SK335 Ù~}本 I1 LR-Y T.-+F(P) 口唇部かすかに丸み

229-20 SK335 j菜鉢 i二l
LR十良ωz-Y F 突u起辱付自1¥く;股に分かれた山形

229-21 SK335 i宗主本 1同 LRゃ S F 

229-22 SK335 i京主主 Il ~J RL叩Y A 

229“23 SK335 深鉢 !I同 RL-Y A 

229-24 SK335 鉢7 月間
しR-Y→'l'-行j土線ー斜行沈 F 

鰻 'IP

229-25 SK335 主主? 一LI ド(P) }コ

229-26 SK335 宝一令:ヲE 月間 F(P)→j主総による rllJ純文 A-Y 

229-27 SK335 翠? !ま 摩i成 A juま

229-28 SK357 j菜鉢 iιi 仁I:B fJI<lLR-Y 胴:A 口容部ijL担で内傾

229-29 SK357 深鉢 JII<;J 
A→しR叩Y E 白色釘 :1犬物付質着含む 外自に

煤状炭化物

229-30 SK357 j翠鉢 日向 G→LR-Y A 

229-31 SK357 深鉢 胴ト~底 !奈j成 fII~下 F 底:1\

229叩32 SK358 j菜鉢 [J 刻み目訴状文 G-Y 

甫調査区遺構出土土器類観察表(18)
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i苅j援脊号 写真番号 逮捕番号 芸品 種 言1; iu: 外面持 散 内面持滋 その他の特散.1誇考

I 229ω33 SK358 探鉢 !こ!
RL-S→w;伏文ワ F.E--~{ 依波:1犬I1縁 IllfU'if;司王

日綜 端古川かに 昨

229-34 SK358 j翠鉢 月間
三叉文・帯状 B(P)'FP-Y 

文?

229“35 SK358 j架鉢 仁i LR叩TY 日(P)-Y 口唇t~r~かすかに丸み

F F(P) []Ili部やや丸み !こl幹部に
229-36 SK358 i京鉢 i二! 突起の剥務痕? 口縁端部;

かすかにIJ~厚

229-37 SK358 1主主主 [1 
日一γ F }口]~厚唇奇11~ ぽ~f7.J:ll [J縁端部

229-38 SK358 深鉢 I二l
摩i成 Aゅ Y 仁!唇部厚手の山}f;突起

縁端部肥厚

229-39 SK358 深鉢 仁| F F(P) 仁!唇 fW~ほほ担かすかに
内傾

229-40 SIく35ii 深鉢 /J[~ 
上jii!4!1給条体第i類L-T→ F(P) 自a!洋
長下j尤キ~t

229-4! SK3ラ8 3本 I-I- IJ!~ 
!経 j成口唇mlW~設の粘土 摩j成 口唇部Jl.み
はみ出しによる凹凸あり

SK358 二仁製耳:[!iri i堂減 HP-Y 

230-] SK359 こ{ヰ'Jr.:J.ミ下L 11 口:8 IJ[;~:LR-Y lJfiiJ:G E 

230-2 SK359 j翠鉢 仁i 仁I:BP? 日開:/¥ 口容g:li丸み
IJ河:LR-Y'LR-NO

230ω3 SK359 i菜主主 [] 仁I:B A→炉LRωY 腕:G→E 仁川区高II+-:J11

230叩4 SK359 iW~鉢 IJI司 AーやLRωY A 

230ャ 5 SK362 深鉢 !JIiiJ F→LR-Y iコ

230-6 SK362 程鉢 lJIiiJ LR-NO FP 

230-7 SK362 i!t~'i本 IJI'V 
LR-NO iイp

230“8 SK362 深鉢 1]同 LR?-NO FP 
E 

230-9 ゆ 6 SK377 j菜鉢 IJI~- 底
1]同c}J:LR“ rIII司f:E-Y IJI!iJrこ!こ}.---..底:1-<
!氏ド

S}く387 深鉢 11 
F→刻み甘'市;1犬文 E-Y 仁!嗣山閉包2 1]拝 i

部丸み

230-11 SK387 i架鉢 |二!
F(P)→刻みiヨ帯状文 E--~{ !::r唇部に 1'f:の刻み臼がml

部にある小LL!11玉突p包1，Jく i 

SK387 深鉢 口~胴上
11:刻み目帯状丈 I1胴 II:F(P) 胴上:G-Y
境界:貼抱 IJ同上:摩滅

230-I3 SK387 j菜室主 )j同
)]向上:刺突帯状丈・P'，li腐 度減

(lUi措上刺突・刻み)

@-6 
r:-I:LR-Y'入組帯状丈→ 口~胴上 F IJI司 I~:E-N

!J醐細川一!SK387 J京鉢 仁1-底 Ih5暗・三叉文 IJI~上 :LR 1主:A 仁!唇部かすかに丸み
Y ll~J下 :L良一T 広，.忌 'F

230-15 SK387 震鉢 !仁j LR?ゃ Y→4;if状丈 F 口問;に2'iI，訴の主IJみ1-'ある i 
小山形突起付く

SK387 i…17 RL-Y→一人組帝.jX:;乞? iト

RL-Yーや人最上;i7状文? 上P 波状口絃口同j¥かすかli 
SK387 i't~鉢 11 

~Î' 

SK38i 主幹 口 LRす7 F U存き1;)しみ

l 
SK387 {‘ワキロミO主干A、 仁1-!JIiiJ

1]同:E-T→LR+R-Z-NT
仁1-)JI，tl:ε(p)-Y 赤色粒1f~む u祥自iiiしみ i 

231 i ゆ 3 SK387 i.~~~i七 打~鹿
II:LR-Y IJI~上:LR十支 jiま-摩1I減!ιt m司f:F 口唇g:!jかすかに1しみ
z-'r、制下~底:1奈j成

231-2 両》汚 SK387 j架鉢 I'I-)J同
日 -IJI，~_f二 :LR-T 仁1-IJI，iJJ二巳-Y 1]陣下:摩 l辱部かすか :)L
胴 f:1輩i成 i成

232-1 SK387 i菜鉢 LJ --h五
iTLR-Y 11向上 LR十RL 仁I:G市 Y IJI司仁11:E-N i口]界:部'il滞11)九Lみ !民{迩部(司沼貯!日炉)1輪「向与!j子什?ド什;状IJ伏)夫: 

T IJ同1":1堂j成底:A )j同 i、~底 F

232-2 (息)i-2 SK387 J菜鉢 LJ-)Jま
し1-胴上:LR十R-Z-T 日-1]向上:子B-Y 亦;こメ色しもみ マむ Ulf}古1Iかすか
IJ同!.'-)立と李 ì~~ lJliiJ!、~JlJ:，:}学i，ij主

232-3 ((i9i -1 SK387 i采鉢 !氏 !衰;民主 |側
232叩斗 SK387 j菜鉢 J~f 

IJltiJJ、:F'B-Y J氏A IJI司J":G-Y J点:1李J成 成長1I上げ底

232-5 SK387 111.] 士;fp jえ; !李i~ (1frliJ'(}J:痕)→E-'{ 底fm粘土品IlJ!，iii.J'による小輪
高1よI状

233-1 SK390 深主主 )]同
LR -y__，__;:p-:n;.t線 巳P

233-2 SK390 i~鉢 1]I'1J 
LR-Y ε 外面に土佐u、jえit物十.J;苦

L_''') .J SK390 ドrc~圭b子i lJIi;J LR-l A 

233 4 SK390 1菜鉢 ili 
LR十R-Z"Y

i
外出 州n川

:iCJ1 



i認j反高二号 写真番号 J針li]-番号 器 種 部{立 外出特殻 内面特散 その地の特殻・髄考

233-5 SK390 j京鉢 !l問
G….LR-NO F 外LU面に箆1~2mmーの砂粒突 I 

233勾 6 SK390 j菜鉢 !JIriJ 単純ほ各条体第i類R-T F 

233-7 SK390 j菜鉢 1向子~J.ま 胴 F:G 底:A !l問 iご ~Jil:G

233ω8 SK390 鉢 i二i
D:EP 胴上:LR-Y→平 /J向上:EP 日辱部突I:I:l
行j尤娘→F?

233-9 SK390 二l二{高 左腕 G→沈*JR f壬 1~3mmの{沙名t合?む

233-10 SK393 I菜鉢 1] 
LR-Yーサリみ目指状文→ F 
I!81富?

233叩 11 SK393 j菜鉢 [] LR-Y?→入松市状;丈 E-Y IJ唇部捕状小突起

233-12 SK393 深鉢 !こl LR-Y A 口容部ほほ平:tIl

233-13 SK393 深鉢 口? LR-Y B'E-Y 

233-14 SK393 深鉢 1同 F→LR-Y F 

233叩 15 SK393 j菜i* 日 LR-T A 仁i唇部捕状小突起21国1.]く

233-16 SK393 j京鉢 /J拘 LRωつf F 

233-17 SK393 j菜鉢 /l同 E-Nー令LR-T 8・F-Y イ)，色粒ffむ

233-18 SK393 ì~;i本 U LR-トR-Z?-T ε(PシY IJJi3-部メしみ

233-19 SK393 深鉢 口 LR-NJ A'E-Y 口唇部ほぽヱILJii

233-20 SK393 J京鉢 口 RL-S E'F-Y 口容部丸み

233-21 SK393 ).柔鉢 1同 RL?-S F 

233-22 SK393 i~長鉢 11同 RL-T G'E-Y 赤色粒含む

233叩 23 SK393 深鉢 口 F→LRL?-Y E也 Y 補修孔あり

233-24 SK393 j菜鉢 1] A→日(P)-Y E-YN 1]唇部ほほilL土II

233匂 25 SK393 i菜鉢 IJ河 F'B-Y E-YT 赤色粒含む

233-26 SK394 j菜鉢 /l開 五状一文
+平行沈線→刻みiヨ帯 E 内面に煤状炭化物付着

233-27 SK394 j菜i* 口 ~I腕
U:小高史

:iR
起 胴上:5条の平 E→G 

行沈 II IftJ :A-~LR-Y 

233-28 SK3Y4 j菜鉢 口~腕 仁1・LRゃs)]河:仁R-S E 

SK394 j家主本 日時
しR-Y F 内面

4

に詑1~2mmのみ、色栓

'ZÍた~I:'U

233-30 SK394 j菜鉢 1JI司 しR-Y E 

234叩 l SK394 i;f-j本 !JI司
LR-Y 内部に搾1~2mmの砂粒空

出

234-2 SK394 j菜鉢 !JIfiJ A→RL-Y F 白色針状物質含む

234“3 SK394 i東主主 1同 RL-Y'N E 外面に煤状炭化物付着

234-4 SK394 j菜鉢 日間 LR-S F 外面に煤~jよ炭化物1.J 着

234-5 SK394 j菜鉢 m司 B→RL-Y? E 

234-6 SK394 鉢 1向 E→RL-NJ 巳 内面にタ ル状物質付着 i 
234-7 SK395 i菜鉢 1同 B→刻み目帝入組文 E 刻み目は縦長と円 ]f~

234-8 SK395 i菜鉢 口 rl:!軒或腕上:LR-Y G [J唇部に小突侶

234-9 SK395 i353宇 !こi []・B? IJI，;J ・ B-~L良時 Y'N ill!IJ:E→B 外出に煤~k炭化物十j 義

234-10 SK395 i*訴 u lコ:B? JlIriJ:LR叩 Y JJliiJ:F 外面に;県:1え炭化物，(，]義

234-11 SK395 深鉢 口
仁I:BP 11見しR-Y 11同E 外国lこ煤状炭化物付着

!こl辱部丸み

234-12 SK395 i菜i{， 1-1 口:8 !ll~:A→LR-Y miiJ:A 口容部平坦

234-13 SK395 I架鉢 III母 A→LR-Y !李減

234-14 SK395 j京鉢 /J同
A-+LR-Y HP 白色主j-状物質含む

内面に煤:1犬炭化物(，j着

234-15 SK395 i主主主 1問 A 炉LR十R“ZωT G 

234ザ 16 SK395 2本 11同
しRゅT FP? 外面に煤状炭化物付着

内面に赤色j奈?付着

! 234-17 SK395 主主 月間下 A→LR-Y G 白色針状物質含む

234-18 SK395 j七日 i二32 !lI~ IP E 頭部とIl岡部の区岡沈線

234ゃ 19 SK397 i京鉢 11 
1
干摩

Ti
主滅総

lJ同:F→LR-Y→ nliTI:A 口容部iしみ {ま1~2nllnO) 

砂粒含む

234-20 SK397 r当ミて~へkト，- LJ 
口:E )]対 :A-~LR-Y 制:む

合口容む
部門I:l:U 1='1 t主主!-~犬物質

234-21 SK397 j宗主主 仁i
口:G lJInJ・B-.LR-Y 。→八 仁H岳部平均夜lmmの内

色砂粒含む

234-22 SK397 i;f-鉢 u υ:B )JjfiJ:RL-Y 摩J成 口容部平j旦

234必 23 SK397 i?M* [] 
I J・B !J1ii]:LR-Y E 口唇部1しみ 外面に煤状炭

i化物付着

234-24 SK397 i菜鉢 11同 胴上:G 腕 A→LR-Y A 外面に煤状炭化物付着

234-25 SK397 j家主主 [] 
IJ:B?

束
/J何、:D→ぽ-Y-RL- 人? 羽状縄文

Y(~F結)

I 234-26 I SK397 1菜鉢 Il同 LR-NO A 白色針状物質含む

寵調査区遺構出土土器類観察表側
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図版番号 写番号 i出寿番号 器謹 者ii 位 外語! 持 楼 内題 特捜 その地の特設・告li1考

;234-27 SK397 主tL 口
口:BP? 腕:UしY→入組 E 口容部丸み
借縄文?→IP

234-28 SK397 鉢 口
日ソj、波状日縁に8突起 F 内面に煤状炭化物付着
胴上:羊歯状文

234-29 SK397 鉢 口
小波状口縁に8突起 FP 
腕上:入組文

234-30 SK397 鉢? 11同 腕ド:A 腕下:G 底:E 径2rnrn以下の砂粒含む

234-31 SK397 j支鉢ワ 日開 I1向上:沈線→8 腕:LR-Y E 外面に煤状炭化物付着

234-32 SK400 j架鉢 日 LR-Y→帯状文 F 

234-33 SK400 i架鉢 胴上 LR-Y→入紐帯状文 HP-Y 口綾部外反

234-34 SK400 j菜主主 口?
X字状iを線貼付→対i珂連
弧状沈線.LR-Y

234“ 35 SK400 i菜鉢 IW~ H-Y→富孔あるJUi癌 F 

234-36 SK400 体 JJk 摩滅 !奈j成 底部かすかにl:げ底

234-37 SK400 査? 口~腕 L liiゴ向:上水:平F入沈組総文2?→条LR?-S 
口:ド(P) 1I珂!こ:A 縁口縁状!部l~厚直立: 口縁部内側IJ王

SK400 えコL戸守， 11向上
しR-Y?・帯状丈7・上下に 摩i成 口縁音1I外反?
員i雨孔ある Jll~痛

234叩39 SK403 j菜鉢 [J H-Y→刺突丈 ト(P)

234-40 SK403 i菜会主 u F→刺突帯状文 ，A，ーがEωY 口唇き1¥丸み

IP-Y→実IJみ日帯状丈 B.F-Y 日間内世!山カ川出|
SK403 深鉢 口 原 口起唇部丸み []辱部活i

状小突 {寸く

234ゃ 42 SK403 深鉢 口
しR-Y→(刻み目)帝状文 摩j成 | 口口唇尉悶唇音剖音部ii目;丸み

234-43 SK403 j菜主主 口
刻み目入組'帯状文 F(P) 口唇部小提起Hく 仁i底部

}Lみ

234-44 SK4u3 j菜鉢 iコ LR-γ→荷状文 FP 突日起拝f部dニく山に分かれた山形

SK403 i東鉢 iコ IF→LR-Yーil刊;1::.文 E(P)-Y 口'g;rtI121闘の刻み目ある癌 i 
状小実起f;Jく

刺突文 摩減 現在日にtii掃'%こ工ドな張状突出音111す
234-46 SK403 i*鉢 突起 部十く山刻形 起 盃状突出部端

にみ 臼

i，*鉢 Ili司
胴上:LR-Y.帯状丈 B-N.A 

胸中:LR-S

234→ 48 SK403 j菜鉢 !こi
LR-Y炉帯状文・刻み目文 E-Y 口縁端部内{日IJ把!辛 口唇部

平土日

234戸 49 SK403 ;宗主主
LR-Y→帯状文? 摩i成 口縁端部かすかにJJ巴惇

口唇部JLみ

234-50 SK403 j菜鉢 口~/l同
口:水平j尤紘2条 F 赤色粒含む 口唇部尖る
/l防:LR-Y

234-51 SK403 探鉢 i…! 千ff~犬文・結節it*ま ドP

I SK403 深鉢? ロ j尤線文?→IP FP 

235-1 SK403 深主主 月間? LR-S.人組信:1犬;立; F(P) 

235-2 SK403 j菜鉢 1] 
LR“ YS一寸員投it#f;tある 子、(P)

指円文・山形三叉丈?

235-3 SK403 j32鉢 μ 刻み目文 i華i成 I[唇;:m刻み目

E 

235-4 SK403 i菜室本 口 五iJみ臼丈 G'FfP)ωY LI辱部1しみ?

235-5 SK403 探鉢 仁i 実IJみ目文 F 行唇在日小突起

235-o SK403 i束事七 仁i
入議l=:叉;丈・妻IJみ日丈一+ FP 口拝部B突起
IP 

235-7 SK403 j京鉢 口 FP→入組二二叉文? A-Y 1---'1長部小突起上?刻み目

235叩8 SK403 深鉢 i…I~J腕上 口:平-行沈線・Cf:丈 B.F-Y 仁i唇部B突起
胴上:RL.LR-Y

235-9 SK403 i菜主主 口~Il日
LR-Y 口:F(P) 胴:F 赤色粒含む [1拝部ほほ平

士1'1

235-10 SK403 i京鉢 口 B-NY→RL-Y F 口辱音I1丸み

SK403 1菜卦L 仁l LR-Y F 口唇部平沼

235-12 5K403 深鉢 LJ 
LR-Y G.E(P)-Y 日縁端部外慨に粘土はみ出

し 口1嘉吉Iltiほ平:!:L!

235-13 。叩2 SK403 j栄鉢 !ま
!畑中:LR-5? IlI~J下:E-Y !畑中~底:F 白色針状物質含む 底部か
底・摩滅 すかに輪高台状

235-14 SK403 i菜鉢 底
腕下:A→RL-Y→F-Y 嗣下~底:F 底音IIf正輪高台状
}氏:A

SK403 j菜鉢? J~王
腕下:指頭)二五痕 腕下}底:指~JiEピ痕? 底iill輪高台状底面内面炭
底:t~~n圧痕ー哨 化物付着

SK403 i菜鉢 仁1--/l向上
日:A→F(P) F 内色針状物質含む 口縁部
Jl向上:LR十R-Z-Y 外反口唇ffs刻み日

-393 



!ヌ!日長番号 写:h~ýß.:-;rJ- j針I'IJ番号 器撞 mli立 外的i 特{設 j人j 面特捜 その{也の特段-古!il考

235-17 SK403 j束針i U E-Y?→し沢一NO E-Y r]腎部丸み

235-18 SK403 j宗主半 !こi }えし-NO? FP iヨ辱部工F':J:1i 

235-19 SK403 i主主本 LI~IW~ 仁I:G'H-Y 111司:B'H-T G-Y i二i唇き[1~i ぽ"12:.lJ1

235匂 20 SK403 i菜鉢 11 εゃ S B'E“Y 口唇部丸み

235-21 SK403 台十H七7
.f_、 合:主lJみ白文・透かしある Ji¥:ド(円 台・指頭正痕(爪
l…I C字文→IP? !子長あり)

235-22 SK403 鉢 |二l 刻みiヨ文 FP 口唇部炎IJみ目(B突起?)

235 -23 SK403 鉢 11 芋l主¥;jk丈一寸P F(P) 口唇部B突起H<

235ω24 SK403 3本 [ [ 
入*IL=:叉文?→IP FP 白色H状物質合む []唇古[1

刻みtl

235-25 SK403 鉢? [1 
;}:.平沈紘-雲形文? FP Bヨ突色状すく物質合 口唇部

235-26 鉢?
!底II~J流条1P1王)→政;):.あ王子り沈)ー線イ司2条形 III>>J-Iふれ(P)-Y lifJ自立町圧 [~I 色針状物質合む

SK403 f上t 艇決日(P)

沈線

刻み 11文台IP 仁i:il??Y!j対:FP
235 1iu-J SK403 i支鉢 仁i~m，iJ Jl[itl仁--iJ['tlqJ:仁氏ぺr

1I開f:水'T>:i之がi
[]刻み日文~Þ>IP 1-1 日向子一:IP-Y ill.f3.奇ILjしみ 補修孔あ行

SK403 i支封i 11~ !J[oj 腕!二:刻み [;1丈一IP
Il[~J ド :LR-Y

235-29 SK403 j支鉢 11 
し沢一炉雲形文7→IP FP 口縁!I;la部内側降線状に肥!亨

t=1J.おt[1B突，1]

236-1 SK403 itclt:f，if !I 
口:友リみ I~I 文相 C字文 摩J成
口腕境界妥5み日文サP

236叫 2 SK403 a[-[ゴ二Rif |…| 山形三叉丈.!l，li拙 FP 口唇古[1山形突起付く

236-3 SK403 
ミーチユ rJ_ 

11.¥ 
浮1減 B?署F 底部輪高台;jk

2号
摩j成 F.it級l条 白色針状物{質立合tgむ 上端面

236-4 SK403 土製IC自ili 刻み11JJに横残 一沈線赤色 i
顔料官[1 存 i 

iI)u 1 SK4uJ i~~H、 口_-!JI"J
[J:LR-γ 日 ~!Wtl:F(P) [1幹部ほほ平:tF[
制:B-N→uミN

236-5 もJ)斗 SK4u9 j菜鉢 […1~IJk 
U:し良“Y 1I向上しR-T 口、1I同:B・E-Y i京子 口唇吉[1平lEI.
llIo]lご九底:摩滅

236 6 SK409 j菜鉢 1同 不整条痕?-TN F(P) 国立111'

F f¥忌

刻再口口三lみ唇色唇位部あ司;ギ丸る台癌1みむ1状小I-l唇突起部付中央く236-7 SK409 J宗主主 仁1~ lJIñj

236ω8 SK409 J京鉢 イJluj 仁1-一IlIi1J・E-'{ iミ

236-9 SK409 深鉢 }上記 腕 f:F 高:摩il& 摩減

236-10 SK409 r士r:;~ IWtl-rご F B-YT 

t=l:RL-Y→人主・H;日:』犬丈一辛 口上下(P) 口唇閥

SK411 主主主 [1 F 沈1紘i腕一境R界P): 炉横!立 11 f:(仔 Y)->F(P)
士hi11L 

236-12 SK411 J主主本 11 LR-Y _A'E-Y rl拝奇[iW君、ji.JU

236-13 SK411 深}1" lIlnJ LR← S F(P) 

SK41! i菜主主 JJトj RL? Y F 

236ω15 SK411 i菜鉢 [] RL-YT FP μ1ft出[5ヱji:tJl

237-1 SK413 i架鉢 )I[ii] 刻み日号7状丈 !奈減

237-2 SI(413 i主鉢 口:B IJI札A 炉LR-Y ε 

237-3 SK4U i~ミ鉢 1持 しR-T' G 外函ーに煤.tr:炭化物付着

237-4 SK413 i架鉢 )1持 F→LR-T G 外面に煤状炭化物付着

237-5 SK413 深iH; ~H ε-.L-NO E 
i 

237-6 SK421 主主.t~ II10J しRωY A 内l創に煤状炭化!tY.lf.J右

237-7 I SK421 l!t~j十~}十、 JlIfJj LR← NO A 外出に焼状炭化物付着

237-8 SK42i j宗鉢 ilr~ LR-NO i字?滅 外面に'm::IK炭イヒ物付着

237-9 SK421 深主主 I1同 入→炉RL-S /'''l.'? 1)-:]面i煤状炭化物付着

237 -10 SK421 j;宗主本 11向ド~!J.'f. 11冊子 :A→しR?-S J.ま:tj )JrriJT 記入

237叩 li @-2 I SK422 j菜i+: [1 
口.仁H尽にノj、突g E三 口fヒ物!各付部着子坦 外面に:};!f~;IX炭 I
胴上:A→刻み日晶状文

@-] SK422 j架鉢 [] 
U:U辱にド}陥状の小突 F 口唇ii[;;Yj:[[

起 )j持!二:E→京IJ突帯状丈

し1:るJlJ円)1;筒;ーlK突i起i唇に去iJみの ε 1-1 唇~iI;平胆

~]- i SK422 1求マ戸王《子1 [] あ IW~ 土~:IP
→刻み呂帝状文 bノj、tj占席

394-



!図版番号 写豆番号| 遺構番号 器 控 部位 タト面特{鼓 内面特{ 設 その他の特償ー備考

SK422 i翠鉢 n~J 
IJ同l::Aーサ1)突帝入絹;伏文? j表減 刺突は円形
IJ日 Eド :LR 骨y~îrZüi主主泉

@-4 SK422 I采鉢 Il同 i 京IJ突品;状文-+n!~癒 B 補{Jg;;iL有り

@-5 
LJ:BP 胴:LR-Y Il同j二:犯 Il阿仁1:!:B 口惇平:l:Fl 外面に煤状炭化

237-16 SK422 j翠鉢 1=1 物付着径lmmの白色砂
粒合む

237-17 SK422 j菜鉢 Jl向 LR-Y G 外屈にj:J~状炭化物付着

237-18 SK422 j菜鉢 月同 G→条痕-T G 外面に煤j二炭化物1，)一着

237-19 ⑮ 6 SK422 鉢? !こl
仁I:A 胴上:0 A 内面に煤状炭化物十j'~ff
m司中:0→LR-Y

237“20 SK447 j架鉢 Jl同 し沢一Y 巳 外面に煤状炭化物1'J靖

237-21 SK447 ??t~鉢 Il開 LR“NO B 

237叩22 SK452 j架鉢 m母 LR-NO A 

237-23 SK469 深鉢 月間 A--LR-Y B 

237ω24 SK469 j架鉢 Jl向 LR+R-Z-T A 外面に煤状炭化物付着

237-25 SK469 鉢? o 突仁i起吾Lに-Y円→形入突組起文?
摩i成 外出に赤色塗彩

j23726 お]-i SK475 ツ本ロuゐ- !二i
刻みは帯状文 摩滅 口唇斉IS~弱状突起補修孔あ j

@-8 SK47S i'*i本 n~m日111i1 i i:ドー俳人組二交v U~制上F 白色川質含む口腕lii
III司I-.:LRぺ(? 8突，J~ ! 

237 -28 SK475 I寸，*;Vド， しl LR-T? }イ 小波状口綜

237 -29 @ωヲ SK475 j京鉢 u LRゐ S F 仁1~岳部丸み

237-30 SK477 探鉢 III司 LR“T EωYT 

237-31 SK481 |深鉢 Illill LR-Y E 筏2mm以下の赤色粒含心

237-32 SK481 i菜鉢 月間 8→LRωT B 外面にJ1;1犬炭化物付着

I 237-33 SK482 深鉢 1lI~ B→LR-NO G 

I 237-34 SK482 ii袈鉢 ijfli) LR-NOT A 

SK482 j来鉢 月間 LR-NS A 内面に土日、状炭化物1-1恭

237-36 SK495 深鉢 Jl問 RL-NO F 

処J!-1O SK4Y6 深鉢 )J[fiJ 
単軌給条イ木第1類し-T→ F 
(G?'F)→ij七線垂下

伊タ 13 SK496 i業鉢 仁!
LR-Y-Þ~リみ百帯状文 b F(P) 
IP 

237-39 SK496 j架鉢 日持 F-tリみ日帝状文7 (巴也Y)→F

i 237叩40 り 11 SK496 深~f 仁l LR-Y H-Y 器表凹凸あり LJ~待部丸み

237-41 SK496 j主主主 U LR-Y E-Y 口1岳部jしみ

237-42 SK496 探鉢 ijf司 LR-S l-' 

237-43 Sr~496 j菜鉢 Jl同 史上 S (B-T)→F 下端焼!こ!縁
5 

j菜鉢 条痕f→(H-Yl237-44 SK496 月間 ド(Pl

237-45 処3叩14 SK496 鉢 口 入車11一文文→IP'げ F i二l唇音ISB突起7

237目 46 聖書叩 15 SK496 i莞主主 口 iコ→人組l一文文 摩滅

238-1 り 12 SKSOO 深鉢 口
日:BP )j向上:I→刻み日 1三 干j立口唇音liに小突起
借状丈

238-2 ?~~鉢 11 丈日:I 胴上:1'.→ lji~突帯状 I ε 口唇部三fL担率Jj裂は Jf\.Jì~

238-3 SK5α} j菜訴 口 胴上:A→刻み目指状丈 巳 1-1唇部平JII

238-4 自 19 SK500 i?M* Il同 A→実Jjみ日帝入車n丈? 入ワ

238-5 SK5(ぽ} i:畏鉢 日開 刺突管状文→!l占措 HP 

238-6 ⑪ 16 SKSOO J主鉢 口
rJ:B 胴上:A→京1)突帝状 五 口唇部)Lみ
丈 Il同下:A→LR-Y

238ω7 ⑪ 17 SK500 i?4ミ鉢 1lI'1 
LR叩 Y→刺突情状丈サ1!~ E 京~~~は JÎ\~;
場

238~8 会主)-18 SK500 j奈鉢 月間 I→j主総→小Wi措 子

238-9 SK500 j菜鉢 IH司
胴上:巳→平行沈純 A→E 径3mm以卜の{(tfii:含む
Il同:LR-Y

23 8-~ 10 SK5伐] i軍主主 IH司 F→LR-S A 

2三事-li SKS伐) 深主主 11 
[l:B )j同一L:RL-Y ε 外山L煤状炭化物10どi

)j同:廷し一S

238-12 SK5α} 深鉢 !llriJ A→LR-γ G 

SKSUO i来事ド 11 
口ぉ 制 G 伊包子 E 

化l内i唇物面村部に干若早I状a炭外化物白ifに媒苦状E41i l 

i 238-14 SK5伐} ;菜鉢 1]問 A A 

SKSα) 長鉢 腕下~底 Il同下:行底:G 胴 l、~)ま :E 底部高台状

238-16 (1¥3)-20 SK524 i家主主 In }口iFi::EA一扮lL!向R上-y.E-+戟痕列 G !こli岳部小i似た

238-17 SKS24 J菜鉢 jj[liJ 胴上:平行沈殺 A 外面に:J:V::I7~炭化物{寸話
)]~J:A→しR-Y

2]8-18 SK524 深鉢 I!~J 1向:LR-Y G ドi色11';jk物質合む

! 238-19 SKS24 i主鉢 日間 A→LR-Y G 外出に煤;1犬炭化物1J若

4
1
2
g
 

d
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S
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出版番号 フj=.-'子主A毛J ←1~': 王ソ三LF J主"主もTιi存S三iEiCf守 S勺J 器謹 外面特設 内面持{設 その地の特設・錨考

I 238-20 SK524 i菜鉢 )j持 A→LR-Y F 

238-21 SK524 j菜鉢 1開 B→LR十EしZ-T F 

238-22 SK524 j菜鉢 1河 AーャLR-T E 

238ω23 SK524 深鉢 IJ陣 LR十R也 ZωY F 

仁1:小波状 Il向上:日腕:IP 内外面に煤状炭化物付着
238ω24 。司21 SK524 鉢 仁l~腕 腕上:平行沈紘一+貼J窃・雲

形文腕:LR-Y

238-25 SK524 鉢 日
日ソj、波状 EP 
腕上:羊歯状丈→IP

238-26 SK524 鉢 IJ同 LR叩 T ド 内面に黒色物質付着

238 -27 SK524 鉢 1同 LR-T FP 内面に煤状炭化物付着

238-28 SK524 i支主主 rJ .']王子f沈線と刺突文 刺突列 円形刺突

238守 29 SK524 i~鉢 口
口小波状 腕 i二:王子行沈 腕上:刺突列納:ε
線網:LR-Y→雲 7r~文?

238-30 SK524 i支鉢 JJlrrJ FP→j品巻文? E 

238-31 の-22 SK524 i主主本 !l河 8→LR-Y→雲形文 IP→沈京~Jt文

! 238-32 {ぬ“24 SK524 "一色πzιゴr i lJ[iiJ を羊品l~k文-~IP E 外国に水色塗彩

238-33 SK524 2一2主 !l同 LR-Y→雲形文 i喝 白色針状物質含む

モ_Y-26
A 身体中山こ貫通孔 白色針 j238 3-1- SK524 上{出 m司

状物質含む i 

23S 35 SK525 j菜鉢 JJ!，ij 8→LR叩 T 内聞に煤状炭化物付着

238-36 り -23 SK529 i菜鉢 !二! 口:B IJ向上:Eーや刺突列 摩滅 平坦仁i辱に小突起

238-37 SK52Y j菜主主 !l同 胴上:刺突列 Ij同:したY F 円形料突 i 

238-38 {出}戸27 SK546 i菜鉢 口 粘土粒貼付→wu突→F G匂 y.山形二三叉丈一叩 山形…脱却IJ叶
I 238-39 SK546 深鉢 仁i ド→逆D字刺突列 F 口唇部平地

粘土粒~M'l →円形制突司 摩;成238-40 SK546 j菜鉢 Jj同
刺突情状文

238-41 SK546 i菜鉢 口
ド→刻J;.EJ帯状文 F 平口坦唇部小山形突y包 口容吉r;I 

SK546 j菜室主 口 ~IJ開j二 n:入組去せ帝状文7 F 
腕 t: み日帯状文

238-43 昭一28 SK546 深鉢 IJ同
LR-Y→'制犬文'粘上粒貼 躍を滅
付→償{立j主総

238-44 SK546 j宋鉢 1同 F→若状丈? F 

SK546 i主主主 )j同 RL-Y→人組帯:1犬文→ 摩i成
F(P) 

238ω46 @-25 SK546 深主主 1同 帯状丈'LR-S→判的 iコ

2ヌg叩 47 SK546 j宗主主 !lI司
入組帯状文?'LR時 Y→ F(P) 
F(P) 

238-48 ⑪呼35 SK546 j呆鉢 iごI~)J同 口:真IJみ白文腕:LR白 Y 摩減 口唇部刻み日

238-49 SK546 i菜室主 口 LR-Y F 口縁端部断面舌状をなす j 
238-50 SK546 i菜鉢 仁i LR-YS E-Y→押 口容部丸み

238守 51 SK546 i菜鉢 1同 B-Y→LR恥 Y F I~l ê，釘状物質含む

I 2J詰-52 SK546 j宗主事 ij[riJ LJ:F IJ問:LR叩 Y F 口縁部外1又か

23ヲー i SK546 i'~~鉢 月時 LR-Y F 

SK546 涼鉢 )l/iiJ下~底 1!j1同4上 LR-S A ケパ状亀裂あり
下:E-TY→(しR-T)

239-3 (jl3)-29 SK546 i翠鉢 [1 ヒN→LR+R-Z“?ぜ F(P) 口容部主1'.J:1-1.

239-4 SK546 探鉢 口
RL-Y (G-Y)→F 口唇部やや丸み 縁端部 i

肥厚

239-5 SK546 j菜鉢 口 RL-Y F 口係者r;小山形突起

239-6 SK546 深鉢 口
RL-NO FP 口惇部中央に五IJみある痛即iI

f.J 
239-7 SK546 深主主 口 RL-NJ F-Y(アタリ痕あり) 口容部平坦

239也 8 SK546 j来事七 口 A-Y→F 器表凹凸あり E-Y 器表凹凸あり 口唇部ほほ'1'-担

239-9 SK546 深鉢 口
A→FP 器表出凸あり A→FP 肥ほ厚ほ!唇部平坦 口縁端部

239-10 SK546 j菜鉢 仁i A→F(P) fコ 日韓部丸み

239-j 1 SK546 深鉢 日 A F 口唇部丸み

I 239-12 SK546 i*鉢 J~記 腕下:F 底:(B)→F 摩滅 底部輸局台状

239-13 SK546 j菜鉢 成 腕ド:FP 底:G→F A 

239-14 SK546 鉢 口 平行i主謀3条 F 

239-15 ~:ìl“ 30 SK546 鉢 日 LR-S→苦状文 摩j成 中央がくほむ波状口縁

239-16 SK546 '与之噌を2:二r・ ロ 日:LR-Y 月間上:IP-Y? 摩滅 口縁部内湾 口唇部1しみ

239-17 SK546 蛮? 日向 椅円形?降線貼付→沈線 A 

239匂 18 SK546 土製耳飾 !蒙滅 F 

SK54o 土製耳飾 F 

-396-



i国版番号 その地の特{設協考

小政Ji-。
一
ー

ヴ
r
M

一
勺
/
向

。ノ一
Q
J

I
J

一
1
J

ヴ
ゐ
一
ヲ
ん

239-22 

239ω23 

239“ 24 

239-25 

239ω26 

239-27 

239-28 

239-29 

239“30 

239-31 

I 239-32 

i 239-33 

I 239-34 

盤 239-35
-
239-36 

I 239-37 

I 239-38 

239-39 

写真番号 i 遺構番号 ! 器麗

i :t函可
砂 34 I SK547 I深鉢

Is間 7 1注口土器?

SK別 1 j主口=1:器

SK552 深鉢

SK552 I深鉢

間 52 深鉢

SK552 深鉢

SK552 I深鉢

SK552 I鉢
831 I SK552 I ~支鉢

SK553 I i菜鉢

l SK553 I i菜鉢

e-33!悶 5 I諒

@叩守32 I SK悶 |深鉢

盟主一町一一一一
q
J
-
『
‘
一

oo

q
J
-
q
u
一

弓
M

5
一

5
…
5

K

一v
k

一
K

S

一S
一
S

ふ一一一
I SK558 

忠男ーロ戸|向
く558

SK567 

問団一向
SK56i 

SK567 

SK567 

SK572 

SK576 

ぷ
U

一
〆
口
》

勺

r

一マー

ξ

J

一
ζ
J

K

一k

cd

一ca

耕

一

側

一

耕

一

世

脳

同

志

一

竺

竺

耕

一

言

一

脳

一

耕

一

同

一

回

耕

一

鉢

鉢?

i支鉢

…
岬
一
純
一
笠
側
同
一
蹴
一
総

i莞主主

i主安全

i菜鉢

;i草鉢

i菜吉本

)j同

mitl 

腕

部 i立 外面特段 i 内面特撹

F IF 
単軸絡条体第l額パ |腕
口:2倍i組の突起 IA 
胴上:摩滅

IP'F→下半基部沈娘丈→ IA
貼摘

LR-Y - I FP 

LR-Y I押
しR十R-Z-Y I FP 

単制l絡条体第l類R-T I F 

糊 IF
LR-Y→雲形文円P I F(P) 

LR-Y→平行沈線2条・雲 I FP 
形文→IP

LR-Y I F 

径3mm以下の砂粒含む

11容部かすかに丸み

赤色粒含む

白色針状物質合む

SR570.l!H設土器と同一個体

平底上端外J~擬口縁

l
i
s
t吋
1
i

原
2
肥

起
に

突
状

る
叶
市

あ
降

の
側

り
内

t
l
 

幻
ν
刻
印

部
端

容
縁

ヨ
口

白色針状物質含む

日程部丸み 内i認に亦色村;
突出

外聞に煤状炭化物付着

外面哨山

内外面に煤状炭叩若 ! 
白色主1-状物質含む

口辱部癌:1犬突起21関付
口容部丸み

日縁端部外側肥i手 口容部
1しみ
白色i!-状物質合む 口唇部 i
丸み i 

口唇部平坦

赤色投合む 口唇部jしみ ! 
仁端擬IJ縁 目立群 j 

l 底 ~~f)輪高台状

底部輪高台;j;I~

一城ト
品目

す
み
な
状
一
己
一

刻
を
台
一
引

の
状
一
高
一
目
一

部
縁
一
輪
一
部

容
口
一
部
一
反
口

口
状
一
成
一
口

口唇部頭部に刻みある小山

内面黒色物質付着

日辱部丸み

口唇端部肥!亨 L l!jj去fl三叉
様の刻み

口唇部尖り気味

月間

仁i

Y王口

口
一
腕
一
腕
一
腕
一
成
一
腕

仁i

Jl開

Jl向 F(P) I F(P) 

口;小波状 腕1-.:主主痕チIj I G 
胸中:縄文 j 

口 :E 腕:人~>LRγ !摩滅

口

日
一
胸
一
腕
…
胴
一
腕
一
腕
一
腕
一
胴

F→ LR-Y Iε 
A→ LR-Y I A 

A→ LR-Y I A 

A→LR-S I A 

単組織条体第i類r-T? I摩滅

胴上:羊盤状文? I F 
J関下:LR-Y

胴上:人組文一中 IB 
制突帯状文 ! E-Y 

口

口
F→帯状文?・ボタン状貼 IF 
癌

LR-Y→情状丈 IF 
fJ 

腕

腕

i二i

日~腕

IJI司

底

底

LR干→帯状文

仁氏S~山知丈丈

LR-T 

口~Il何:RL'LR引非結束u旦P)

単軸絡条体第l類R-T j子

摩滅 |摩滅

!柄下:A
底:A(指頭圧痕あ1'))

口:入組三叉丈
)j向:LR-Y

久

口，王12:行沈線・刻み目文
IP IJjjjJ:LR叩 Y一一

縦長突起→IP

LI:類魚眼三叉文
胴:IP?(摩滅) J.ま:摩滅

IP→刻み自帯状文

A→ド(P)

む
a

E-Y 

A 

口 ~IJjjjl

底

P
A
 

hF 

[J-腕

F 

11:浅い水王子沈線l状→
IP-Y )j向上:IP-Y
腕中:IP-T

仁J-底:FP?
LJ~)主主

口
A 器表凹凸・ケパ状亀
裂あり

Hωγ 腕
一
口
一
胴
一
制
一
口
一

μ

H(P)-Y→主IJみH荷状丈

刻み目帯状丈?・IP

F→ RL-N 

i，-Y→ (A) 

ド器去凹凸あり

雲毘文?

E
a
 

V
A
 

R
M

一子

FP 

E-NY 

p
z
 

戸主

日 ~J哀
!こ]~IJI日ij:(B-T)'A
i主:摩i成
8→刻み呂帯状文

円形刺突列

E→LR-T→平行沈娘

仁I~ 底:ド(P)

G

一G

一F

話葉南調査区遺構出土土器類観察表(25)
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IzJ)~:ffi二号 ワj・ぐ京fl1二十':F 遺構番号 {長}接 告11 f止

240-21 SKS76 j架鉢 I1 

240-22 SK576 j菜鉢 )JI<iJ 

240-23 SK576 深鉢 IJI，;J 

240-24 SK576 j架鉢 1Jl1IJ 

240-25 SK576 j菜室本 m日l

240-26 SK576 ，一:曇~;:・ IJlriJ 

240-27 SK580 i~~i本 lJI，iJ 

240-28 SKS80 j架鉢 IJlIIJ 

240-29 SK580 j京J1' u 
240-30 SK586 i~~}本 !長

240-31 SK586 1:製lC自ili

240-32 SK589 深i1: [ 1 

240ーヌヌ SK5gり f架鉢 [1 

240-34 SK589 i菜鉢 1]日

240-3月 SK589 i菜鉢 Il ~j? 

240ω36 SK589 i京H: L] 

! 240-37 SK589 ?主主主

240-38 SK589 主主 一仁~
240令 39 SKS89 3本 LI--I]IIlJ 

241-1 ((円>_y-s→ SKS91 ~:~~ 主n--底

241時 2 副)-2 SK591 '~~~プ[ I]~J.反

241寸 SK598 l~鉢 [ 1 

24i -4 SKS98 j菜鉢 [] 

241 5 SK598 仁1--1]同

241ゃ 6 SK598 j宋鉢 I1 ~胴上

241-7 SKSソS i.~~-t~ iJ 

241ω8 SKS98 i'1ミ鉢 I1 

241-9 SKS98 i:袋ili* 1-[ 

SK598 主i* 11 

241 ! 1 三K59R j主主主 LJ 

SK598 i菜鉢 仁I

241 13 SK598 J京鉢 J1f 

241 14 SK598 ~!二:民:Er fiÍjí

241 15 SK636 j菜主主 IJI ，~ 

241 16 SK636 i主鉢 1]持

定鉢 IJInJ 

SK636 J152本 IlInj 

241-19 SK642 J菜鉢 1]同

SKo5o {7寸u二やi 口

241-21 SKo56 iU七 11 

SK656 j菜鉢 L 1 

1-23 SK656 ;菜子j: u 
24]-24 SK656 l主 J1~ 11 

241-25 SK656 i主鉢 仁l

i 241叩26 SK656 j菜鉢 口

241-27 SK656 深吉本 11 

241-28 SK656 J菜鉢 11 

I 241-29 SK656 I菜ft* u 

241司 30 SK656 j架鉢 Il 

外面特捜

r-I:B m'iJ:G→UしY

巳ーがしR-Y

E_，..LR-T 

E一炉し沢一S

G 

LR-Y 

降車JilJlr1j小J_，..[在線 L1si位同
j尤線.F

RしやすS→帯状文?・r!:J央に
4i1j突あるボタン ~Krlrlj :jffl

しR-Y

1奈li主

l蒙i成

しRPY-!!15べ!留刻み Ui情状丈

刻み1=1;~'j状文→t!r1j :ft'tì

LR?-S-~ ，[j\;;j犬文?…h貼ぷ'I?

LR?-S"""市;伏文7

しR時 T

[11.'MI給条休第5類R-T

刻み目帯状文→tll1i抱

LR-Y 

文頚: FP R!iilIl1f吉1i1 . LR T-h惰jlJ 
→小 IJI司iご:FP

底:F

口:B :fJ1:HP H向上:R-Y
JJli~下:F 底:F

F→刻み[=]人組市状丈

RL--Y 寸\:~犬丈一千P

1-[:刻み目文→iP
IH~:LR-Y 

日:刻み臼帯状文
胴上:UしY

A-N炉LR-Y

l¥.-Yγー恥LR-Y

しR-YS

しR-T

LR-S 

l'.→F<Pi 

l空滅

~A~ 

'r1j.i尤線

LR-Y-ゅ王子行j主総

RL-Y 

RL-Y 

単il~II~;待条体第 i 主11r γ

LJ下:FP→!1i1j突帯状丈
IJ問1-.押ーベw状丈-~ÞLR Y 

情状文

入組帯状丈7

LR-Y→，;t;:状丈一ザ(P)

LR S?"-~/f背~k丈(組li尤古泉)

uミ叩Y?

F(P)→しR-NO

F(P)→LR-Y 

LR-Y 

しR-Y

F-+LR-Y 

勺no
~一三J三z、2

内面 特 徴 その他の特鍛 .~ìii考

F [-[拝部平担 内外部に煤状 i
炭化物付着

A 

A 

A 内面に赤色牧7~ CL\

G 内面に赤色粒突出

)JI'U_:G )W~ ド :EP 径Immの白色{沙粒含む

F 

E.F(P)-Y 

E.F-Y 口唇音1¥ほほ王!i.:l:l:l.

!衰滅

人一Y

IP-Y !とl色針状物質・亦色粒含む i 
LJ I[f.き1¥3H1iJ!指iの痛:1犬小突起 z

付く till{1釘しあり i 
FP 

!李減

!李(，成

E.F-Y |ごl答tifl平J:[I.

H(P)叩Y
赤口容色粒斉11合jしみむ !m…!縁af~f:部外

!李 i~

F(P) i二i界在日ほほi[三Jft

野I:H IlIrij:と 底部小高台状

:fJi:E IJI司E

B-Y→FP 

摩滅 口唇部山形突起付く

FP 

!李減

F(P) 1 INi'ill (:'i (宏、ドJH

H(P)-YT 山む i叩州|
粘土かすかにはみ出し
口唇filjほほ平j:H

E.F-Y ヲJ色粒含む l唇奇[¥丸l

E(P)-Y l唇吉1;ほほ王子j:11

日-y | 寸し結問端椛糊u音剖唇川き剖部1I円守平:;:jに岬立組粘紅枇i辻出土幻;はμω山川土仏州山山み刈M州i片出i封ii 

F !こ!辱部!生成

I;~i成 底的¥1てげ底

表出j剥接指頭rr{長あり

F 外屈に慌:jK炭化物付請

ε 

iミ

E 

!奈 i~

子

F 

F(P) 

(G“ Y)-;.-FP 

A.F 

B-Y→?(摩i~のため不明) に亦色1し粒み青む
!唇部かす

G-Y-.FP 口辱奇11ほほTJll

fミ.F(約一Y i辱計十V.tIJ

G-Y->F(P) 口1吾長1151f出

FP しl辱告1ST坦

E.FP-Y 日唇吉1¥かすかに丸み



i 留版番号 写真番号 遺構番号 器種 音ili立 外部 特設ま 内面 特散 その他の特徴・古fU考

241-31 SK656 i菜室本 月間 F(P)一少しR叩 Y FP 赤色粒含む

241“32 SK656 深鉢 1同 LR+R-Z-Y 車滅

241-33 SK656 深鉢 目同 RRL?守T EP-N 

241-34 SK659 j菜鉢 1] 
口:B 綱:A→LR“Y F 口唇部平坦外面に煤状炭

化物付着

241“35 SK659 P一d守T 仁i
日:F 頚~胴上:HP 室長~胴上:日? 口容部丸み 外面赤色塗彩

の痕跡

241-36 SK660 深鉢 m司 LR叩 Y F 内面に煤状炭化物付着

241-37 SK660 鉢 嗣~底
胴上:LR“S JlIfiJ下:A 胴上:G 網干~鹿:G 内外面に煤状炭化物付着
底:G

241-38 SK660 i長鉢 IJ[~ LR-Y→雲形文行 FP 

242-1 SK661 深鉢 [] 
口:BP 胴上:H→平行沈 F !日唇部王子坦
線眠中:しR-T

242-2 SK661 深鉢 IJ同 A→砂LR-Y B 白色針状物質合む

242-3 SK661 鉢 仁l
日:ノj、波状胴上:戯痕列 B 
嗣r11・摩滅

242-4 SK676 j3院本 口 刻み目帯:伏文 F 

242叩 5 SK676 深鉢 口 LR-Y E'F-Y 口幹部はほ平坦

g 
242-6 SK698 深鉢 IJIrtJ LR-Y? F 

242-7 SKo98 ご{オ'n:;ミIi司'1'- 口
E?-Y FP 日辱部王子j:D 口縁端部内jJ!lJ

に粘土はみ出し

242-8 SK698 深鉢 j瓦 子 F 赤色粒含む

242-9 SK2076 j菜鉢 1向 A→LRωY A 外面に煤状炭化物付着

242-10 SK2076 j菜鉢 m司 uしY A 

242-11 SK2076 深鉢 月間 LR-T G 

242-12 SK2076 深鉢 月間 A-炉LR-N'S A 

242-13 SK2076 深鉢 j実 摩滅 摩j成

242-14 SK3013 深鉢 日開 胴上:刺突列 )j同中:H IJ同仁:巳 II InJ~jJ:G 外面に煤状炭化物付着

SK3013 il袈鉢 !こ]--腕
口:← IJ向上:LR-Y 腕:8 i口唇部平坦外聞に県Jk炭 i
腕下:LR-Y'S 化物付着 i 

I 24日 6 SK30l3 深鉢 口
口:BP 駒:LR-Y 月間:G 円唇方Iljしみ 外出に煤状炭

化物付着

242-17 SK3013 i*鉢 1I同 B一歩LR-Y B 

242-18 SK3013 j翠主主 月同 B-ゅ LR-Y ド

242-19 SK3013 j菜鉢 JI同 しR-S 8 

I 242-20 SK3013 2本 口
[J:F BP 口唇部丸み
)]向上:刻み目帯入組文

SK3019 j宗主本 LI 
五日み日帝状文・仁!J{、に料 E-Y 低j症状1-1縁 日縁端部内ililJ
突ある貼!留 かすかに肥厚 口唇部丸み

242叩 22 SK30!9 i菜鉢 口 LR吟 Yー+入車t1帝状文→日 E-Y 口唇部LLI'Iち突起付く

242-23 SK3019 j束事七 [] LR“ Y→千百二状丈→H F(P) LH長部山形突起付く

242-24 SK3019 深宮本 [] G'F-Y LR-Y 11唇部丸み

242-25 SK3019 j宗主主 1-] LR-T? ん Y→上 口容部1Lみ

242-26 SK3028 深鉢 )Jj'ij 8→主1)みは帯状文 iコ 外面に土佐，iJ¥炭化物付着

SK3028 i~~鉢 i二! 口:日1]同:E→LR-Y'S 巳 ['11長部三|λ土1:1

242 "28 SK3028 i菜鉢 )JI~ LR-";'{ E 

SK3028 j宗主主 lJ!iiJ B→LR-NO G 

243-1 SK3030 主主? jま 腕 F:F(P) 底:A 底:F(P) 合'f;1く 台破損部に黒色物
買付着

Fん3寸43勺ん SK3030 j二製耳飾 H H(P) 端部外側肥厚

243-3 SK3030 土製耳飾 !奈j成 摩j戚

243-4 @-l SK3037 j渠鉢 口総突起
鰭尾状突起に横位の刻み D 
日

243-5 @-2 SK3u37 深i}f，: 11 
1~I:B I]fiU'，:H IWiJJ二:H JJ防仁ド:E 111，岳部ヱ[Lt1l ÉI 色主 j'~)(:物質
JI同'11:日→LR-Y 7; 与九tトJ幅

243-6 SK3037 i宗主本 1I向 LR-NO G 

243-7 SK3037 i菜鉢 )J[司、一lま 康)jifiJl!J:LR-S IJ何f:G IJ同ql:F I!同F五!点:五
:F 

243-8 SK3037 深鉢 !II，;J RL♂ Y F 外商に煤状炭化物付着

!!1!向j，TI上:3条の工li.f底71沈:1G司親iご 胴上~中:H 柄下-1ま:F [':j 色封;氏物質í~ì む
243-9 SK3037 主本 m，u 'IJ:LR-Y'S IllWF:2条

の平行沈線

243 -10 SK3037 主ト 11同 LR-T C 白色主i条物質含む

243-1 ! SK3037 封λ Il問 1"
LR+R-Z-Y F 内面に煤状炭化物付着

白色針:1丈物質含む

243-12 i[4i 3 SK3037 i支鉢 11 IJ:F? 腕上:羊歯状文 l? 口唇音I1丸み

243-13 倫 4 SK3037 i長鉢 !こ! 口痕:小列波状にFB11突:雲起形 胴上: 胴上:i.尤線→IP 腕 r~I:IP
政 /1同文 →IP

時葉南調査区遺構出土土器類観察表的

-0詰一



i玄IJ夜需号 写真番号 遺構笠子号 {{if 殻 部{ま 外出特捜 内面特徴 その他の特?誌犠考

243-14 倫“5 SK3037 i長鉢? Il[，tl 入組二三叉文→HP E 

243-15 SK3037 j主 LLI二?~ 1王仁i 入組文 1華滅

243 16 SK3062 j菜鉢 仁!
i 二I:B A 口唇ffl)王子組
!胴上:A--+3AUみ日帯状文

243-17 SK3062 j菜鉢 !こi 日摩滅 IJ向上:B→it線 A 
→刻み目帯状文

243-18 SK3062 j菜~f i二! 仁j:E 胴上:刻み目→lh~ IJ向上:E IJ岡仁十I:F 日野部平坦
燭 胸中:I→王子行沈線

口:B→山形状突起 A 口唇部平砂坦粒 内外面に径
243-19 SK3062 j京鉢 IJ 胴上:LR-Y→入組帝縄文 Immの 突出

一t!~i癌
243-20 @-6 SK3062 i束鉢 IJI司 A→沈線→料突列 F 外出に煤状炭化物付着

243-21 SK3062 i架鉢 IJ防 LR-Y→帝縄文?→小貼繍 A 外面に煤状炭化物付着

243也 22 ⑪ 7 SK3062 j架鉢 IJf"J LR-Y→入組帝~k文 FP 径Immの I~I 色{沙粒含む

243-23 SK3062 j菜鉢 111司 LR-Y→人組帯状文

母タ 8 SK3062 I菜主主 口
[1:円形突起と円筒状突 理主成 口容き1¥ヱドm
起腕:t;f ii成

243-25 SK3062 j翠ZfL 1I 
口:Bーイhlj癌状ノj、突起 i拝部丸み
胴上:E

243-26 SK3062 |深鉢 iユ 日.εIJ同 i二 :G-~LR叩Y A 口唇部丸み

243-27 SK3062 j菜鉢 LJ 
fJ:FP IJ同1..:RL-Y'RL-T 入? 口唇音11丸み 内面に煤状炭
(;:J;:J状縄文) 化物付着

243-28 SK3062 鉢? 仁1 l二1:貫通孔有り 摩i成

243-29 SK3062 二i二製上c飾 i釜i威 BP f壬 1~2mmの砂粒含む

243-30 (拶ゃ9 SK3063 深鉢 目向 A→LR-T l:. 

243-31 SK3063 深鉢 1同 A→RL-NO G 外面に煤所炭化物付着
控3mm以…fの砂粒含む

243 -32 SK3063 j京鉢 IJ同
A-炉RL-TS E |外面に煤状炭化物付着 i 

内外出に径2mmの砂粒突出

I 243-33 SK3064 i菜鉢 IJ同 A→RL-Y A 

243-34 SK3064 j采鉢 II何 G→RL-NOT 八

243ω35 SK3064 i菜鉢 m司 G G 外屈に煤状炭化物付着

243-36 SK3064 台付鉢 iiニ::i、 E A 

243-37 SK3110 i菜鉢 口
口:IP 1lI~:A→LR-Y→入 F
組丈?→貼樹

243ω38 SK3110 深鉢 1同 刻み目入組帝状文 FP 

243叩 39 SK31 JO j菜鉢 IJ向 FP-.沈線 E 

243-40 SK3110 台村鉢 4IコA、 摩減 A 

内突挫み状面出目に日韓任If2唇m部日m韓丸以端み干一部の外砂粒醐刻

⑪-10 
RL-Y→刻み目入組帝状 iコ243-41 SK3126A i菜鉢 LI 
丈

I 243-42 冬タ 11 SK3!26A 深鉢 [] 
状文

引jみ日人組'計 FP 

243-43 SK3126A i菜鉢 LJ LR-Y E-Y 炉FP 口容部台形突起{すく

B叩 Yー炉LR-Y A→FPωY 口唇奇IlTfi奇112山に分かれた

243-44 SK3126A j菜鉢 仁i

状赤低耐あ二股山色をりえ粒形Iになl結合卦突す状起むか付れを口なた訂す唇山正形誼部頂補突状起釘部口縁がとし仁1:しR-Y IJ開:IP-Y 仁J:FP fl[ii]:G-Y 

243-45 SK3126A ;菜鉢 仁I~IJ~J

244-1 SK3126A jま鉢 仁1-腕 LR-Y B-N 口唇部かすかに丸み

244-2 ⑪ 13 SK3126A 深鉢 仁i 口:LR-Y 胴上ンLR-YT A→ド(P)-Y 日縁端部かすかに肥j享
II唇部丸み

LR-Y F(P){ケパ状亀裂あり j 口唇きliJfj吉1¥3山に分かれた
244-3 SK3126A j菜主主 LI 台Jr~ ?Æ:起と 1氏山形突起H き

波;1犬円縁;1犬をなす

244吋4 @-12 SK3126A i翠鉢 仁! 8→F(P)呼 Y FP 口唇苦li丸み

244勾 5 @-14 SK3126A 喜本 口~腕1-.
LJ:+I謝状丈 FP 口唇部ち突起付く れ唇部
胴上:仁R-Y 刻み目

244-6 SK3126A 鉢 胴下~台 制下~台;摩j成 jま:B 腕ド~底:J全滅 純粒含む i 
244-7 SK3126T， i菟鉢 一口， 

摩j成 !埜iJi，主 台部内面j-ド端および外出
の-i3Pに黒色物質i，j着

244-8 SK3126A i主七iー土器 IJ 鍔状経千百星山 Jf~ー叉丈 摩i!点 口唇部台形突起{すく

244ゃ9 Ílì~:þ -15 SK3126A お二ι っ. 1J[iij 
腕ヒ:LR-YS'渦巻文?→ Jl[iiJ:H(p)-YT 
FP IJ両下:FP

244-10 SK3126A 上製耳主"~ F 摩ii!x

16嚢南調査区遺構出土土器類観察表(28)
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i図版番号 写真番号 遺構番号 器捧 吉11 f立 外語特{設 内面特骸 その他の特f設置髄考

~-16 SK3127 !漆鉢 い F-+~Uみ呂帯状丈 康被 [1唇部小謡状突起付く

244-12 峨 17 SK3127 i菜鉢 口 刻み自入組帝;伏文 摩減

244ω13 ⑪ω18 SK3127 j呆鉢 11問 刻み目帯状文 摩滅

244-14 SK3127 深鉢 口 連弧状経線?→刻み目 F 口惇部筒状小突起付く

244叩15 SK3127 j京鉢 [J 
LR?-Y'帯状文 摩滅 口唇部頂部に刻み目ある合

形突起付く

244-16 ⑬ 19 SK3127 j京鉢 [:1 
条痕-YN E-Y→ド(P) 日t設立高吉11タ~{I!IJかすかに日目!享

仁i唇部丸み
244ω17 SK3127 鉢 口 羊JAWe文 摩滅 仁i唇部B突起付く

244-18 SK3127 二!こ製耳鈎i 摩滅 度、j成

244-19 SK3127 二!こ製耳飾 摩j戚 摩j威

244-20 SK3127 …仁製耳飾 摩j威 摩i成

244-21 SK3128 深鉢 n~J HP→刻み包帯状文 E 

244-22 SK3128 j京鉢 口
口 :A-~/J、山形状突起 A 仁!唇部1しみ 外面に煤状炭
胴:G→LR時 Y 化物付着

244“23 SK3128 j主主主 口
口・討 胴上:LR-Y A 化口物唇付部着平坦 外面に煤i犬炭

SK3128 深鉢 iコ 口:H 胴上:A→RL-Y? G 口容部平担

244-25 1 SK3128 j宗封入 )j同
A→LR-Y A 炉E 径tJ3mm以下の白色砂粒合 I 

I 244-26 SK3128 深鉢 1I防 A→KしY'N A 外面に煤状炭化物付着

2牛1--27 5K3128 J菜鉢 月間 LR-T? 摩j戚 外的jに煤状炭化物付着

Q¥夕日20 5K3128 主主 仁i
口:/J、山形状実担 E 
!lI~_l二 :E

2耕一29 5K31三8 官→fヲアf [] O:F? 頚:A 頚:G 日野部メしみ

244-30 SK3128 上製耳飾 IP IP 

244-31 5K3129 深鉢 仁i 口:B G→RLR-Y 1I1司:摩滅 仁l唇吉IHιよI:! r二i縁)J巴原
244-32 SK3129 深鉢 1同 LR-Y G 

2中十33 5K3129 i菜鉢 IJ同
C→LR四T EP 内面に筏2mm以下の砂粒 i 

，Zた~ll1

244-34 SK3129 深鉢 1同 G→LR叩NO 摩j威 外面に煤状炭化物付着

244-35 SK3129 j架鉢 1同 A→LR剖 S 摩i成 外屈に煤状炭化物{-.)"蒜

244-36 SK3129 深鉢 [] LJ:B 腕上:G→ε A []唇音1¥丸み 内i自に輪積痕
明i按

244-37 SK3129 j菜鉢 患 腕下:A? 底:摩i成 腕下~底.摩j成 底部高台il:

2キト38 SK3133 j主主主 間司 F→RL-NO A 外面に煤:1犬炭化物付若

244-39 SK3133 [] 
口:B→小山形状突起 iJ問ー仁:E
腕上:A

244-40 場)-25 SK3135 i菜鉢 lJIig 巴→Rし入総i千lf状文 。
244-41 SK3140 j翠鉢 口 LR-Y E-Y 日唇部ほほ、!サ[!

245-[ ぬ 21 SK3147 深鉢 !ユ
口:G 1I冊:LR-Y llIijj:摩滅 I ~二l 唇部丸み 外面に煤状炭

化物付着
245句 2 5K3147 ?* 主主芸M宇 !二i LI:EP IJ同!二 LR-Y A 在2mm以トの赤色粒合む i 

I 245-3 SK3147 j集長七 1同 LR--T G 、 内面に煤状炭化物付着

245-4 5K3147 i示"，..，王A千1 11向 A-併しR-NO 。ーシε
245-5 SK3147 j宗主主 月111 LR-NO A 外国に:煤状炭化物付着
245-6 5K3i47 深鉢 n問 A-叱沢一NO G 内面に輪積痕明i瞭
245-7 SK3147 深鉢 1同 RL-Y A 

245-8 SK3147 月同 人→RL-Y Eミ

245-9 倫 23 SK3149 深鉢 LI F-+京IJ突丈 1華i成 口容部癌j犬小突起

245-10 @-22 SK3149 i菜l1' 口
刻み目Jf告:1犬文 翠i成 !市去liH'I部にIIJJf;科突ある|

筒状突起1-Jく
245-11 ~-24 SK3149 '叶CでE 仁I~ Jj向上 口・摩滅 n日i二:しR-Y? 摩減 II縁部タ主反 仁i容部、1'-]11

245-12 SK3149 土製耳飾 摩j成 摩滅

245-13 @-26 SK3157 j菜鉢 口
A-2個の盲孔 A 波状円縁 内外面に煤状;;.之

化物付着

245← 14 倫 -27 SK3157 j業主本 口
口:IP 腕トー:LR-Y F 
IJ同「ド:LR-NO

245ャ 15 SK3157 i菜鉢 IJ同 A-->-LR-NO iコ

245-16 切 33 SK3157 j業鉢 n同 A→単判I~:各条体第 1類r-1 下

245-17 SK3157 台付鉢? "Ei、 月間下:A riE:G 胴下 G 内面に煤状炭化物H荷

245-18 r@;ト 32 SK3171 深鉢 IJ同 刻み目1ft:人組丈 E'l 

245叩19 SK3171 i菜14>: 1同 LR-Y F 

245-20 SK3171 j京鉢 1同 E→L-Y 内面に煤状炭化物付着

245-21 SK3171 i京鉢 1I何 LR-T A 

245-22 SK3171 j軍吉本 1同 A→ドLR-NO F 内面に煤状炭化物付着

I 245-23 電タ叩31 SK3172 ;-・木!JC心紳プト 口
口:E fl/iiJ上:A G f口t物容付吉11着平坦 外部に煤状炭I
月間中:RL-NOS

245-24 SK3172 j菜鉢 月間 F→LR-NO A !付lliiにケパ状亀裂

17襲南調査区遺構出土土器類観察表ω
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i認版番号 'i}:ti番号 j封書番号 器種 音11 f立 外面 4十滋 内面特設 その{也のf持能 a構考

245戸 25 SK3172 j京鉢 )Ji司 F→し沢一γ F 

245ω26 SK3172 J菜鉢 iJ同 LR但T C 外面に煤状炭化物1'Li守

245-27 SK3172 深鉢 )W~-ド~底 IJI司f:A? 底:A 腕下~底:F 筏lmmの自色{昔、粒含む

口:IP→刻みのある山形 il持:G []辱部王子坦

245-28 ⑩目28 SK3180 I菜鉢 i二i 状突起胴:IP→しR-Y→
帯状文?

245ω29 砂ω29 SK3180 i菜鉢 iJ同 F→刻み日借入組文 摩j成

245-30 曾-30 SK3180 i菜鉢 [二! LR-T G 外屈に煤状炭化物付着

245-31 SK3180 1菜鉢 iJI司 しR-Y !空i威 外面に煤状炭化物付着

245-32 SK3180 ;~ミ鉢 iJ同 F→LR-Y'S 内面にt)!;状炭化物付着

245-33 SK3180 j菜鉢 iJI，jJ RL日 Y E 

245-34 SK3180 台fJi莞鉢 iにJ、 腕下~台:IP 底:A→忘 腕下~台:F

245-35 SK3180 ~t!~‘5: ~ti ~ n!iiJ l~. 
頚:ε→列点文のある睦{.g: B→G 

胴j二:五

口:B→文刻íJfr~みのある山形状 A 11拝部王子坦

245.36 SK3!88 i 侠f42主1.."-1千+ 仁l 組突起 :IP-.LR-Y-.人
干名:状

245-37 SK3!88 1菜鉢 IJfrTI 腕:LR-T→、1'.行沈線 EP 外面に煤状炭化物付着

U:B R向上Y→:刻帯み状目文品→; !i 万
[J唇奇1;丸み

245-3X SK3188 j菜鉢 u !lIiiJ4J:LR- 小
日IIi1在j

245 -39 SK3188 i~鉢 iJI司 Aノコ4lHリ 1み$1:日文'rt→i~入犬丈車11・オオ G 
'ii~:状丈

245♂ 40 SK3188 深主主 )J同 IP→iミL-Y→入組帝状丈 i主Ei成

245-41 SK3188 i東主主 !lIí~ lJliiJ:LR-す→沈線 F 

246-1 SK3188 i~~i本 U 
[]:F? )J[iU二:しR-T IJ同i二五 口唇音11丸み 外面に媒j夫氏

化物付着

246-2 SK3188 深鉢 1倒 E→LR-Y E 内面に煤状炭化物付着

246-3 SK3188 j架鉢 IJIf~ uミートR-7-T C→EP? {壬3mm以下の砂粒合む

246<1 SK3188 i菜鉢 1] れ E 11向上:A一+RL-Y 入 口唇部王子問

246-5 SK3!88 j架鉢 lJliíJ 下 ~J戻 )JIiijT:RL-Y? 1.主F 11日r--...成;:G 底託!日正高台状

246守 6 SK3188 j菜鉢 口 仁I:B )]向上:E )J向上:G 外面に煤状炭化物付着

246-7 SK3188 千菜針L 1同 G A 内聞に煤状炭化物村着

246-8 SK3188 盟 )JiiiJ 
胴状上:列点文 LR-Y→帯 C 内外預に煤tX:炭化物付着

文腕下:LR-Y

246-9 SK3188 j主円二L器 il同 IF→Jj占痛 A 

246-10 SK3232 j京鉢 口 実IJみ131背:伏文 F 頂百li;iAUみ円ある山形突起

246-11 SK3232 j主主宇 U 
RL-Y?・入組帝状丈 摩滅 一一股}骨川|山形突起付く

SK3232 I宗主事 u f(P)・B-T→LR-S i士 仁i唇奇1Iかすかk}，しみ

246-13 SK3232 深鉢 民的→しま NO B'F-Y 口唇吉11+11[

SK3232 J主主主 u LR-S I G~E-Y υ野部かすかに1しみ

246-15 SK3232 深主主 !こj LR十R-Z-Y 摩滅 U唇部1しみ

SK3232 äu~L f:if u 日稼I~痛ある隆寺泉 itj長i女王立 ij仁 F U縁苦liiJ-J傾

→IP 

246-17 SK3237B j主主本 LJ 
LR-Y ド LJ辱部y.ーjしみ 1I耐!前1¥内

に)J~Jlf i 

246-18 SK3251 J翠鉢 )J問 LR-NO !まi成

246叩 19 SKヌ2ラ! 鉢 Il ~l 口縁部と胸部の区l凶j主総 !堂減

N 1ぺ(G-Y) →: 炉十HP 
!!il向l母上 A刊 Y一千P-Nτ 白色主I~丈物質合む

247-1 ぬ-1 SR35 1菜鉢 III司 ~I立; i、':FP-T J.氏:A

底:D'F )j岡部アタ 1)1主あり

247 2 SR35 ('表鉢 f氏 摩滅 F r'j色針:1丈物質含む

247-3 Sfミ35 鉢 l-l ~ij~J 
U:平行沈線2条 fP-Y LI民吉lij手滅

)I~J:IP-Y 

247-4 ぬ-2 SR36 i主主主 1]同 ~h\
)J同:B-NT-炉LR-Y Jlt:F F-YN(器表かすかに [1~ 1111 

き あり)

247-5 SR36 J宗会主 n LR-'{ E-Y し!容部王子JiI

248-1 SR37 深鉢 )][iiJ-Jま 裂あり)

ケ〈状屯

ド:F-Y liU幸~i成

24自-2 SR38 j菜主主 !lIúJ~ 底 !!l! 同問rl':B-N'F → LR-T 
下・廿Y 底 H

!底i向c子!i:F 1I関下 F.G山 Y

腕中:B-T→RL-Y 1関下Jj'主:F

24o-3 匂_;l-3 SR39 i*}主 Ilr，~'-Jま 腕下:E-Y一炉RL-Y->G-Y

→HP-Y 底:E'F

248-4 SR39 j栄鉢 [] --1I同 仁I:UしY fljiy:LR-NO U:HP“ Y 11同:E-TY'F 口唇百15Jしみ

249-1 邸時4 SR40 j京会主 u 氏
仁I:LR-YS Jl同仁:LRωYS 仁1-)1ド1:只P-N 底:1喰j成

lJIí~ 下:LRωY→F 底・摩滅

18褒詞調査区遺構出土土器類観察表(30)
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国l[ti番号 写真番守 遺携番号 器接 吉I1 iiL タ ト面 持 能 内面特種 その他の特鍛・錆考

口:LR叩Y n:EF-NY 嗣.t:EF-NY
命叩5 SR40 i宗主主 口~底 胴上:E-N→LR-YT 腕下:F Ill:F 

胴下:F 底:摩滅

口縁縁部下端沈向水王子横沈線 A 起波状口縁 日縁部波fJiffll突
249-3 SR40 深鉢? 仁i 口~二部角対形 す級る 長方形 気味に肥!事

249ω4 SR40 深鉢 口 LR-Y'帯状文 F(P) 波状口縁 日辱部丸み

249-5 SR40 鉢? 腕下 LR-S FP 

249匂 6 SR40 土製耳飾 F ド(P) 破片約1/4践

250-1 @ω6 SR41 深鉢 JJ向~底 腕下 LR-Y 1ま:F JJIt~ ド :E'FP-Y 底摩滅

250-2 SR41 深鉢 胴・底
腕中:E'A但 N→LR-Y JJ同 胴上:FP 腕 f:(A-Y)→ 赤色粒含む 炭化物付若な
下:E“YーザーY 底:B'E'F FP 底:BP し

250-3 SR42 深鉢 JJ阿~底
腕中:B-T→仁氏十沢一Z?-Y 腕:A→E-Y 底:A 綿丈原体Lの可能性あり
JJ同ド:B“T→IP-Y 底:A

250-4 @ωi SR43 深鉢 []~底
口 ~JWij:LR-Y 底:F 口:FP-Y 嗣~底:F 白色針状物質含む 口唇部

丸み

SR43 ?:袋主主 口 RL-Y'帯状文 F 

SR43 i菜鉢 口 RL-Y F(P)-Y 口唇部かすかに丸み

250-7 SR43 i*鉢 IJ!司 LR-Y'R-Z-Y 摩滅

250-8 SR43 深鉢 E同 RL-NJ E-Y 

SR43 j翠鉢 1同 LR+R-Zゅす A.F-Y 

250-10 SR43 深鉢 口 F f吋 口辱部かすかに丸み

250-11 SR43 i宗主主 底 摩j戚 F 

250-12 SR43 妥3誌E与ぞ 月間 平行タタキ日 F 須恵器

250-13 SR43 鉢 [] FP FP 口辱音[i平坦

口:B-T→RL十R-YT 臼:E(P)-Y JJ河i二五-y 11唇部jしみ補修孔あり
251-1 @-2 j菜主主 LJ-}~記 腕:E-Y→RL十R-Y

底:F

r-I:角上平位形行状平沈行の親沈沈・突娘説起一内叱II11PR央円に F 
中央に抑圧状主IJみあるト5突と起

Y が口唇部に{寸く 25 

251 2 SR44 j架鉢 口-/J向上
→ 平行沈説内 向調倒wの可能性

胴あ上る:入入組組帯部状に文円ー形LR刺-y突→ 

IP 

251-3 SR44 主主 [1 刻み目文→IP FP 1%設部lタト反 i唇音11小突起

251 SR44 i:主鉢 I /l同 LR-Y→不整it総文 F 

1;底j附:人境ゲ H

台:FP i底;A 251-2と同一酌可能性i251づ SR牛4 i菜鉢?
a 

251 SR44 査? F(P) F(P) 口容部手上Et

251-7 伝jl-3 j翠主主 i!i同~底 lii問中-:TL→玄I3PY1問底ト 腕:汗底:F i赤色粒含む邸糊台状

251 SR45 I i菜鉢 il LR-Y 十P I1唇奇liJLみ

252-1 SR46 j宗主主 ~底
状仁!亀~n裂l~'あlJ:FP'GP-Y(ケパ

腕下戸成:1堂i成 網ト~底:り!全)滅

252句 2 SR46 j菜室宇 fJ ;コ→Lfミーをマ FP-Y(ケJべ状亀裂あり} !赤色校合む n唇奇11lしみ j 

SR48 j主鉢
[-1，胸中 円:L-Y lJi司ヰ:乞ー1'11 !口 問 Il r'l色針状物質含む 口容吉!;j

~底
γー 炉F

底胴口下ドL軽R減庇Y 康1日輔i 
253-1 SR49 I翠i* 仁I~Jま 日~腕 L:F(ド) ílWF~ 白色主|状物質含む 11唇古Iq

底:F ほほとi勺fl. I 
253-2 SR49 i菜鉢 1問 LR-S F 

253匂 3 SR49 i菜鉢? Jl['tl L-S E-N-TFP 

([iJ-4 
日~腕上長‘B-T-"LR-Y I LJ--胴上:E-Y 赤色粒合む 口前11丸み j 

SR53 i主封ニ [二I~ 底 miin::-:E-YN I 

253-5 毎~-5 SR53 袋鉢 II-}反
[J J:FP 亦色粒含む j_J'tfios平民 i 

253-6 S1ミ53 j翠鉢 口
LI 貼R楕Z yT，帯胴状干文E中YP底 F

F→(討P)

253-7 SRS3 j菜鉢 !こi
fl縁端部指頭正痕→ E(P)-Y iL市1剥1王子音落liifI:却 し1;J家主計!吋15上I
RL-Y 

253-8 SR53 i業鉢 底 摩i成 摩滅 底部かすかに tげ底

SR53 主主 一仁s 台:HP-Y 底:F(P) F(P) 

254-1 邸主-6 SR63 深宮本 JJ問、j氏 胸中:B-N-LR“ Y JUíiJ~}i( :ïィ
腕ド:G-Y→押底:押

403-



l'XlI長番号 写真番号 i室搭番号 eif 重 i'il; Iil: 外出特{設 内閣特態 その地の特懲・vHユ考

254ゅ 2 SFミ63 i~がきh手， LR-Y ε叩Y U唇部かすかに)Lみ

254-3 SR66 j翠針L !-I -~ Ji( 口:F II同:忍P-Y 底 8・E
1仁滅1 

月間 底:摩 口唇部丸み

口C'E-Y→LR叩YT 口容吉IliV:坦底部総高台状

255-1 ⑪ωi SR72 i菜鉢 仁]-Jf'記
胴上:C'E-γT→LR-T→

(HP-T)底柄摩下滅:{C.丘町一+
E-Y 

。2
口:五 Y→LR-Y II向上:五一 口-11向上:(E-N)→F 腕

255内 2 SR75 j菜鉢 [J-}怠 Y→LRゃ S )J岡下:G-Y→ 下:F 底:F
HP 底:B→HP

256-1 ⑪-3 SR75 j菜鉢 仁]-!J[i~
口:B-N→(F)一叱R叩Y FP 
)J河:B-N→(F)→L沢 S

256-2 SR75 j宗主主 m司 しIミ叩Y 摩減 径[OmmAiji走のiilifIJ際含む

256-3 SR75 深鉢 !J[~ 摩j成 F 

256-斗 SR80 j菜鉢 1同~底
!J[~rl':A'B-N→RL-Y )J[il] 

嗣)JI司仁1下1::GG-Y 底:摩滅
底部総titi台状

下:G'8 叩 Y~E-Y jま:G

256-5 SR80 j菜鉢 仁i LR-Y F 日野部王子短

256-6 SR80 I i続本 月間 LR-S F 

256-7 SR80 j菜鉢 1同 しR?ゅ S F-Y 

257-1 ぬヰ SR83 こイ寸ヲロ~~士r予一 腕-"-!Jk
)J問中:しR-ト良一Z-NO 摩i成 底部、i勺底
腕下:A-Y 底:摩滅

257ゅ 2 ~-5 SR97 i主鉢 底 !]問ド A叩Y→LR-S 底:F 腕ド~底:ド 赤色粒含む

257-3 SR98 j~ミ鉢 J~ !lI~T:UしS→F-Y Ji'(:F 腕下 F→HP-Y Jま:F 赤色粒・ l'::j色針状物質含む

257-4 SR98 i主鉢 仁](突起) RL-Y→千百状文 FP 頭部:に刻みある山形突起 i 
257-5 SR98 j菜鉢 !J陣 Èf~~qh椅条体第 i種r-T }堂i威 国a群

257-6 SR99 深鉢 !寸-!J[~ 口 -mi~上:LR-S 口:F'B-Y 嗣上F 赤色粒含む 口容部平坦

SR99 j京鉢 IJ-胴上 L]:しRゃ Y IlトH二:しR-S F 口唇在日平土日

257-8 SR99 深鉢 底 !J[~l' ・LR-S Iま:1奈j成 )J同下 :G-Y→F 底:ド

257-9 SR99 j菜鉢 底 摩j成 G-Y一砂F

257-10 il54--6 SRlOO }えrミJへ与 }r記
Il河下 :B-Tー炉LR-NO )]河下:軒町 j記摩滅
fま:摩i成

U:上(HP)ーテLR-Y
258-[ SRl11 j菜鉢 仁j-庶 腕 :(FP) 炉LR-Y 胴底上:包→:AH-SPPE N FHP 

!J向ド:F

258-2 SRlll i菜室主 日間 LR-S F 白色Htk物質含む

258句 3 SRl11 深鉢 )J問 RL-Y F 

258-4 Slミ112 t袈鉢 底
!問中:LR-T )]岡下:(A-Y) lJ[~qJ:(B-N)→FP 腕下九
→C-Y→HP-Y 底:FP !ま:F

258-5 SRl13 深鉢 底
胴干 :A-Y-"(LR-S) F j底部平1ま
jま:1輩減

SRl14 j宗鉢 胴 -1点:
)]仲I':LR-NJ Il降下:F-Y 腕仁1"・F 胴下:G-γ 底F
→LR-NJ 底:F

258-7 り“2 SRl15 j15鉢 f長
底腕ド:RL-NJ→E'F-Y !lI~下 :B-N→F I立~:F

:B 

258-8 SRl16 j菜主主 底 腕!、:F 底:F j変滅 j長;frs輪高台状

258-9 SRl16 i翠針，? )]同 F(P)-';品巻状の人組文? F 

258吋 10 SRI16 j菜鉢 仁! FP→しR-Y FP 口唇青IHL担

2汚8ゅ 11 SRl16 i菜鉢 口 LR-Y FP 口1岳部 ζV-J:Il

Sfミ116 j主主本 lJ['iJ LR-Y F 

25813 SRl16 j架鉢 丘丈 F F 

259-1 SRl17 深鉢 口
LR“YT G-Y 

肥口ロりl界容享剖部1平ほIほ8.平坦口語端部内側

259-2 SRI17 深鉢 r-j (文Ll?NO)→ト→入組帝状 A 持j11華子しあ

259-3 SR117 j菜鉢 底 A→H-Y ド 底部車命的台状

259-4 !O-3 SRl23 j菜室* 仁]--1上t
口:B-N→しR守 Y E'F(P)-Y 口唇部1しみ
日開:B-NT

259-5 SRl23 j架鉢 口 刺突帯状丈 F(P) 

259-6 SRI23 j定鉢 !]同 RL-Y F 

259-7 SRI23 j宗主主 m司 LR-T? F 白色針状物質含む

259也 8 SRl23 i菜鉢 1同 LR十RZ-Y? A'E-TY 

259-9 SR123 11: [こ1~t. r，if u 入組二叉文，横位列点文 摩j威

imiO  !O-4 
口~胴上:RL-NJ 仁!-i胴上:F(P) 腕下~

SR!24 j宗主主 什~底 腕下:(RL-NJ)→A-Y 底:F 口縁端音11問 1~IJ ~こ粘 Lはみ出
底:F し i

260-1 e3J-s SRl27 深鉢 胴~底
!]間:LRωY }.i.E:G 腕:G 底:A E下の内閣に慌状炭化物付i

南調査区遺構出土土器類観察表(32)
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出版番号 写真番号 i立帯番号 器種 部{立 外面特散 内面特散 その他の特故・備考

260-2 SR135 i菜鉢 )j開~底 腕:1←タLR-S 箆:摩:ー滅 腕:F(町 民・摩滅

260-3 SR135 深鉢 1I同 LR-Y F 

260-4 SR135 深鉢 胴下 A→ドーす→LR-T F 

260叩5 SR144 j菜鉢 腕~成
網中:LR-NO 腕下:F 1I同:F 底:G 腕部の内面に煤状炭化物付
底:G 活f白邑針;伏物質含む

260-6 SR144 j菜鉢 IJ開 F→LR叩Y F 

260-7 SR144 深鉢 1I持 A→LR-Y F 白色~H状物質含む

260-8 SR144 深鉢 口 ~IJ持
口:F )j向上:E 1I仲j1:A IJ何:E 口唇部丸み 外在互に煤状炭

化物付着

260-9 @叩6 SR145 i京鉢 1I持~底 !lI~:G 鹿:F 月間:G }氏G 胸部内面に煤状炭化物付着

260ゃ 10 SR145 j菜鉢 口
口:B? ド 仁!辱部丸み 内面にケパ状
腕上:A→LR“Y'LR-T 亀裂

@-1 IJ問中:B勾 NT→しR-T
胸腕中下::B8T-NY→→F F(Pi高):摩滅

白色針状物質含むi 260-11 SR146 ?*主主 1I同 ~Iま
腕下:F 底:摩滅

!問中:B-T→LR-Y 胴~底:F 自f0，針状物質含む 底在日平
261-1 6ぬ2 SRl48 j祭主主 11持~底 柄下:(LR-Y)→B-Y→FP 良

底:摩滅

261-2 SR148 鉢? lJIuJ F->-赤色塗彩 ド→赤色塗彩

261-3 SRi49 j菜鉢 !ま 摩滅 摩j成 底部平底

SR159 t主ヲ幹ロ~* λ IJ岡下 ~}t記 1I問中:LR叩Y底柄:摩下滅:LR )j同:E-Y一千底，摩滅
Y-+FP-Y 

261-5 SR159 j菜鉢 !こ! 入組帯状文 F(P) 口器部丸み低波状仁l縁

腕ヰJ:B-N1…P 胸中 :(E-子{)"~~F HluJT--
261 -6 @-3 srミ160 j主主主 1I向~底

底:A

261-7 SR160 j架鉢 !こi
LR匂 y-t帝;伏文 E(P)-Y 波状LI縁か 口容部かすか

に丸み

261-8 SR160 深鉢 1I同? LR-Y→入組帯状文? A-Y 

261-9 SR160 j翠鉢 [1 
LR-Y F [J~岳部丸み 口縁端部かす

かに肥i字 i 

261-10 SR160 i祭主主 口
LR-γ F 口唇部かすかに丸み 口縁

端部かすかに肥厚

261-11 SR160 ?*1主 1同 A->LR-T B-Y 赤色粒含む

261-12 SRl60 j菜鉢 1同 LR-Y E'F(P)-Y 

261-13 SR160 査? 仁! LR-Y→(浅しつ1沈娘→IP FP 口唇部丸み

262-1 SR168 深鉢 腕~底
胸中:LR-S 柄下~底:摩 腕:FP 底:摩滅
i滅

262-2 SR169 j架鉢 腕~底
胴上:LR-S IJ岡下~底.摩 摩滅 底部穿孔?
減

262ω3 SR169 j菜鉢 m司 B-T→LR-S F 

262-4 SR170 深鉢 11問~底
胴上:LR-S→H(P)-Y 胴:F 底:摩滅

賠沼起白色市と目室J中かj付、す突央文起物カに刻質に輪古み高むあ台る状i円I1喜形突部i I 自

腕ド:LR-S 底摩滅

刻み目帝~K文 F(P) 
262-5 SR170 j菜室主

262-6 SR170 i主主宇 !I同 刻みlヨ帯:伏文 摩i威

262-7 SR170 j宗主主 iコ F'LR-Y→入組帯状文 F 口容音I11揺}よ抑圧状刻み 口
唇部JLみ

262-8 SR170 i零封t IJ同 LR-Y→帯状文 FP 

262-9 SRl70 I来事ド 11間 LR合・入組帯:伏文? A 

I 262'10 SR170 i菜鉢 [-1 RL-S→入組帯状丈一叩P F(PJ 口容部小突起 口容部iしみ

262-i i Siミ170 j宗主主 口
F→科突帝状丈'LR-Y→ F u辱部jしみ
帯状文

262“ 12 SR170 i菜鉢 1開 RL-S F 

262-13 SR170 深鉢 仁l R?-NO E-Y 日唇部丸み

262 14 SRl70 |深鉢 目同 哀し-y E'F-Y 

262-15 SR170 j宗主事 1同 A G-Y 

262-16 SR170 鉢? 口 F(P) F(P) 口唇音1¥干土日

SR170 t一ふZ昼!'tう. 頚? LR-Y→水、l1:i土線 A-Y 

N胴Y上:b1(ε司 Y)
l十

胴月間十iド二:FP 262-18 SRl71 i3E鉢 日同 ~r瓦
LR+R乞 -NY 底:FP

262ャ 19 SR171 j'袋鉢 1同 LR?也 NO F 

262-20 SR171 ~f IJ同仁 F'H(P)-Y F 

263-1 SRl79A j呆鉢 仁I~底 [I~腕ヒ:LR-S IJ同下~ 口~胴上:F(P) 平I:J坦色針状物質含む 口容fff)
底:摩滅 IJ関下 ~Iま:躍を減

263-2 SR179A j深鉢 IJ同 LR冊 NO F 

263“3 SR179A 策? 口 A→(HP-T) A→(HP-Y) 

南調査区遺構出土土器類観察表ω
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i醐番号 写真番号| 蹴番号 器種 部 1iL 外面特償 内面特捜 その他の特鍛・髄考

263伽ヰ ⑬-4 

仁I:LR-YNO→(FP) 口:FP'HP-Y 赤色粒含む 口辱部品 i 
SR180 i菜鉢 仁J~底 胴上:LR-TNO→(A-T) G-N→F'E-Y 

桐下:しR-γ→F-Y m;:F 

264ωi ⑪-5 SR227 j翠鉢 Ilrri]~ 成
胴上:B-T→LR十R-Z-Y 胴上:A 胴下:F 底:F 白色針状物質含む 底部平

柄下:摩滅底:F 底

264ω2 SR227 j宗主主 仁i
口:水平沈組問C字形刻み FP f口~_辱着部8突起 内閣炭化物
自文→IP 胴:LR-Y

264-3 SR227 j菜鉢 IJ[.u 
LR叩 Y ド(P)

264-4 SR227 深鉢 口
口:LR-Y LR-S ド 口唇部平担

fJ:H(P)句 Y 1]持上:LR-YT F 白色針状物質合む 口縁部

264-5 @ゅ6 SR228 J菜針i LJ~J氏 腕 i、‘:しR-YT→F 外反 口唇部jしみ

底:FP の刻みあり

264-6 SR228 i菜鉢 IJ 
F-ゆえ1IJ突帯状丈 摩j成 口容部措状の小突起2

日:(Aャ→Y)入ート組IP守-y74 j胴上 口:日Y--+IP-Y 赤色粒含む 口縁部外反
LR“Y 矢文→IP 1]開:E-YN→HP 口唇部刻み

26ヨー1 む 1 SIミ238 iゴ~底 胸中:(B-N)→LR-Y 底:F

Il日下.仏代沢→一 Y)一千 ~y
底:網 8

口:沈必;f(至綾乎滅-ji主(p総)寸!(制P): 頚:平
口~J1N:沢町 Il同~底:F 自色針;1犬物質合む 頭部内

行i主 HP)-Y 間しLJ縁部内湾良部円形

265-2 @-2 SR238 ~;t: 口~!ま
にくぼみその問問4ゥ所に
111い安出部 JJ同部に経
20mmの穿孔 下半-部被熱
か

265-] SR239 i翠鉢 H問~底 底Il同摩B-滅T !l問中:F(P) 腕下一!主:摩 赤色粒含む
滅

265-4 SR239 i~~j本 1-' 
E-Y-+HP-Y A→B-Y→HP-Y IのH=巴十弘 ~13-tJ' 仁i唇部ほぼ平

265-5 SR239 注，-，土器 !主 摩i成 A 

266-! SR242 j菜鉢 !II司 ~!if Il関~底:摩滅 胴上:F 胴下~底:G 腕部内面に煤状炭fヒ物付着

266-2 り 3 SR247 j菜鉢 ill司-J立
腕 i二A→LR-Y Il河r:A 腕:F 底:G 内外屈に煤~:k炭化物付着
底:網代痕

266-3 SR255 j菜鉢 J~主 fl!iI]ト:A'L-Y Ii!d掌滅 )]同ド:1トYN 底:A 底部干底

266-4 @-4 SR256 i菜鉢 !l向~底
胴上:LR-Y 嗣下:摩滅 腕~底:摩j，成 内面に鋭、状炭化物付着

底:/1t滅

266-5 SR256 j菜鉢 仁i 口:F )J潟:A→LR-Y mi~:F 外面に煤状炭化物付着

口 ~IJ問中:しR-Y 日 ~llliî]í:IJ:FP !唇部丸み 11稼端部内側

266-6 {ぜい5 SR257 j菜主主 li-]迂 IJti]下:ε-Y !ま外周・摩;成 腕下~底:F し

底内iJ!IJ:網代痕

266-7 1菜主主 ftjiiJ 
LR-Y-T魚限ニ叉文?→F F 内面褐色顔料塗彩?

266 8 SR2ラ7 j菜鉢 II~J 
LR-γ? A 

26o""9 SR257 iÄ~、 dよいt h'(_ 
H!iui十':LR-T !l同ド:F-Y? 腕 F(B-Y) JiU掌減 底部総高台状

lまF

267-1 SR262 ~~~鉢 IJI!1--]氏
腕 I:.:B-Y→uミYT 腕1]向上1J i戸底 ト

I~I 色針状物質ー佳3mm!警合
JJ月下:LR-S JJ1::B→F れ応部'FIま

267-2 SR262 j来鉢 U~嗣 i二
LR-Y FP 日綾部外在 L:J縁端部平JJ:l.

111i.皮状rH.$?

267-3 SR262 ä~H~ '-1 
L-Y FP 口唇部平i旦

E 

267-4 SR262 i*i七 )J日
B-N→仁氏奇Y F 白色針状物質含む

267-5 SR262 i~~鉢 ml~ 
RL十L-S-N g-N→1コ

267-6 SR262 i翠鉢 IH司
LR-NO A-N→F 幅10mmの粘土紐接合痕

267-7 SR262 2本 口~胴上
仁1:-'1と行i1，:;線 F(P) 白色針状物質含む

胴上 RレY

267-8 む]).-6 SR263 j菜鉢 口
ε子 Yー炉LR+R-Z-YNO G-Y 口持部上面観桔円形

口:LR-Y 状)J文同i・-.:F→ 主IJみ IJ~ !l同仁 :F'HP-Y 口唇;'';112大突起と 1小突起i

267 9 ⑪ 7 51ミ263 合i寸i京鉢 仁j-!哀
1=1人組IflT 実IJみ日文冨 m司 Y~Jl主 :F 台:G-γ 土手firが5ljj-位付く
人組慌状文→LR-S
)JI司 f-~ 台:FP

il:Fーサj犬リみ臼文・刻み七i 口:G-N→εY→(HP)

268-1 倫-I SR300 j菜鉢 日~底
入*-fL帝丈・弧線文→LRω )J同:G・E-N 底:F 平JFI

Y 
1lI1~ l~: 自1~:Jî\1'B-T→LR-Y

268-2 ~~-2 SR300 i荒鉢 11~ 1l!~ 
[_J:B-Y-'UミーY iコベ指顕在痕)'A-Y→

土持1賀1i叶幹色主着粒部主平古L却む [J層部ややfL日同:LR-Y G(P)-Y 11問J.:.:G叩 YN

268-3 SR300 i;主主主 u 
F-Y(7タJ)痕あり) F(P) 内外面虫色物 i

268 4 @-3 SR363 7集会事 []~底
!こI:E Il向上:む柄下:G )J同一仁:E )lJ，iJ下:A 仰山の{州合む ! 
底:摩滅 !氏:0 5 

冬Uむ



iヌIJほ~-: YJ' 'II(['~貯 U- j出{Itift")J- 日if 樋 庁11 f立 外出特徴 !付面特徴 その他の特fl~ .官iii考

268-5 SR363 I京鉢 I1 
II:IP IJ!<U:.:E HHド:E→ 11同!-_:E Il ~J ドヂ
LR-Y 

268叩 6 SR363 iÆ~鉢 IJl'iJ 
A→LR-NO A 

268-7 SR363 j架鉢 III{iJ 
LR-Y F 

268ω8 SR363 i;U本 III"J 
L-Y F 1"色針状物質合む

268-9 !@-4 SR378 出鉢 Jff. 
llIii]II':条虫干N 11同11':日(P)-T III"lF:H(P) ，)']何H主{'i
IJIi~ ド:E-Y 底:条痕 S -Y(アタリ) h.¥:H(P) 

269-1 SR380 深鉢 lIIiU ド ~Ji三 llI.iJf:G Jtf:G lI~fY:A J.な:G 内面 lこ煤:IX炭化物H~{f

@匂5
!jiltill:!!iji同'141…iiJt:.作F条休第5知r? !日，，]rj'~ 底 FP IIIali下

269ω2 SR385 j京if 1Jl1i]~J在 ーT? IJI~ l' :F(P) 
JJ¥:E?(中m60mm)

269吋 3 SR401 j京鉢 lJf<j]~Jま
腕L:(A-Y)→LR十R-Z叩 Y 昨iJ:(8-Nj→F(P) Ji.E:F 
腕下 :(Aゃ Y)一斗IPγ底:F

269-4 SR401 7京討L IJH 
LR-S 子 (，0.針:1)、物質台む

269-5 SR401 i来鉢 III"J 
LR-T F 1'1色針状物質合む

269-6 SR401 探;鉢 IJI司
RL-Y F 白色主!状物質台む

269-7 SR401 j主主本 llIi~ 
RL-Y F (]色 H;j)~物質合む内面 ~f，\

色物質付着

269-8 SR401 i主主本 !lH 
刻みトi丈と:j巳丈一"'IP F 白色針;1犬物質合む

日:E-Y→HP-S 口:E・B-Y→H'FP-Y 11松宮11上面観持iリ形 11区
269-9 @-6 SR405 i菜鉢 n--IlI，u IWU:(B・G-T)→F'H-T 11同:G'B-YN-"H'FP-Y 百11やや丸み

器表1l!.lrJ_Irあり

269叩 10 SR405 深if 摩減 J奈j成

270-1 ぬ-I SR406 i~~~本 LJ~!J}.: 
し1~ 1lI~_l二 :LR 叩 Y F 日唇rmJしみ
IJ同下:FP-'(LR-Y) 底:F

270-2 SR406 j菜封、 突起
LR-S'弧:IK沈*J1l.?TI'f下一千 摩滅 i架鉢DR::;(、突起破片

270-3 SR406 j菜鉢 |…! C字文→HP-Y HP-Y I~I 色針:1犬物質合む 仁1¥兵部
B突j包

口:B-Y→F 口:B叩 Y→子 rJ縁が部外I11jiレU辱;4:噂!日占Ijl}_ブL状
270-4 SR406 i'tt~ 針、 口.11同・底 IJ開:LR十R-Z-YN 腕ト:B-Y→成)-Y 刻み 央 ιドlij側(-的匂 11王

底:摩滅 IJ問I":G-Y 底 突起

270-5 SR406 i架~* 11同
LR-トiミーZ-N E-N I~J 色針状物質合む

270-6 SR406 円盤:IK::l二製品?
制丈 F? 持I'JJf~平面 J，~J紘 [~:I~初flti か

U:LR-Y→I(P)-Y 
i1i1Fj上(8斗Yj同)→仁ドi:fFpiコ

[1縁部かすかに外反小iJ.!;.

@)-2 
!jil同I'~ 上 ~IJIがIJ:LR? -s ~k口縁 lてi容部.+'.1ll. lJI'iJi'ill 

271 ! SR414 ;主主宇 11 ~JJ)王 !、 :G-Y→LR-Y F IlIuJ ド:G-]¥[→FP 11'(:F(P) 縄文は付加i条原体の可能性
あり 制 IJ向転施丈も I
1ii:n1か

271-2 SR414 j業主主 仁i~IJI"J
II~腕:G ゃ Y_..LR-S L]-!J同:G.H-YN 1-1持部ほほ、1>:111. 

i@-3 
j胴JiriJ上:8戸 N→LR-S FP 底部穿孔

271-3 SR427 j菜鉢 f氏 IfiJ下:B-Y→(LR-S)→HP-
Y 底:F?

271-4 i6~ω4 Sfミキt2 ヰ℃三bまやト !l阿
LR-γs (G-Nj一伊F(P) 赤色粒合む

271ω5 SR442 iÆ~~宇 u E.Fγ.Jjilj突丈 B-Y→印 Y 口容;;:1)丸み

271-6 SR442 i菜鉢 胴上
LR-S-炉実IJみ日帝状丈→ FP 赤色粒含む j立t!IJよりもド
HP {立から出!ーの Tlr tJ~↑iJ二

271-7 SR442 j菜鉢 n-腕 RL-S G-Y u唇部jしみ

271-8 SR442 j菜鉢 !立;
JJ持r:H(P)-TY IJI司下:G-Y }ii;:G 赤色粒含む I記長11かすかに
底:B'F(P) '1命高台状

272-1 処"])-5 SR506A j菜鉢 J]I，十一j氏
ijjfij仁IJ:(B-T)→LR-Y lJI，jjr:I'-JlIfij下干 !ま A
!J向 I'-:F 11.¥:F(P) 

272叩 2 {@匂6 SR512 j主鉢 fま
腕下・中山h給条休第l類R符 ド llIa昨
T. F }t~:B' E? 

!第i同1i支二H(RB-N)→下i軸:(結単条体 F !l阿部rlJhI3cmriij {去の名'I_Lft;;積
272-3 ⑮ i SR570 i;~]1~ llIiiJ-底 T 射h絡 みl'.げによる)&)1三 Jヤやすト

条体第I頚R-Tl→F-Y 傾J安合
1ι(:F 

1水手'14h司t沈産作線条体(1.第1114l安TIL-T→
A(P) IJ JJ[riJ 告I;Jy~界くびh}J[iû 奇II~長る

平 高15界)・蛇
272-4 SR570 i采鉢 JJ[iij 行j忠 文・紡錘文・短i主総

によるj!f!.l字文→者ij卜粒
貼り付け→A(P)

272-5 SRS70 深鉢 [1 FP FP LJ持部ややメしみ

南調査区遺構出土土器類観察表ω
点r、'7

一一ー弓"¥.}!-



~I版番号 写真番号 j針I~帯号ー f:ff f重 吉li f立 外国特徴 内面特徴 その{也の特散・備考

273-1 守y2 SR2030 i京事七 口~1.ま
II:EP 樹上:ε 腕下:LR 胴上:E )J岡下:F 腕 Fの内外語に:県状炭化物

-Y 1.主:スダレ状!五痕 !ま:G 付着補修孔有り

273-2 SR3001 j菜鉢 111司ド ~Jif
胴ド:G Jま:A III~下 :G 底・摩滅 Il同トの内面に煤状炭化物付

着

273-3 SR3001 Il阿 ~J* Il開:IP→入組文? 底:IP Il同:A 底:記

Il問中:B'E-Yド LR十R-Z 腕 ~iJ:B'E-Y 赤色粒含む 底部輪高台状

273-4 ⑪-3 SR3002 j京鉢 Il河 ~Jr.主 -T 柄下:B'E-YT 底:A m，~lご~底:F

274-[ @“4 SR3003 深鉢 IJltq~底
!胴上:A→LR-NT 胴上:E Il岡下~底:G 腕下の内面に煤状炭化物付

IJriiJ…ド:A 底:G 着

274-2 SR3003 j菜鉢 r-I 口BP 1I持:E→LR-T 1陣:E 口唇部平i包補修孔有り

274-3 SR3003 j菜鉢 lJ 
CJ:E 綱 J~_:五→LR-γ 腕:E 口唇部"j7.j:J3. 外屈に煤状炭

化物付着

274ω4 SR3003 I菜鉢 IJ同 A→LR-T A 外面に煤状炭化物付着

口小j皮状仁i縁 1I河i二:HP 胴上 ~r:!:J :εmiiJT~底 :G 外面に煤状炭化物付着

274-5 ヴ(i男 SR3005 j翠:外 仁J~-ri( IllriJr!l:LR-Y'NO 
IJ日下 A 底:G

274-6 SR3005 i菜鉢 仁J~II岡下
口:B→小突起 1I向上:しR- 1I同r:!1:ε IJI:司下 :G 内面に煤状炭化物付着

Y 胸中 ~II同!日LR-NO

274-7 135鉢
突状口丈E8SーワIl向{画上一:A立す→の刻山み万三目状帯

摩;咳 日辱部王子:]:J3.

SR3005 仁i

274-8 SR3005 1京鉢
仁J:F 胴上:A→LD-V !j同一色:A 口容部'lcjj} 径3mmJよ1.f I 

のみミ色粒含む

274-9 SR3005 i菜鉢 1開 LR-Y A 

274叩 10 SR3005 j菜鉢 lJliiJ LR-Y F 

274-11 SR3005 i茶室主 月間
LR-NO E 内面に径2mm以ドの砂粒

突出

274“12 SR3005 j菜鉢 IJ同
A-診しR-T十し1ミωY E 径2mm以 iーの白色捗投合 i 

む i
274-13 SR3005 深鉢 仁l 口e 胴上:E→LR-Y 上

274-14 SR3005 i来事ド IJI司 A→LR十R-Z-T? £ 外出に煤状炭化物付着

274-15 SR3005 台f寸鉢? 1I同 f~Jj)記
胴ド:/'.'1→台部との庇掲 腕 F~底:日

沈線合:L変i成

! 274-16 SR3005 
ミニチュア鉢]f~土

腕ド~底
胴ド~底:A 1I関下~底:A 在2mm以 Fの砂粒含む

器

U:G-Yー炉IPωY IWt上:Bや 白色針状物質含む 口縁者li

275叩 1 ヮ:I)ωi SR300o {京封i 口~底 N 伊LR-Y 1Jf:iJ f:E-YN miI]Y:F 
併しR町 y 1if.:A 底:ド I1A主主r{QZ己主日 J 、

275-2 SR3006 I菜鉢 IJ同
LR十R-Z?-Y B 叩 Y~F 赤色粒含む

276-i SR3007 i菜主主 1同~ま
腕肱桐鵬:子Gl k LGAR '出LR-車-'l諒i 胴 下A 

月間 L:F 日開ド-1.まG

IJilH:~IJI，iJr:G !ま: 外面:煤状炭化物付着
276-2 SR3007 i菜鉢 llliiJ-Hl， 

277-1 CZJ) -.3 i菜鉢 仁J-J主主
LJ 胴上 1→LIミ 日間一上 Rftil '1l1:G 

t外胴入部民而外二fヒ面物次付加と嗣着熱部を腕吾F内部け下面て守い1媒るSR3008 

277-2 SRJ008 j空会主 口
U:IP 柄上:札-Y'LR- I腕:印
y.料突タIJ

2i7 .3 深鉢 IJlf~ A--TLR-Y l' 外屈に煤状炭fヒ物付着

277ω4 SR3008 深鉢 IJiiiJ LR-Y ε 外面に煤~X炭fヒ物付着

277-5 SR3008 深鉢 lJIiq LR-トR-Z却す F 

277叩 6 SR3008 i京鉢 日同
LR十R-Z必 γ A 外世iに煉:1犬炭化物付着

入→LR叩 Y G 
内佳む2面m!にm蝶目状下炭町化白物色付砂着粒合 I 

277“7 Sfミ3008 深鉢 IWtl 

277♂ 8 SR3008 深i，~ lJIoj iiUit文 i奈j戚 iむ壬2m日1以 j干の白色{沙投合

277-9 SR3009 i菜主主 口-IJ日 口:B !lIuJ:A→し仔Y 腕:Dおと

SR3009 深鉢 lJIitl 表Ijみ包括・LR-Y→帯;1犬文 F 外屈に煤;1犬炭化物付着

277-11 SR3009 j架鉢 JI問 F→沈線文 F 

SR3009 i菜鉢 仁!
口:B J]向上:A→LR叩 Y 月間 L:E 口辱部平坦探2mm以下の!

{沙約合 i 

277-13 SR3009 J菜鉢 [] 口:B IJI~ 上:しR-N千Y F タト面に弘!こ;IK炭化物f'J若

277-14 SR3009 i菜鉢 1同 LR-Y G 

278-1 SR3009 i菜鉢 JJ開~底 胴:LR-Y 底:摩滅 胴上:G? !I同下イま:摩滅

一-4留一



i図版番号 写真昏号 遺構番号 器種 部位 外面特殻 内面特撮 その他の特徴備考 i 
りヰ SR3010 i菜主主 口蕊

口:B-'"ノj、vJ(.iK 腕上:GP 腕上:HP 眠中F 口唇部平士宮 外面に:煤状炭 i
胸中:Rし Y Jl荷下~底:G 柄下~底:G 化物付若

278-3 SR3010 i菜鉢 !IfrlJ LR-Y A 外屈に煤状炭化物付着

278叩4 SR3010 j菜鉢 1I向 腕上:E 1I河下:LR-Y? 摩滅

278づ SR3010 i菜鉢 腕下~底
胴下:G 底:網代痕 腕下~底:F?

279叩i @叩I SR3011 深鉢 仁]~底 腕口仁:B11LR胴“Y上:!jA問ー下や v底:J:裳滅
11向上:E 11!iil仁ド:F 口唇部平坦 !lr.~上外面に:楳
胴下~底:G 状炭化物付着

279-2 SR3011 深鉢 月間 RL-Y F 

279-3 SR3011 i菜室主? 口 口:B? !J向上:B IJ向上:G→HP D唇乎J:I! 口縁部肥!享

279-4 SR3011 土製耳飾 F IP 

279-5 SR3012 i采鉢 1I同
胴上:LR-Y 胴上:E !)岡下:A 胴上外面に媒状J炭化物付若
腕下:LR“NO Il荷下外部は一次加熱で変色

280ωi j主主主 i 仁l~成
t:J:B 胴上: P入組三 !l向上:GP !l問中:E 三主主はーY)単出位す}み 痕端ISR301ヰ 腕下-f長:G
嗣下 w底:摩滅

280-2 i菜室主 1同 5→刻み8'治→入組文 摩j成

280-3 SR3014 j菜鉢 口 口:E 踊上:LIミY 腕1:.:包 外面に煤状炭化物付着

280-ヰ SR3014 j翠鉢 IJ同
E一....LR-γ'NO F 内面に;煤状炭化物付着

2g0-S 、Iヰ=ミ圭bι Il間 A→ F 白色針:Jj;:物質合む

280-6 SR3014 深鉢 1開 P--LR-Y'τ F 

280-7 SR3014 fï~j，本 口 fコ !J問:RL-Y 胴上:E }]問中子 口唇部)Lみ 外出ーに1%状民
化物付着

280-8 ⑫匂3 SR3015 !J時~底
胴上:LR-Y'NO 胴 ~Jま:G 外面に煤状炭化物付着
柄下~底:摩滅

J菜鉢 仁! 胴日:上Bー:Aノ→j、波LR;!犬-Y 胴上:ε の口唇赤音色1¥粒.fL含みむ径2mm以下

280“10 SR3015 深主主 1同 j奈J成

280-11 SR301S i主主草 JJr~ LR“NO F 

280叩12 SR3015 探鉢 i刷… Z-NO I A 
内面に煤状炭化物付着

281-1 。 4 j菜鉢
l口B-N→凶 YlnAY→F…口唇部丸み

[l~底 !J向上 ~!J問中 :B-N→LR-
YS 腕下:E?-Y J.主:F?

ウ』口81ーウゐ i菜主主 !日向上
口町→績脱線、文? F 
→IP吟 Y !J向上:しR-Y

281-3 の 5 SR3020 深鉢 i仁ト!定

l 
面u唇に部~;丸K炭み化胴物村部義下腕ド~底:摩滅 制下~底:ζi

282-1 迂J!叩i Sfミ3020 Il~底
口:BP iJ同!二~中 日間J:.:三日間中:F 日昏部土i乙.tfl n!liJ部上ずーの外 i
Y→オオ}¥コ il同 F~底G 函物付と着ド半の I}.~ 面に:控状長fヒ!j 
n~J下:A Jま:G

282-2 TjijZ時→J:中S三P-i手角羽!1形向IJ*上者区粂:画刺イ本j突;七第線列i !jFj:F 
i 唇1~1\}Lみ詑2mmの白色

SR3020 口 鋲i

282-.3 SR3020 i j;計七 iユ
i小 i唇古fl'P:JF[
起 H向上:B→小貼宿列

282-4 SR3020 j架鉢 u I [J:B-~円前~丈突起 j胴上:仲 外面に:t某状炭化物付着
胴上刻みF:I帯状丈

282-5 SR3020 j京鉢 仁i 口:摩滅 IllriJ上E !寝苦!))Lみ

282-6 SR3020 主主? 5→j土組文→!!ti1l市 」丸一'

282-7 SR3020 ~;士!iI( 列点文状沈線→づ、自I11癌 討
抱 n以一合む1部み臼帯状文

282-8 SR3020 1-1::1111 顔 F A ;壬lmmの白色砂粒含む

282-9 ¥JJ!叩Z SR3059 ii記，円長一「E， 口 ~mi;J
口:B-Y→仁R-Y

胴口:上B:-8E-叩EY一Y千→PF IJ辱きf¥'f:Ul 1I唇部iliil煽の
胴上:B-N→LR-NO 疎らな判J}王状の主Ijみ日

283-1 ⑮ 3 j菜鉢 腕~底
柄上:c-S→LR匂Sーベ沢一Z- j胴j河上下 .EP 赤色粒{故最古む

SR3060 N) IJifij 下:摩i~i(.
底:網代?

283-2 ⑮ 4 SR3060 長鉢
i仁1・E-Y 口(BωY)→印 LJ縁部外反 口唇音1¥主仏

口~胴 胴:B-T→しR-NO 胴上:F(E-Y) 制山形突起状 1 
284-1 。叩5 SR3061 j菜鉢 /l[~~Jif 

iJ問中:B-T→LR-S fJ問中:A-TY→F(P)ーYN 白色針状物質含む
制下:A'F-Y 底:F(P) 腕下~底:F E 

284-2 (Ly-6 SR3067 j菜鉢 )if IJ月下:LR-NO? 底:摩滅 摩滅

SR3067 
LRゃ S !日(P)-y 色白物色針質状付物着質合む 内自黒

284-4 SR3076 深鉢 !)開~底 腕JKc上:G 
)J開f:A 腕~底:A 径3mmの砂粒含む i 

452 



!立Imi{fiニU "/ll!ィ双li!ぺJ j立Hlj.fJ¥'iJ' 日~ Hi 日1I {¥/: 外 lui !f.¥: m~ 内山 t!J' r.技 その他の特f投・1IiiiJ5'

28-i 5 SRJ 125 i主討i !!H 卜 ~I点
!宇法 !宇成 J Ili1ì~l; 1:の内 1mに土~WU)~化物

H~守任Jmmの{沙:N:合む

28-i-6 SRJ 125 i~~J本 IJH 
IIJjl刈IJ突ダIj E 

28-i-7 SRJ 125 }京 H~ IJIliJ 
。ー+しR-Y F 外的lに煤~KiJ<化物千u守

28-i-8 SRJ 125 ì~鉢 IIII;J 
LR-T F 1'1 色 ]I'~)~物自合む

284-9 SRJ 125 j京鉢 IJH 
F_，.L -T C 外出に煤;1)::炭化物1J~{i:

28-i-IO SRJ 125 iN本 IJH 
A→E Iコ I)~ 出に煤状炭化物H~守

284-11 SRJ 125 子?十h長鉢 IJI ，~ ド--fi lJ['iJ 卜ー~子i:IPfi京:G 1lf，;Jl'~ 台 :IP

2o4“ 12 。一i SRJ 1J7 j京鉢 lJI'iJ ~!;f 
IJI~J 1γlしY JJIr~ド~!段:1ず JJI，;J L:A lJIi~ I;~J立 :G

i成

284 I3 SRJ 137 j京鉢 11 
11:1→波状11桔 E rl将i'ill)しみ
m，q!-.:LR-Y 

284-14 SRJ 1J7 i~~J本 11 
I:I:IP JW~:A→LR-Y.NO G 外IIlI~こ tW;IKi以イヒ物H~~í

II:BP 胴上五→しR-Y )j同-ε タト 1m に煤;IJ~炭 fヒ物 í .J :1守

285時 i SR3IJ9 i菜鉢 u-IJH下 n!iijIIJ:Eー砂LR十R-Z-γ
lJ[，iJド:LR-T.NO

285-2 。担2 SR3141 i京}+~ [1-…E主
U:LR-Y 1)向上:LR-YT r-I:FP IJIliJ上:巳.F-NY 亦色村合む LI界主fIi丸み

胴ド-}丸形J戚 lJi，iJ-Y-Ii..'E・F 補修干しあり

せタ 3

!底!同i二:LR-T JlliijT:A IJliuト:E n開トョ-1立;:F 内外面に;昨11:炭化物付着j乙、、

285-3 SR.1142 深Jf IJI司-!L¥ -摩滅 筏2mm以下のF':Is砂粒 L'I
む

胴仁:A→LR-Y.NO lJ['lL:E lJIì~y-}立 G JJliiJi'f 

286ωi SR3145 j架鉢 lJliiJ-!bc¥ IJ[司ド;1;全滅 成:摩滅 径2mm以 i、のじ!色砂粒合
む-

286-2 SR3146 i主主主 [1 
仁I:IP IJI司:AートRし也Y IJ[fiJ上:G 1)利下:F 外面に土佐:1);:炭化物付着

1;1色主!っIk物質合む

286 3 SR3]46 i京鉢 ほ
1殴j成 G 

しI:BP丈IJ同一 1日..しR-Y→入 lJI~j J. -'1 lJ[，uT 波状口絃 口容吉1I干上fl !.ま

286-4 Q:li-4 SR3150 1菜鉢 しI-jぷ
組ffi;;1え 端部外に張り U¥す底部自

胴I:IJ:しR-Y 台状 1J[，~.I:外面と IJ陣ド内面

llI，jJT:F 底:A に煤状炭化物付着

287ψl ヴ通-5 SR3151 j菜鉢 [1-底
口-1JI，jJt.[':LR十R-Z-T i二I:E'十(P)ωN [J唇き[í'~U ま、ド土u

腕下~底:F 胴:B.F(P)ωN 底:F

287-2 SR3151 ì;j~;H、 1)日
RL-Y→;iiT:j)(:丈一IP F 外出に煤状炭化物付括

287“3 SR3151 i菜主主 IJ同
しIミ-Y?→;iiitk丈 ト

287-4 SR3151 i菜鉢 IJI;~ 
A~LR-NO E 外i屈に蝶:Ik法化物1J+r

せ多 6 SR3152 i菜鉢 L1 ---底
口:日三予I IJ向上:E-TY [J --lIliiJ LE  -Y u唇似しみ底部かすかに j
lJliiJ下~底:I孝弘i !JI;;jト・B-Y )J記:/全j成 輸出合状 i 

288-] SR3154 jf民主
11-ーlJIiij I]-IJ同中:LR+良ωz-Y U:E.F-Y IJI司王底F 赤色粒含む [二l拝き1¥突起1，J

!尽; IJ同ド:日(P)-Y Jl¥::F く? 仁i唇青[1ほほ平JJ3.

288-2 SR3154 J菜Jl 11 
刻み目入車:[1情状文 F 

288-3 SR3154 ii'.LlI 日十 Jl向上
羊I矧K文7 i全滅

Q:5i-J 
I-I:BP 

)J[成
1-.:1・五 lJI;iJrl':G JWU.:EP IIWI-l-IJ'f:G 111f'千百11'11.JFl 底IffS，'，主'jfi;IK

288-4 SR3173 i~~i本 11-)長 llIiil下:A IJ阿部!一、rーの外面と IJI桔ii下半・
の内面に煤状炭化物1;1活

289-1 SR3173 1宗主主 II~J 
LR-Y→入キ11三叉丈と ILJ FP 内外出によ色漆塗彩

文->IP

|二I:IP IJ向上:LR-Y 胴上 -lll:E lJI'iJ下~底 G 口容斉liT.JiJ. 補修孔あり

290-1 r]y-2 i~~i.~ II--}h¥ I][~中 :LR+R-Z-T IJ時下:A JJI制1;1二Tーの内閣に煤状炭化

Jf記G 物i，J若

290-2 (]j!-3 SR3177 i菜鉢 I]["J I、
LR+R-Z'RL-YS HP) 亦色粒{:.~む

。→4
[!~j!

組
JlITJI二刻み1=1丈・主Ijみ J_I-}氏 jjそi成 波状1.1絃底部輸出j令状

290-3 SRJl78 i;主主主 仁I-}. 日入 信・状丈
JlIiiJ下~底:)払成

291-1 お-5 SR3183 j京鉢 IH司、
-
}i( H向上:LR+R-Z-Y fJl

'
1:E 底・摩i~ fl阿部内耐に煤状炭{ヒ物付蒜

jl日ド~底:摩滅

291-2 SR3189 1;菜鉢 II-JlI，jJ 口:B.E-Y→LR-Y Il同 II:E-Y JJ対E-N I1幹部ほほ、F盟
:B.E-N→LR+R乞 -YS

II:LR-S.人組布状丈 ト 亦色粒台む 11紘古11外反

29]-3 SR3189 j架鉢 仁I~IJ何 f
刷
El

， LR-S7 ・L平J}f~行沈J主主主総文lli・
j粁にj 位の桔|

円形の111心に対rnJする孤

市
JpJfil 

291-4 SR3189 深鉢 !主
腕ド:A(指頭fj:~f.[ あり) JlIrlF:E-Y J.氏:E Jbc¥ ，1目立ち上がり剖iに粘上最[[

底:A.H(P) lh'iり1;)-11h'Z Jr:~:Jù 

第126表南調査区遺構出土土器類観察表側
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[:;(1版詐ザ '//1万〈五JIとlγ'J j出持者r~} r.if f長 部{立 i 外出 判 慨 !人j 凶j 特詩文 その他の科故・ lJiii ィ~.

m'ijrll:LR'Y JlI'ijrll:S-NT-ゅトーどトJ ゐ、色粒1.';む
2り1-5 ワβl SR32U7 ai+: jj [riJ ~1必 !i1主I'~ I、S-Y→F }jl氏IrijY:A・B-YN→F(P)γ

:五 :F 

II:A'O-Y→E-T LI:C-Y 亦色~;I!:-:i? む 11ff，;J;i)i!II'.凶illJl
292-1 ⑮ 2 SR3215 ?~~J本 r 1 ~-ILf 胴JJI'iJ上:O-Y→E'G-T lJI，ij I'.:C-Y-~E-T 桁 l'jJf~ II'ui¥，ISjしみ

r":s'G-T→ド jおG→ド lJI'ij 1、一:G“N li(:F 

j二]:RしY l i :(!二JH:EiiWiVN iii{)→ε'F-Y 1'1 0.針状物質{í~ む li(i"，II'li(rii 
292-2 ⑮ 3 SR3217 ?'*針、 L 1 ~-I氏 胴)JI~J 上:B-N→只しY !!1li1lt1j lf・8Yy→ド 庇 F

fi:lk 
卜:(B-T)→F-Y 山下

292-3 SR3221 i~~J1': 11 
しR-S B'E(P)吟 Y 11料品ほほ、|え.tll

292-4 SR3221 aJ本 LI 
[J :IP lJI'iJ LLR-T→三叉 llIiiJ J-.:IP 11料品S'V.JII. LI松前jJj巴!リ
;/)~i北線→IP

293-1 ⑮ 4 SR3228 j来鉢 lJIaJ 
E-YN E'F(P)ザ Y

293-2 ⑮ 5 SR3229 i菜鉢 1JI1iJ~1主 Jli怠同r!1:LR-T /11，;]1叶李i!il
f奈i成

!ji氏liiJlll~ iJI，iJT:H(PγN 
:F 

ヴfY-6 SR323 1 i?t~ 主主 IJI司
!lj1日liiJ_j二:l!rfj鼎 JJjriJI-jJ :It{i!il !JI'iJ --1必!わぬ !長，";1¥紛fJJiTL?状

293-3 ド:H(P)-Y 1氏:G'F

293山4 何ぃ l SR3241 治I~J本 仁]~JJI"J
U:LR-Y llI'iJ:LR-S U:HP-Y 1JI'1J上H-N 1 1 Hi'iIS、1;..tL[ 

llI"j下:1奈減

IP-Y II:IP-Y (J 色針 ~j~物江戸7む 11綜端
[1)]日界J旨j}jfU仁;JJi t!ilj外i!!lJに外1えするようにIj日

294-1 ワカ 2 SR3242 ii'[1ト持 [[ -Hf>iJ ". fJI'lF(P)-Y(アタリ ;IUあり) !手 LJ)再点目に山JI三二丈丈あ
る突起突起II¥Jに山形 i又
/、

胴f!iii司f上:丈F(P)胴→刻み日人部l !)jji河iJ.LA'F IJI司rjl:G叩YN
2942 ⑫ 3 SR3243 完封込 III司~成 状 rl':H-TN 開1;-:，久'F-Y h¥:F 

!司 iご-11¥:下

294-3 ⑮ 4 深針i h¥ 
IjjL岡t下:A-YートRL-TS )Jfrrf:B-N 底 8

SR3257 :B'F 

仁I:RLY 仁I~jj向上:ε(P)-Y [ 1思NIS)Lみ
ワ?匂5 SR3258 j京鉢 [卜-rtI m日uニ ~-m~中 Rし一γs 底lJIiiJ111 ~ llIiiJ -f:B'F-Y 

)J[iiJT:F-Y 成.度減 :B 

表面:F-+I主主:JA 亦色詰彩 主出:F→j主主ji→亦色i'f/I.彩 f(::11l11l1]III設の砂粒多守ーEに0)つ楠7 
294ヌ ヌR32男氏 トー製耳飾 む 輪状た11J分主と!

状ì}il~分とを {:iして七

295-1 ⑮ l SR3263 主主主 IJ同 ~I[I
jJ~Jr任B-T→Fー....LR-T !j!1向 εNY 組~:!1.合も 時点州
)JIiiJT~h'f:.:~ij成 1;1J rご ~J'þ'U1j!:i)f~

[]:B )胴上:G )]jITJ下:G )]向上:G IJ同下 EJt(:G 内1-.'['-.0)外出とr!
295-2 ⑮ 2 SR3273 深鉢 I~一且t

底:G の 出に煤:1夫氏化物1'Jお
任3mm以ドの赤色付:合む

深長七
口:B 胴上:E C→E [JII~:;'i 11 、 1'>:III 

295ω3 SR3273 1-1 

;菜鉢 fJliij 
AーシLR-NO E 

SR3273 

295-5 SR3275 [1--)]日
LI:B? jj同:GP jj同I":E J_J日部干J日 外出煤:IJよ炭化 i

物十JW

295-6 深鉢 L1~!I同卜
口:B IJI~:A→RL-Y )]問ト:E IJ同1'-:ド i三i野部'P:JH 内外出に士~W、

炭化物1，J若

IJ同Ill:LR-Y iJ同~底:I.ti成
部赤亦色也l粒抗げh告吉KlむむIVaPI411F昨71千4カ百薄日は手は応可ド

296-1 ⑬ 3 SR3276 iA~鉢 )li'トーi立
JJトj下町Pl /it;;:F 

ぜry-4 i宗主主 [1 -)j同 l'
[/:LR-Y1 口~胴上:A'E-Y

296-2 SR3288 )Ji~ 1-.上長十R-Z-S

29fd SR32t¥8 j荒i1>: U-IJliIj 
Il:E IJ同:F一幹しR-T )][~J J二:HP )J[~J I":E 11辱音 外出に煤;j)~iJ~

{じ1均トj

296-4 Q_8i -5 SR3288 1架鉢 [.1 -JJIi~ 
口 ~IJ同 :B-Nー砕しR十 R-Z- 仁I:E'F(P)ωY !二!唇部ほほ'VlL!
N )j同1::.ド(Pl一YT

296叩5 SR3288 i主主主 )j岡下~底
mi~ 下 LR-T→G )ま:G /JInJ下、底:G 内面に煤状炭化物付請

297叩! ⑮ 6 SR32R8 i翠鉢 IJI，~ ~底
)JI，;J中;しiミートR←之(結/!f."自Ii2条) fJi'ijlll-江主と F-NY 亦色j'.)'合む JJ.¥i¥[I'liifii，'::;fi:I)( 
S )J開ド:F 1.立:/!f."i，ぬ 上げ底

297叩2 SR3288 鉢 LJ-I~ 
口~高 IP 仁/~Jl\ :IP l二i拝部、!とがi

i京鉢
II:B IJI日u二:LR-Y )J向上:E IJ降下 EP 1/辱部平:lfl.

297-3 SR3288 仁1-)胴ド fJiiiJY:LR+R-Z-Y 

297-4 ゆ l SRJ290 j架鉢 !JI~九 JfJ: IJ同 I11:~(Bjt-fN:js)→r;.~tしR-NO !!j11同司rjl:A-N→HP-T ぷF色*¥1:台む
)JI司ド 同!、 ~/KJ全滅

297-5 ⑮ 2 SR3292 j菜鉢
1-/・)j[iiJ- 仁/:RLR-Y fJ同rIJ:RLRやす [i:F fJ同111-).底:F 仁ii科止部かすかに丸み ほt'ili
底 )JIliJト:B'F(P)-Y 底:F '1翁いお台状

i軍吉本 fJ[1ij 
LR' RL?-T-.)11Ij癌一寸iリ突 F 

297-6 SR3292 ダリ2条

南調査区遺構出土土器類観察表(39)
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I I立i版番号 写点番号 遺構番号 r，1f種 部位| 外出一特融 内面特{鼓 その{訟の特能・協考

B-Y→LR'RL-T B'f(P)-Y 諸口隷端口部唇外部平預Ij3担{盟1組?の貼 i 
Sfミ3292 i主主宇 口

LR-Y 口~胴上:F'E-Y 白色針状物笠き11含む 口抑唇奇1¥

298時 i ⑮ 3 SN122 j菜鉢 仁J~ lJlnnご
丸み訂惇の一部に圧

状接の刻み 底欠損部は基本的に
合部から

298-2 SN292 i京鉢 II同 rlll線的条痕丈 F f壬lmmの赤色粒含む

298-3 SN346 i京鉢 [J 口:B IJ同:A→砂しR-Y IJI'TI:おP 口唇部王子想

298-4 SN346 i菜鉢 口 仁川~j滅腕jンLR-Y lJ~j:FP 口唇部丸み?

298-5 SN346 i菜鉢 IJI司 し;ミーY F 

298司 6 SN346 j架鉢 IJ同~}1.\ IJ~J:LR-Y 底:F 腕:F 成:G 底部高台状

H-Y→逆D字率Ij突列 F 口容部内相 やや外flllJに張

298-7 SN499 j菜鉢 [1 り出した口縁端部に逆D字
料突71J

298-8 SN499 i菜鉢 i二!
口:F-Y→逆D字科突列 B'Y中 F 口患部jしみ

IJ同:LR-NO?

298-9 SN499 i35鉢 主IJみ日帯お:丈 FWl 

298叩 10 SN499 j架鉢 仁! 友iJみ白骨7状文→IP-Y 子

298-11 SN499 7菜鉢 CI LR-Y 日答者1I平l旦

298-]2 SNヰヲ9 j菜鉢; 口 uミ守NOT G'P-Y 

298 13 SN49ヲ ごiノ'厄ド }-~ ト IJI司 RL-NOつ F 

298-14 SN3185 深鉢 u lLRmy F(P) 口唇音Iliまぽi!，.JE!

I 298が 15 SN3185 深鉢 11 ~JJ間 口上R-Y HFij:LR-S A-Y→F 仁!唇fillJしみ

SQl52 i業主主 LI 
口:F Ji向上:A→LR-Y I m~:A 化口物拝付部議jしみ 外泊J に:煤~k炭

I 2特 17 SQ152 a鉢 !l間

298-18 SQ450 i菜鉢 IJ開 LR-T 巴-Y

298平 19 SQ564 i菜鉢 日~1l日 口:B IJ向上:HP IJ岡下 :E IW~J二 :C ゃε m司下:E 口患部三ICe担

298ω20 S0564 深鉢 月間 I-I-Þ~iU突列 A 

突突腕起起仁外::R2個L泊の:Y逆刻γみtの刻み
H 

SQ564 1.:師'l.''';;三主r・t、 突起

1 298-22 5Q564 i宗主主 c! 
発起!こ:横{立の刻み F 
口 ~íll~ ， l'.:刻み日帝状文

298-23 5Q564 |深鉢 fl!iIj 刻み目若干入組文 iF 

298“24 SQ564 i決鉢 LJ 口:B IJドij:Fー砕しR-Y E !日ig.部if:i:ll

1 298舟 25 SQ5かi i宗主主 1問 G→LR-Y A 

298ゃ 26 SQ564 n:1二i土器 i!長 ii持r;-:Ip 点:G m母子ー iJ5; !ま吉r;高台状

298 5Q564 ミニfュア土器 l'ごd、l HP 

298-28 5Q3181 |深鉢 !こ! す日 iヨ;号1;tN:丈 F(P) 

298-29 SQJ181 刻み日帯状文 摩ip.l

S01181 i万オロ毛ょ主うケゐA 口 刻み日入組子i;:.i犬文

298-31 SQ3181 i来'"そ上井い上 結i'!iJi土線丈・RL-Y i奈j成

SQ3181 i*鉢 lu 腕 !仁i間!::GLR予 Y-f-f ロ[Li持唇端部口部唇頂阿部吉町端に〉す刻に枯かみ十あには丸るみみ小踊H1 

I LJ~I悶
RL-トL-S?τ !衰滅

299ザ i i事鉢

fに1え管み部~)Lみ
299-2 5Q3181 、i~三~)ヘtト1 u I E-Y F(P) 

1/王将?
肩表面方形状区南 l:i~に二 中実 上腕骨三iWjí::)~色物笠

299 3 SQ:l181 I-.f出
メヲ I1cU)可!IT:!J ・主主すーっ 子

299-4 SQJI84 j宗主主 1同 LR“τ F 

299-5 5Q3184 ;荒鉢 fb¥. 
底11持t!J:LR-NO J!降下:F F 底部15F底

:摩滅

5Q3205 鉢つ ME41 L、 F F 

299ω7 5Q3291 深J!t~ 口
日:IP胴上:UしY 月間:EP 1， 1辱部ヂ土u
胸中:A-"'LR-NO

! 299-8 SQ3291 j業主主 仁i 仁I:BP H討しR-Y 腕:記 口辱苦11平m
SQ32守i i菜鉢 仁i 口:B H開:LF..-I'.S A→己 口容斉1¥)しみ

299-10 5KPOl i宗主主 帝口状:B文!→j向上i:j 
砂入品江 F 赤色粒合む

299-11 5KPO! I業鉢 しi 口組腕:B→LR-Y EP I~-I 唇部-'V tJi

i 299-12 I SKPOl 深鉢 I mnJ 

299-13 SKPOl j業封; 1開 外国 l 煤;伏良化物付着

1 299-14 I SKPOI 深鉢 )JIiU 

SKPOl i?菜主主 IJIflJ 

i299…16 SKPOl i宗主主 1関 A→LR-NO E三

n
l
F
U
 --

A
せ



i芸j版番号 写兵番号 遺構番号 器種 吉[1 位 外面特鍛 内部特鍛 その地の特概・備考

i 299-17 i SKPOl 1菜鉢 ui司 LR骨子ms E 外部に煤状炭fヒ物付着

299也 18 SKPOi j菜室主 口~腕
[]:摩滅 11問-しR十R-Z-Y 腕ヒ:E H荷下:F 含口辱む音[1丸み 巳Jf己主 I'~犬物質

299-19 SKP02 深鉢 口
口:B 胴:UしY→入組帯 k‘ 赤色粒含む
状文

299-20 SKP02 j菜鉢 口 [J:I 腕:LR占 Y 腕:子 口唇部丸み

299-21 SKP02 深鉢 )J向 LR“NO F 内面に煤状炭化物付着

299ω22 SKP02 探鉢 JJ同 RL-Y F 外面に煤状炭化物付若

299ω23 SKP02 j架鉢 1向 RL-NJ 内外面に煤状炭化物付着

299-24 SKP05 j菜鉢 1同 LR-Y F 

299-25 SKP05 i支鉢 月r~-底 )J持-Jま:LR-Y?→入組文? H 

口:IP IJ問:LRゅ Y E 口唇部丸み 内面に煤状炭
299-26 SKP07 深鉢 日 化物付着 白色針~犬物質含

む

299“27 SKP07 深鉢 仁! 口:IP 11開:LR時 Y iJlIil:GP 口唇音[1平坦

I 29日 8 SKP07 1i12鉢 口 仁1:ち )j同:入→uしY 腕:豆 口唇吉[1平均

SKP07 j翠鉢 月間 LR-Y E 外国に煤状炭化物付着

299-30 SKP07 深鉢

嗣LJ吋

r1:B 胴上R+R叩Z也 Y 腕:G→F i口怪奇!¥)しみ
299う i SKP07 j菜鉢 底鯛: ドi二

腕 F:F Ii持-J哀:ε

SKP07 ~~~[ 口
!こ1:1 頚:L-Y 腕 i二:F 頚:E n向上:F 口腕似径2mmJ;)， T、 i

の赤色粒含む

300-1 SKP31 i宗主主 i; LR-Y C 

300-2 深鉢 LR-T F 

300-3 SKP33 5本 日開
LR-Y?→上下2段のC字文 F 外言語に赤色建彩

SKP54 1~~鉢 1同 E-LR-T 

300-5 SKP54 深鉢 Il同 巳→LR-Yワ 五

300-6 SKP65 I i架鉢 L十r-Z吟N 摩j威

300ャ 7 SKP69 y;芸鉢 LR-Y F(P) i'I色針状物質含む

300-8 SKPo9 j主i二I_Uif i口 五IJみ日文→IP FP 
丸み

300“9 SKP73 j菜鉢 Il同
LR-Y E 経2mm以ドの白色砂粒を

含む

SKP73 j栄鉢 1同
入→廷し-y

外径3面mにm;以ti::1下K炭の{化iP物粒付含着む

SKP77 i菜鉢 1同 LR-Y 

300-12 SKP7i i翠鉢 1 m~ 入ー診し良一NO J:， 

300-13 SKP77 i?~封i Il同 LR-NO E 白色針状物質含む

300-14 SKP78 i菜鉢 日荷 LR-T 摩滅

300-15 SKP78 i主主主 )j間 内面に煤j，犬炭fヒ物f，j-若

30{)-16 SKP79 一i示'!Y"':よ~* 口 A→RL 

1 300-17 SKP96 {水鉢 m司 [ LR-NO IE 

I 3∞-18 I SKP126 深鉢 m~ !単車h籍条体第:顎Tーす j学減

SKP126 |口~胴
胴腕上・羊歯状丈 IP IAJ 屈に煤~犬炭化物付着

トー:LR-Y

)';ま鉢 m司 A→LR-Y I訟法 {ま2nlIn以 I'(T)砂殺含む.300-20 SKPl40 

300-21 SKP140 裂さ.t， fll司 LR-NO・y F 白色針状物質~む

300-22 SKP140 I主主宇 IJI司 LR-T? ?壬2mffi以下の赤色粒合む

I SKP141 i京鉢 仁!
口:B m"j仁三ド行i;仁親 C 口唇音1)丸み
腕下:LR-Y

300“24 SKP141 i宗主本 [] 口:B IJ向上:しEしY ε [1唇部丸み

300-25 SKPl41 深鉢 底 i腕 1ご:A 底:巳 納下~底:E

SKP141 2本 仁! l仁I:B lJliiJ_旧日尤 F LJ1長官日平lli
ーザ

I 300-2i SKP157 (京主主 Jli&J il同ヒ:LR-N日組文? IF 

制ii F 小L控R状NJミ』闘N」J→子逆行C沈字 と !付出に煤~7t炭化物付蒜
口九腕

状文恥IP

3C{)-29 [ SKP162 ! ?)主主主 JJ問 LR-Y 五

SKP166 iッ;ドuピ/，.'.!-ト !J同 ! LR-T F 白色針:j犬物質合む

口:L-Y Jj同:L-Tーや連51L¥ F!コ 日唇音[i丸み納部外面のj主
内吟4 SKP176 哀主主 口-IJ同 :j犬j主主主''_τ ~Jl\州

能性?

300 32 SKP184 深鉢 iコ 入組三叉文7→IP !豪減

300-33 I SKP184 !深鉢 LR-Y P'EP-Y 1.1¥岳部かすかに丸み

300-34 I SKP184 i i翠鉢 !!再 I L-Y F 白色針:1犬物質含む

向、U



iヌIJ:官許ひ "/1¥許;j-

300.35 

300.36 

3α).37 

1αH8 

300.39 

301 1 

ヌ01“2

301.3 

301ャ斗

月01匂 5

301.6 

301.7 

301.8 

301.9 

301 10 

301 11 

301 12 

301.13 

301.14 

301 15 

301 16 

301.17 

301-18 

301.19 

301“20 

301.21 

301.22 

301.23 

I 301.24 

301.25 

301.2凸

301.27 

301.28 

I 301.29 

301.30 

301.31 

301.32 Cl'J)-S 

301.33 

301.34 

301.35 

301ザ 36

301"37 

301"38 

302"1 

302叩 2

302"3 

302"4 

302-5 

302，6 

302-7 

302"8 

302-9 

302戸 10

j立俳誌;j- 出航 ;¥'11 1¥i: 外面特徴 IAJ 面特徴

SKP184 ii:1 U~ {，i;:? 1I (平jJli行Jキ沈丈線?)i→Hjにi長い刻みLI B-Y→F 
FP'IP 

i二1:'hW位!ifWCA-Fぶ丈ヤ?沈→線FP2 ド

SKPI85 1京鉢 II-jjH IJ!!iJ江i 条→
LR.Y 

SKP185 i京鉢 If丈 !奈iぬ ド(ケノq犬fむを2あり)

SKP214 i;tj本 IJ!'~ しR.Y'し沢信T E 

SKP214 i主鉢 IJ!I~ RL.Y? 1筆iliY.

SKP22 1 iM本 U-IJ!!iJ 
[I:F→実IjみIcl丈 B'F.Y 
lJ!'iJ:RL.Y 

SKP221 i:{~i本 11 主IjみIJ丈 !奈J成

SKP22 1 i~~鉢 [1 主Ijみ11'a~;状丈 国そ減

SKP22 1 I京鉢 fJ LR-Y F 

SKP22 1 j京鉢 1I RL'LR.Y F 

SKP221 i~ミ鉢 JIIiiJトe !女減 B.NY 

SKP229 j主鉢 11-lJfriJ 
11・B 1!I'iJ L:G)lW~丈、F行 F 
沈純一+I IJHt!J:LR.Y 

SKP229 j架鉢 lIIiij しRωY→信;状文→H F 

SKP229 j主主主 jj同 F→LR.Y ε 

SKP229 涼H; jj同 RL-Y F 

SKP229 i菜鉢 m~T-底 lJliiJ下:G 底:E IJ持ト¥イま-ε

SKP230 深鉢 IJ日 LR“Y F 

SKP230 j菜室本 IJ!~J LR.Y !全滅

SKP244 j京鉢 HlaJ B-T→LR.T F 

SKP258 i~~}本 [1 LR-NO F 

SKP260 i架鉢 IJI~J 刻み目千百入車[l文→I ε 

SKP275 i~ミ鉢 IJ同 LR-Y F 

SKP282 j菜鉢 i斗 A→H'IP-Y F 

SKP282 4ユ一:tず-ワ・ IJfn] RL叩 S'入キ11文?→IP F(P) 

SKP285 j;刻字 胴
LR“ Y F 

SKP285 i菜鉢 1J!11J RL-Y FP 

SKP289 i菜鉢 !こl
LR-Y ド(P)

SKP289 涼鉢 LR-S B'F-Y 

SKP289 i~ミ il， IJI~J FーやRL.T FCP) 

SKP289 j主口 i二器 1I同 JlliiJ上:EP IJ対ド:F(P) A 

SKP293 i渠l{' )1同 RL+R-Z-Y E 

SKP32 1 i架鉢 llIiiJ しR.Y IV:減

SKP331 i架鉢 IJI司 しR戸 Y A 

SKP33 1 i菜鉢 IJI司 I.R.Y I二

SKP33 1 j菜鉢 !lI~ しR.NO F 

SKP33 1 1!I!iJ LR-NJ E 

日:小波状 !腕!二:羊 l\fil~X IP 
SKP3S 1 台小j鉢 LJ -lJ!liJlご 文)JlI1J中:LR-Y !lIn]F:2 

条のj尤*Jit

SKP412 i采主主 仁i 口!奈i成 )J~J:LR.Y E 

SKP424 j菜封、 )1向 LR-Y ε 

SKP424 i菜鉢 IJ~J LR-Y F 

SKP458 j架鉢 U? 
'rt;=状丈?→1!t1i:AW3→fl占栴上 !奈滅

円形*IJ突

SKP464 j束鉢 LJ 口:B III司上:LR引 Y 胴 i二:EP

SKP464 j京鉢 日同 LR-NO F 

SKP528 l菜主主 IJI~ LR-T F 

SKP528 深鉢 IlIliJ LR-S E 

SKP528 鉢 /]同ド ~J氏 )J同J二.しR"Y IJ同ド:E )J¥:F 胴-).布:G

口結端部沿い陸続l条i・を経 ド(P)

SKP560 {架鉢 L 1 線辛口条→F(P)-Y→
組上刻み

SKP566 i架鉢 u LR-NO F 

SKP566 深}T: 11 LR-NO B'F司 γ

SKP566 深鉢 1][<1j LR-S F 

SKP566 i菜鉢 jj問 B'F-N G'F"Y 

SKP571 'i~立 LJ-IlI'U: 口11阿部境界人組三叉丈? i;!'i沌

SKP578 i例本二d列bAL- 111司 実IJみFllli入組文?-.IP HP 

第130表南調査区遺構出土土器類観察表ω

一，11.1一一"T.L-玄

その他的特i~'i・世話考

11科部はほ'I1.j:1[ Ij、究-起

外出に煤状炭化物1，j請

刻['Ifu主 I.~)\物質合む 仁H岳部
み日

I-J昏立1¥者PfjjKの真IJみ

11唇部丸み

11幹部;[LJ:II. r~1紘端部!J巴l与

白色針状物質合む

j皮状r1結

外出に燥~k炭化物付着

外面に煤状炭化物付ぷ:

外国に煤:11:炭化物付着 百

[1唇託11かすかにメしみ

内面に仏W¥炭化物付着

口容部丸み

外的iに煤状炭化物付着
I~J 色針状物質合む

外出に煤;IK炭化物i，J;若

日辱部かすかに1しみ [J結
端部内iWJ(こ粘土はみ1'1¥し

LI唇部)Lみ

自色針状物質機長含む

外部に煤~X民イヒ物付着

内外面に煤~K炭化物1-J 詩

日唇吉11丸み

円色針状物質合む

[1辱古11丸み

外闘に煤;1::1¥炭化物付着

白色針状物質合む

j点在日高台状

;出lkLI結 n 唇部干上日
口縁部内湾し口胸部境界で

屈rtll II群

11層部丸み

日界汚IIJLみ

日)]阿部lf{)]巴J54



図版番号 写真番号 遺構番号 古品 種 音[; f立 外面特徴 内部特徴 その他の!待機・備考

302-11 SKP581 j来事七 口~腕
日-Jl[iiJ:UミーY 口:E-Y→F(P)ーY 口唇fff;丸み

胴:E-T→F-Y

302-12 SKP581 深鉢 仁i
F→'LR叩 S G-Y 赤色粒含む 口唇音[;ほほ平

tEI 

302-13 SKP584 i菜鉢 日r~ LR-Y B-Y→F(P) 

302-14 SKP584 ~ 口 刻み目文 F(P) 仁i唇部B突起

302“ 15 SKP585 深鉢 日持 8叩 T→LR-T E(P)-Y 赤色粒含む

302-16 SKP601 深鉢 月間 LR守 Y A 

302-17 SKP605 深鉢 IU，~ LR-NJ A 

302-18 SKP609A 深鉢 口
刺突帯状文 G-Y? [J~岳部頂部に刻みある J自

状突起付く

302-19 SKP609A 深鉢 仁i
LR十R叩 Z-YS ド(P) 口縁部かすかに外反 仁i辱

吉r;丸み

302-20 SKP611 深鉢 底 腕:縄文?'A-S 底:F 腕:F 底:G'F

302-21 SKP613 深鉢 日開 H“Y→刺突列 F(ケパ状ffi裂あり)

302-22 SKP616B tbオEミ;H為- j二i しR?-S'入組fîT~犬丈→IP FP 

302-23 SKP621 j菜鉢 u 実IJみ[1帯状丈 摩滅 u唇部方形の小突起付く

302-24 SKP62 1 i束鉢 JJr~ J!占摘 -..~uみ臼~制犬文 i孝j成

! 302時 25 SKP62 1 ff鉢 口
LR-YS→干I¥'i犬文→FP j表滅 1 形LJ突1兵起部付頂部くに刻み日ある LLtI 

302-26 SKP626 i業主主 /JIiiJ E"-炉RL-Y E三

外肥jl面唇岸剖部撃に煤かに状すよかLりi占化こj揖秒L端fみ寸部持外担gi i l LRωY F 
302-27 SKP637 j宗主主 仁i

302-28 SKP637 j菜鉢 日間 LlミωY F 

302 -29 SKP637 深it>: JJ[司 LR-T HP-Y I~ 色H;jJ\物質合む

302-30 SKP637 深鉢 m司 RL-Y A-Y 伊F

302-31 SKP637 探鉢 JJ同 RL-S FP 

302-32 SKP637 深鉢 m~ RL-NO F 

302-33 SKP637 探鉢 JJ間 F→L-T E-Y→FP-Y 亦f目立合む

302-34 SKP637 深鉢 )if 摩滅 (G-Yl→F 

SKP637 ~ [] 人組ニ又丈 摩j成 かU唇に!師肥厚、F担 u椋端部かヂ I 
302-36 SKP648 深鉢 突起 山形ニ三叉文 摩i域 出jF;突起

302“37 SKP649 j栄鉢 1同 刻沈線み日文7・LR-S'連弧状 F(P) 

I 302-38 SKP650 i菜室本 仁i 刻み目帯状丈 F 

302“ 39 SKP650 j業主主 iユ RL-Y→信~犬文 F 

302-40 SKP655 鉢 u 王子行沈掠? 摩i成 口唇部丸み 口容部刻み目

302伊 41 SK2662 j翠鉢 口
I上ノj、円笥状突起・刻み F 
[]縁ド:LR-τ?

I 302-42 SKP665 主J、fELe flJ'iJ RL-NJ IP 

I 302心 SKP670 註[1土器 111 i品巻状?沈線)(→fP? !祭{)乳 1"色針;1丈物質合む

303-1 SKP674 j架鉢 口 刻み 1;J帯;l)~文→J!I~I留 !奈滅

SKP674 i菜鉢 口 刻み目帝~.犬文 F(P) 

303-3 SKP674 深鉢 口 G'E-Y G-Y 口容部J.しみ

303-4 SKP675 U~}~ 口
LR-Y F l赤の実色IJ粒み含日む r I尉!肌状i

303-5 SKP6i5 j菜鉢 iコ II:LR?-Y 仁I}l芸部jしみ
Jl向:LR十R-Z?ゐす

303-6 SKP678 i菜鉢 仁i ε-Y ε-Y uls.部jしみ

303ャ7 SKP721 j菜室宇 口 LR-Y'刺突入組市状文 摩i域

303-8 SKP72 1 探鉢 仁i LR-Y F 口唇託1I丸み

303ゃ 9 SKP721 j菜鉢 JJ同 LR-S F(P) 

303-10 SKP730 j京鉢 口
山形ニ叉丈・帯状文 F 口容音ri頂端に刻みある山形

突起1"く
303-11 SKP730 i~~本 口 uしY F 口唇奇(1)しよみ

303-12 SKP730 j菜鉢 lJInJ B-T→"LR-Y 摩i成

303-13 SKPi30 i;零if 底 本葉EE痕? F 

SKP730 喜本 口~胴!こ !|i向I:}上J:C丘守三二文叉文 JM:i!iJ( 口縁部外jぇ

303“ 15 SKP743 i菜室主 IJI司 LRωNO B-Y'F 

303-16 SKP743 i菜鉢 HI司 LR-S F 白色針状物質含む

303-17 SKPi54 J菜鉢 !J同 F→LR-Y F 

303-18 SKP754 i;記事宇 IJ同 LR-Y F(P) 

I 303-19 SKP754 j菜鉢 JJr，~ LR+沢一Z?一Y F 

303-20 SKP772 j京喜本 JJ問 LR-S FP 

SKP772 深鉢 日開 RL-T gti威

高調査医遺構出土土器類観察表ω
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|文1I:1i罫Ue 'Ij イ~'イHY" い'J j立Hltif，"~J- 日~ H j"i!) 村一 外出 ~-}i fJ土 i人j 凶j q--¥， fJi その他の特散・備与‘

(iìニ 11端部沈*l~_l 条 )-'IP ii:I.IJ;MMI:s・F<P) itl iJιiiíFiJ!I]!]! 央が突担~K
303ヲ 22 SKP799 nT11 ・(，，~ ii:ll ドツ?W¥ )，1とjail:b{112lIJ下llluj(::.}，1，!色

』 }L〈11!!i 」 dj12

物 H~li: 盟

30J -23 SKP3029 i:'t'Uf Ill'iJ しR-Y F 

303-24 SKP3031 i京鉢 11 RしY→主IJみII，m;lJ(丈 ド

303マ 25 SKP3031 i~~j本 11 LR -y_，，':;;:;1た丈→HP F(P) 亦色料;合む

303 -26 SKP3031 j京封、 11 し沢一Y F-炉(HP-Y) II'tJ部、Ji-JII_

303-27 SKP30J 1 j京鉢 11 しR-T A-Y-→ドP 11 !ffN!;Jしみ

303 -28 SKP3031 iN本 11 B-Yー併しR-NO A-炉 FP LI杯出:かすかlニjしみ

303 -29 SKP30Jl i{~H、 li長 IJIriJ卜A-Y I，'(:A'B IIIIÍ]I'-~I点 F 亦色*立 f~T む

J03-30 SKPJ031 j京鉢 li(. !崇j成 F 

303-31 SKP3031 il:L IJ: (，~ 
本、v沈紘 !学成 作品1¥山JI::.:_;え丈施した山

!巴突起{すく?

ヌ0ヌ32 SKP3031 iHI 十 ('~f 1l/riJ 人中IL え丈') 1筆 i4~

303-33 SKP3031 iìTI L(.~ IJlr~ iU 1--lj[l1:日(P)-Y IIFij:E-Y 

I上BP→小突起 LI怯ド 巳 外出にtY~;1犬炭化物i;J訴
303-34 SKP30..J.O i架鉢 11--}JIuJj 五IjJf-1IylJ )部

主Ijみ LI;!Fi人文

303 35 SKPJ080 i:1~Îト LJ -)JIrijL I-I:B lIIiiJ:LR-Y F 

303-36 SKP3143A i主鉢 1I RL?-YT一寸7;伏文→IP (B T)-'F(P) 

303-37 SKpJI43i~. よlヘl F F 

303-38 SKP3143A i支鉢 ll-Ji(. 
取減 i埜i成 突起ty(の波状1I結成j'ilitl:¥:I 

台状

3041 SKPJI4JB ~)，二戸主h下t !てl F_，.実Ijみ日人手Il':;;:;lk文 F 

304-2 SKP314JB i153本 j_J 
しI丈一Y B-Y→F(P) 赤色:仕合む L H民日liJJlt¥:liに

刻みElあるノj、台Jr::.突起1.J守く

304-3 SKP3143B i定鉢 [1 しR十R-Z-T B-y-.f(P) 

30斗一斗 SI-く1'3153 i宗主本 11 
丈

山11::'-::又丈''[[) E-Y 脚表仏日ある有形交:起 ! 
304-5 SIくP31ラ] i架鉢 IlliiJ 胴上:RL-S'人キII'm:状文 )j向上 ~I腕仁]l:F(P)-Yγ 白色HiJ物質拍車はむ i

一千 Il日ij-J:RL-S

304-6 SKP3153 i京鉢 1I i二1:しR-Y H[，'LL:LR-Nl F IJr.g訪日メしみ 補修孔あり

304-7 SKP3153 深鉢 仁!
LR-Y G'E-Y 1I縁端部Illfj1WJ:h1iJこはみ出し

!こjlf手古[I).Lみ

304-8 SKP3JS3 i菜鉢 u LR-NO I~ぞ J戚 !こ!唇1m丸み補修Jしあり

304-9 SKP3175 I菜i本 1同 LR-Y ε 

304-10 SKP3175 i;t~H~ Ij~J RL-Y G 

304-11 SKP3176 i菜鉢 u 
'-1 :小?皮~k
胴上:LR-Y?→H

SKP317fi u II:I~ぞ J戚IlIríJ:LR-Y ε !二!容hri丸み

SKP3176 j架鉢 IJf<tl…ト IP HP 

304司 14 SKP3179 i架鉢 1] 
LR-Y E-NY あu存る小自riJ山前jiZ|;突に2起個付のく刻みEl

304-15 SKP3179 i*H、 u LR-N(O) B-Y-F 1-1界百1¥丸み

304-16 SKP321日 ~~~~-t、 1] 主Ijみ日帯状:丈 Iコ 口縁部外反か

304-17 I SKP3218 Ù~鉢 lJliiJ 
しR-S→'f三行沈n:)jJ_.人組)( A→F 11松市;外[えか
つ

304 18 SIく1'3218 ~Æ~主主 LI F(P)→シRLωNJ A-YーシHP) 仁lJR:庁liLHま平J[J

304-19 SKP32i8 i*;fT; 11 B-A-Y 炉LR十R-Z-Y B'F-Y 11唇主fUしみ

上1入]:Hド組境P丈叩界Y→平Hlj行阿P沈仁:4iミ:J}tしH叩iiY五一IJみ炉
[J :FP lJI'iJ:F(P) i:-] 綜在日強く外J)し !JI'~ 部I:.í主: I 

処91-1 
椀五形五に5ljHiiiき{立、 …jご三I~ は樽 jl~

304-20 SX551 i架鉢 u・IJlfiJ 口 音ri 波;!k[]紘
lJ~jJF:RL- Y'I、→ ;Y1? ì尤総 口縁端部内外面肥厚
-+FP 口結端部外1111J実IJみ

304-2J SX551 ì~:H、 !Ji.iJ A刊→(H'B-T) F 

305-1 SX582 i伺来W 日'8k I'I-III"J 
口 F→刺突-:17:1犬丈 (s-Yiー砂子 IJLf:子 rif;~I:CJj[ 

JJ日(B-Y)→LR勾 Y

305-2 SX582 j菜}t( 1-1 RL'Y'tlr1j痛少帯状丈 F 

305-3 SX582 j架鉢 1.1 -_ III'iJ 1 I:LR -y llIiij:LR-N B--'F Illfj:muしみ

305ャ4 SX582 i荒;if I~ 1 
LR-Y F u紘端部内fWJ粘[はみLUし

LJ唇部九み

305 5 SX582 j菜鉢 11 
E-N-eLR-Y G'E(P)一γ 赤111色粒台む 1-:-1幹部ほほ干 i

305-6 SX582 j架鉢 しR-Y A→子(P) IJ唇i'iIS/j、LLijl';突起21l1iff，jく

305-7 SX582 j茶封i [1 
LR-S F 1:-1縁端部内側粘土はみ出し

仁i容2ffiかすかにjしみ

305-8 SX582 i1:口上器? 11 HP-Y A-Y→FP 口唇存1¥かすかに1しみ

第1 表南調査区遺構出土土器類観察表ω
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i三J)板番号 写真番号 遺構番号 器種 斉[1 f立 外面特{数 内面特徴 その他の特{笠・併il考

深鉢
H(町一Y G-Y~伊F 赤色粒合む 口唇部小山Jr~

305也 9 SX582 

口:LRωY'RL叫す 口:B-T→E-Y 口1岳部ほほ王子j:[1

305ω10 ゆω2 SX582 深鉢 仁J~Jま 胴上:(B-N)→RL-YT 月向上:B叩T→仔YN→H-T
腕ド:LR→(Rし到底:F 胴下:F 底:F

305-11 SX582 深鉢 底 11岡下:A→F 底:F lま:ド 赤色粒含む 底部輪高台状

@-3 深鉢 底
底腕下:F-Y→LR-Y 11岡下:B'F-Y 底:A

305-12 SX582 :F(P) 

胴上:浅い水平沈縁(IP)・ 胴胸上:A-Y→E(P底)ー:Y 底部ボタン状ノj、i二げ底

305-13 @-4 SX582 j主口上25 胴 ~Jま fjjf荷(下P)-:日y(P)-Y 底:1堂減
~J下 :E(P)-Y Jtf:E(P) 

任口:B→H(P)

日腕境界:沈線Il荷→下F:P(LR 
腕:E(P)叩 Y 底:F(P) 赤色粒含む

305-14 ゅー5 SX582 h えd止1':. III司~成
11向上:LR-S ili"j l' :(LR)→ 
HP-Y 底:F

15 SX3130 i翠鉢 JJ['TI 
LR-Y・7 E 

高諒査遺構出土土器類観察表ω
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国!証番号 |写真番号 j出fft番号

チャート

i 石質 |重量匂)

62-1 

62-2 

62-3 

62-4 

62-5 

62-6 

62ャ 7

62-('; 

62-9 

62-10 

62 11 

62-12 

13 

63-1 

63-2 

63-3 

ら3-4

63-5 

会kl

64-2 

ら

ふ}-4

64-5 

M-6 

65-3 

65-4 

65-5 

65← 6 

66-2 

⑮寸 IS14054 

器種

石銑

モi鉱

石鉱

まl鉱

li錫;

記録

f-j拾 シルト岩

⑮ィ ISB2025 P6 .fl質頁岩

⑮-2 I SK2046B 珪質頁岩

⑮ 5 I SK2046L 碧:f

ゆる I SK2105A f;I~質資岩

⑮ 3 I SK3032 流紋岩

@叩8 I SKP2151 

1 SKP2278 I (I給 IH't'J:兵右

⑮ 9 1 SKP2126 1石匙 i 上l~質頁岩

Sl4制 !スクレイパー !間関
SK2046A スクレイパ- I珪質頁岩

SK2046L スケレイパ- I II質頁岩

SK2128 スクレイパー IH質立お

SK2150 スクレイパ- 1 ri質頁岩

SR2104 スクレイパー !法質頁お

SR4017 Iスクレイノ¥- IH質真右

SKP2050 スクレイパー 1ft質頁討

SKP2053 1 ;zクレイパー i珪質長岩

SKP2054 スクレイパ- I f士官頁岩

SKP2203 スクレイパ- lU質頁岩

SK.PJ049 スクレイパー i珪質問

SKP3090 スクレイパー Jt笠耳目

Q努 10 I SK4042 持gìl~flfiif 京i主It;.

A
日
a

ζ

J

 

nu 

一

4
aI
 

C
J
 

二次加 1:ある剥
片 I f圭質頁岩

山手:)JII一仁ある剥 Ifl~質頁 --Ll

二次)J[1工ある剥
)l iJ11質頁百

二次加仁ある剥!i-'J¥.ml I s)  '0.) 'J<~ I II質頁岩

:次力11工ある剥); i珪質;丘一行

手次)JIITある剥 1 了

n. I只

正次加工ある剥 i珪質点む

二次加 Lある示Ij
ハ l庄賀貞宕

j¥.次加ある手iJI fi一行

:次力11工ある剥
片 151質頁岩

二二以cJJllTある剥
)-1守 iシルト岩

SB2025 P2 

SK2040 

SK2046L 

SK2128 

SK2142 

SK3032 

SK3032 

SK4032 

SR2104 

特 徴

I fl-J基接続長剥j十素材か Jiltj耐素材面残す 素材末端倒jに尖頭部1
0.5 作出

有「茎銭 ほほ両面二次)JfI工芸部末端欠損
0.3 1 

j有茎銑 はほ岡田二次力[lT 茎部末 端欠樹被 熱 ?
1.01 

i有茎鍛 Jilrl面二次JJfI工茎部末端欠損
0.7 

有茎鉱横長剥片素材か両面に素材剥片の剥南!t面残す
2.2 1 

31 [l1lj面二次加工法部端折損

i縦長剥n素材か 尖頭部欠鼠打函館IJに基部作IU 体部右半は素
17.5 1材面を太きく残す

|下端に素材剥片の単剥離面打面残す 素材末端部IJに尖頭部作tl:¥ 者

10.0 I打顕釧はほとんど;次力[1工なし 李成品か j 

Y 上端に素材剥}干の1j~.剥離面打面残す 素材打記長hJff!IJに二次加工施 i
3.3 1しつまみ作1'1¥ 末端縁に搬小手U離:痕 j 

I素材剥片の打面曹末端;jlr損 左側縁ptrj縁二次加工・右測縁去縁三次 i
6.5 1加工施し刃部作1'1¥

311素材剥}十の打面1n欣失 右側縁裏面へ二次加工施し出刃作出 j 
1 素材弱j片の詑剥離出ナJ出残す 主面lJ::íJ!lJ~まに比較的急角度の _.;j::. ! 

27.7 I i加工施しo刃作出 i 
I素材剥J干の単剥離面打面残す 表面右側縁に急角度の二次力!l工施 i

4.5 Iし刃部作m I 

1 素材面と二次加工面とで風化度に差 打出・打癌を二次加工施し j
26.2 1除去 末端紋表面へ二次加工施しメJ部作出 両側縁細かい剥出!f:痕 i

1 素材剥片のIjt剥離面打面残す 末端表面に二次JJ[j工施し刀部作山 i
11.01官llJ縁の一部に微小剥離痕 j 

I JlliI極示IJ片三主;;.1'1' 表問ド側に:次)JILJ:施し刃部作11: i 
14.3 I 

素材剥片の単剥離面打面残す ニi:.に表面両側縁に三次加工施し刀 i
38.4 I部作出 i 

素材奈1j )~1 の単剥奇!Uï耳打面残す 末端表面右倒に十て次力[1工施しJ1fJJJ
42.5 I作出 向側縁の一部にil投小剥書!fr痕

I ;}~材求 j 片の単剥離面打面残す 表面主側縁に二次JJIIT施し刃部作
7.5 出

はミ材示UJtの単剥書!E面打簡苑す i挙手剥片素材 i=:t. 
164.01 :1 一

素材剥片の総状.J'nm残す 末端縁悶縁に細かい二次}j[j工施しメJ部
9.61 作IB

i素材剥片の点状HTm?時す ~d端株に主剥離 I Íli官!lJ から急、角度 t
7.6 1次J]II工施しメ]部作11¥ 去面左側縁に{肢小剥離披

1 i~~i官総状打面 円高折損左側面裁断illi i 
1.3 1 i 

ヰi剥離面打面 末端蝶番状剥離 裏面右組IJ絃二:主:)J[I工後表面白¥!IJI 
月 9I ;i季」次加工 j 

'i1.;剤離面打缶残す厚手縦長剥Ji素材 表裏両面に各1枚の縦長の j
L/.5 I剥離面残核か? j 

IIi1iIiHlJ緑折断か 両側面に部分的にお11かい急角度の;次加←仁 王[鍛 j
0.51.t成品か i 

|績長剥片素材 打頭側と末端側に急角度の細かい二次加工施し素 j
1.61材左側縁側jを尖頭状に整形 石織未成品か i 

M11刻印端に蜘い削剥離痕表面右till-MlM i 
l単剥離i副打i立iAぷ端表面に連続した階段状のノト剥離:Ji{ i 

48.2 1 i 

I fai長剥片素材 表面n1iiiJ!昨季と両端の表裏面に二次力11.1: 主面I11央 i
29.0 Iに一次剥離面広く残る i 

i表面右iHlJ縁 lこて次加工 被熱によりはじけ i 
4.11 I 

1閣剛面末脚即ら急恨の対11工施す i 
48.1 I 

Iljt剥離面打出 表面両lP，1Jに比較的大形の二次加仁痕 i 
1nsI i 

11j1剥高If:商打面残す fJ面1fiIJと末端iWJ表面に1I若干段状剥離痕 撰}I~石 i
2.8 I器の可能性 j 

北調査匿遺構出土石器類観察表(1)
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図版番号 写真番号 遺構番号

66-J SKP2024 

66-4 SKP2053 

66-5 SKP2126 

66叩6 SKP2152 

66-7 SKP2278 

67-1 S14054 

67-2 SK2001 

67叩ヌ SK2040 

67-4 SK2046し

(-，7-<; SK2!05T<， 

る7-6 SK2116 

67-7 SK2116 

67-8 SK2142 

67-9 SK2167A 

SK4004 

i SK40J2 

68-2 S}く4032

68-3 SK4032 

68-4 SK4032 

SK4032 

68-6 SEく4032

る9-1 SR4017 

69-2 SKP2024 

69..3 SKP2046E 

69ヰ SKP2046i 

69-5 SKP2054 

69-6 SKP2126 

70-1 SKP2126 

70-2 SKP2126 

70-3 SKP2203 

70-4 SKP2263C 

70 5 SKP2266 

70叩6 SK2040 

71-1 。-4 SB2025 P2 

器穂 石質 重量(g) 特 徴

二次加工ある剥
五:賀頁お 114.0 

比較的厚手の縦長剥片素材打i討を.次加工施し除去 主に裏面 j
片 打面倒に一次加工施し茎状に整形

一次加工ある剥
珪質頁岩 30.0 

複剥離面打面 ヰミ端に大Jf5の 次加工痕

一次力11工ある剥
.H~質頁岩 11.4 

1:+1剥離面打面 左組IJ縁裏面への急角度の一:次加工施し内湾した縁
辺を作出

一次加工ある剥
珪質実岩 50.1 

単剥離面打面 裏面左側IJ紘一次加工末端縁微小剥離痕

片

二次加工ある剥
珪質頁岩 10.6 

複剥離題打関表面白然面残す 裏面に一次加工痕
片

11設小剥離痕ある
珪質頁岩 2.8 

打面倒折損 右縁微小剥離痕

示日片

1}~投ノj、剥部H長ある
.E4~質頁岩 39.4 

単剥離面打面 表面右縁に{故小剥離痕左官!lJは被熱によるはじけ

主UJt 裏面にて次力nT痕 j 
微小剥離痕ある

fj'J守頁
10.0 単科書!断面求端にj;

剥jT 小剥離痕

il投小剥離痕ある
.Et質頁岩 25.S 組問右側一…剥離脱 1 

剥j午

I i故小剥脅it痕あゐ
τh二一1円.斤 " 

3三耐01援剥離面耐嗣宇打打J宇面面 去面右側縁(:::川:::1句=1 
5 

1)投小剥離痕ある
JI~質頁ぞ7 5.7 

l:ii剥離田打面 末端縁に{故小剥高it波
剥)十

f}投小剥離痕ある i日;府民一 10，8 
単剥書ffi面打面 右餌u縁表面に様小剥高jf:痕 i 

剥片 i 只七

問酎l面慨に白畑残す叩倒的部に徹 1剥|fl投小剥高lQ痕ある
シルト岩 14.5 示Ij}十 高!E痕

11投小剥離痕ある
庄fZ頁岩 7.6 

l~ 剥離面tJ 面末端縁に微小剥由it1.良
剥片

f段小剥離~tiある
JJ質頁岩 10.0 

Jli剥離面打面 末端緑袋面の--mStこ椴小剥離痕

剥片

ii投小剥高!t~J毛ある
f圭質頁右 3.8 

綾~J縦断打 i面 左制縁に撒ノト求1] 書if: ~iJ_
剥}十

il投小剥高iHl~ある
珪質頁岩 6.5 

打面ffilJ折損 末端縁に11投小剥離痕

剥片

11泣小選i語f:11{ある
日;質頁岩 37.4 

自然1m打記 右ffilJ縁にわすれか¥:::1段小剥離痕

剥Ji

f投小剥離痕ある *剥離面十j面 左側縁に{故小剥自IU良
剥片

}11tt頁芝i 16.9 

{殻小科高IU瓦ある 珪質頁岩 | 56.4 
単剥離面打面 左側主主にjl投小剥離痕

剥片

{段小選1離痕ある 複剥離面打面 右側緑に撤小剥書!t痕

剥J'( 珪笠ft岩 49.9 

II投小剥離~Rある
日:質頁岩 9.1 

打面iWHJfif¥ Aく端絃に1)投小剥書it痕
剥}¥

j¥投小葉IJ離痕ある h~ 剥離面.j:J 回 末端蝶番状向自IJ縁にj;盟小剥離痕

示日片
1よ質頁岩 5.7 

1;投小剥離痕ある
.EE質百円i 23.7 

単剥離面打出 末端縁にj故小剥縦波

剥}i-

i故小剥離痕ある j主質頁岩 5.8 
複剥商[而打面 両信IJ縁および末端右開(:::1殻小剥出!H長

剥!十

il投小剥離~l~ある
I圭質頁岩 109.0 

ljí 剥島i~面N面 ド!ijífllJ~まの一部に i!投小求IJ 身長痕
剥Jt

1;置小剥離痕ある
鹿賀貞岩

elj剥離i貢i打IIl.I Ji.iHlJ縁 (:::j故小剥自It:JR
剥片

15.5 

i故小剥離痕ある
出 ]血 友IftIJ縁裏面および末端縁 lこfj民剥古it出

剥)十
珪質頁岩 33.3 

{故小剥離痕ある
珪質頁岩 33.9 

tj1剥離面打耐 11: 担IJ縁裏面にj，~小剥高!t痕
剥片

{故小剥書itii正ある H質頁-ei 45.8 
場剥離面十n副 主ll!1J縁L機小剥離痕

剥片

jl投小剥荷主痕ある
シjレト岩 20.1 

援剥離面ナnrn 両iftlJ縁にlJ足小剥離痕

剥片

微小剥離痕ある
珪質頁岩 8.5 

点状打面 裏面右lH1J*款の一部に徹小剥縦波

剥J¥

剥片 f!~質貰持 7.3 
1[1.剥書if:回fJ面 末端一部折れ折れ面にかすかに椴小剥雑誌?
1J1jに同ー母岩剥片5点あり

石核 珪質頁岩 43.2 
b古冬面段自階然に面は残先る行 打面・作業面を90

0

転移しながら剥J-¥'jitUPJlfか 最
する作業面を打i長!として長さ3Clll未満の小形剥片

を剥書it

北調査匿遺構出土石器類観察表(2)
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lヌi版おむ 写真番号

71向 2 (Ul-6 

71-3 ⑪-7 

71-4 

71-5 ⑪叫5

72・73-1 ⑩ 1 

73司 2 ⑬一 l

73ω3 ゅーl

74-1 の-3 

74-2 の-2

74-3 。-i

74ω斗

75-1 

75ω2 

76-1 

76-2 

77-1 

77-2 

78司 l

78-2 (30“ 9 

78-3 の-8

79-1 ③ 11 

79-2 

80-i ⑪ 14 

80-2 包_4)-3 

80-3 Q_4)-14 

80-4 

80“5 

80-6 

80-7 

81 1 

81伶 2

(~-6 

81-4 G会叩8

81-5 @-7 

釧番号! 苦手 持 石質 重量(g) 特 骸

SB2025 P3 石核 庄支頁岩 11. 
1 11!!li調整打出から昌碩を作業面としし小形の縦長剥片を連続弱j離

b面は両側からの剥毒症痕

SB2025 P3 石核 f主質頁岩 31 
7 一部細かい二次加工痕ある節理出打血からa'blJfJi由を作業面とし

て主計j片剥離 下端部被熱はじけ

SK2040 ti絞 珪質頁岩 48. 
8 直方体状をなす 打面・作業面の転移あり

SK2105A Z汁主 i主質頁岩 41.2 
小!司喋素材か 打函と作業面を入れ替えて小形の横長剥片剥離
b面自然面残る

SK2105A 石核 H質頁岩 549.6 
73-2から分割か後分、分割面化者面の)分'a割'b面から大形の剥片を剥離
その後73-3ど割し、両 面化面)を打誼iにそれぞれ長さ
6cm前後の縦長剥j十剥離

73匂 1・3との分割す面化自面然)面から長さ4cm前後の打剥点Yiをn枚剥離 その後

SK2105A 石核 珪質頁岩 536.6 
分割詔と相対る とを打出とし、 左右に移動しなが
ら長さ4cm形前態後かの剥片を剥離 生産された剥片はいずれもやや寸
詰まりの

SK2105A 石核 佐賀資岩 1135.9 
73-1と分割後には剥片剥離なし

SKJ032 干it主 珪立民岩 173.2 
打辰j;調整なし b耐に自然面残す

SK3032 石絞 日:質質岩 74.5 
複数打函 !面は剥離面打記 l街は節理由打田

SK3032 正[核 珪質頁岩 48.6 
剥片素材 節理面打面

SK3032 fi核 佐賀頁岩 104.8 
打回転移 剥離面打面と節理屈打臨

下面に自然面残す e面を打面とし、打点縁辺を移動しながら剥 i 
SK4004 石核 政質頁岩 140.8 片剥離 その後打面a面に90転移し、 c面を作業面にして剥片剥

謝t
裏面に自然記残す e面左側は素材分割疎面か 巴回を打田と Lc

SK4004 石校 珪賀貞岩 170.8 面から剥片剥離 その後呂田を作業面にし 打面を90
0

転移しなが
ら剥片剥離

i石核 五:質頁岩
風化剥離臨のd面を打面に打点左右に移動しながらb面から剥片剥

353.3 離 その後、打固と作業面とを90.転移して己顕とa面とから剥片
剥離

SKP2024 石核 珪質頁岩 194.4 
打面と作業面とを入れ替えながら、求心状に剥Jt剥離

SKP2036 石核 珪質頁岩 663.9 
両面に自然回残す 打面と作業面とを入れ替えながら、求心状の
剥片剥離

SKP2045 石核 珪質頁岩 161.7 
打面・作業面を90

0

転務 F面自然面

SKP2126 石核 民質買手? 174.1 
む屈を作業面とし、間設打面からの剥片剥離 その後己一面を打面に
転移し、 4周を作業面として剥片剥離

SKP2304 石校 };I，質長持 441.5 
亜角諜素材 c聞に数枚の剥離を加え打面を作出し、剥片l枚剥離

SKP2361 石技 I土質頁告 54.4 
表面ポジ函ある剥片素材 素材主剥離函に上 fから剥片剥離

SKP2222 石箆 r1質頁岩 54.1 
横長剥片素中材 基吉限状なす躍-.'rrr形J.]lt附には紹iかい二次方[1i
工カか、 両面 央から基部にかけて白i削に黒色物附悶附Z質到貯号引計ト時τ

I SKP2092 離器 珪質問 l 947.7 大)阜の横長剥片素材 表面自然面メJ音11一次加工なし 刃部片側
に徴小剥離痕 行核の可能性

SKP2133B 石錘 砂宕 55.6 柄平内喋両端両囲から打ち欠き、浅い:tJcf)作出

SB2025 P2 自己顕
斑状デイサ

202.1 
両面に議打痕 衣函の高Hf1iは義函ーよりも深い

イト

SB2025 P2 凹イ:1想 続イゴ安山お 394.7 
両面に鼓打痕各2ヶ所 表面屠面

SB2025 P2 [IIJ石組 糠石安山岩 i 576.0 
iiIij面に2~3 ヶ所の浅い鼓打痕裏面!書面被熱?

SK2001 出石茸i {沙岩 474.7 
両面に各2ヶ所の高HT痕 表面中央の戴打痕は浅い萄孔状

SK2α)6 凹石類 ìt~石安山岩 976.8 
ITJ雄前i面に!書面 一側面し摩耗ある組打痕

SK2042 fl~ {ゴ;領
斑状デイサ

211.0 
俸状円諜素材か 下半欠損表面に盲孔状蔽打痕

イト

問イーi頚 j首rιi安山岩 2089.0 
比較的大形の円諜表面に場面 石llllの可能性あり

凹石類 砂1:i 328.6 
両面と右下制縁の一部に浅い議打痕

SK3032 凹石fJl ~{:i安山岩 l牛L6
岡田麿西表面左1ft1]縁被熱

SK3032 白石類 輝石安山川 214.7 
両面中央に浅い鼓打捜 表面磨面

[lIJ石鋲 |砂岩 660.9 
表面富孔状の議打痕 右ffil]面~裏面左側浅い議打痕

第1 表北調査区遺構出土石器類観察表(3)
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1ヌiWd~o ~J' 日 j立構罫 'J ?'Ii f主 イI 'l'I iU [fj_~(g) 止j♂ 徴

81-6 SK3032 !日l1i知 がlL{i安山{'i 337.0 
ぷ出前面被熱波

81-7 SK3032 [11 [イi1'jl iltf:)j(';;' 51.4 
}i-出lニJ崇痕様のよ息lK痕

82-1 SK3032 !日lイ1jj'1 砂川 3650.0 
ぷ出浅いliHJ肢とJ安政

干ー!

82-2 SK4伐)4 [lIl行士J! 0..'山 (，i 1739.9 
ぷ山浅いi:kH痕

82-3 SK4004 !l'l{ I知 J球.' 1005.2 
Jぇ山一および上出に浅いよ'，&1J抗

イ，

日2-4 ⑬ 13 SK4004 !ll!イifSi がliイ{安山下j 361.2 
ii:刷出1k 主面i主いi:Mr瓜

82-5 SK4032 [111干i:rJI ガ山川l802.711 15面府F 政

1¥2-6 IIII[イ品 おliイi安山子; 709.2 
[.卜"l!tM欠去lúï)持政と (.j~ff:lJ:[ 1也ItuJh:!j.[

i I SR4006 [I!!ii知 HE-ikデイサ
1340.9 

表面!作曲 !，lijj!!IJ出に前打:Jj;p
イト

8l-') QJI-2 SKP2005 Pll壬ijJl が!1:イ!安山右 475.6 
|河回出n面 l、'j'.lil拍iHこ被熱:Ik

1¥3-3 G2J“2 汽KP2021 がliイi安I!I ';; I 463.8 
fi1i] 1主i1千2ケ!好・jl!i!IILilケ!好に浅し左前打出

83ω4 SKP2021 P~I イ l 知
イサ

988.5 
去I[JI)告IfH 能打JH.なし E 

83ーラ (12J 10 SKP2024 PllィiXw が1¥イj'j，z'!ll'ii 260.0 
両面に品位打1瓦各1ケfYi' 去百ii(I)前十j収はほいiムi-fL状 p面Jt-t!面

83-6 θ3戸 5 SKP2036 [I刊行制 i.ltf:1天 253.5 
iHiffJ (r~:の 5 lÜJ(こ 1 -')ケJYrの白イし:lkl;li J J :Iu 

8J-7 信)6 SKP2036 1l!_[:Ci顕 凝灰白 242.2 
!対面に浅い百孔状能.n痕各iヶ所

83仙宮 SKP2036 [lfj，{i矧 lE主i天"f'i ヌ19.7
去尚iに能打痕iケ}手iと前回

84-1 SKP2045 jlfl;fi~Ji 純石安山正; 489.5 
表面車両

84-2 SKP2050 jlll 石類 i事石安山吉1 630.1 
表面に浅い宵孔:1犬前打痕と府副 主出に前打痕と暦泊]
痕 J::_=I士欠損

84-3 (l~ ザ i i SU2053 Jl~干î J;J~
BE1Xデイサ

30{三).0
表面に前打痕

イト

8'1 _.1 ωリ SKP2053 IUI{i支! あjf.イゴ安山岩 405.7 
問I)!jを打ちうこし、 L不整のi山1:15休L整形 iifijl@二i長い前fHU iぇIl!J
平1日な!岳山 石JIll もしくは fiL_~l]転 Jlj の[1]能↑t

思4-5 SKP2053 11I1石軍! 輝行宏山 {_i 897.7 
長i面的=面 去也被熱痕

SKP2080 I il_flIl'tri ;もU1('r'i 536.8 
J1f百出およびjiIij'HW泊j"こ声孔jji詰十 r;Ji~ iJfJijにi支し=品目i侠 E 

勾 7 ③ 4 SKP2087B Jli!イi#i
J.l!:;IJ~デイサ

175.3 
小形IIJ諜素材 去面に不，~吉宮孔状的打痕

イト

U。寸〆f_りV (i21守 11 SKP2096 l 山 おt(石支山科 466.8 
rMll11J 瓜jの ;:)~rHn以外{土全由時面 右側面に亦色顔料付着

SKP2097 111¥{iHj I ~\:'~;_:6 tz:山手i! 3260.0 
大形IIJ控素材 両面のイ:~I~ に!的[Jf

85-2 (i1J-5 SKP2097 Ilfl{I芸! がlt石安山計 384.o 
両面平lF!な)会副

85-3 ⑪ 12 SKP2i26 llfl干[鎖 純正i'Z2LiJ岩 494.4 
衣函浅い前打痕 所 両面磨面技部分が特!琵痕尚孝i

85-4 SKP2133A ドill1'J却 {í少 ~i 183.7 
FLJ棟片面の+→部のみの破片 付ì'たに丙孔~K前打:}1.[

85-5 SKP2U4 1111[;'主f! {沙_.';/ {I 265.4 
表面!京函

85“6 QJ-j SKP2151 rii行室長 がむ安山岩 509.0 
表つヤ寸勺、凶lけ十 fかi七f二ジ三1半い|ド判土斗(.::.1府i持?面 去山ド、f.および裏面も麿面の 11

'd-‘ 

85-7 Csω4 SKP2152 IIJj {]対! あドイ二i安山科 715.1 
イiiWJ持ぷJJrlT よi)整形カ 去函!苔[(U

85-8 @-15 SKP2160 jlfj行額 が!(石安山 6 566.5 
表面前}H良と!書面 長面!長llij

86-1 SKP2191 [lIl石野i 凝灰質砂干f 406.8 
不整立方体状のilEfむ{諜ぷ材 3副に白{L状的打痕

86-2 凹i:i1妥 持干~1安山岩 914.6 
表面麿面 下品百欠損

北調査区遺構出土石器類観察表(4)
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I'XI版寄り 'J;/J.!&番号 j立fllf.話;~ TJ- 25 種 :{i質 活邑(g) 判ー 故

86戸 3 SKP2290 i空i石茸1 がI¥:u'安山岩 905.5 
両面麿面

86-4 (1]-3 SKP2295 [111 u'Ml おi(イ':i安山正j 825.9 
表回出;街および古fj に #JW~痕

86-5 ⑪ 7 SK2αII 石IUl 長Ilfj安山岩 5080.0 
表面浅くくほむ磨面 両端かすかに欠揺 欠fl'li宏被熱

86-6 SK2006 行llIl 純正i安山荘i 4880.0 
嗣子P:J際表面平坦な1語商?

87-1 SK2105A 行1Il1 がl¥i=j安山岩 2912.0 
片面浅くくぼんだ倍面 i対面に欠損前の被熱痕

87-2 SK3032 石1111 腕石安山岩 4760.0 
表面に浅くくぼんだ磨面

01" ..J ⑪ 8 SK4041 rjlfll 砂1::i 2309.1 
表面内湾した磨面

87-4 SK4041 .{j 1l1L itij[{i'i(山手j 3450.0 
表面王J:>::trl.な!岩間

87-ラ SKP200ラ {:illll がIl七安iJJ岩 4140.0 
表面かすかにくほむ!書面 被熱i.Þ~あり

87-6 SKP2094B :ti1Il1 お!l石1i:山宕 699.7 
下半欠損表面!事面被熱痕あり

87 ~7 SKP2126 イ'-jlill 凝灰角僚主; 6070.0 
去回浅くくほんど麿芭] 被熱痕あり

88-1 SKP2221 行ml 輝石安叶 1586.6 
両面ヂ却な!軒耐

88-2 SKP2266 石llll 定i[石安山岩 1170.0 
i何回 iこ浅くく J ノだ磨面

88-3 SK4032 1よ7干{ i疑灰~~~ 1273.0 
右半欠丘国i陪iii{ と畝H浜長山Ijji1j~

88“ヰ む 10 凝灰岩
2.21加ヰミ撃}J[I]に:より不整1:ïjl~;ド由j 九件形 去由打隼句による宙孔 裏山

被熱小11J諜からの剥片主主j 主剥高I~I必;可能Ir続的な ?Iol~也、穿寸しによ i 
88-5 C}J) 1 i SR4007 t'I-iし石製i;ム i民訳岩 0.9 

88-6 G!)-12 SKP2005 fcf{し諜 J疑j火山 20.7 
小}8円際 4端側にィし 明瞭なJ][!工'J.長なぐ生痕の可能性

88-7 り 13 SK2116 わー剣1'J'1 葉青石ホル
12.9 

薄片状の小仮片 右側面研磨痕他面は水!会様の摩滅ij~

ンフェルス
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図版番号 写真番号 遺構番号 1f~ f重 石質 重量(g) 特 徴

306-1 @明 12 S120 石蕗 珪質頁岩 1.4 有茎 石識 問題 調整 基部にアスフアルト付着

306-2 曾市5 SB430P5 石鉱 訟指岩 0.6 有茎表面素材面残裏面会面::}，加工

306-3 @叩3 SK16A 石鉱 珪質ffi!岩 2.3 存茎石鍛 表裏面に先行剥離面を残す

306也ヰ @町l SK76 石鍛 玉髄 1.5 有茎 関西全面 4 次加工

306-5 @ω8 SK76 石鉱 五髄 1.6 有茎 両面全面一次加工

306-6 15ω23 SKI02 石鍛 珪質頁岩 l.l 浅い的基尖頭部は錐状基音11河端は丸み

306-7 @ω19 SK165 石~j主 庄質頁岩 2.9 浅い回基 両面全面司次加工

306“8 @司2 SK357 石鉱 珪質頁岩 4.1 j走者1I折損 両面全面に一次加工

306-9 ~-6 SK387 石鉱 凝灰岩 0.7 有茎茎部末端欠損両面ほほ全面一次加工

306-10 り叩21 SK496 石鍛 佐賀支岩 1.2 浅い 凹基 問題 全面 4 次加工 両面尖頭部iWJに黒色村着物?

I 306-11 ぬ 11 SK558 石鑑 I J&質頁長; 2.0 
有茎先端部欠損問額全国;次加工休部中史から茎き1Iの一斉1Ii 
に黒色物質付着 i 

I 306イ2 15-18 SK558 石盤 珪質頁岩 1.6 円基 尖頭部欠 損裏面主 剥離出残 す 素材側繰it!IJに尖出Id:11作出 j

306-13 ~-JO SK576 石鉱 京岩 i.7 間 接 酬にア ス ファル ト 付着 i 
~-20 SK589 石銭 iAC紋岩 0.8 錯有茎す 芸部末端欠損 表面全面一刻u王 制素材先行剥離間Jl

I 306-15 s-22 SK30日 1 石蕗 頁岩 1.4 有茎蟻 表表面中央部に先行剥離面を践す

@ゅ7 SK3126Tt. 七銭 f圭質良岩 0.1 芸部破片

306司li ~-15 SK3232 石会長 流紋岩 0.2 有菜 n1ii面素材ITli残す 非実用品か

306-18 昭市17 SK3232 石鍛 珪fヒi定紋岩 。.6 有茎 茎部折損 flfiJ面全面一次加工

! 306叩19 !RS1-9 SR25i 石銑 珪質fi.'ti 2.4 横長剥片素材か 有茎 ほほ両面全間二次加工

宅))-14 石錐 5.4 
右茎縦長剥JA-素材 表問縁辺へJ急角度の;次JJUTJiIliし素材木端
ifllJを尖頭部に、打面倒を?tfgfjに整万三

ii15l -16 SR3059 I :fi鍛 流紋岩 1.0 有;茶芸部折損阿面全部一次力nr 

I 30印 ~-13 SRJ189 お誌上 珪質lt{'; 0.8 有事 ほほ問面全回二ぷく加工

306-23 f明山ヰ SKP602 石鍛 ~II記石 0.8 有茎石鍛

1 3師 2ド24
SK546 石怯』 流位計 49.6 両面会開二次力IIT tt~部折掛

306-25 SK31 iO 石1fi 頁岩 2.8 両面に平j旦剥離 表面に広く先行剥離面残る

i3071 ゆ 28 SB43uP4 石匙 珪t，;r長岩 10.3 打端緒面不表縁明に横二次長剥力IJ工片去施材し、か刃素材打記jHlJにつまみ部作出 素材末 i
部作出 右半折出 i 

30i 2 @→6 SK62 む匙 長岩 11.4 tJ面を残す縦型剥片の表面の両側縁に刃部作出

307-3 @-2 SKl36 一f寸-疋ロt Jτ!i--J.ア山と; 1.6 縦割石匙の先端部片 rmj函のliLjiJ!lJ縁に刃部

307 4 6元←30 SK203 |石Eヒ n皆['1岩
単剥縦四千]面践 素材側縁組IJにつまみ部作出 つまみ古1¥に十日士、jす

25.4 る素材iQlJ縁同経にて次JJf!TliIli 刃奇11休日l つま
着

307…5 f昭-] SK251 石ji主 日:質頁岩 7.3 }J面を廷す縦長剥Jtの表必i宣1のpliintlJ絃にメJ部作出

307-6 り叩29 SK274 石it主 民賀民主; 15.9 
縦長剥片の打面鶴につまみ部 剥片先端部の両面に刀奇1¥作Il¥
未製品?

307-7 品 10 SK387 Ti→ 疋日t It宜主岩 15.1 
刃部{日IJ折損 素材末端縁側につまみ部作山 左山右下松に掛かい i
一次}jll工施し主nll作a'，

307-8 宅9ャ 9 SKJ94 Tili:ヒ 頁岩 5.9 打ITliを残す縦刻剥片の表面n1ijjlllJ*まに刀frilif午11¥

307-9 Is-31 SK403 石匙 珪質百む 31.6 
単剥離面打函か 素材打面1fl1Jにつまみ部作山 長而左il!lJ絃~末端
縁両縁}JIIて施し尖見fi状の刃存[1作IH

おθ-4 SK403 石匙 庄質頁岩 6.1 
縦長剥片素材 節理面打函か 素材十j両立!IJにつまみ音[;{lt'U 表面
同縁に細かい 次加工施し刃mi作出

307-11 @ω12 SK422 石匙 ll~笠頁お 12.4 縦長剥片素材 両面に素材剥離函残る 表面悶緑にメj音[1作出

308ωl @-5 SK447 {:i匙 頁D 5.3 縦型剥片の表問右官!IJ縁と表聞の n~1こ刃告[1 i-作tl¥

308-2 @-7 SK452 石匙 頁岩 9.6 縦型剥片の表面左側紋に刀部を作出

308-3 。13 SK546 主{匙 珪賀貞子f 30.3 
縦長剥}c¥素材か 素材打出1l!IJにつまみ部作I!H メJ部去l耐の A¥)jn
工は比較的急角度 表面のて次加Lは予知

308叩4 の 32 SK546 モ{匙 珪質頁-h 13.4 
素材打面fHlJにつまみ部作出 素材末端縁ぷ而および
三次加工施し、刀吉1I作出 表面右端尖頭状

308-5 電_(y-8 S1く586 イゴ匙 佐賀貞岩 12.4 
縦長剥n一素材 素材末端側につまみ部作山 去i丘ipllJ側結~打出に

次加工砲し尖頭状の刃部作出

308-6 !IL'1l叩33 SK598 石匙 珪質頁岩 72.9 
素材剥 Jl は 1~1剥離面(節理函)打函か 素材-HliU横につまみ部作t'I¥
素材表úIL~ミ端縁に細かい一次加T痕施し、メlJ 51\íHLl

308-7 ゆ 26 SR228 石匙 政質頁岩 10.2 
横長剥起片状素材か つまみ部欠 表面左側が尖頭状 つまみ部右横も
に小突 の振り出し あるいは右側縁に I~日刃作出を意図した
のか

308-8 @-I SR262 石匙 佐賀頁岩 3.4 L柱剥離面打面残 打i互ilnljにつまみ吉rW!ol1l 表面両側緑て次加 r

南調査区遺構出土石器類観察表(1)
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i溺j拡(許サ 'ゴtソJ'I..ゐ王if子rC'ゴ )凶器番号 器極 石質 重量(g) 特 鍛

308-9 @-11 SR3217 石匙 lJ質頁岩 12.3 
単剥離面打田残 素材末端縁蝶番f;e 素材打面観IJにつまみi511作出
表面右組IJ縁と裏面両側縁に連続したて次加工施し、刃部作出

@-27 
節空~面打面残す 素材打記昔話につまみ去11作LU つまみ斉[1以外に二

308-10 SR3290 正i匙 政支頁岩 14.8 
次加T'まとんどなし

308-11 ⑮ -25 SKP655 石匙 流紋岩 9.7 素材fji剥離面打出残 素材餓縁由IJにつまみ部作出 刃部11l1J折損

309-1 ⑭ 15 S1388 石錐 Lt質頁岩 9.3 錐緑部川折一損次1mつrまみ部末端iWJ折断・裁断により整形後表面全面・裏面

309-2 @-16 SKll 石錐 頁岩 13.7 錐部は片面調整で作出

::109ャ 3 @戸 18 SKI6A 正i錐ワ 頁岩 6.0 
私~3fJ.剥 j干の下端に刃部を作11\

309叩4 @叩 19 SK394 石錐 頁 5.2 打函を践す縦型剥片の下関縁に刃部を作出したつまみイすき石室i

309-5 @-17 I SK524 石錐 頁岩 20.0 ナ]面を残す縦型剥片の下縁に刃部:;!;-作出したつまみ1，Jき刺突石針

309-6 ofe-14 SK558 正[錐 i七質お 5.3 
錐部先端欠損 上手剥離面打面残す 素材末端側に説1:吉I1作出

309ω7 @-20 SK558 石~jf. 1全賀頁岩 2.5 1.-11. -!rfl )1--l.Ut 例措 表面素材面残 残存錐i~lj使用痕1' 11)'J

309-8 M-21 SR53 石雄 i主賀頁む 2.8 両面全面一二次IJOT 尖頭部摩滅痕あり

309-9 SI388 スクレイ r{… 珪質頁岩 24.8 側表去緯函面左に白微然世緯イ面ミ剥残』細離打長カ出い骨二折ゑ加tt:1稜工折J末断端面明か 4抗 4日亜」 細かl

次力IL

309-10 SI388 スクレイノfー 庄質頁岩 5.4 
上昇剥離面打面 裏面左側縁に二次加工施し刃部作出

SB430P2 スクレイパー 続安頁岩 9.7 
窪寺封j離面打出 表[在j左官11]縁に連続した二次JJILl施し刃部作出

I 309-12 SK03 スクレイノ守一 fl:岩 ヲ2，3
表縁一二次力II工

309 13 SK13 スクレイノ¥- 頁岩 lO.2 
表面の左側縁 組iかな二次加工で急角度}刃部

310ゃ i SK14 スアレイ 頁岩 33.6 
縦f~剥 Jt の lml]縁に刃吉[1 担形石器に転用?

310-2 SK14 ;工、クレイノ¥- 頁お iO.事
H屈を発す誕型剥片のnJijs!IJ*誌に刃斉11

310-3 SK56 スクレイノ，- 民 川L...J勺 i片側縁に刃部

310-4 SK60 スクレイノ，¥'- 頁岩 9.2 
打面除去後に刀部作出 片官w緑;こ控JU:J痕

310-5 SK60 ノ寸、 ノh 、V 〆iノ、 ，0 、 宣告 49.3 打面残す 下{日1]絃にメlj部作出 !穣f支出残る

310-6 SK60 スクレイノ、;ー 頁岩 9.7 
打函を残す縦長剥片の I~ij官jij縁に刀部作出

310-7 SK62 スクレイノfー 頁岩 20.6 
難皮屈を残す縦型弱i片の2{HlJ縁に刃部作出

310-8 SK143 スクレイ j珪質只岩 83，5 雨担牧草およひ~'1T間剖に開題一次加工施し刃部作LU
蹴w 

310-9 SKl65 スクレイ}{- 玉髄 10.ヰ
打面倒続出凶から連続した細かい次加工施し刃部作出 末端 j
結表面にも連続した細かい三次加工施し刃部作出 i 

311-! SK173 スクレイノfー 頁岩 17.0 打[[1を残 4縦型剥)，の1i~IJ縁に住用痕 !、縁に一次加工

SK194 スクレイ 民岩 94.0 
打面を残す撞型剥片 末端縁に刃奇[1

311-3 SKlりヰ λクレイ I Ý'~そ三{ 31.4 
お綾U)末端縁にえj部

311司4 SK233 スグレイノ¥- 真右 43.5 横型剥片の末端縁に刃部

311叩5 SK274 スクレイノfー 珪質頁岩 21.1 
説長剥片の表面片側縁に刃ml作tB }]部角度は平tI!

311-6 SK387 スクレイノfー 珪質頁岩 l7.5 自然面打面 末端縁両面に二次加工施し刃部{判1'，

311-7 SK387 スクレイノf f幸賀頁岩

E組誼単湖剥部状縁剥品打離離にE概而出面ナJイnl守裏面i表I利E離面面1左狼裏裏5面面醐四揖梓末主端端~と持輯京末』端右端仁韓輯棚平聞右にと半4に胡細側q憶かにbH{いに盟I小速施二読剥主しMメ離しJl痕2た仁1作施北目Ll加刃長部下位面f"r右出L 

30.3 

312-1 SK387 スタレイノfー 頁岩 39.6 

312-2 SK387 スクレイ 主!~質頁持 11.5 

312-3 SK393 スクレイノ-，- rJ'Ill頁岩 24.6 
打倒!大 友面自然出銭表面右担IJ拾に議1かい二次加工施し刃部ft

312 4 SK403 スクレイノ¥- 1.:E賀民主i 42.6 
出93剥離間打面 表面右側縁向縁加工左側縁裏総i'.m工施し刃音[1作

312-5 SK403 スグレイ}¥ー Lt質頁岩 三コ
末端俊IJ折損 持品!IJ縁~打面倒lに両椋一次加_[施し尖諮i状の刃部

312-6 SK403 スクレイノ\~ 珪賀支岩 3.8 打面側折損 末端縁組か通商縁加工施しえi音I)作出

312-7 SK403 スクレイパー J:E皆目岩 10.7 
寵剥離出打山 ぷ山右íQiJ縁両絃hll工施し刃苦iW~出

312 8 SK403 スクレイノfー 珪質只岩 33.5 
ナ次住しIi商加そ剖J醐離れIJ施面ぞれし7E函メ沼J部表町バ作面表生出両i面:1:J側lz:樟醐帥不整去結町三三次次加加1I痕末裏端韓面末両持端結細主加かiい施 i 

312-9 SK403 スクレイノ¥'- I主賀頁岩 24.4 

312-10 SK475 スクレイ H~賀氏岩 34.6 
;援剥離間打開 表面1e1Uljままと裏間1[.fQlJ隷に細かい二次力111施し刃

E 313 1 SK524 スクレイノfー 頁岩 26.4 打面を残す横型剥片 l下縁 刃音11

SK546 スクレイパー I主質頁岩 22.0 
単剥離間打函残す縦長求Ij片素材 裏面右間総に，;}U]I[[施し刀部

南調査区遺構出土石器類観察表
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j 図版番号 写真番号 遺構番号 器務: 石質 重量(g) ヰ年 {鼓

313-3 SK555 人クレイノ{- 員岩 61.3 打面を残す縦型剥片の末端縁に刃音[1

313ザヰ SK555 スクレイノfー 頁岩 200.4 縦:w剥片の両側縁に刃き11
f 

打面倒折損 裏面左側縁に議Jlかい連続した二次加工施しメj部作出313-5 SK558 スクレイノ¥'- 珪質頁岩 3.2 
裏面右側縁に微小剥離痕 石匙?

314“ i SK572 スクレイノfー 日:質頁宕 176.8 
単剥荷ffi商打面 裏面右組IJ縁に連続した二次力[J工施し刃部作出
末端縁徴小剥離痕

314-2 SK576 スクレイノ fー 頁岩 32.9 打面を残す横型剥片の表面左側縁と下縁に刃部

314-3 SK589 スクレイ 1ifE*i王む己ニL 15.7 
複剥離面打由 末端側欠損 おもに表面両側縁に;fU1かい二次加工
施し、刃部作出

314-4 SK3013 スクレイノすー 東岩 6.8 打面を残す横型議Ij片の裏面の下縁に刃部

314-5 SK3013 スクレイノ 頁岩 9.6 打面を残す縦型剥片の表面右iWJ縁と T縁に刃部

314-6 SK3028 スクレイノ¥- 岩 22.0 剥j干の表面両側縁に刃部

314-7 SK3030 スクレイノ可ー i f~~質真誌 ! 21.6 明頭打面裏同

315-! 1 SI0062 スグレイー 真岩 1Oi.6 横型手IJ片の表面左1TIIJ縁に刃部

，1 j 5 -.2 SK3062 iスクレイ 主主岩 4.) 横型剥j干の表面下縁に刃部

315合 3 i SK3062 !スクレイパー !賞者 17‘7 縦割剥片の裏面向illlJ縁に刃部

315-4 SK3063 スクレイノ¥- 岩 1.5 縦型剥片の裏面円高に刃吉[1

315-5 SK3110 スクレイノfー 宣岩 12.8 縦型剥片の下縁に刃部

315-6 SK312óÞ~ スグレイノfー f圭質頁岩 1.8 
単剥離面打図 表面右半折損 表面左官!IJ誌に細かい一一次力n工施し
刃mw~出

315-7 SK3i88 iスクレイノ 良孝i 5.8 縦型剥j十の表面メi畑、!J縁に刃苦1¥

護剥離間打顕 裏期末端縁に細かい一:次加工施し刃奇1;作fit 同左
SR228 スクレイノ\~ 泥お 57.3 

縁にfj投小科書If:痕

SR3005 スケレイパ1ー 頁岩 44.9 表面の上端に_])部

315-10 SR3005 スクレイパー 頁岩 3.5 折損した縦型!剥;-;-の問iWは

SR3014 スクレイパー fi:'tt 33.7 !打出を残す縦型剥片の左iWJ縁表築面に刃部

316-2 スクレイ J¥ー 良行 18.1 縦型剥j干の表面lilij側縁に)J部

SR3i89 スクレイノf 14~Tt頁 97.5 
R:t ヲ自 主に表面左lfl1J緯にJ次JJD了J告しょJ部1t出

316-4 スグレイノ{- i圭質頁岩 94.3 打面残す縦長剥日 }先端表面:急角度の IIj'll 

316-5 SKPOl スクレイノfー 頁岩 12.8 fiilll縁ぷ;力11ム

317“ i SKP02 スクレイパー 頁岩 50.6 表持二次加工

3ii-2 SKP33 スクレイノすー 岩 16.0 打面と!喋皮臨を桟す続型剥片の 11[11J縁に刃 /~I\

SKP189 スクじイノ 頁岩 4.3 縦型剥I-iのI制縁に刃部

317-4 I SKP191 スクレイパー 長岩 68.3 躍皮四を!主〈銭すf泣き1剥片の1iHlJ特に刀音1; 370-3と同一母出

SKP193 スクレイ 頁岩 87.0 打面を践す縦型剥n. liJlll絃に沼部

317-6 SI'くP221 スクレイ 段質問 ! 4合7
縦長剥片素材か 打面iHlJ両面二次加工施しやや尖政状に終JI三 j 
左1nIJ縁両縁加工により刃三[i作ll¥ 右if!1j結下半ば表縁力I1てにより刀 i

部門乍出か

317 7 SKP2i5 寸〆、 :7lノ/i 珪買頁岩 76.4 縦長剥片の議印片仮IJ絃に刃{fIW，ニ出

318-j St':P293 点芋i 20.3 I打面を残す縦型剥j干の末端絃に刃在[;

318-2 SKP309 スクレイ/、;ー 頁む 16.6 打田を賎す説型剥片の表面&il1lJt設と末端誌に刃部

318-3 SKP613 スクレイノ¥'- 11'質頁岩 45.3 
打面側折損か裏面風化面?表面下tLIMにfS:}，角度の次加 r施し
刃部作U¥

3Us-4 SKP650 スクレイ 36.4 
i:i 
~}Ç刃部f下 H'，

SIくP712 スクレイノ 員石 17.0 
ヰi剥書If:面fJ回 表 lli]両側結 A二端縁・ 1~田本端縁に Aく加I:摘し
刃部作1'1¥

318-6 SKP730 スクレイパー 立岩 31ユ4右1剥端書とjt出裏面打7出F端表の面左tlll同誌に帝国かい二次加工砲しメJfffifi:，Ll¥ 表面
音11に黒色物質付着

打出土十目 右間持折J員 主面本表端揖に細かい二次加 I施し刀部長門 I
318-7 SKP3179 スクレイノ 珪質頁岩 10.4 日j 哀は縁急、にfj投ノト剥次南Itfj:J.顕著 Illi;;';:il!lJ縁日lij耐から二次加工 面

から 角度の 加工

318-8 SK60 慢11ラ石器 l守 'f~ 74.5 .fJ面と蝶!支面を残す縦型剥片 1'-jl!lJ縁にノッチ

318-9 SK235A 抄m~石器 松JJ日お 11.5 小円際素材ーか 裏直i.ド面自黙l函残 裏面f決断状の剥離痕

! 318 lO SR170 模jiZ石器 佐賀頁~T 15.1 表装 fflij~i，品に階段状剥去iE痕

SR228 担Jf~石器 珪質頁岩 5.1 上自主t断面 上面支jWJ と I'-~主 jillHIDに細かい附段状剥 ;~Ir:波

319 i Si388 
:次力!l]こあや剥

成立長:;;- 23.8 続白熱~末面f端j縁面fこ{表;投面小剥へ連離続痕した 4次加工施し右組1]緑内出 長面メ，'H持

319-2 S1388 
一次加工ある剥

1t加告 i 71.8 
打面二次加工践し除去? 表面fdijjf!lJ縁に不繋二次JJrU~~li その段 i 
表面l向倒IJ縁に長i技の不葉一次)JII工痕

319-3 SI388 
-..)~lJU工ある剥

佐賀兵器 74.9 
単剥~m面打面7 裏面打面倒と末端綜に不笠;次加[五〈

319-4 片二次力nTある剥 lu質頁モi 92.4 
打面欠損? 表問打閥似IJ.左1HIJ縁・裏mi末端縁不整のご:次加 L痕

319ω5 Sl388 二!?次力11工ある剥 JJ質頁岩 15.2 痕単剥離表面面打中E史TIの表自面iに白然黒面色物残質付裏着面両信IJk'語、1'-判こ不殺の :次加 i
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凶版番号 写真番号 遺構番号 出百i lιl 斤';l手 重量ー(g) 特 容土

319-6 SI388 
ー次力[!工ある剥 珪質頁お 20.6 

打面M南側j縁折断か表面末端縁に一次郎i工

319-7 S1388 
e次力ILTある剥

政質頁岩 156.5 
表面白然出残末端il1lHJr損裏面lr:ll!1J~ゑから大Jf~O)~:次JJII工長

右側打幽寄りに二次力11こl痕l枚

320守 l 51388 
二次加工ある剥

佐賀頁岩 227.5 
表面白然面投 打面ll!1J両面大形の二次加工4Ft

320-2 51388 
.次IJn.::[ある剥

.Et質頁宕 486.3 
素材形状不明 下端欠娼 表面右ll!1J縁へ急角度の二次加工 /五官IIJ

縁両国へ二次加工施し機形に繋Jf~

321-1 51617 
e次JJlI工ある剥 H'FIs'f :'t~i 37.3 

石核素材? 表面1::.-'1'-.とt;:nllJ縁に工r:ti!で細かい二次JJI仁L痕

321-2 S1617P3 
ー玖:JJIlTある剥

.EJ質頁岩 14.3 
単剥離面ナ]面 表面左側縁に急角度のニー次JJIIT痕 表面右剖IJ縁に

鋸l制犬のti投小科離痕

321-3 5B430Pl 
一次)JI1'::仁ある剥 IJ二質H1i 8.1 

打面除去 表面左側縁illlJfilii耐に;次加工

321 4 5B430Pl 
:次IJIIr.tiる求IJ

J主賀TI右 30.3 
打面除去後表面右狽IJ折衝 その故j:(:哀出 i二部と表面左側縁関問

)，' 
面に粗大な Jく)J[lr: 

SB430P4 
:;j-ょ)JlIIある剥

i主質頁お 3.8 
表面)f:~' :/題提な状f];と打り函か 主面左lf!1J緯の一拡一次力[!工 去耐lj

片ー

321-6 5B430P5 
一二次JJ[!了ーある剥

よ土質頁お 3.6 
打ーしくは折断刷酬に急角度σ吋寵 | 
表面右iall~設に撒小剥離痕 台Jf:;様石器に類似

321-7 SB430P5 
J、:)JILLある剥

珪質頁岩
6.8 i 打出jlllJ欠 末端絃表面に急角度のJ次力IIT痕 j 

321ザ 8 SB430P5 
ー次JJnT.ある求。

珪質頁芋j
14.0 単剥離面.J']画 末端縁表泊lに急角度グ二次加 L'I良表面末端訴と I

片干 右側縁に微小剥離痕

321 9 Sお430P6
:攻、:力111ある剥

珪質五岩
司74foE剥離間打面 表面右似IJft.震にfi!fj函から交互の連続した汐;加工 i 

v 表面左ifllJff.設にj;刷、友情以 j 

321-10 5B430P6 
て次り11仁ある剥

i主買頁岩
44.1 間断副長面末端ffilJに村大形の訓工痕 i 

SK76 
噂次JJflJ占ある剥

H~質頁岩 5‘6 
打面欠損 右側持:次加一仁により話j11治状

片 E 

1 

I.L一次JJIlてある最!Ji 思i出石
322時 2 3.9 

白熱面打町f はほ全iおに一次JJIIJ.j長 石議未成品か

322-3 SKllO 
二次加工ある剥

f土質頁岩 6.7 
打面捌欠損 末端縁両面に不整のて次力ILUf.(

SKllO 
一次加工ある剥 H~賀頁岩 1.5 

打面二次iJ11工により除去 表面打函友部IJに君、角度の三次加工痕

322-5 SK150A }十A次力nTある.illJI J主賀貞石 3.4 
打回sjIJ折損 表面右制;陪に連続した二次}JO工痕

322叩 6 5KI65 
一次力IITある剥 珪質頁岩 1.1 

単剥離面打面 末端縁裏側に連続した幸UIか :主"11fI T~む

322-7 SK165 
>丈/]11工ある剥

玉髄 4.3 
…ド半欠損 両面ほほ全曲一:二次加工施し尖油状に穀JI主 {j議もしく

は尖~fj器か

322-8 一次加工ある剥 JH斤頁.- 11.5 I ~ì時間f面十面両{日iji
包Ai:.rh

SK165 Jt 貝衣1

SK165 
二次加工ある剥

佳質頁岩 10.6 
:f1"面折損? 表面折1.LI函から一次力fJ工

片

322…10 SKI65 
J次加..J.:ある剥

Iよ買頁岩 10.4 
打面破損裏面末端縁に一次加工痕

322-11 SK165 
::kJJlu:ある剥

.Ei質頁岩
節理由.HillJ 末端組IJ:=.:J¥.加し施 L';i.c.:pJl;j丈に整m.小四日1¥三::11111J学長

石錐か

322-12 SKi6S 
:次)JIITある剥

工L11頁岩
打出..f J 樹一次力1I工施し除去 /~:_lJl1J結末端ÜiIJ急角度 二次力n

戸ι3U4J  3 
し鋸歯jえ

SK165 
」次郎LTある剥

LJ~質頁岩 19.6 
単剥離面十j面 両側縁長閣に二次加工 芸全面右{別総のーイfI¥に黒色 i

322-14 SK165 
一二次)JIL[あゐ剥 11質頁宕 27.8 

打面急角度の二次1JilI施し除去 右側線末端側にて次)Jn1:

323-1 SKl65 
-次JJII工ある 3刈 正l:1'f五i.'ぷ一 S1.3 

打両州市し除去 {iM k~ ;ß'-f:[j Ht.IJ) …右側側|

剥離痕

323-2 SKI65 
一次加工ある剥

珪質頁子i 108.8 
住剥離面子n面 表間末端綜に不整な一次力n工痕

323-3 SK186 
JこJJiLLある剥

i主質頁'li 62.4 
単求IJ高w面打函 裏面左;はにJ..:. JI~の一次JJILL政 ~~j~iJ *-~t<山→哀剖
の}Il立の細かい一ー次力[1工痕

323-4 5KJ86 
ょた加工ある剥

佐賀民岩 85.8 
十J面欠 主剥離面hJlイヒ 表llii全面と裏面[l!ljjHlJ株に二次加 Uj¥[

r¥-

324-1 SKI86 
二次}J[J工ある剥

由貿頁宕 109.7 
風化した上ì~ 剥離山打聞か(打函除去) 点面白然面投る 裏面末端 i

側からの一次加工痕 i 

324叩 2 SK203 
一次方II工ある剥 tl~質頁岩 12.1 

打面nJlJ折損 末端縁;tiiWJ両縁にやや不整の剥離痕左側緑1WJにか

片 けて雨縁に微小剥離痕

南調査区遺構出土石器類観察表(4)
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図版昏54 写真番号 遺構番5 4iif 種 石質 重量(g) 特 {教

324-3 SK220 
一次加工ある剥

珪質頁岩 55フ
打面1ftIJ欠失 右jJjlJ縁;二一次加工痕 t**に撤小科離痕

)t 

324-4 SK231 
二次加工ある剥 1圭質頁岩 36.7 

剥片の下端に浅い一次加工

324-5 SK235A 
二次加工ある剥

設質頁岩 28.2 
線状打面 表面末端縁に不整の一次加[[痕 右1111時まに微小剥離痕

324-6 SK235B 
一次加工ある剥

日:質頁お
複剥離面打面 末端左半折れ語 末端左11!IJに両面からの細かいー

21.3 次加工痕

324-7 SK235A' B 
一一次加工ある剥

J;E質頁岩 25.8 
複剥離面打面 表面左{日IJ縁上手に不整の二次加工皮

325-1 SK236 
二次加工ある剥

l:l~質頁岩 33.5 
複剥離間打面 表面右側縁下半急角度二次JJII工表面右側紘ド半
平坦な二次加工 石錐の可能性あり 明瞭な摩耗痕なし

325-2 SK252 
;次JJILT ある~Ij

日:質支持 13.7 
様j主屈を残す剥片ーの表日iiJ十l!!1J縁に浅い求IJ離痕

325-3 SK252 
:次却し仁ある立場

J:t笠良岩 11.7 
打屈を残す続長剥片の表面下立;品に浅い剥離政

SK264 
一次;JII]二ある剥

珪質頁岩 36.2 
上手剥離面打面 表面打面左横から一次JJILL 両側面 Fから)載

SK267 
/欠IJIITある剥

見質買うつ 7zg 
打i面を残す縦長剥片の表面左l!!1J縁と表面ド端に剥離痕

!十

SK267 
司次加ーしとある剥 1長官頁 101.2 

打面を残す縦長剥片ーのi旬間接に:次1JII工

325 --7 SK290 
J次加工ある剥

珪笠頁:岩 :B.5 
上位剥離面打立討を有する );4面に自然i出残る

1.，-

SK297 
一次加ある部 工l~質頁岩 7.1 

fJl自制欠 裳面ら開~.まに一次加上痕

一次}JILLある剥
珪質頁岩

7.81 打i苗欠 裏面雨宮!IJ縁にー次加!痕

S玄297
::J::1JO_[ある剥

i主安頁岩 ヰ1.5
打illi1UIJ阿部からの一次加 iにより除去 末端jftlJから両面に存l枚 z

片 の剥離面 ; 

326-2 SK297 
ーとた加工ある剥

上主質頁岩 4.8 
打面lU!J欠 末端縁関側IJに一次加工痕

SK297 
:;j(jJII工ある剥

iji;質頁右 49.7 
裏面間に左急右角度・下の方二か次ら加平工坦をな担 :;j;:lJU工 そ }詮裏面を打面として側

Srく30l
一次加工ある剥

珪買頁7:j
『ηi打-出末端縁折り取り? 上面の折れ面から裏面に刻lかい連続した i

片 S)i 一次加工石鍛未成品か

SK357 
一次力[lJ~ある剥 佐賀貞岩

5.9 接数榊胞のあ対向屈の上縁に桝版 i 
片

一次1JII工ある剥 珪市子百"
点状打函 表面白然面残嘉昭末端縁にやや不整の二次)JU工:}u

SK387 It 只..R~f二} 10.3 

326-7 SK387 lffJ山科IjI.E:I'質白石 I 51.8 
複剥離函 j出裏面;印刷jillt手荒 ;次力ii

主々主;力nJある剥 単剥離面打面 末端側折fl1 表面 ~ld側縁，表面打面tíiillJ細か 一
SK387 

片
珪質頁岩 5.3 

守口すノ九ヨI/¥.V./ J! I J;'-::~ 'I'--:1、

lsit393 
-加工ある剥

?I己岩 338.7 
大形厚手の剥片素材か 表面白然出残 ほほ両面荒い二次加工
石箆の未成品か

SK393 
ニヂ(/)11工ある剥 H質長引 12.8 

打高!fr痕凶折損 裏面末端経L不整の 次力[J工痕 裏面1/J側梓 i)l'H、剥

327-3 SK395 
~ :-j，く力IJしある郭

珪質;i岩 6.7 
両端に三次調整 片岡に自然面銭る

SK395 
次JJIITある剥

珪質頁圭i 4.7 
左側面に自然面残す

327-5 SK397 
:.::kJJUーしある剥

.E，E質頁ぞi 13.7 
打面調整なし

SK403 
_:.:kiJDTある剥

上主賀頁岩 3i.l 
中剥離面打出 素材末端縁iHlJ:fJr1 L面 表面 右1l!1J紋.;1乙 ~NJ ~:1 niu ff，':}; 
次加工石j，lli?

328-1 SIく495
一次加工ある剥 k'~ji) 19.1 

白熱田打函? 両面11可jJ1IJ縁からのJ次加工

328-2 SK496 
一次力rLLある剥

.E-t質頁岩 16.5 
1jj.剥自If:面打西 表面右11!IJ縁に裏子容面への念、角度の細かい;次加r:痕
一部義国からも二次加工施しいいJたり作出 末端結に主血から
急角度の荒し--次加工痕

328-3 SK496 
J次}]f1工ある剥

珪質N岩 33.5 
lii剥i報面打面 末端側折れ面? t:に裏面左1WJ縁に 次加工痕
末端H'lll1Jに組1かい階段状剥離痕

SK546 
一次加 rある剥 時質頁岩 82.4 

裳面両官!IJ縁に急角度の品次力fJ工~j~

南調査区遺構出土石器類観察表(5)
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i 図版番号 写真番号 I .I立撲番号 重量(g) I .y1b・~; f設

328-5 SK546 
2.21 ~手剥離顕打函残す剥片素材? 表面風化面残す 表部右組1)縁に比

328守 6 SK552 
/E -1 L- 珪質頁壬: 20.7 

328-7 I SK552 
一:次加一仁ある剥 日:賀貞岩 41.9 

1j-i剥離面打面? 表面観1)縁・皇国末端縁細かい一次加工痕 表面

右組1)縁{殻小剥離痕

328-8 I SK558 
二次)Jlrr.ある剥

.EJ質頁岩 10.9 十]面倒折損Z守表主位面ラ長日自官然ぷ面か残 素材裏面右側縁ffll)に二次加工施し突
出部作出

328-9 I SK567 
一次1J!1工ある剥

政資頁岩
被熱により両側欠損 裏面末端・布告lIJ縁に連続したiAJ，角度の;次

方自T痕

328守 10 I SK572 
:次JJ[lTある剥

珪賀貞モi 4.2 
末端iJ!1)折損 表面全詞・裏面JilB縁二次加工 石鍛えミ成品か

328-1 J 1 SK586 
e次力ILTある剥

佐賀頁お
15.6 控剥島lt面打illj 表閣を:側面白然面 裏面末端縁左測に二次加工痕

329-J I SK598 

':¥30→] 

330-2 

330-3 

330-4 

:nO-5 SR227 

..)...) 

330-g I SR3010 | 二川!Iある剥 i 打出を残す縦型剥片のnIii面に王F"坦剥離

!t 民石 7.0 

331 1 I SKP33 I ，，~ミ欠如!ある剥 頁右

331-2 I SKP166 
!二次}J!I]:ある剥

1!;質51手j
自然i五itJ出 裏11L一定illll絃と

ト;ー 62.5 

331-3 I SKP229 
i二次JJII工ある剥 J:I:質真右

打面 i:に細かな.次力!]工
28.3 

SKP329 
I u"::次IJIITある剥 佐賀~::{:t:i 

23.5 J]ー面践す縦長部Jiの}Jdf!IH，誌に浅い二次JJII工

SKP464 1 ，，:大 JJIU~ある剥 ノ区二j三
と右1i!1)結に ".:j，くか111:

Fi" 石

33 J-6 I SKP562 i二次1)111:ある剥 If 1何 t

J ~ . 1 ). 1:以上i.f; 4百可 3 、

331-7 I SKP609A 主)JII]ある通部剥剥府r
i~: "'''~--， - " I Jd:]:;Ul 56.4 

332-1 一!A次郎j工あ之j 珪賀頁1=i 72.5 
i手剥自lt面十I面 表面向iHll~まに比較的急角度のー次加工;を施す
両側開は鋸詮1:1犬'cr呈すゐ

332-2 SKP712 
ったりILTある Jを町子 τz

11.211守然面十l面 裏面末端絃~右iJ!1)松にコ次加IT痕
1;- I J~E J""-l只イモ!
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二次加工ある剥

コ.:)z}jILLある剥

二次加工ある剥

二次加工ある剥

片

三次加工ある剥

i}l堂小剥離11'i.ある

剥片

{故小剥離:痕ある

!剥片

市IhZiJ糊 あ る
剥r¥-

SKP3!76 

表面左剖1)縁にやや不躍の二次加工痕設剥離面打面
69.3 Il質頁岩5X551 332叩 5

両側から両面に不整の二次JJIIT持t剥離面打函残
16.3 Ll質頁5X582 332勾 6

去面右表裏i誕二次加工痕表面右組J)折損 表面素材主剥離面残
10.3 I if{IJ縁つぶれあり

上ji剥離面打面 表面白然面

u質頁岩5X582 332“7 

表面末端縁に微小剥離痕
8.9 H~賀子f岩51388 333-1 

裏面I:!:I央に黒色物質付着表面右側縁に微小手1)離痕打面ifllJ折招
23.R i圭質頁岩51388 333-2 

jlhjiJllJ特にjJ投小云U~jít痕両短打法による剥離か線状打面
6.4 珪笠N:tf

上l~質頁岩

表面右iW)縁に椴ノト剥離痕打面欠J員
40.1 fま質頁 .1'=i

ド!iIll!1昨季に椴小科離痕

表 n'íî右 iUlJ結と末端詰に i~投小剥離痕

裏面右側縁にfJ投小剥離によるくぼみ

n面を残す縦型剥片

打出を建す剥Hーの左iHlJ誌に徴小剥離1H

i慨縁に i史ffJ 1J~

末端%-まに{鼓小剥離痕

下tl[lj松に{史JlHR

単剥離面打面

単剥高!t面打面

剥離頭打開

‘一ny;
 

刊一勾
'u

一山j
 

'℃ゴ
今

JQ
ノ

句、‘

ι 打出欠
11.9 

iLl 

18.3 

37.1 

3.4 

8.5 

I主質頁岩

政!宜頁岩

1)投ノト剥離痕ある

示日片

{控小手1語{訂正ある
剥};」

i故小刻離痕ある

剥片

{故小剥離痕ある

剥片

j}投小剥荷It痕ある

剥!十

SI388 

SI388 333-5 

SI388 333ゃ6

SI3iiii 勾
J
'

Z
J
 

司，‘
J

吋
‘
J

51388 

A
J
却

と
J-.、必、‘J

51617 

SK09 

:;iく!ヰ

':I_]..] O 

1 

334-10 

.334ャ i2

! 

334山 i

)'1 ff!ll綜にi¥t用痕
3.7 百円

SK56 

335-4 SK56 

335-3 

受熱柔IJ}~ 切断した有;ttr~剥 Jì- の 1 開示まに{史m')~
IOA SK62 

表面右!日付言に{~~小剥離痕i側、剥離痕ある

剥J¥

f}投小時1(::1良ある

剥)'1

末端縁に1l授小手IJ統政十Tillj欠

0
0
 

4
守

0
0
 

4.0 l'{ 

SK62 

SK67 

.1.'_J占 6

M
J
 

d

、，戸、4azL
I
，
 

結辺に1i投小必需it痕と!長滅症表面白然出H面11!1Hパ損
7.6 J尼官

1;投小，};~毒性痕ある
求Ij)'1-

j)設小剥離疫ある
剥114

fJ投小剥離痕ある

剥)1-

SK67 335-8 

表面た縁下?と裏面右紘一ヒヱドとた紘 iごγとに{故小社7科離iID打面
9.8 I剥謝t痕

複剥書!t副打出

シルト岩SK67 335-9 

左illlJ;j:誌に微小剥離痕
15.4 j尼'd

南調査区遺構出土石器類観察表(7)
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図版高二号 写真昏日 遺構苦手百ー 器種 石質 室長(g) 特 鍛

335ザ II SKllO 
{絞ノj、剥脅~痕ある

Jt質頁岩 7.7 
単剥離面打函 裏面左側縁冨末端縁右側に微小剥離痕

剥片

336-1 SKI50A 
{設小説1離痕ある

球賀民有
打T回折損 裏面左側縁にi~~小剥離痕

剥J1
12.7 

336-2 SKI50A 
{故小科離痕ある

.f;1質貫主i 18.0 
詩1剥離面打面 末端縁に搬小剥離痕

剥片

336-3 SK150A 
t~投小剥離!万ミある

日;質頁宕 11.1 
iち剥離面打面 左側縁に微小剥離痕

剥}t

336-4 SK150A 
微小説離痕ある

佐賀貞岩 19.5 
複剥離面打面 右側縁下端~末端縁右側に11投ノj、剥離痕

剥}1

336-5 SK150A 
il投ノj、議1)南!fj瓦ある

出n頁岩 28.7 
単剥離面打。面? 末端縁に微小剥離痕

剥}¥.

.136叩6 SK151 
il投ノj、剥高IU瓦ある

法何百山
ム+..J守

打面側11[.1:員 右側縁に微小剥離痕

剥n- J-"{7" 1ご3

336-7 SKl65 
j;投小手~Pjifr4f，[ある

It'fA頁お 14.2 
行主剥離間打路 間{日1)縁~末:{t:fii縁徽小刻離m

剥n

111五一日 SK!65 I i絞州 .El質主{岩 29.4 
上手剥離面打面 !山HUI)t.云1)投/ト剥書記11;[

剥Jt ! 

11投小刻高IU瓦ある 複剥離面打面 末端株1)投小剥離痕
336-9 SK165 

剥片
I主質頁岩 14.7 

.B61O SKI65 
íl投ノH~IJ 高IíJi\lある

lJ官岩 34.0 
i手剥離面打面 左側縁関ノト剥離痕

剥)~

337-! SK186 
1)控ノj、剥謝UJ'iある

庄質頁岩 3宮 J守
rp.剥離間十]部 衣面左間続にf]投小剥離痕

手UIリr上1 

337-2 SK203 
微小剥書!f:痕ある

i圭質兵右 32.0 
単剥離面十]面 !問nllJ縁にil投小剥離痕

剥片

微小剥離痕ある 白熱面打面 ぷ面自然ffijノ}.:.きく残る 右{目1)絃iこf)投小刻離痕
337-3 SK20.3 JI:賀頁岩 42.9 

剥片

337-4 SK237 
n置づ、剥脅IT.痕ある w立頁干i 9.6 

複剥離田打師 表面毛ii!l株主と裏面右lll1)ff.設の 部に鍛小剥離痕

手~J4 

337-5 SK23i 
j)党小剥離:jf{ある

H賀貞岩 9.5 
lli剥離面打面 Lr-:担1]縁に{些/]、剥離痕

剥片

11'波小剥説H長ある Eii剥離出打出 表面;j~端縁・長面左n刊誌にH投小剥高m:jli
337戸 6 SK240 

剥!?
H~l;q頁 Ei 23.0 

337-7 
i;投小剥離痕ある

i圭質頁岩 19.0 
打面残す縦長剥片の表面左側縁片にjl控ノj、剥離痕

剥jT

337-8 I SK2ω 
IJ投小剥離痕ある

f士宮頁岩 15.4 
ナj函折損 末端縁に撒小剥離痕

剥}-¥

338-1 SK267 
i;投ノj、剥出副長ある

珪百五岩 65.6 
i諜j主面と打函を践す縦長剥片の iご誌にj殻小剥離:jJミ

剥}'I

338-2 SK267 
微小剥高!t痕ある

Ul~t長{右 30.8 
打一面残す縦長剥)干の裏面右側1)縁に機小剥離:出

剥片

338叩] SK267 
m~小剥高IUrîある

Il質頁岩
31日{ 打面残す縦長剥片の両面!'tl1IJ主主幹訓縦京

剥}';

338-4 SK268 
{被 !J、議1) 認t :ji~ ある

il己岩 19.5 
打面残す縦長剥 1 1の去面li'.flll)~:まに般小剥離痕

剥!?

338-5 SK274 
1;投ノj、剥高If痕ある

珪質頁岩 17.0 
ナ]面残す縦長剥片の下縁にH投小剥離痕

剥片

SK274 
i;l&小剥言if痕ある

i主賀頁右 4.2 
縦長剥!「の裏面左仮1)縁に11投小剥出!Ujミ

ぷ~n'

SK274 
{殺IJ、刈高It痕ある

11丘瓦:n 20.9 
十]面:jnti1 Iご諒にIJ投小剥良If.痕

剥1¥

Sfく277
11投小剥離lj~ある J1!t-i 14.0 

}J一回と日ÎJ理屈を残す縦型剥 111_ の去面左jl1l)~:*に 1)投小剥離'}f~

剥11

.139-2 SK277 
微小剥離痕ある

頁岩 9.1 
}J面を残す縦型郡片の両側結にfJ投小話1)離痕

求iJ)t

339 3 SK277 
1l投小剥離痕ある

頁 7~ 4.0 
打面を残す縦型剥片の右側結に搬小剥離痕

剥)-¥

339-4 SK284 
1段ノj、剥~!f:痕ある

出立;員計 25.8 
}J出折J員 ド縁にi故小剥pj!f:.j主

剥jT

.139-5 SK284 
iJ投小説離痕ある

I主笠頁岩 21.6 
打面呉す~~:i長剥 i干の表面右iJ!IJ*.;J;に1J設小剥離痕

剥片

339-6 SK290 
j放ノトポ1) 高!W~ある

誌質頁羊; 61.5 
平tJJJJ面を有する )¥面に l.'d然回残る

剥片

339-7 SK290 
ii波小剥書lUHある

H'白百字i 34.9 
打面をィミーする

剥)-¥

339ω8 SK290 
17投小剥高!U良ある 日:質頁芋j 66.6 

十nmを令する 片面に自然面残る

剥}.';

340-1 SK297 
微小剥書w痕ある

時質頁'f-i 14.8 
打面除去 両側縁~末端縁に微小剥離痕 111iin1l]打函!日1]はかすかに

都J'¥ [~刃状をなす

南調査区遺構出土石器類観察表(8)
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開版番号 写真番号 遺構高二号 1?if 腫 石質 重量(g) 特: {投

340-2 SK297 
{故小剥離痕ある

H~質頁岩
9.8 打面側欠表面自然面残る ドI!j側縁~末端絃{殻小剥離痕

剥}十

340-3 SK297 
11投小剥離痕ある

珪質頁岩 27.5 
節理田打面 開側縁に{故小剥離決

剥}十

340-4 SK301 
{殻小剥離痕ある

佐賀頁岩
3.0 線状打記 末端折絹表面左側縁に搬ノj、剥出jl:痕

剥jr

340-5 SK301 
fl投小剥離痕ある

成質頁岩 7.9 
単議Ij離面打面 表面末端縁左側に微小剥離痕

剥片

340-6 SK303 
微小剥離1良ある

H~質頁岩 26.9 
単剥離面打商 品Iijs!IJ縁に微小剥離1f{

示1])十

340-7 SK303 
{故小剥離痕ある

I:l~質頁宕 21.2 
ヰi剥離面1'J面 右官liJ縁・打顕在綜にf)投小剥高jUl=>:

ゑI]n-
340ω8 SK335 

微小柔Ij離痕ある
珪質頁岩 30.9 

単剥離面打函 尚flllJ縁にf)控小剥離痕
剥片

34()-9 SK357 
!殺小求Ij離痕ある

日:質主岩 28.7 
れ面残す縦長剥}tの表面1dll将ゑに求Ij離痕

剥片

I 340-10 SK357 
11投小剥自lH長ある

It賀民岩 35.0 
.Hillirえす剥片の F端に剥離痕

剥片

341-1 SK359 
j)控小剥謝fJiえある

頁岩 36.1 
打面を残す縦型剥片の下縁音[1に微小剥離痕

剥片

341-2 SK362 
{殻小剥離痕ある

H~質頁岩 10.2 
単剥離面打由一 末端縁に微小剥書11:痕

剥片

.341← 3 SK362 
11投小剥荷IU長ある

珪1~1良岩 8.6 
打曲折桂ilejI1IJ縁にlJ投小剥高jfJ]ミ

求。片

341-4 SK387 
f段小剥離痕ある

珪賀貞岩 42.8 
w剥島It面打四 内湾した裏面左側縁に搬小剥高li痕

剥片

.341-5 SK387 
fJ投小剥出jt痕ある

段JJs:J立岩 17.7 
打回折指 南側縁に微小剥離痕

剥J十

341-6 SK390 
自民小剥離{i!i.ある

頁岩 38.9 
打加を残す縦型剥片の i、?基部にf)投小剥離痕

剥片

341-7 SK395 
1;投小剥離痕ある

J.I:質頁岩 19.9 
打田践す縦長剥Nの裏面右側絡にfJ投小剥再It痕

剥片

341-8 SK395 
f)投小剥離痕ある

J1質頁岩 10.2 
平m打出 自熱田芳;お

剥片

341-9 SK395 
撒小剥毒症痕ある

日i質頁'[:1 76.9 
十]面有す

剥片

342-1 SK397 
微小剥脅It痕ある

珪質頁岩 5.6 
ド端に自然面残す

剥n
342-2 SK413 

!経ノj、剥高jU瓦ある
よ三{岩 8.6 

打面を残す横型剥片の左側縁と下縁にfJ控小剥高Itl.f.[
剥)十

342-3 SK452 
fl投小剥自lt痕ある

頁岩 25.4 
打面を残す縦型剥11・の 1、11まにf)投小剥高lt痕

剥J¥'

342-4 SK452 
11投小剥離Ui=>:ある

頁岩 6.0 
償型剥!十の|ご縁に微小剥離痕

事U}十

342-5 SK452 
m~小剥高jl:痕ある

f1岩 19.3 
打面を残す横型剥片の FfRIJ誌にfJ投小剥自Itij:.[

剥)十

342-6 SK496 
ji投ノj、剥高IU良ある

I=I~質頁手i 9.9 
ヰi剥高It面打面 表面右側縁と末端縁にIl投小剥自IE'ljミ

剥11-

342-7 SK496 
{故小剥品liJi正ある

JI~立頁 Ti 5.0 
J了直l側:fJrt員 末端紘是正山に11投小剥離痕

剥片

342侍 8 SK500 
{般小剥荷li痕ある

頁岩 31.1 
平m打匝を残す横型剥Ji'の在f[ll]R:まにf)投小剥高jf痕

剥j十

342-9 SK500 
i故小剥離痕ある

直吉 4.0 
縦l~~!剥片の右組IJffJ に 11投小剥 í~îg痕

剥j十

342ω10 SK524 
微小剥書11:痕ある

頁岩 4.6 
十]面を残す剥片の下縁に椴小剥商li痕

剥片

342-11 SK546 
il投ノj、剥PJlt1.庇ある

珪質民岩 5.6 
捷科離面打面 尖頭状の末端縁に f)投小剥 ~JIf:痕

剥}Jr

342-12 SK552 
j)投小剥離ii'iある

珪質頁岩 9.3 
複剥高lUu1打血 表面左側縁に1)投小剥自IE痕

剥片

343-1 SK553 
f)投IJ、菜料11:痕ある

珪質頁岩 27.2 
打耐側欠 両側縁に{妓小剥離痕

剥片

343舟 2 SK555 
微小剥離痕ある

頁岩 9.1 
打面を残す横型剥)十の lJ:i誌に l)~/J、剥自11:痕

剥j十

343-3 SK661 
f故小剥脅lt痕ある

TYfi 25.9 
打面を残す縦到来初干の下緑に椴小剥離痕

剥片

343子4 SK3u13 
f故小剥離痕ある

頁岩 31.3 
打面を残す縦型剥片の左醐縁と下縁にfl世小剥南It痕

剥}十

343-5 SK3013 
{控ノj、剥離痕ある

頁岩 48.4 
打面を残す横型剥Jiの下縁にf)投小剥角jE痕

剥片

第147表南調査区遺構出土石器類観察表(9)
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凶!抵番号写真話:号 j立構番号 出種 行質 素最(g) 特 徴

343-6 I SK3028 微剥小n-剥離痕ある ムvτj.E7~i 21.7 剥片の右自IJ縁に微小剥離痕

343 -7 I S K3 1 1 0 剥微小n.刻縦痕ある γ~，，!dυ 33.5 剥片の lLjまに1)投小剥離痕

343ャ 8 SK3188 {;投小し剥出!f::J}~ある 長['{j 26.8 1I潔皮組成る 表面の右ff¥IJ縁と刊誌に微小剥良!E痕
剥}一l h "1--1 

344-1 I I SR40 I ~投小示IJ 出R痕ある ，，1こ仰と[:{:;. I 10.9 上手剥離函.j:J面 左似IJ縁に微小剥離痕
剥)¥. 1.J.ccU13、イJ z. 

344-2 1 SR44 1 i!投ノトL剥高!íjI~あ zl 1 ìl!~'t:t 3.9 1
1単i巳1剥離函打立面H 下土半iド主切担折rl損員 1友己{似側I1山川IIJ縁に{微j数投小剥離痕

3iU)¥ 

344-3 SRI 17 1J投小剥離痕ある ，-，二阿Wti I 6.9 単科離面打面 末端縁に微小剥離痕
剥円。 kt二Ft>~~石

344♂ 4 I I SR117 微小剥出!f痕あzlIw斤斤152- 7 1 iれ剥離面打倒 Ji:fl1IJ縁に微小剥南IfJli
剥j;;11=-(-['i

344-5 1 SR117 111投小剥高If:痕あろ- τ"，川 El-185 2 NW  j立;IK-tT面 雨量fWJ縁に撒小求IJ離痕
剥)i- ム」二只円行 コ.コ

344-6 I I SR145 微ぷi小i十剥良Ii:痕ある j7rIl→7 ~ ¥ 25.0 ¥.j:J i面を残す縦型剥j干のi側紘にi吏j11痕

344 7 I I SR160 微小剥離痕ある けー刊にI~C I 10.3 複剥離面打函 両側縁にj}投小剥離痕
剥)¥- I ki:FLハモ I I・

3448 SR160 {j投ノト剥島!UHある け1 斤同商 "'F~ 17.7 後剥離面打面 雨lWJ縁・iミ端絃にl);:H、剥謝{J長
剥)1 ムLFLJ、61-

344-9 I SR竹一7 {最殺IJノjトl剥出IE痕ある 11f質li計 9.7 複剥離面打面 両側綜に11投ノj、剥脅!t痕

344-10 1 1 SR227 1 ~投小剥脅Ií:痕ある E土山('('0 1 2.7 打回欠 表面右1f!1li1.長に1!投小剥離痕
剥片 ム Elp、石

344-11 1 1 SR406 1 i~投 ;J、剥高!Ufiある rJ二問訂'fi 7.7 打面欠損 表面末端綜に微ノj、剥離痕
剥Hd ムオコ只以子1

344-12 I I SR3005 概小剥離痕ある 百出 19.5 打面を残す縦型剥片のた1H1付誌に微小剥離痕
剥片 付 i ー

344-J3 1 1 SR3014 1 f政小守剥 ~jlF:痕ある r→2 山 1(¥.1 縦JT;リ剥片の両側接、に 1，投小剥~lIÉ痕
剥};只f_j 1':1片

345-1 1 1 SQl52 11故小剥部付IR.ある TH'T 弓 。4 打聞と際皮面を残すれt型剥片のT結に使用痕
剥!1 I -"1~1 1 ・

ヌ45-2 1 1 SQ564 機lJ、剥書I~痕ある 再 μ 4.9 打加を残す縦型剥j十の表面左jJjlJif;まにil投小剥離痕
J}11片 ハイ i - .. 

345-3 1 SQ3291 徴J剥/片j、剥離痕ある よ二'[ぞ'#， 91.7 剥)干の下総に微小剥離痕

345-4 I SKP年11 !剥政小}十刻 ~JIl痕ある 良τJ寸μ 24.5 打面を略す剥片の1tWJ*孟に使用jL4

34ラ-5 I I SKP33 微小2 剥書m痕ある ι17=ー 85.6 打面除去した縦型剥)-¥- 牒j主面残す i側縁に使用痕
まU)¥- 1-"hJ  

346-1 I SKP78 微小剥南IF:抗ある t'"f川- 凸“ 41H面を残す縦型剥片の fmIJ~;剥」使用痕
剥片 (イ1寸1 ?ヲ

346-2 I SKP78 {剥;投小!?剥自If痕ある 1二「fl，討 2.9 i'1fIIJ縁に使用痕 受熱剥片

346-3 I I SKP166 微小剥自Ifr痕あzlI Il1i 頁 11.1 複剥離面打面 表面li1fIIJ縁と末端縁に微小剥高It;Ji~
剥}守 一氏 11 b ハ

346-4 I 5KF日づ i !剥i投ノ片j、-剥離痕ある ft質H 百77 23.4 十j面側折損 末端縁にjl投小剥離痕

346-5 1 1 SKP282 1 ~泣小剥出IUf~ある は初予['n 14.3 複剥雄両打函 表面風化した剥荷If出 表出ffi椋にm;t小剥謝fJ良;
不'"'ul当l1tl ム tJ;1(=1 1 

346-6 1 I SKP331 段ノj、最IjPJ!E痕ある ，，'二州向1μ 6.8 打面残す縦長剥片の表面向似IJ~.立に Il投小剥離痕
表Ij片 n二F~_n-öo.

346-7 I SKP518 微剥小片剥離痕ある 庄賀子{岩 27.1 打面部IJ折JH 両側縁に1，投小剥高!f:痕

34什 8 I ISKP561 I~.投小剥離痕ある 王i:Z一i頁 'f~. 48.1 ヰi・剥・紙面打一出 尖!頭形をなす表面末端縁とおmlj~_j](の官lí に微小溺
求IJ)"1. I U:  ・ 離反表面右側結ド11にも搬小剥自|[[長

347-11 ISKP611 11故ノj、剥自!t:Jj_{ある 虫 11})-Z二 15.3 自然面}J痕l 末端縁に1i投小剥離m
示U片 …u山 1

3.+7-2 1 SKP613 1 ~投小剥離痕ある 庄鼎千百半 8 今 単剥離面n面 表阻;fimlJ縁に1)設小剥離菰
剥Jt 孔( 11J

347-3 I I SKP623 I ~投ノj、剥離痕ある 玄 I:Jil_千山+出 12 。複剥離由打瓜1 nliHliIWj，に1，投小求IJ出It痕
剥!'，. I .L]二只J;:-，t石 i ・

347-4 I SKP63巧7 11剥;投小片剥高If:fiある i主賀民子i 18.9 単剥離面打回 裏面末端右半に微小剥離痕

I 347-5 I SKP31l目5幻3 1
1
剥;)'t- 珪質H 頁宕 3刀78

l 3M斗7チ-6 I I SKP3わ一フ叶ι1w9A i概ゑj故投川川山IJ小付州叫)十示剥糊糊1料拙高部離i住t痕ある i技i主2質頁岩 i凶O.6 料州酬明叩1服附雌再剖離i住E師面 末料糊棚洲棚捌t端制制刷荷削制制{官担IIIJ折れ 阿制航1:川 F再開離iI旺!住t
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図版番号ー 写真番号 遺構番号 r，if 種 石賀 重量(g) 特 街、

347叩 7 SR144 接合剥片 頁岩 37.9 同一打面からの剥片 蝶皮面残る

348-1 S1388 イJ十支 五E質頁岩 83.5 打面・作業面90"移転しながら剥片尋問l

348-2 S1388 石核 珪質頁岩 52.1 裏面白然出 上下組整形後上面から表面に剥片剥離か

348-3 SI617 石核 珪質頁岩 45.0 持i剥離面打面から打点横移動し剥)，'剥離 その後打面転移か

348-4 SB430P1 石核 珪質貰岩 33.9 打面転移し間一作業甑から横長剥片剥離

349-1 SB430P5 石秒; 日:質頁岩 381.8 
打面と作業面とを90"転移 正面では打点を掛方向に移動して剥

片剥離

350-1 SK03 お核 頁岩 107.2 打面転移 10点ほどの剥片剥取

350ω2 SK09 石核 頁岩 45.6 機皮面を残す打面転移

350-3 SK11 石校 頁岩 160.7 |牒皮面と節理面を作業面とする 打面180"'1伝移

350-4 SK11 石核 頁岩 142.2 際皮面を残す打顕180"転移

351叩 i SK11 石核 J;i ti 329.4 際皮面を残す 3方向の打面

351“2 SK52 石核 頁宕 71.4 i諜皮聞と節理面を残す 単一打面

352-1 SK56 石核 f!、行 50.0 際皮面を残す 切断した縦型剥}干の雨側に打点

352-2 SK60 石技 豆岩 22.6 l喋1支商と節理面残す 打面は2函

352匂 3 SK60 石十支 頁岩 128.7 喋皮面残す 打面と作業国の入れ替え

352-4 SK61 石核 頁岩 198.1 節耳Il随残す打聞は3面

353-1 SK67 石核 凝灰岩 959.2 
裳面白然面 大剥離屈を打面に打点を左右に移動しながら技返し
て剥片剥離底面黒色物質付着

議裏表1面節理面接る 上 Fの風化した剥離面を打函にそれぞれ長面と
353-2 SK67 石核 珪賀頁右 110.8 [自に剥片手1島!t その後間極打法により裏面右側縁に細かい剥j十

離か

354-1 SK103 イゴ核 頁岩 169.3 打面と作業面を転移

354-2 SK136 イj核 只岩 25.5 打面90"転拶

354白3 SKlラOA 石核 Lt質頁岩 89.6 上面の不幸全の剥離函から縁ill上を打点移動しながら剥j十剥 ~1~

355叩 l SK251 石核 Ll質頁右 140‘8 打商務動 向聞から剥片剥取

355-2 SK264 石核 誌質頁岩 229.5 
'Hi.:f:lH様素材 J~.IHjの自然刷および')!iil化剥書IÉI耐を十j 自に表面を作業!
i起にし剥片手日露jf

1弓号ー弓 SK268 石i伎 .E:'E質貝:告 483.7 打面2方向

356也 l SK290 石核 珪質頁岩 2518.3 打面2方向 向然面残る

356-2 SK296 石核 頁岩 33.7 打田を 180"変える

357-1 SK303 石核 競質頁岩 1478.8 風化面打面縁辺上を打点移動しながら剥}¥剥離

357-2 SK359 石核 頁岩 今"-今ふ6・日、J 打闘を90" 変え ι 剥片剥~J!.

357-3 SK394 石核 長日二三一f戸1 128.9 i作業面から i点の剥片を剥ljx

358-1 SK395 イゴ核 f;l~質頁岩 97.7 fTI在12方向

358-2 SK395 イイ十主 珪質頁岩 724.4 打面3方向打面調整なし

359-1 SK395 石，按 tl~質頁岩 262.8 打因調整J有り 自然面残る

359-2 SK395 石伎 五l~質頁持 92.3 打.函2方向

359ω3 SK395 石枝 J.:l質!.'i岩 99.1 平j:l1-1了間を有す

360-1 SK496 t:i核 佐賀頁芋i キu ヰi剥離面打面の同縁を打点務勤し剥)-'，剥離

360-2 SK524 石核 頁岩 29.0 打面 180"転移

360-3 SK546 石核 I主質頁岩 180.3 表団に剥高!t回 1，位地に明確な日的剥i十剥離痕なし 被熱7

360-4 SK546 石枝 I主質頁岩 83.1 素材結辺上を打点移動 作業面表車両面

361戸 i SK546 石絞 球賀民岩 354.1 [tI~角球素材 各聞に風化間接る !二千両端から剥)¥剥離

362-1 SIく546 石核 .E:'E質頁岩 111.2 
一部に節理面・風化面残る 打函・作業屈を90"転移しながら剥);ー
剥離

362-2 SK552 石核 珪質頁 :r~ 249.0 2面に自然聞を残す分割!喋素材 上半間聞に小形の剥離痕

363-1 SK552 石核 珪質頁岩 609.8 亜角牒素材 fl面・作業面入れ替えて横長剥片剥自If:

364-1 SK553 石桜 Lt質頁岩 122.1 原則的に打面と作業函を90"転移しながら剥片剥離

364-2 SK553 石核 泥岩 375.8 
上回打因調製 表面十r}~.(左右に tt勤しながら剥)\.弱虫m 両側面
下面にも剥自!fUi.i 表面全縁辺に*111かい階段状剥離痕 裏面白然由会

365-1 SK5S3 石絞 珪質頁お 78.3 打立五回定し打記周縁を打点務勤し剥n剥良!f:

365-2 SK558 石核 珪質頁岩 1925.1 剥出If:面ある大形転機素材 表裏面に大形の剥副村長各1;ti( 

366-1 SK656 行枝 I主質民Ff- 166.8 
裏面周辺への剥離により、v間三角形状に整形 その段表面ご~hrbJ 
から巾心{こ向かつて剥片剥高If

366“2 SK656 石核 }圭質頁岩 195.4 盤状剥片素材 衣装闘に崩縁からの小形の利高1ft痕

366-3 SK3172 石校 頁岩 45フ 業材周囲を打面転移

367-1 SK3232 そi核 珪質頁岩 65.5 裏面白然面残す 打面・作業面90"転移しながら小形不整剥J1生産

367-2 SR145 石核 頁有 84.9 打面を 180"転移しながら剥片剥取

367-3 SR256 石核 珪質頁岩 77.2 打面180“転移牒皮面残す

367-4 SN499 石核 珪質頁岩 35.0 ~.剥離題打面 打点検移動し小形剥片剥離

第1 表南調査区遺構出土石器類観察表(11)
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図版番号 写真書号 j立構番号 器祖 石賀 重量(g) 特 f設

368ω! SQ152 イ7千五 凝灰岩 172.9 
複数打面

368-2 SQ450 イゴ核 珪質;民岩 218.0 
裏面白然面 右側の自然面打函から剥Hぷ1)離後打面的。転移し大

形の剥片剥離

368司 3 SKP31 石絞 頁!占 28.5 節理面残す i作業面で打点を移動

369時 i SKP69 石紗; シルト岩 1094.3 
両面白然面残る 打面と作業面を交互に入れ替え、打点周縁上を

移動し求IJ片剥離

369ゃ 2 SKP69 イJ核 シルト者 179.8 
自然崩打面 表面打点棋に移動しながら剥片剥離

370-1 SKP161 ぞi絞 JI岩 288.4 
l作業面から2-川町の剥片を剥取しながら打面を変えていく

370守 2 SKP184 イ十五 Jt質1"[(Ci 50.7 
裏面に下面からの、表面に上甑からの小形の剥片剥離痕

370-3 SKP191 石十主 頁ぞj 43.1 
{喋l支面を広く残す 317-4とi可→i手岩

370-4 SKP230 干[十主 I1賀Hfi 347.9 
節理由を践す 打由2面

371-1 SKP566 7"i.f支 時~~N岩 406.6 
fJ-J蝶もしくは分割瞭素材 仁面の複剥良!i~函打面から打点を縁辺仁
を移動させながら、剥片剥離

371-2 SKP699 壬i核 庄質頁岩 129.4 
打面・作業面90"転移しながら科j十剥離 i亙ん件、状

372-1 SKP3031 行持: 日:質主{告 22i.8 
去関lWJ打点周iI'まを移動し、求心状に剥片手附f

372 2 @'-6 SB430PI イイ箆 }圭質頁ミトi 29.5 
接)巳 縦長剥片素材か 基青11がかすかに尖鳥羽丈をなす寵形 刃部

はほとんど未加Tの素材剥片末端縁 刃よ1¥以外は両副二次却し1:

372ω1 SK284 イj箆 11質頁岩 15.4 
底部{政)" 表表面に一部素材剥離函残す他は全面三次力fl工

373-1 可7J-7 SK395 fi箆 庄質頁岩 60.9 
刃部)Jflエは背面のみ

373 2 {品百一 l SK496 石箆 泥岩 94.0 
接}巴横長剥Jt素材 素材担1)縁に刀百11作出 基端部に自然出残

JJ百11両面摩耗痕 基部組1)縁蔽打痕なし

373-3 @-2 SK555 灯箆 貝岩 33.7 表面末端縁に刃部、側縁に一次加工 iilli面に先行柔1)離面残す

373-4 。叩3 SR300 百箆 Jt質頁岩 27ユ短 IlIt形刃在日'次}J[J工少ない素材剥)¥末端縁に)J部作/1¥

373-5 り 4 SR3005 {~l'箆 頁岩 96.5 縦型剥)1の打面倒に刃部を作出、裏面には広〈先行剥離面残す

373-6 ⑪-5 SKP3218 石箆 日:質頁ぞi 30.0 
短fIlt形 刃部組IJ折損 裏面の一部に素材剥離面残すほかは全面ー三

次加工

374-1 (旬 11 SK274 打製石斧 泥苧i 480.4 般JI~ 表面に大きく素材剥離面残す 刃部に剥離痕

374-2 のω8 SK297 打製斧 凝灰芋j 164.8 
剥片素材? 表面白然面残る 両面から周縁に一次加工を施し擢

形に整形基部iHlJ縁はつぶれあり 刃部右手折損刃縁摩滅

374 3 をì~-l SK387 打製石斧 f圭買耳お 80.7 刀部祈m 基部両面 次加γ :t.k部制縁能打痕なし

374ャ4 ![ll-9 SK39月 打製石斧 rk質頁岩 211.7 
接JI~ i吏mi良(擦痕}有り

375-] (目的-2 SK395 打製イ-1斧 五!~質主岩 282.8 
控Jf; n可面に自然阻残る

375-2 ⑩-3 SK469 十r担イl斧 .E1質頁岩 659.8 接形素材の JI~状変えず表面左íHl除去とド端に;次加工 去成品か

376-1 昭一 10 SK546 打製石斧 誌質頁岩 396.6 
剥片素材 刃部打面倒jに作出 基[qISrilJjlJ!1日求は誌打によるつぶしあ

り 刀音1I表面右、1':と裏面に光沢ある摩耗痕

376叩2 伝的 4 SK3036 十r製石斧 凝灰岩 692.1 両面仁IJ*音1Iに離皮面を残す

377-] ぬ-7 SN122 打製石斧 安山岩 959.0 
牒素材周縁に二次加工を施し短fHt形に整形 素材の薄くなる方

の端部に刀部作山 全体にJ杢j成

377-2 処β5 SQ3205 打型ii斧 凝灰岩 282.7 
刃部欠国 表面自然出時 lílij 加、IJ~誌の一吉1\ に摩耗痕椋の鼓打痕

377叩3 @叩6 SKP443 打製Ti斧 ;畳灰岩 704.3 
両面に牒皮面を残す大型の剥)十のド誌に刃部を作出

378叩i 処~-I SB430P4 碓器 凝灰岩 285.8 
扇と摩平円耗際披素材 ほとんど:次lJllTなし 刀部?にわずかな線:1犬痕

378-2 @-2 SB430P6 際器 凝灰岩 407.7 
やや薄手の丹l喋素材 下端左土!とに両面ーからの二次力11二i二痕 二次加

工縁辺には摩耗痕あり

378-3 ⑮-3 SK225 !喋器 ;任以告 569.0 
縞王lLな持円形l喋素材周縁2方向にJ次加工

379-] 。 7 SK268 際器 泌岩 481.0 
円形擦を素材 周縁に一次加工

379-2 邸ゆω5 SK268 際器 I主賀民告 474.6 
両面に蝶皮面残る 下端に両面からメlJi号1I作1'1'，

379呼 1 (恒)-8 SK268 蝶;;if i疑j火山e 594.5 
!京みのある台形状素材 表面.J1:1HlJ縁にご次加 I~ 裏面に節耳目山一時

/~ 

380-1 @“4 SK400 機器 珪質頁岩 176.4 
全面風化した横長剥片素材 もとの素材の打面側から --lH1J縁にか

けて両面ーから交互に荒い一次加工 石箆未成品か

380-2 @-6 SK546 際器 王!~質頁告 659.6 席i王子な円牒素材 両側面に一次JJIJ工痕 打製石斧未成品か

380-3 町P-3 SB430P2 磨製石斧
砂岩ホルン

48.4 
基部破片 基端部以外は全面附磨 基端部融打痕

フェルス

380-4 @-1 SB430P5 i宮製子一i斧 曹長岩 53.6 
J琵形平田両側聞平j:Fl刃部両刃 ほほ全面研磨基端部融打痕

刃部表面左半に刃こぼれあり
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図版番号 写真番号 j立構番号 主~ f重 石賀 重量(g) 判ー 徴

380ヂ5 @-4 SK387 磨製石斧 砂岩 15.5 刃部側折損両側面ほほ平坦 悲喜11裏面剥落函{也は全面研磨函

380-6 (29-6 SK598 磨製石斧 f)投斑~Lい:u 122.5 
両側田平坦 j室存苦11全面(r)f磨屈 刃部備刃刃部使用痕あり 全
体被熱痕被熱によるはじけあり 被熱後基部制IJ欠.m

380-7 轡 -2 SKP266 l岳製石斧 f)1れしる岩 6.5 基部組1)小破片 表面-側面ほほ平坦な研磨面

380叩 8 @-7 SKP455 !砦製芯斧 ひん岩 168.3 刃部両刀 両側面平j:fl 刃部左側欠損

380-9 @-5 SKP562 磨製石斧 変斑れい岩 130.9 両刃 南側面ヱ)'-J:11. 基部欠損後欠損部表面にー部長iJf麿痕

381-1 S1388 [1I_1石類 凝灰岩 284.1 F・""1土欠損 両国首孔状鼓打痕各lヶ所

381-2 S1388 医!石類 凝灰岩 526.3 表裏面に浅い自孔状融打痕各2ヶ所

381-3 S1388 [~I石類 絢i石安山岩 326.3 表裏面に浅い前打痕

381-4 S1388 回石賀! 凝灰岩 245.1 両面浅い鼓打痕 炉石に転用

381ω5 S1388 担i石類 凝灰岩 326.1 
表面に盲孔:1犬融打痕lヶ所 表面に浅い畝打痕 どド端・表面欠
損

381ω6 SI388 [111石類 純石安山岩 166.4 下半欠損 閥面i長い前打痕

381-7 S1388 IlIJ石主l'i 凝以岩 316.6 
両面宵孔状誌打疫各2ヶ所 千iiWI副首孔状高Hl痕iヶ所炉 石に

転用

381-8 S1388 [百石額 凝灰岩 554.2 表面仁1:1史に盲孔状的打痕1T所

381-9 S1388 凹石頬 デイサイト 826.7 表面浅い吉孔状前打痕1ヶ所 炉石に転用

381-10 S1388 出石頬 輝行安山岩 229.4 表面に浅い市長打痕

381 11 S1388 [lll石頭 輝石安山岩 252‘6 表面に浸い厳打痕lケ所

382-1 51388 凹石類 府石安山岩 808.8 
表面薦出ーと浅い富礼状前打痕 裏面・ [lliJiflll函・仁下回麿面と浅い前

t-H良
382-2 51.388 prl石甥 WJf石安山岩 1212.8 n1ti出!露出 表出中央浅い鼓打痕右側面府政I 出浅い誌打痕

382苧 3 S1388 i空i石額 続石安山岩 754.3 
暦両面痕磨面と浅い厳打長 上下面・右1iW面に浅い蚊打痕とかすかな

382-4 S1388 i白石類 持石安山岩 825.0 表表面に浅い政打痕と磨面 上回に浅いr;MJ痕

382ω5 S1388 i立i石組 踏石安山 t~ 252.7 両面磨面

382-6 SJ38o 問石類 ~f石安山岩 974.6 問問磨回

382-7 S1388 出む額 長liィョ安山岩 968.1 下面居百炉石に転用

383-1 S1565 I!l]石類 輝行安LLI'ti 1182.6 両面 Ilfijillij函および上T[IIJj端に前打痕 表宴出に麿i必

383-2 S1617 出イコカ1 声!f石安山岩 455.5 表面浅い議打痕

383ω3 S1617 山石類 i娃灰岩 223.4 商聞各lヶ所詰打痕

383-4 S1617 山石類 石英斑岩 896.4 両面茂い融打痕 被熱痕あり 石間炉炉石に転用

383-5 S1617 [1耳石類 石英斑岩 894.1 両面に浅い厳打痕と磨面

383-6 SB430PI [1IJ -ti類 疑E}え質砂岩 99.3 小円蝶素材 表山に前打1icr.

383-7 SK11 [1_I_1石頭 対石安山岩 391.9 表裏回L富孔j丈高tfJ痕
383-8 SKll i可石類 デイサイト 1120.1 表面のみ不整誌打痕

384-1 SK67 白石額 安山岩 1023.8 下半欠損表面3ヶ所に浅い誠打痕 台石の可能性もあり

384-2 S1く103 凹石簡 純正i安山芋;ー 418.8 表面に浅い前十]痕

384-3 SK136 i白石組 流紋岩 121.7 表面に融打痕

384-4 SK136 [.t:J! 石:釦 輝石安山岩 755.5 両面に浅い戯れ痕

384-5 SKI43 山石'tJi 長R石安山岩 311.4 [i1li函に富-fL状議打痕各2ヶ月Ir 表面磨面

384-6 SKI43 [lrl石類 的i石安山岩 722.0 表面前打痕?と磨面 装面やや稜状部分麿面

384ャ 7 SK150A 問石類 砂岩 548.2 表面中央離打痕 袋面浅い畝t-J痕と磨面

384-8 SK194 l百石額 輝石安はl岩 247.2 表裏面に盲孔状の市長打痕

384-9 SK194 [Uilヨ知 お!i石安山主; 810.9 表災山に浅い能打痕

384-10 SK194 凹II:'I:Ji 組問安山岩 927.8 表面に浅い前打痕

385-1 SK202 山石類 輝石安山岩 349.3 両国に各2ヶ所の浅い富孔状蔽.n痕 全出風化J告しい

385-2 SK203 !~I石茸i 流紋岩 503.4 棒状喋素材 一端欠損 4面に盲孔状の前ナHi正

385ザ 3 SK220 [~~石類 だ!i石安山岩 270.5 表面麿面 両端に剥自jf~痕

385-4 SK225 由主J類 :締石安山岩 485.3 関屈に浅い前打痕

385-5 SK231 [1rlイi#l 斑状デイサ
607.3 

表裏面に浅い蔽打痕
イト

385-6 SK267 白石類 輝石安山岩 440.0 表裏面に蔽打痕

385-7 SK268 [1f]石類
.EiE状デイサ

364.4 
4面に蔽打痕

イト

385-8 SK268 [1I!fi組 続行1i:lll岩 515.9 主主表面に鼓打痕 側面に2出の唐山

386-1 SK274 四石類 お!i石安山岩 2311.8 半分欠指 両面に最打痕

386-2 SK274 凶行類 疑jズ岩 189.2 表叫に盲孔状の前打痕

386-3 SK280 担!石額 長R石安山計 448.6 問題に療面 被熱により一部表面はじけ

386-4 5K280 i立i石丸1 砂岩 477.6 下 端欠 両昭 に各lヶ所の畝打痕周辺剥離痕

386-5 SK290 i竺i石茸i
斑状デイサ

420.1 
1詩面は片面

イト
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435-



図版番号 写真番号 i立構番号 i'm- 韓 石賀 -重量(g) ヰ'1' f長

386-6 SK290 ~I 石類 輝石安山岩 685.1 問題出

386-7 SK297 間石知 ポ11石安山:cr 423.9 表面浅い鼓打痕

386-8 SK301 出石~i がn5安山岩 504.1 河端欠損? 両面故打痕各2ヶ所

386-9 SK358 I_II_I石'lJi
m~丈テaイサ

355.7 
表面1普面右半欠損

イト

386-10 SK358 i白石茸i
斑状デイサ

1017.0 
表 面膳面 と誌打痕 鼓打痕は 小盲孔状 表面麿面 被 熱後両 側 欠

イト J員

387ャ l SK387 i白石rJi が![石安山!ij 616.4 両面中央に高長打痕

387-2 SK387 間石類 i蛙灰岩 286.2 阿面摩耗ある吉孔状自主打痕各2ケliJi' jUij1tiM剥荷IHt{-前打痕

387ω3 SK395 !日!石ガi あI[石安山お 1756.0 磨面は品副 次加熱

387“斗 SK395 i空i石悲i 純正i安山岩 593.5 片面的

387-5 SK397 問石灯i 腕干1安山岩 615.9 両面白 焼牒

387-6 SK409 p司 Ei~Jl 凝灰岩 274.4 両面に富孔状翫打痕各2ヶm
387 7 SK495 凹石野i 凝灰岩 801.2 両面に浅い蔽打痕裏面j端剥離痕 被熱のため?ヒピ割れ

387-8 SK495 Ilfl石類 料石安山右 365_5 fili}面麿屈と盲孔状前打痕 n!1j端γ鼓打痕

388-1 SK495 !日|石類 i琵灰岩 716.2 
長面!ーやIj央に!長浜と不整方向の娘状痕 f'!三のー奇1¥に麿痕と浅

い能.fJ痕 裏面部分、的に浅い前打痕

388 2 SK495 Llfl石茸i 業ni安山岩 1767.3 両国磨面 下面鼓打痕

388-3 SK496 !日l干i封i 凝灰岩 300.8 両面各2ヶ所に前打痕表面磨面

388-4 SK524 山石茸i jtij(石安山岩 362.0 両面と側面に浅い畝fn}~ 裏.1J11J面に磨面

388-5 SK525 [Lっ石類 続行安山岩 618.1 両面に故打痕 裏面lこ操'1.良 円高に剥高t!II

388-6 SK529 Pfl石額 j疑j夫告 259.7 両端折損の板状離 界ij面に古孔;U~の鼓打:痕

388-7 SK546 白石室fl 締石安山岩 434.2 表四浅い誌打痕とf祭出 i二ド両端に各2ヶ所の打痕

388-8 SK552 胆Ili類 凝灰質砂岩 84.5 両面に離打痕 r-=I土欠損 風化著しい

388ω9 SK552 山口預 凝灰白 232.0 大半欠損 表面に蔽打痕iヶ所

388-10 SK552 凶石茸j おli石安山岩 337.5 阿面磨面

388ω11 SK552 凶石茸i 締石安山岩 214‘6 米自!野山

389-1 SK553 !白石類 輝石安山岩 108.1 下半欠損 両面!岳面?

389-2 SK555 凹日類 指![石安山岩 217.6 両面に浅い鼓打痕 両面と官IJ商に高HT:t長 表主主凶磨面

389-3 SK555 凹石類 凝灰質砂岩 679.7 両面に桟い宮孔状組打痕

389-4 SK572 凹石類 輝石安山岩 150.1 ド半欠損 表面百孔状離打痕iヶ所 哀面浅い蔽打j良?

389-5 SK576 i旦liiJJI 凝灰質砂岩 258.5 半分欠損 表裳聞に離打痕

389-6 SK598 11fl石類 石英致E岩 1972.6 表面中央に盲孔明瞭な訟打痕不明 合石の可能性

389-7 SK3026 凹干JJJ~ 珪質頁岩 224.3 表面に浅い蔽打痕

389-8 SK3126A 凹イイ類 輝石安山岩 601.7 表面浅い説打痕と磨由 哀出浅い自主打痕 七j-llllのあ;用か

389ω9 SK3129 凹石:JJj 輝石安山岩 305.6 表裏面に盲孔状の前打痕

389-10 SK3157 I~II.E額 輝石安山学i 423.8 表四に浅い鼓打痕

389-11 SK3188 四百iJ'i 凝灰岩 78.9 半分欠損表面に前打1i'i

390-i SR49 凶石類 シルト岩 ヱ勺2q4L『A 角柱状様素材 南西に告孔状高Hr痕名iヶ所

390叩 2 SR169 四石類 凝灰岩 120.4 表面rlJ央に加撃によるくほふ作出?伎に一部融打痕 裏面分割前i

390-3 SR257 世i石額 安山岩 321.3 表面3ヶ所、裏面lヶ所の盲孔状前打痕

390-4 SR570 [Ll[石類 i疑灰岩 188.9 裏半分および下半欠損表面に鼓打痕 一部は古孔:1犬

390-5 SR3005 l出石類 凝灰岩 457.0 表裏面に能打'痕 裏面の敵打痕は百孔状

390-6 SR3228 日I1{イ類 おrモi安山岩 407.0 表回麿llii

390-7 SNIOI 凹イゴ類 組粒砂 '1-，:' 1141.2 向田に自主打痕

390千 8 SNlOl [111 Lj iJi 凝灰'R 966.8 ~rij 函に浅い鼓打痕 l~.端に剥島!f:痕

391-1 SQ450 凹石類 輝石安山岩 750.1 両面に浅い戴打痕各2ヶ所

391-2 SQ450 問石類 i丘灰岩 502.2 表面に浅い議打痕2ヶ所

391-3 SQ3181 !日I:{:]類 イ'J-:9U~E料 206.6 両国に浅い鼓打痕 上端被熱痕

391-4 SQ3181 !日j石類 凝灰岩 334.8 表面上半に盲孔状融打痕

391子 5 SQ3181 ILl[石組 あ![石安山之; 476.3 
磨表面詰打と若干の研磨により [lf[面 1HIJ[ID .裏面前打:肢と :{'i，'1:の研

痕岩版の一種か

391-6 SQ3184 四石類 出!L[:j安山古 485.6 両面に浅い前打痕と麿面 被熱披あり

391-7 SQ3184 PfJ {iぜ!
J1E:1犬デイサ

312.4 
両面にd~い誌打痕と!去面被熱波あり

イト

391-8 SQ320S I~fl 石類 凝灰岩 885.9 表条裏面盲孔状龍綿打状痕痕lヶる所低 右側面吉孔;1丈高長打痕2ヶ所 上面市
のくぼみと あ lUi 

391-9 SQ320S 1~~1 石まìi 安山岩 1427.4 表裏面高孔状鼓打痕各iヶ所被熱痕あり

392ωi SQ3205 出イゴ知 東~石安山岩 1167.0 表面盲孔状戯れ痕 裏面畝打による剥離痕か

392叩 2 SQ3291 r.r:1石類 輝石安山岩 746.0 表装閣に敵打痕

392-3 SKPI84 [白石組 安角閃山芯羊j輝石 424.7 
両面!金面 左側面上 F端に剥離痕あるが使用痕かは不明

表南調査区遺構出土石器類観察表出)
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図版番号 写真番号 遺構番号 ~if 種 石笠 重量(g) 特= 徴

392-4 SKPl85 四七[頬 凝灰岩 552.2 右側を打ち欠きにより整形か 両面に浅い融打症

392-5 SKP190 i空1{:i類
斑状デイサ

572.9 
両面に磨iiti

イト

392-6 SKP208 問石器i 輝石安山岩 441.3 半分欠損 表裏面に浅い鼓打痕

392-7 SKP221 出石類 輝石安山岩 200.7 ド端欠 両面に浅い議打痕

392-8 SKP229 出石類 輝石安山岩 554.9 表裏面・側面に膳面

392-9 SKP282 i出石知 長li石安山岩 503.3 両面に盲孔状殻打痕と麿面

392-10 SKP282 出石類 輝石安山岩 416.8 表装闘・左側面に官孔状敵打痕各lヶ所 右官llj面浅い前打痕

393-1 SKP309 i出石類 がli石安山岩 313.7 表面に浅い畝打痕 裳面に磨面

393時 2 SKP581 [~[石類 凝灰岩 100.5 両面に浅い盲孔状蔽打痕

393-3 SKP609A 凶行類 輝石安山岩 743.8 表面磨面

393叩4 SKP637 出石娯 凝灰質砂岩 583.1 表面8ヶ所前後の鼓打痕 裏面4ヶ所前後の前打痕

393ザ 5 SKP674 回石類 件:石安山岩 445.0 両面に敵打痕

393-6 SKP683 問石類 凝灰岩 701.5 表面総状痕ある麿出と浅い部打痕2ヶ所

393ω7 SKP720 [la:ri穎 業!i石安山右 1337.0 表裏面浅い蔽打痕と膳凶 fiiiIffilJ面・上下回三jZJDな層面

393-8 SKP730 f1 a 行子J~
斑状デイサ

522.8 
裏面被熱痕顕著 表裏面 'l:JI結ílの一部に被告!~による?剥離痕 去

イト 面に浅い能打痕iケ所

393-9 SKP3218 出石類 安山!i.f 662.9 
表面富孔状畝打痕lケ所 !二端・両側面に剥落痕あるが、使用痕

かは不i珂

393-10 SKP3238 回石類 長n石安山岩 1638.5 表面・右側面J に麿面 被熱痕あり

393-11 SKP3254 胆Ifイ類 i疑似岩 142.3 
左・下側折断によりほぼ正方形平面に整形 表裏面に浅い盲孔状

記i打痕各iケ所 表裏面および右側面に浅い畝打痕被熱痕あり

394-1 S1431 石IIIl 糠行安山岩 2098.7 表面磨面?

394叩 2 S[617 石[lll 苅i石安山岩 2963.1 両面廃面 被葬品痕あり 依片4点接合(一部欠失j

394ω3 SK203 干::illIl 流紋岩 1110.5 Aui平離素材表面にかすかな麿面と浅い/.iHTi瓦裏iui短線状痕

394叩 4 SK226 石目立 砂者 1313.2 表面が緩くくほむ磨面

394-5 SK358 ゎm 輝ゎ安山岩 3030.0 表出守浅くくぼんだ麿面? 車田平坦な!書面? 下端に被熱痕

394-6 SK495 石血 持:石安山岩 3040.0 表面平坦な磨間 裏四くぼんだ磨間?

395ゅ i SK496 石盟 凝灰岩 2488.2 表面麿函と浅い畝打痕 裏面浅い畝十]痕

395-2 SR3009 石匝 輝石安山岩 2841.0 表面緩くくぼむ磨邸 主主面全面層面

395叩 3 5Q3205 石血 声n石安山岩 1548.5 周間・裏面欠損 表面磨面

395-4 SKP65 石[m 腕i芯安山岩 4500.0 表面緩くくほむ磨面

395-5 SKP3143A 石Ull 輝石安山岩 947.2 表面一部のみ遺存被熱後欠損か

395“6 51431 百石 凝灰岩 1789.6 両面鼓打:夜 中央部が富孔:Jkをなす

395-7 SQ3184 台ξi 凝灰岩 2621.1 
表面中央に古孔状の融打痕2ケiiJi" 周回に浅い戯れ痕 袋面浅い

鼓打痕と磨面

396-] (百一4 SKIIO ノト F ひすい 0.7 片面穿孔

396-2 ① 3 SK558 ノトT 変質流紋岩 0.2 片面穿孔風化苦しい

396-3 SKP72 1 ri製耳自ili 凝灰岩 20.3 両端側がかすかに太くなる円柱形 全面目iJfJ書面 ー古時虫:1犬痕残る

396-4 市 18 SR72 有孔石製品 凝灰質砂岩 2.5 
小形ぽFF円離をそのまま利用か rj19とやや i二寄りに表面から [gl転

穿孔施す 表面上端にt1UJ)t刻

396-5 5K202 円総状石製品 凝灰持 8.6 
表}巳面白然面践す剥j十素材? 開聞を打ち欠いて、不整円盤状に整

396-6 5K477 円f症状u製品 不明 26.8 
崩平!擦ワの周聞を打ち欠き、円盤状に整形 館素材でない可能性

あり

396-7 5K524 円撒状石製品 お!(石安山岩 92.2 ニ角形の踊司王様素材 表裏面の!司松に剥由!U)'~

396-8 5R405 円盤状石製品 凝灰岩 31.5 小柄平円喋素材 周縁部を平坦に{開発?

396-9 5R3005 円盤状石製品 凝灰岩 1.5 全面研磨 ll!1J面の研、麿痕明瞭

396叩 10 5KP528 円盤状石製品 約i石安山岩 58.2 円形の府j平礁が素材 表裏面の周縁をJ]f1工

396-11 5K297 有{L球 i疑j災岩 181.2 生痕つの貰通孔あり 右側面誌打痕か

396-12 5B430P2 球牒 凝灰質砂岩 61.9 両端および表面右側聞に浅い議打痕

397-1 51388 経刻l潔 説}j(岩 300.5 
iI~角喋素材全体非整形表裏面に不整の組刻表面中央やや上
方に前打による不整の浅い宵干し

397-2 51388 主主主リ際 凝灰岩 50.4 亜ftJ蝶素材 上端のみj官有: 表面司、整の線刻

397-3 51388 線刻i際 経灰岩 220.6 
円操業材 全体非整形 表面浅い前打痕と不整のtJi主1) 裏面 'NI¥
に浅い離打痕

397-4 51388 線刻際 凝灰有 1968.4 表面不毛里親、状痕と浅い鼓打痕 裏面明瞭な1JI1工痕なし F端欠H'l

397-5 51617 報刻様 凝灰岩 395.6 
中央が大きくくぼんだ円牒素材 くぼみ部に部分的に畝打と研磨

を加えた段、擦痕状の線刻を施す

398-1 5K215 線五iJ牒 凝灰質砂岩 54.9 楕円形の崩平離が素材表裏面に線刻 裏面に研磨痕

398ω2 SK250 線、刻l喋 議灰岩 25.7 破片 )十四に一条の隷実IJ 被熱

南調査区遺構出土石器類観察表ω
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泣lI:ti番号 写真番号 遺構番号 器控 石笠 重量(g) 特 f~ 

398ゃ 3 SK297 線、刻際 [i丸ノ、-山6 119.9 
府FfZ円喋素材 表面中央にほぼ縦位の短線群刻み 裏面明瞭な力[l
工菰なし

398-4 SK326 線刻際 M~TI頁岩 763.6 
持円形の扇平瞭が素材 表面に1~痕

398-5 SK403 線車Ij際 凝灰岩 86.3 
部のみ残 表面・右側面に縦方向の線状痕

398-6 SK403 線刻i際 凝灰宕 20.8 
下半欠損丸棒状全面幅5mm前後の縦方 fDJの線状痕伴うケズ
リ痕跡

399-1 SK500 線刻際 凝灰岩 163.7 
指11JJf~の扇iヂ離が素材一 表裏山に薦出表出にJ察痕 側面にJJ[lI
4長

399-2 SK660 総表IJi喋 凝灰岩 107.0 
全面に-t~f痕表裏面"1]史部は!舟面表面上端に富孔

399-3 SQ3184 線刻{喋 凝灰岩 382.6 
全面石iJf謄か 上部に不整に短い定~~刻を施す

399-4 SKPI88 キ'J)l刻際 i註l災'fj 45.4 
表面 1-_端に盲孔全面倒磨

400-1 {思}ω9 SB430P4 むおけ~'i ムー武岩 2.5 
先端部の依片か全面!軒威主:しい 被熱か

400時 2 叩)ω14 SK60 イゴ剣頬 44.4 
中央部J¥-? iilff.嘉証羽月瞭

400-3 ⑭ 17 SK61 石剣額
ホルンフ J二 ["1]央部片? 研磨痕i翌日味
ルス 30.0 

400斗 (り一 l汚 SKラ411 イi剣士官 デイサイト l∞! 
全面石JfI去 lilij端fJf1員

400-5 句0)-8 SK547 七安IJ鋲 j容結J疑以お 4.4 
先端部片? 石iJf自主痕顕著

400-6 (¥)0) -12 SR3020 行実IHI!
墓古石ホル

50.6 
中央部片? ftIf麿痕明瞭

ンフェルス

400-7 @-16 SR3061 石剣xl'!
オ、ルンフェ f政H 点在日
)1.<ス 53.7 

400-8 ⑩ 18 SR3231 七剣額 組i依岩 102.9 
基部破片 向ll!1J に癌状突I-H部 i;i~打痕一部残る ほほ全面長ijqll;j
r~fJ の研磨 H寺の親状痕

400-9 。ゆω13 SQ3181 fi剣類 テ'イ什イト 71.3 
両端・裏面欠損 表回全面磨面

400-10 ⑩停11 SKP69 石剣事i 組!粒砂岩 8.1 
小破片 表曲一全面研磨 基'1411~:::.はほ平行した定ji状:痕あり

斗00-11 句P-10 SKP258 T5剣JJ!
主青石;J，ル

2.4 
小破片 表面全面研磨

ンフ J~ }レス

南調査箆遺構出土石器類観察表(16)
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!図版番号 写真番号 名手fJ;・部{立 出土区 層出土位 大きさ(cm) 重さ(g) その他の特後・倣考

423叩 1 ⑮ l 耳飾 LL42 W f壬5.8 49.0 
沈線による三叉状文に刻み目 内面は沈線文

423-2 ⑮ -4 IC鈎 LL42 国 佳(6.3) (10.8) 
入組文

423-3 ⑩ 5 耳飾 LQ41 田 径4.3 (16.9) 
菊花状文

423-4 CiillY -6 耳飾 LM43 N 径4.2 23.0 
中央の孔を間む41臨の渦巻文

423-5 ⑮ -9 エF飾 L043 lV 任4.7 32.3 
中央の孔に経帝が入り組む

423-6 耳飾 しK44 臨 径6.3 102.6 
粗いナデの痕跡

423日7 ⑩ 15 耳針li LK41 E f壬3.0 17.5 
両面の周縁に細い刻み目

423-8 耳自iji L048 E f壬3.2 20.2 
両面に3重の刻み目列 雨顕に赤色強彩

423-9 ⑩ 13 耳自信 LM44 面 夜2.8 11.3 
片面に円形刺突

;耳飾 しN47 日 荏2.1 6.9 
ミガキ痕跡明i密c光沢あり

423-11 耳飾 LM43 lV 任2.0 6.3 
ケズ 1)痕跡明瞭

423-12 耳飾 しM44 出 {長(7.9) 12.9 
内外面に細い単位のミガキ痕跡

423-13 ヰ飾 LK44 i鹿 {壬(8.4) (8.9) 
内外面に細い単位にミガキ痕跡

耳前i LM42 E 径(6.3) (8.6) 
内外一面に細い単位のミガキ痕跡、

423-15 
二t.偶-右肩~

LN47 lV 高さ(9.0)
顔面に赤色存食彩 首に2条のij七組

頭部
(190.8) 

423-16 u再・頭部; LN47 N i克さ(6.6) (66.8) 
頭部にアスフアルト付着

土偶・頭部 LN47 邸 高さ(5.8) (79.5) 
顔面に赤色塗彩

i;偶・右胸部 LL43 E 高さ(9.1) (254.5) 
ミガキ痕跡明i按 折損留にアスフアルト付着

423-19 土偶・腹部 LM43 由 1吉jさ(8.8) (257.6) 
LR~竜文 腹部のj庁損回にアスフアルト付着

424匂 l ⑩ 3 ~I二偶.Nflきfi LN47 盟 品さ(7.8) (236.1) 
LR縄文 右腕折損面にアスフアルト付着

⑮ -4 土偶・頭部 L044 N i会jさ(9.0) (128.4) 
LR縄文 全 面にお 色 塗彩

424-] i二{島・屑部 LM43 N 高さ(7.3) (147.8) 
胎土分折試f3f4

424-4 土1出.1日!臨音1¥ LP44 盟 高さ(5.8) JJ会土分析試料5

@-l  二仁偶 U43 E 高さ(18.0) (225.2) 
全面に赤色設彩 lJ台二!二分析試午、1.1

424-6 @ 2  J:i1l1 LN43 血 間jさ(16.2) (217.2) Jti尺あり

424-7 
I: i出 .J汗 ~)Jt~

LP41 国 i点iさ(7.6)
音1I

(51.4) 

424-8 
=I::.illi.胸~腕i

LN43・44 E 高さ(8.1)
光沢あり

吉li
(70.4) 

424-9 
1-.1，再・11-:';同~

し043 E [i:J]さ(7.5)
1]台二上分析試字12

頭部

424-10 土偶-左j郎吉11 LK44 E 日1さ(4.9)
JJ白土分析試科6

I 424冊 I1 上f高・屑部 LPふ4 N 品さ(5.4)
胎 L分十n試料3

424-12 ⑩ -5 
呉Jr~土製品・

LL42 盟 高さ(5.4)
LR縄文

頭部
(36.5) 

異lf;土製品
LP45 IV 高さ(5.1)

頭部
36.5 

424-14 ⑮ -6 異JI:;;土製品 LN43 E よ毛さ(7.7) 23.9 
知[i主総による人組文

遺構外出土土製品観察表
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医i版番号|写真番号 損

425-1 LL43Cウ

j'H上区 II~位| 器護

II I石鉱 !珪質寅岩

石質 i重量(g)

425-2 LP42Bイ

基部扶りの深い[llJ基鉱 両面全面二次加工
1.3 425-3 しし42C7

425-4 L042Cウ

425-5 し043Bエ

細身'の'jZ基銑 雨面全部二次加工
I.7 425-6 U45 

p:j基簸 両面全面二次加-[ 主主部に素材折断面7残る
2.8 425-7 LL43 

大形内基盤南西全面二次加工
10.2 425吟 8 LN46C7 

425ω9 LM45Dウ

425 -10 LK40Bイ

細身の尖基錯; 両面中央に素材面残る
1.3 425-]] Ll45Aウ

425-12 L046Bイ

425 -13 LM43Bウ

425-]4 LM43D7 

425-15 しM43Dエ

425時 ]6 しM43Bi

有茎鑑 問面全面三次加工
1.J 425向 17 ME55 

有茎銑 ~bî面全面二次加工
1.5 Q

一
口
一

Q
ノ

一

O

一

1

1

一

i

一

2

一

2

ζ

J

一，、
J

…
，
、
J

一川崎
J

ウ

ム

一

《

/

一

一

勺

ム

一

内

ノ

一

ω

4

一

4

一

4

一

斗

Lf'~43CÎ 

LM43Dイ

LN48 

LM43D7 
有茎議 問問中央に素材面残す

2.1 

IV I石鉱 i玉髄

IV I Ti鉱 |庄質頁岩

臨 i石銑 I H~質頁岩

日 i石鑑 I M~質頁岩

II I石蟻 111質頁岩

石錫 IIE質民岩

IV Ili鉱 1 U~質頁岩

Il I b鋳i I fE質頁岩

IV I石議 i珪質頁岩

IV 1，日鍛 IIJ質頁お

IVI石鎌 |珪質頁岩

III lli蟻 IJ.主質頁岩

れ! 1;行鍛 i珪質頁岩

Il I七議 IJ主買頁岩

盟 I石銑 |珪質頁岩

1 I石鉱 111質長岩

盟 I石会長 i圭質頁岩

II I石簸 E圭質賞右

1 Iィj鑑 五髄

II I石議 i主質頁岩

LM45Bエ III Iイ:1蟻 I::Ii:髄425-22 

426-1 

LM48Bi I IV I石蟻 IIt宜民:~t;. 425-23 

し045Aウ I II I行匙 |庄質宣告

LK44Dイ ! 日 |石匙 |庄質頁岩n，ムro 
ペノ-

d
守

426-3 LM44Aウ I II I石匙 |珪質頁岩

U43Bウ I IV I行匙 I Jt質頁特426目斗

LK43Aウ | 毘 !イゴ匙 I Jt質頁岩

LK40Bi I Il I石匙 |佐賀頁岩

しN42Bエ I Il I石匙 i 佐賀民有

L043B{ I Il I石匙 |珪質頁若

l出 5Ai I悶!石匙 !踏附 l 

明ー

基部扶りの浅い凹基鑑 両面全面二次加工
0.9 I 

|恭部扶りの浅い凹基銑 両国中央素材樹残す 素材末端iJ!lJに尖Ufi
I.II j部作出か

菱形の一端に小さな1)とりを入れた形状の間基銃 器体中央部に黒
1.11色物質遺存根扶み装着か

l.qz基鎌 両面全誼j二次加工
1.4 

やや不整の尖基鉱 縦長剥片?の周縁部にのみこ次加工を施す
2.6 I 

i小形の有茎鎌 両面全面二次加I
0.3 I 

i小形の有茎鉱 剥片剥離時に破砕した小形の剥片(砕片)素材か
0.11主に表面に二次加工を施し芸部作出

i小形の有茎属 両面全面二次加工
0.8 I 

i小形の有茎鍛 阿部全詣三次加工
0.6 

大形の有茎鎌 両面素材面残す
3.3 I f乍IIIか

有茎鑑 両面全面二次加し
1.4 

有茎蟻未成品 横長剥)十素材eか 素材似IJ縁側?に二次加工施し茎
3.61 s'[I作出 尖頭部はほとんど未加工

I百議未成品 縦長剥片素材か 素材打面倒iに二次加工施し、尖頭 2

3.61部作n¥ 基部似IJは端部に素材の折断面を残し、整形未完 i 

i縦長事j片素材 組状打面残す -11面倒IJ両側に浅い扶りを入れてつ
22.6 Iまみ部作出 右側縁に細かい二次加工左糊緑に機小科離痕

!縦長剥片素材 tj5.剥離菌打面残す 打面{期間iHIJに扶り入れてつま
24.6 Iみ部作出 荷捌縁に細かいこ次加工痕 つまみ部に黒色物質かす

かに残る

ー打面自IJにつまみ部作出 表面全額二次加工 裏面つまみ部と末端
19.3 I iJllJに二次加工 末端右側は尖頭状

|縦長剥j片素材 単剥離頭打函?残す左側面白然出残す 素材末
26.6 I端測につまみ部作1:1¥ 右縁両面に剥Hかい三次力日r:施し刃部作出

嘉面右領Ij縁にも細かい二次}J[1工1I{ I 
縦長剥片素材 節理由打面残 尖鎖状の素材末端側に扶りを入れ i

9.2 Iてつまみ部作出 荷租IJ絃に微小剥離痕 s 

|横長~U片素材 技剥離面打面践 素材iJ1IJ縁関につまみ部作rH
22.4 1 裏面開縁~末端縁に細かい二次加工痕 つまみ部黒色物質付着

iつまみ部上端素材面残 両面全面二次加工施し、身部尖頭状に整
18.3 1形

i末端尖頭状の縦長剥}c'j'素材 打出折損打出鋲IJfilri側に扶りを入*L
261てつまみ部作山 南側縁かすかに椴小剥離痕

i縦長剥片素材 末端自然面残 末端縁側に表面への二次加工によ圃
5.2 Iりつまみ部作出 右側縁に急角度の二次加工 i 

遺構外出土石器類観察表(1)
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i 1刻版番号一 写真番号 出土区 層{立 器種 石賀 重量(g) 特 概

427-1 LK42D{ N 石匙 珪質頁岩 7.4 微素小材剥95.離剥痕離面打左極側投折損素材例j縁組IJにつまみ部作IH 刃部かすかに

素材単ま剥離部面打面残 素材一側縁の一部のみ二次加工施し、棒状
427-2 LR43 I 石匙 珪質頁岩 18.8 のつ み作質出 素材の相対する側縁に細かい二次加工痕 つま

み部黒色物残る

427-3 LM44A工 耳 右匙 詩:質ffif岩 8.5 
横長剥す片側素材か 単剥離面打面残施 素材作側縁組IJにつまみ部作出
相対る縁の表面に二次加工 し刀部出

427-4 LM44D{ 自 石匙 珪質頁岩 4.5 次素材加側縁側につまみ部作出 身部のほほ全周に両面から細かい一
工施し刃部作出

427-5 LJ45 日 石匙 珪質頁岩 15.8 
横長剥次片加素工材か 打面ls1Jにつまみ部作出 身部全問に両面から誕s
かいこ 施し左右両端を尖鎖状に整形

427-6 LN43Aイ E 石匙 珪質頁岩 56.9 作縦長剥相片対素材す 単側縁剥離面打面残 素材末端付近の側縁につまみ部
出 る に微小剥離痕

427ヴ LK45Bウ II 石匙 ~'j;質頁岩 105，2 
ま材樟側輯末剛端に両面からの 次加工によりつまみ部作山 相対する|
側 ~ 縁表拐に二次加工施し援J~の身部整形 つまみ部黒色
物質残る

豆 行設 訟指右
雄す市l針扶麿 つまみ部両聞にHとり 両面全面三次加 1= i1f'部先端かjL044Dワ 2.も かに詫か

I LI45 石錆: 玉髄
錐音局安[1針状 つまみ部半ffJ形 両面全面二次加工 錐部先端かすか428-2 I 5.3 に耗か

428-3 LK4lD工 N lu錐 H~賀支若 1.9 
横長材剥片技素材か 錐部短針;伏 つまみ部椅円形に整]f~ nnI面 音i;ii 
に素面す

428-4 仁M45AJ. 田 石i~t lt質;貞岩 2.5 
績長2片言材 単剥誌面打面残 素材側緑に両面から細かい二次!
加工 し針状の錐作出 つまみ音11はほとんど未加工

4~今~8 ー Jζ LN42Dイ 立 イJ会jl; 松脂岩 2.7 
錐先端部針状 つまみ奇[j;J、三角形状に整形 ほほ全面二次加工 錐部

かすかに摩耗か

428-6 LM43Bウ E 石錐 11質頁岩 3.8 
錐部針状 つまみ部扇形関西全四…:次加工

428-7 LL43Cウ 国 石tlt 王髄 3，9 
錐部す針状 つまみ奇li小11J形状 ほほ向面全面二次加工 錐部先端 i
かかに摩耗か

428-8 イゴ錐 珪立頁岩 9.8 
横長剥片素材か 素材担IJ縁側に針;部i犬作錐部作w 先素材端打回世IJとl末金端
縁側に細かい二次加工施しつまみ 出錐部 かすかに i毛
台、

428-9 L042Aイ 立 石錐 珪笠頁宥 18.6 
素ど材未打iiIT折損 素材iTIlJ縁側に短針状錐部作出 つまみ部はほとん

加工

428-10 LK40Dイ 日 石錐 珪質頁岩 44，3 
縦部左長剥縁jf素材 単剥次離面打題残 部末端側に針tk錐部作出 つまみ

側に細かい二加工痕錐先端摩耗痕

428-11 LMヰ4Cエ E 石錐 珪質頁岩 0.8 
短物棒質状残る両曲全面二次力11工 先端部屋王粍痕か 基古1;かすかに黒色

日 イ.~-tl主 変質流紋岩
針状開面全面二次力fI工 先端部摩耗痕 主i品目黒色物質銭る

0.4 

428 -13 しし43Cイ I主質兵:岩
短絡状問面全開二次力[1工 先端部俊耗痕基音1I黒色物質残る

0.9 

回 石錐 珪賀頁岩
短棒状 両面全面 ~;j.ゴUILL 両端部是正耗長428ゃ 14 LM43Aエ 1.4 

石tlt 流紋宕
短俸状 i両面全面二次加工 両端部摩耗痕428句 15 MD58 i 2.9 

428-16 LK42Aイ 国 石錐 変質流紋岩 1.7 細耗板身UJ茎何部去を摩イ3史耗民浪主広 両面全面 次1色rylU 先端部右側縁に偏った摩I
茎部{日I)ff;まに黒 物質技

石錐 l髄
針:1犬両面全面二次JJlj工両端部摩耗痕

428-17 L046 1.9 

LN44Dイ 国 :fij，jt 庄質頁岩
針状 fllu回全面一次方[J_L 先端部摩耗痕428句 18 i.7 

日 石錐 J1:質頁岩
角俸状全四一次JJU工先端部摩耗痕

428-19 LL41B了 3.9 

428-20 LM44T.ウ 盟 石錐 王髄
針~犬 両面わずかに素材函残す 阿端部摩耗痕

3.3 

盟 石錐 i主質頁王;
針状 j両面全面:次加工 両端尖頭状 先端部かすかに摩耗痕428-21 LM43AT 4.2 

429-1 ⑪ -6 ME62C N イi箆(A)
次裟出刃部付近を除きほほ全面二次加l高裏!iJ面主T面へ急角度の細かい一

真苧i 66.4 次加工施しす円刃片刀fj:出 基音11右側は への二次JJU工後表面に
二力[Jl施 メjき1i1'吏I:f=J痕不明側縁 痕なし

429-2 ⑪-11 LI46 I 石箆(A) 頁宕 27.3 
表面全面二次加工 裏面基部側前打縁に三次加工 素材側縁側に刀百li
作出刃部使用疫不明側縁 痕なし

429ω3 ⑪一 18 MK56 I 石箆(A)
表端面全面二次加工 裏加工面施体部周片縁に細かい二次加工 素材表面末~I

頁岩 38.1 ffllJへ急角度議の二次 し刃作出刃音11使用痕不明刃部
生か側縁打痕なし。-16 しI44 I 石箆(A) 頁岩 46.8 
表部面全面一次加工 芸面基自Ilml)に打荒い一次加工 素材打面il!IJにメJI 

作出刃部使用痕不明側縁部痕なし

遺構外出土石器類観察表(2)
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[，;(1版番号| 写真番号
骸

429 -5 I @ -22 I L046 

出土区 1"吾位 i 器積

石箆(A) I頁岩

百貨!重量(g) 中寺

429-6 I ⑪ -4 IMB40 

429-7 ⑪ 12 I 副 6Bウ

。-1 しP46Nl

。-2 IしK35

一日

F
E
E
E
E
h
 

Mε62A7 

MN57 

しし牛L

LP42T...ウ

LQ43BT 

。-13 I LM43Cエ

1 I行箆(A) 1_頁お

II I行箆(A) I頁fi

II I ::(j'箆(A) I頁岩

II I石箆(A) I頁'if

1 I石箆(A) I頁岩

石箆(A) I頁岩

沼 l 告

wl石箆(的 l F117 

1 I {_i箆(A) !白岩

円十時{人)im

I lV I石船) I立岩

93.剥離面打1ID残 縦長剥片素材か 素材裏面総辺への議1Iかい一二次

146.2 I加工後表面ほほ全面二次加五 素材末端縁に刃部作11¥ メJ部表裳

面縦方向の総状痕?と顕著な摩耗痕 劉縁薮打痕なし

1表面ほほ全面二次加工裏面ほとんど未加工打面脇に刃部作出
45.6 I i刀部使用痕不明 側縁高ji打痕なし

i表面一部を除きはほ全面二次加工 刃部使用長不IYl 側縁鼓打痕

23.8 な μ

いii剥書tt樹打面残表裏面素材面残 素材末端組IJ表面に二次加工施

16.3 し刃部作出 刃部使用痕不明 側縁離打痕なし

l表面会面二次加工裏面素材面残 素材1111J縁側に刀部作H'，か

48.3 I刃吉f;使用痕不明 部IJ線離打痕なし

j両面全面二次加工か 表面への急角度の二次加工により片刃作111
60.8 I 

|刃部使用痕不明 部IJ縁蔽打痕なし

i表面全間二次加工裏面禁部filIiullj縁に三次加工 素材打面倒jに刀

66.2 I部作出刃部能JFJ痕不明部1]縁畝打痕なし

素材1¥111縁側に刀

。-14 I LN42Aエ m I石箆{的 !頁詰

⑪-15 1 MD62Nl 

@-17 I LN42Bウ

@.) -19 I MG47 

@-20 I MJ54 

@-21 I MK56 

1 1石箆(T..) I頁岩

日 i石箆ω i間
立 |石箆(A) 11=i TI 

日 16箆(A) I巨岩

1 I石箆(幻 I真岩

i 表面全面二次加工 裏面体部['!Uff!IJ;fまに二次加工 素材末端僚にガ i
ラ6.5I ぃ一._ i 

| 部作出 刃部i使用痕不明側縁誌打痕な L I 

15.41表面ほほ全面二次加工表面ほとんど劫1I工 素材打酬1]に刃部 j
つ作出か刃部使用被不明 il!l]縁離打損なし ! 

l横長剥}片'i→素素一材 悶!出似ω!同司絃にニ次力却加[日L一一一一ム一一Lム一Jム
80.2 I =:~~;:~~"J f_r~_1 ~~ ;~:~ I1I r'J ~~';~~'~~ ~ ;;;~~;~~n~.':~.~!~~~.;;:'_-;~~ !~q'I'~ ，- -~ ~、.，o!-!

i工施しメj部作出 刃部{吏用痕不明 世IJ縁誌打痕なし j 

i表出全面三次加工 裏面体羽田淵IJ縁一二次加工 素材倶1I縁側に刃部 i
100.0 j 

j 作出 刃部{史丹]痕不明 世間縁取打痕なし i 

両面に素材的J銭 素材末端iH1Iに刃苦fWHJlか 刀訪日史用痕不明

97.5 I iH1I縁議打痕なし

430' 1 I @ -5 I L関心 29.5 II I石箆(B) I頁岩

430-2 I 15 I LN47M w I 箆{ち) I頁:岩 79.3 

45.2 430-3 I @→ I LP44M 思 I.{::i箆(B) I f[{~i 

lSヴ j素材打i醐 1]両釦二次fJ!LI:抱しぷき1¥整形 刃部未加工の素材料出 j

..;./縁刃きl;fj投小求tl高!tfii残基部組1]緑鼓打痕なし i 

ほほ両面全面二次加工刃部{使用痕不砂j 音11叙IJ秘蔵打痕なし ー

430-4 I @ 1 I L045C! 

430-5 I ⑪→  lしし42Dイ

日 i石箆(8) I貞告

国 ITi箆(B) I頁岩 130.3 

(!_G) -3 I MD48 69.3 立 i石箆ゆj I頁宕

-4 I LJ40C7 日 I 箆但)頁岩

Q_!]，)寸 ILQ43A了 lV I石箆(8) I 民主;

lV I石箆(B) I頁岩。-7 IしP43DT

。ーい LM44Bエ

@ーい LK35

。-10 1 L044DT 

⑪一 11 I則的

⑪-12 I LL42Dエ

U

子
一
Ino 

(
 

箆石πu 

1 I u箆(B) I 右

II IわI箆(B) I頁岩

II I {:î~色(日) I立科

m I石蕗(B) 1頁岩

表面白然面残 素材両側縁に両面から三次力!LL施し基iff5整形

64.3 I刀部長関縁辺二次加工 刃部縁辺両面縦方向の線状痕と摩耗痕

j主部側縁高長十日庇なし

素材単剥高1(:出打面残 表砲自然面残 素材打[函1WJと末端側に三次 i
81.0 I加工施し基部整形 素材表面一測結に二次}J[LL施し刃部作出 i 

刃部両面摩耗痕恭部iftU持能fJ痕なし i 

表面一部自然面践 玄材阿1WJ縁両面に二次加工施し基部整形 i 
素材表面末端縁に一次力II工施し刃部作W， メJ部世!日痕不明 基部!

側縁誌打痕なし i 

素材単剥離面打部建? 打面積1]と末端{期間聞に二次加工施し基部 j 

26.5 1整形素材表面制1]縁に二次加工施し刀部作出 刃部両総摩耗痕 i
基部側隷l~l{打痕なし i 

表面白然面残 素材打邸側と末端側両面に二次加工施し基部整形 i
46.9 1か刃部未加工の素材側縁 メJ縁微小剥離痕 刃部両縁i摩上副長? i 

基部裏面中央にかすかに黒色付着物 基部側縁前打痕なし ! 

素材 lf-;j!I]離面打面開 素材打面1H1]と末端側一部に扶り;[犬の二次加!

57.4 I工施し恭部整形 素材 開縁両縁に細かい二次加工施しが部刊行1¥I 
刃部雨縁摩耗痕 基部官)IJ縁鼓打痕なし ε 

〈
Ji

 
i
 

i
 

遺構外出土石器類観察表(3)
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ー図版苔号!写真番号 出J:fR 1/菖{立 i器種 行質!重量(g) ヰ
す

必活叶， 懲

⑪一 1 I LQ45D7 I II I峰山 |デイサイト

;素材打田1ftl]と半端1U1]両面に二次加工施し基部整形 刀先日未1J!LLの68.3 1 i:素材品部IJ縁刃部機小剥離痕基部1ftIJ縁蔽打痕なし

i素材自然在耳打面残? 素材打函側と末端側両面に二次力!I工施し基
83.7 I部整形 素材表面--slIJ縁にわずかに二次力II工施し刀部作UJ 刀部

縦方向の線状痕と顕著な摩耗痕 基部側縁故打痕なし

縦長剥片「素材 素材複剥離面打面姥 素材両側両面に二次加工施
70.4 Iし基部整形 素材表面末端似IJに細かい二次加工施し刃部作出

刃部使用痕不明 基部側縁詰打痕なし

l表面自然面残 素材両側縁表面に急角度の二次加工施し&部整形
90.2 1 i刃部未力UIの素材末端縁 刃縁11投小剥離痕 基部11!IJ縁部打痕なし

i素材!当然、面打面鏡 表面自然、部残 打記阿古現金参両面に二次加工施
37.4 Iし基部整形刃部未加工の素材末端縁刃部微小剥離痕 基部側

縁離打痕なし

!表面自然面残 素材開側縁問題に二次加工施し恭部整形 刃部裳77.4 I i i認摩耗痕 基部側縁畝打痕なし

i表面自然記残 表面全面二次加[ 刃部使用痕不íy~ 基部制IJ縁融
107.5 1 

i打痕なし

⑪-1J I LM43D7 I n I石慰問 i頁岩

⑪ -14 I LN44M ， 盟 i石箆(B) I問

⑪ -16 1M巴63Bウ ， IV ，石箆(B) I頁岩

⑪ 17 'LM44A7 I n I石箆(B) I凝灰岩

@-2  I LQ42Bウ ! 日 |石箆倒 !賠

⑪ーパ山3Bウ |川石箆(B) I頁岩

432-1 

。-6 山一
r
口一良g

 

，E冒志、
総
出石口

H
U 108.8 

。づ IL出46 j l i石箆{及川百三; .J..1.7 

一l注問 | 山
刊行斧 iデイザイト

宜 !打製 6斧 i緑泥石片岩， 117.8 刃部住

刃部裏面縁辺lこ

⑪ 1 I LM43Cイ

E l打製石斧|締緑凝灰岩 I 138.0 

盟 i打製石斧 l誌質頁日 352.5 

I @ 10 I MD49 I 1打製石斧|珪笠頁岩

432-3 I @ -8 I LP45Cr; 
l片状*)j_.ン

I! 1打製石斧 i
a フェルス

"+ ~1_1 -_1 む)>-11 LN47Dウ

434-i dゐ-8 LK41 E 宇]製手i斧 I屯紋岩

⑪ -1 
lほほ両国全面て次JJ!lT. 刃部表面一一部に摩耗痕

Li'M3C{ E 打製石斧 j疑f氏岩

435-1 1 (市D-2 I MD49 

435 2 (-U_j) 6 LJ46 

436-! 

436-2 打製石斧 頁岩 1017.5 

表面風化面残横長剥服材 表面刃部先端の一部に縦方削税i
437ザ i 打製石斧 11質頁岩 231.9 K痕と摩耗痕 基部ifl!J縁かすかに前十r:fi~

I@ィ
両面全面二次加工 刀音11裏面cjl51とに摩耗痕残 基部左側絃に 1，~Ì{打

437-2 .j:J製イJ斧 凝!天 n 244.7 決 刃音問!I工後廃棄か j 

田 打製(I斧 ;疑J)(岩 250.7 

m I打製石斧 i安l116

438→ i (11 ゆ-4 I LL42Dエ I m 打製石斧 凝灰岩 468.8 

I @-2  I LN46Dエ I rv 
刃部使用1i~不明

438-2 打製ヂ1‘斧 ;疑似右 274.0 

出土石器類観察表(4)
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区ii坂;寄りー 写真昏号 IU土[2<: !司{立 器種 γイ[J守 F只子F子 民1量(g) 特 f設

438-3 @ 12 LK42A7 既 打製石斧 珪質頁!日- 391.5 
はほ何回全面一次加工 ]-_ Trûij~拡鎖状器体11制にがj 上 Fj 
端の使用痕不明 f)とり部には誌打痕なし

⑪ -14 LM43 I 打。製石斧 安灰山岩岩質凝 228.7 
両面風化面践刀音[1折損似IJ縁~基端縁議打痕

⑪ -9 LM45Bエ 日 打製石斧 頁岩 310.6 
基部欠損表面自然面残裏面主剥離面か刃 部使用疫不 明

⑪ -10 LM45Bウ 自 打製石斧 デイサイト 270.5 
表面白然面残恭部欠損刃部表面摩耗痕?

⑪ -2 MF62Bイ N .rr製石斧
斑状デイサ

256.5 
表 面 白 然 出 残 刃 部 折 損 基 部 縁 厳 打 痕

イト

⑪ 3 LK46A7 立 打製石斧 あIf石安山岩 389.1 
両面自然面段 刀部折損 主主部側縁故打痕

⑪ -4 しK42Cエ 邸 打製石斧 凝灰岩 254.0 
表面自然i討残被熱後刀部折損 表面の自然面の刀音[iil!IJに縦方向
の総状痕と摩耗痕 基部{日IJ縁鼓打痕なし

⑪ -5 ME62 打製石斧 流紋まi 373.51 Pl瞭素材 基部折損刃部使用痕不明 基部側縁畝打痕

⑪ 6 LM45Cイ N 打製石斧 lt質頁岩 247.0 
刃部折断? 表凶自然面残基部断面方形 基部itllJ縁鼓打痕

-7 LL47C-j 日|打札斧 工E質頁岩 178_8 罰刃長部部陸j出i痕素材不明去基耐部自主側持耐嬉蔽 f出痕刃残部刃荒1iい部正糊再一輯次1J[前l加I打工桂痕唾にな棄よしかりイミ整形 I 
I Q.lji -8 L04o fJ裂石斧 凝灰岩 292.5 I 刃部欠損表裏面右側面自然 議 i 
。-9 LM44Cイ 田 打製石斧 庄質頁岩 204.3 刃部:jfr損 全面i訴訟j一次加工 iJll];縁哉打痕なし i 

⑪ -l! 
LN42 

打製石斧|安山
6004i1 両 面 白 然 回 践 右 側 面 折 面 周 縁 に 荒 い 一次加工刃部使用痕不 i

LN43 明訓[1側緯断r痕な し未成品 か i 
@-14 LP牛4υヮ N 打製b斧 灰安岩山岩質凝 503.1 基部折損両面全面二次加工刃部出不明基吉[S世間]痕j

I @ 15 MF62B{ IV fJ製石斧 珪質真右 112.3 刃部破片 表面自然面残 刃部両面縦方向の総状痕と摩耗痕

訂通 -5 LN42Cエ 日 打製壬i斧 .f;t1;r頁岩 159.3 
刃部折損基部ほほ両部全面 a次加工 関縁一斉[1誌打痕

両面 白然 面残 刃部 折損 側縁 前打1長
⑪ -6 LL43D工 国 打製石斧 粘板岩 166.7 

。i LM43Cイ N j宮製石斧 権問k:JR~j
能Jf~ [山ij}) 側面lはほ平坦基奇[i鼓打浪あり

125.0 

。-2 !持製石斧 紗岩
J設形両 刀自1m百平坦基端部平坦刃部刃こぼれあり

215.4 

。3 Lj45~L\T !謹製石斧 砂岩
擢7~ 刃部開刃 割前i王子坦 ;刃部})こぼれあり

211.1 

⑪ -4 おfD49B7 立 脂製イゴ斧 凝灰岩 244.6 
一間 部 値 l 剥離仙一|
よるはじけあり

。-5 LM43Cエ I 麿製石斧
援形基部破片欄面平土u

155.5 

@ - 6  LL43C了 国 !詩型行斧 玄武岩
t}IH甘]1; ~Iti刀 側面平坦基端部剥離痕あり

198.3 

。7 しQ4iBエ E 港製石斧
短冊:lrc 両刃 側面平tli 基部再加工か

苅i緑手i 118.7 

。-8 MK50 IV l岳製h斧 緑色岩 TL6 
短 H引I~ メj 音[1破片 メJ部両ガメj縁正面観湾r!ll 側面狭小なとjZJQ
間

@ - 9  MC48A7 E !謹製石斧
指!巴メJ音1I再力fl仁 か 自IJ田平坦基端部高HT1i{あり

利fK>;主6 232.3 

短冊形刃音[1'大国側面平坦

⑪一 10 LP42Bエ 国 酪製石斧 輝総岩 203.9 

@-ll LM43Aウ E j立製{i斧 凝灰岩 278.7 
短冊jfc 刃部再力111ーか 側面]'FJ出

⑪ -12 MK55 I 磨製石斧 安山岩 377.9 
表面一部自然面残? 短冊形 ほほ全面 J 次方[1工を施し基部を蔽

打整形。f震痕なし 未成品か

短冊形刃部・基部欠損側出平:tll.
⑪ -13 しj45A-1 日 IJ~ 製石斧 締結宕 260.2 

⑪ -14 磨製石斧 輝総岩
刃部・基端部再加工後詰打 高HT兵への転m開

178.8 

刃部破片 両メJ 側面ヱド担

⑪一 15 LM45C7 日 磨製石斧 ;疑j天質砂岩 67.7 

設1存 nlfjメJ偏メj 側出ヱド担

⑮ -1 磨製石斧 変が!(緑岩 87.9 

遺構外出土石器類観察表(5)
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図版番号 写真番号 出土区 層{立 器護 石質 重量(g) 特 f設

⑪ -2 仁K45C7 E 麿製石斧 変輝緑岩 110. 
ラ器形 両刃 illlJ面平問i 刃部刃こぼれあり

⑩ -3 LM44Aウ 立 麿製石斧 輝総岩 159. 
。刃部・恭部欠損両刃か側面乎JJJ

⑪ -4 LM43Dウ E 磨製石斧
葉育石ホル

188. 
2 援~Jr~ 両刃 全面風化著しい

ンフェルス

⑪ -5 LK39 麿製石斧 砂岩 175.3 
接J~ J]部両刃か 側面王子盟 主l] ~[1使用による剥離痕あり

⑪ -6 L044Cエ 国 磨製石斧 斑れい岩 141.8 
設形刃部欠損側面王子担

⑪ -7 LK43A7 田 磨製石斧 続緑岩 113.5 
援形両刃側面平:f8 ;!主部欠損刀部刃こぼれあり

⑪ -8 LN46Aウ N 磨製伝手手 変東!i緑岩 71.1 
短冊形刃部破片両刃側面平坦刃t[1使用による剥離痕あり

⑮ -9 LI48 I 磨製石斧 斑れし、岩 60.0 
接形両刃 側面平坦刃吉IIJ]こぼれあり 主主端部符加工か

⑪ -10 LP42 !告製石斧 均[緑岩 117.4 
擢7f~ 刃部欠損側面平坦

⑪ 11 LN44Aウ N !長製イJ斧 火石山諜凝灰 128.3 
援形刃部再加工か側出、ドlI:l. *t~iffi f'TiHあり

む_9)-12 LM45Cウ E 磨製石斧 玄武岩 156.3 
接7~ jjliI刃 側面乎i旦 刃告!日走用による剥離痕あり 基部被熱に
よるはじけあり

⑮ -13 LM43Dウ lV 麿製石斧 輝総岩 25.6 
濯 形 器部破片 iHlJ面王子坦

⑪ -14 LM46Dイ 国 麿製石斧 !沙岩 45.9 
援]r~ 基部破片 問題平j:IJ

嬢1f; 両刃 側面乎j:[1刃音liJ]こぼれあり

⑪ -15 LN43B7 毘 麿製石斧 続緑岩 205.1 

⑪ 16 LP42Cエ 立 磨製石斧 長![緑岩 159.6 
短lf1H~ 雨対 it1JJ的jムIZjl[ メj部子jこぼれあり 基自[1再加工か

⑪一 17 LN44 lV 磨製石斧 輝総岩 82.5 
援形 jUfjメlJ jtllJ面ほほ平外i 刃部使用による剥離痕あり 基部再
加工か

援Jf~ 刃部欠損 叙IJ曲一平m
⑪ 18 LP45Cエ 百 器製石斧 絹雲母片岩 56.9 

⑮ 19 草寺製石斧 {鼓斑れい岩 15.4 
刃部被片両刃

刃部破片 両刃 1&lj面平坦

⑪ -20 LM45Bイ W 磨製石斧 輝緑岩 47.1 

@-l  LM43C7 i 磨製石斧 変質岩 4.8 
設形両刃館函平坦

J護 形両刃側 面平坦 主主苦[1再力[1土か

訂9)-2 Mε48 百 磨製石斧 i骨行 7.6 

⑪ -3 し043A7 磨製石斧 刀真k斤剣斤平ιL弓』 14.0 
;琵形 両刃 側面王子五l

援形両刃 1ftlJ面平j:8

⑪ -4 LL42Di 田 府製石斧 文士民山手:山白 11.7 

⑪ -5 LP45B工 日 麿製干i斧 2，p£，♂J民戸主山ヨ 11.8 
接Jfj 両刃 lWJtlli ユド J~I

接 if~ nfiDJ 側面三v担
@-6  しM43T，ウ 自 !告製石斧 i骨石 12.0 

@7  LP46B7 立 !告製石斧 E日!!i噂民t~ !E円1 2.0 
基部破片 側面平よ[!

基部破片制面平J13

⑪ -8 LN47 I 麿製石斧 変質告 11.0 

@-9  LN46 I 麿製h斧 主ートえ:山長手石山 10.0 
接JI'; 刃音[1欠損側面平J:!J.

J琵)1'; 基部破片側面平:l1!

⑪ 10 LM43Cウ E 磨製石斧 i骨イゴ 1.4 

;詩形 基音[1破片 側面王子より

⑪-11 LM47Dウ 日 !告製石斧 変質岩 6.6 

接Jf; 基部被片 側関平翠

⑪ 12 LL42Cエ 国 麿製:石斧 持緑岩 5.6 

@-13 LL44 4.0 

t短H冊7f~ 刀部両刃 柿平じ側面)Lh. 刀部式リこほれあり 系却欠i

遺構外出土石器類観察表(6)
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1凶腕511J時号 t'!¥j::_区 j自{古: 時種 | 石質 重量(g) 特 犠

@-14 LM45C了 E !持製{…i斧 iif石
短H!)-形叙IJ[ifi平問主主部欠損

3.7 

⑪一 15 LM43AT 陛製石斧 itr石
短flIfjf5両刃 側面子j:13. 基部欠掛

6.7 

⑪ 16 LM44Cウ N !吾製壬i斧 蛇紋岩
接Jf5 両刃 iP.IJi面平担 基部欠損

8.4 

⑪一 17 LM42BT 国 !語製{i斧 蛇紋岩
援形両刃側面平坦基部欠損

9.4 

⑪一 18 LL42Dウ E f告製石斧 砂岩
般.lf~ 両刃側面平坦

15.5 

@-i9 LJ43 凝正日 1764.6 央大大昨~略円1上斗僚嘩半主素に材材も畝裏打裏面面に欠剥よ損離る浅面表い曲盲主古J面L長下点在軸に古す上JるにL3百f四干縦し4個に政iif;.ぶぷ 表面r!l

1 LI(45 

⑬ i しivi45r¥ウ 立 石llll

⑬ -2 し145 日 行llll デイサイト 刊 7.0I 1-のみの破片 表裏面磨函!詩持き[11)すかすかに高くなる 表面

赤在L顔料付着 破損詮被熱

l⑬ -J LK41 {iHlL 
雌石音山山 つ の 大嗣半l斗陣素材去山平坦な磨面表面も麿面か J 

@-4  LK41 E むllll 安山右
22615|j 大形崩ギドj瞭素材 表裏山L自民H民と磨面

⑬ 5 
MI55 I ii:J;l(i 

白1¥のみの披j十 全面を鼠打Lより問形に整形か 設閣内[釘;は

MI56 
E 石lIll 578.8 

!悲痕なく、製作時の破出品か

@-o  
LM44 行lllL デイサイト

上下端.!J:.側欠損 Ili央f.HI平坦な磨面 右組1)縁辺は高まる 裏面 i

LM43 
3040.0 

巴W-7 LM43Cエ 2952.3 
表裏面かすかにくぼんだ唐山一 両朝1)面も麿面か IlJlむとしても{吏

用し犬、可能性あり

l⑪ 11 
ナイフ 11~ I r土 {;r..出

石刃状縦長剥片素材 主主部開去1封面印ヘの;千急三tQ角1縁度組二か次し加工 その後右I
LJ中mエ N 7.1 剖IJ-...tr..iP.IJO)一

てf1吉"汗ロ jしム む 左側縁大部分被熱によるはじけと後i止の剥離痕 裏面先端部てfタ

力!LU点

439-2 ⑪ -10 しM45DT E 
ナイフ形

a 珪質頁岩 2.0 
石刃状縦長剥片素材 基吉[¥・先端部の一部に表面への急角度の二!

石器 次加工 両側縁に搬小剥離痕残る - i 

439-3 ⑪ i LM43Bウ 呉Jr~石器 i 五:質頁岩 | 42.5 
ほ砲すほ関西全面二次加工 先端尖鋭状に整形 矧側に2主主の裂とり i 

439-4 ⑪ 2 卜ω ゥ N 巽 Jf~石器 珪質頁岩

一一日日夜i

¥素材剥離出銭る イ=i1会のー種か

439-5 ⑪ -4 LK44 日 ~宅~ìr~ 七 i器 黒曜石
アメリカ式石鍛状 両面全面二次加工

0.8 

439-6 ⑪ -5 iル143C( 日 j作tξ~ iiヲ'←~l.fi正n j車紋百
l.l ほほ肩ffJ 面全面一次加工施し先端尖~J1状・雨 j1jlJ縁鋸的状{

斗39ヂ 7 ⑪一7 LP43AT ~'i1J巴:fi {，-~ 亦玉
76 2124オ剥片の周辺に両面からて次加 L<I!iliしLl'"左右に計 i 

43q-g ⑪ -3 LM45Aウ 思 ~~~形石器 lJ~質長岩
有茎石鉱状 体部下半iI可側に-tJ.とりあり ほぼp!ti副会副二次加上

1.6 

439-9 ⑪ -6 しfvi43Aイ 国 J1~ ]L~石器 亦玉
1.6 阿面士面 止加工施L先端つまみ状子端凹耳石鉱1犬に移形 I 

439時 10 ⑪ s しL42 国 異形{一1存 }王宮頁岩
両面全面二次加工施しし字;1丈に綾形 両端部尖~H状

1.0 

439-11 ⑪ -9 LM44・46 I 

両端尖頭状 中央上方に突起{刊u両面全面一次加工

異形石器 赤].: 11.4 

439-12 ⑪ 12 L048Cエ I 一ー脚石器 凝灰宕 16.2 5厚主面手剥素材片剥素材離面残両面るか縄ら比文較後期的急前葉角度に属のす一次る加か工施し脚部作出 I 
玉状の小円際素材か はほ片町穿孔

440-1 CD-IO ノト]~ 安出右 0.6 

部欠損両面穿Jし
キ+0-2 (3'l -9 小玉 0.6 

両面I二十i火ヱv:坦出をなす 両面穿孔

440-3 ①-8 LK42B1. E づ、 i骨石 1.4 

両面平j旦面をなす 摩さ不均等 片面穿子しか

440-4 ①伊14 小玉 i骨石 0.5 

やや，\TIîヂで向田中央王子jf~面をなす 前回穿iL 風化著しい

440叩 5 ⑦寸 LM43Aエ I 小 li -tB予すu主y主..イ

遺構外出土石器類観察表(7)
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国版昏号 写真番号 IH土区 層位 器苔i 石賀 重量(g) !ft- 犠

440-6 ①-6 LN42Aイ 立 小玉 ひすい
0.5 片面穿孔赤色顔料付着

440-7 ①ω12 LM43Cイ 自 小玉 i骨石
0.2 やや崩平で側面中央平服面をなす 両面穿孔

440“8 ① 13 LM43Bエ H 小]~ ひすい
ほほ片面穿孔 赤色顔料付着

0.3 

440-9 ①ω11 LM43Bウ 出 小玉 滑石
0.1 両面平jB極をなす 片面穿孔か

440-10 ①-7 LM44D7 E 小T ひすい 0.6 
楕円形平面両面中央王JZ担面をなす 片面穿孔

440-11 ① 16 LM420イ 日 小玉 滑石 0.5 
勾玉状平面両面穿孔

440-12 ① 17 LN44 日 小玉 ひすい
不整長方形平面 表面に回転苦手孔痕 小玉未成品

1.5 

440-i3 (3)一iS LM4SBウ E ひすい 0.S 
両端が尖ったC字形、F間 両面全面一次加工複 研磨痕不rVi E 

@-1  しし42Cエ 自
有孔石製

凝灰岩 3.7 
一端欠損 全面研磨施し弧状に整形 両端に両面からの[m転穿孔

1f11 口 各1ケ所 穿孔をr:1'心とする渦巻状の線刻施す

@ - 2  LM44Bエ E 
有孔石製

凝灰岩
全面fuf暦しコ面角形平聞に整形 中和11線上2ヶ所をドliiu:I:iから凶転穿

I仁1U1 4.8 孔両面~但ij に弧線状・刻み白状線刻施す 下回両端は刻み日

ある癌状を呈する 線刻にわずかに赤色顔料賎る

@ 3  LL41 田 有口o口孔石製 凝成岩 6.4 干崩し3平ヶ円所襟素他材にか表 両面研磨により平坦に整形 両面ーからの回転穿
表面2ヶ所の穿孔痕跡あり。-4 uν1460エ 堕

有孔石製
採択岩 3.6 

全面研磨し方形平面に繋形 左右両端各lヶ所を回転穿孔
口口口 右端はほとんど片面穿孔

むJ) 5 
有孔石製

2ヌ2不ミヶヶ整整所所二ご三日H月形|三面の扇平円嘩素材 中央に両面からの同転牢寸LLK41 I 日口日 珪質良岩 15.3 

。-6 LM43C了
有孔:fi~

流紋岩 10.4 
月形平面の踊平円牒素材 中史に両面からの回転穿孔

。-7 LN42Bイ E 
有孔石製

凝民岩 (¥ 全面研磨により三日月 7f~平面に整形か 端欠損裏面白線状に
口口口

U.フ
〈ぽむ 中央に両聞からの向転穿孔2ヶ所

@ 8  LM430ウ E 
有孔石製

頁岩 7.7 
芝ネ生円 }I~平副の崩平内離素材か 一端欠問 中史に戸fU回からの回転

HE3 口 ~;ry:.孔Z ヶ所

@-9  LN52AJ. E 
有子し布製 J箆灰買頁岩 17.7 

令面研磨し二日月JF;平面に整形 r11央に悶面からの回転穿孔2ケ

I
仁
iU 
1 

所

⑪-iO LM440T 回 凝灰岩 34.0 
反干りし

2
気ヶ味所の棒状円と喋下素両材

l
裏面のみ石uf路面あり 南西からの回転

穿 表面 二回転穿孔痕各2ヶ所[I:fl音I1にわずかに

赤色顔料残る

@-11 MD49 E 
有孔石製

風化安山告 13.8 
穿孔2パヶ所

凶)扇平FfJi瞭素材 表面研磨か 中央に向田からの回転
口口口

⑪ -12 iviB50 日
有孔石製

風化安山岩 10.4 
不整半円形平聞の扇子!斗i諜素材 サ出欠損表面剥高If:面 '1"央に

両面からの回転穿孔2ヶ所

@-13 LP44Aウ E 
有1l::Ci製

貞岩 19.8 
板状擦素材か 中央に両面からの凶転穿Jし2ヶ所

1
仁
1日
1 

。14 LM44Cウ 盟
有孔石製 よviζM・t，t'tτi 25.7 転

fi
形干平し

面の扇王子様素材か 令面j瓜化著しい 巾kに両面からの凶

i
仁
iμ1 穿 2ヶ所

@-1  LP42 
盲孔石製

凝灰岩 22.3 
全面研磨しより楕円Jf;'f自に設形 表面斜格子状線五IJ '1"心に浅

n仁口
1 い盲孔表面全体くほむ 中心浅い盲孔状

⑬ -2 LN43 日
盲孔石製

凝灰岩 33.9 
下半欠損 円蝶素材か〉表?主面:rI中心盲孔周囲に同心円状のま:JJ.t刻か

H 
仁
U
1 長面不整組状痕í'1~ うぷし

@ - 3  

ト央
半欠損 |斗jl';;半面に整形か 衣面11'心誠.rJによる浅い白.fL

LJ43A 盟 {j製品 ;疑!タミミコ 140.9 
中 水平j尤線線刻 その下に垂直沈隷8条椋実IJ 左右にf!llJIillと哀
面からの穿孔~lt各 i ケ所 裏面ほほ平担に整形 全面不整線状痕

残る

⑬ -4 LL41 E 
富Jし石製

凝灰岩 105.4 
同様端素古

J:
材 表面':1'央前打により水平田紘施す 回線内総状痕あり

1に1I11 
上 ioW打痕銭る 下端離打
い盲孔:1犬に整形 部組状痕あり

⑫ -5 しし43A了 部 凝灰岩
全面研磨し持円}伝子面に整形 表裏面11'心に富Jしとて又状?iI定刻

43.9 施す

⑬ 6 LN430イ
百ィL石製

;疑版岩 10.1 
小1']牒素材表面未加工 長面不整椋状痕fl:う盲孔あ 1)

i1i3 u 

⑬ -7 L045D'] E 凝灰岩 38.3 
府、ドIJJj穣素材 伊lJ 邸中 y~ーに不整線状痕伴うきわめて浅い古孔あり

⑬ -8 LN43Aイ 日
盲.fL石製

;足以岩 37.7 
円牒線状素材 表面未}Jll工 芸主山浅いくぼみ状の富fL? 不整同心円

日t日l 状維 ji{残る

CI22) -9 LN47A工 れf 石製品 盤以岩 118.6 
，'1[1喋素材 表面未加工 兵間前打ーにより浅いくぼみ:1;1(に繋形

伝道一 10 LK42Dエ lV 凝灰岩 17.4 
純平円際央素材 表面ほとんど未加工 i!llJ面白liiJf療面 裏面研磨
間中浅い盲孔吉孔内不整線状痕残る

@ 11 LM43A7 石英斑岩 112.1 
円状際素を材 表面・側面の gf)碕!菩jIQ 裏面全面議打により浅い日
干し 呈す

遺構外出土石器類観察表(8)
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問版番号 写真番号 出土庇 層位 器種 石賀 重量(g) 特 徴

⑬ 12 M056 I 盲日nロ孔 (製 凝灰岩 138.3 円様素中材 表富面剥離長端 側面線全閣状痕娘状残る研磨面 裏面中央浅く〈
ぽみ 心に 孔下 扶り 痕著しい

@-13 L044 N 盲干し石製
凝灰岩 66.6 

円蝶残素材 表面風化著しい 裏面浅いくぼみ状の富子し 不整総状
日仁日1 痕る

⑪ 1 しL43D7 磨状製円盤 1疑灰岩 2.4 
全面研磨し不整円盤状に整形 側面平坦

石製品

⑬ -2 LI44Cエ N 状磨製円盤 凝J;反質{沙岩 7.7 
全面石Jf轄し円盤状に整形側面平坦

石製品

⑪ -3 しN46Bエ 限
際製円盤
状石製品

凝灰岩 8.0 
全面研磨残 し円能状に整形 一部線状痕残る 側面平坦 表面 F端
剥離痕る?

⑬ -4 LQ44Dエ 日 磨状製円盤 凝灰:ft 33.3 
全面研磨し円盤状に整形側面平盟

石製品

⑬ -5 低盲孔円起柱状 C整表字総面J状・主側痕C面字伴全文う面線く研刻ぼ磨すみる状表の面周盲中辺孔央にと上は犬下沈両毅端3に富孔LP44Aウ {I製工干自iti 凝灰岩 20.4 点に 弧 ヶ所線刻す
る裏面不

⑬ -6 LL43Dウ
円柱状石

;疑)j(思 56.l 企画研円磨括し低円柱状経に主整1J形 表面rj-l夫かすかにくほむ 裳|函仁~I央
iートピせfi?ロl 不整 綾封鎖1J 的i #Jl~IJ2条めぐる

⑬ -7 LM44C工 国
円位状石

凝灰岩 28.1 
11t円柱状全面研磨か 長函 ~IJ央不整線状痕伴う吉孔あり

骨事元1リ日口日

⑬ 8 LM44Cイ 回
円柱状石

凝JF，.岩 12.7 
全菌研磨により i1t円柱状に整形表面中央に不整盲孔 似IJ問中央

芋苛i'リと口u口 音1Iかすかにくぽむ 側面部分的に短沈線状繰刻めぐる

@-9  
異1巴毒飾 t端のみの被片の現線状刻はめ角ぐ柱ら状す上端表薄面く倒なでりず縦れ方る向のおjみ日施

LM43 I 
口し口t 

1豆i長岩 1.8 す却中施央部に2;J犬 が、 下端測に
も殺 す

@-IO 
不明石製 上端のみ遺存 方形ijf.面か 表面方}離てI~痕{2頃1正面のy，とり 扶り部は一部

LS42 E uEu E 
J疑灰岩 64.4 線状痕裏残るが、極めてE上F=i骨上国剥 残斜る 問視1)面平坦な研麗

面 面研麿 面 上半端 に 向かつ する

@-II LP44 日
円柱状石

;景灰ぞ; 9.4 
全面暁麿により円柱状に整形 上下関かすかに凸面状

製品

@ 12 LM43Bエ 国
円柱状tI

凝灰岩 7.6 
上 F!ti者欠損 現状で円柱状をなす 全面縦方向の線状痕残る

岩ヨ長見tロuロ

@-13 L043 E お目立 lf~石
凝灰岩 8.2 

血部上回観楕円形内面線状痕残る 裏回4本の脚部作出 木製

製品 容器を模したものか

@-14 
石捧状石 棒り状円諜吉11短素弧材状か 基端と部に二線次力fI工痕と研刻磨施痕・先本端来部入議組打三握叉あ; 

LM43CT ~注H 目C口Z 
i疑灰お 102.9 基 i主謀斜行i主による緯す 文

意1[(か

下半欠J員 干方空し形平表面の板端文状総のに孔整形か 組1)苗1・上面総左状右痕に銭j$_るC字

(3)-1 
上ITïî r~J史富 面上 から正中総垂下 'C 

440-14 LL42B7 耳 組刻l諜 i疑灰岩 147.8 
字組文親叉刻状 間に三叉 殺到百充填 裏面左右手J:相材、のC字状・入

三叉京!訪日

440ω15 @ - 2  L043 E 続刻擦
韓装右半欠損 額方IJ形末'1正端面の板状に整形か 全面線状痕残る 表面正中

凝灰岩 54.9 あり 左に が渦巻き状の逆C字文と三角形文揮を錦刻
面にも細繰刻による同一文様臨す

上半欠損 左末方端7右5平閣の椋状に整形か 全面線状喪時る 表面中央

① 2 LN43 E 組刻様 i丘灰岩 110.2 
に正中線 に巻末状端がj品巻状に噛み合う C学状文京~ìt友1J 裏面1e
端右非相材、の末 渦 にPI実み合う C字状文総刻 I;;"ill]・尚制面閥

二股に分かれた短沈線線刻

(日夕 1 LM42Bエ m 線表IJ[~襲 極灰岩 7.6 小形岩-下偶端状に刻両み面状縦の方隷向刻の施線し状、痕あり 上半に削りによる富孔
同組IJ 人形に整形

⑪ -2 L042Aウ 日 自ji五日fr業 凝灰岩 8.2 
小形岩{国状全体人形に整形 ほほ全面に縦方向基調の線状痕残
る

⑬ -3 しし43Dエ 線制球 J疑灰岩 4.7 
長指円形に整形側面平坦上端{日IJ両側に刻み;1犬の扶り施す 表
面下三!とに下関きの弧状沈線と垂直の短沈線組刻する 人物意l丘か

⑬ -4 LL41Cイ 盟 総刻喋 凝灰岩 13.0 
下端刻のみ 水表裏平面の一部刻のみ研磨 表面下半に下関きの弧状沈線
親 裏面 沈線線リ

⑪ 5 LM42Bエ 日 線刻蝶 凝灰岩 114.7 
i二半欠損 ほほ全面研磨円か 両面下半すの水平j主総より上位を:lJ~り
気味に撃J!~ Til出に半状の扶り施 i 

@ 6  
1-.端扇形、残体部門表高面に扶上りある方形に整形 ほほ全面に縦方向基I

LM43A7 純真IJ擦 凝灰岩 69.2 右調の線状痕る 端に同心円様の線状痕残る盲孔あり 左
に弧状沈線線刻 裏面長制i上に不整の正中総状総刻

⑪ -7 
小判形平面円蝶盲孔素;M 表面のみ部線分的・弧に状研沈磨掠痕・と線状痕 表面上

LM41 紘刻際 経灰岩 46.7 端り不整の浅い 扶り状の短it 垂直沈続線刻によ
人物意匠表現か 裏面斜格子状娘刻

⑬ -1 L04lDウ 田 線刻諜 {沙宕 10.9 
全面研磨し、持円形文平田に整刻形 両側面 1-.半・中央・下端に扶り
表面上下にはさ角形椋線 中央の水平総刻のi本は裏面にも
めぐる。-2 LM43A工 部 線五IJl津 軽石 6.3 
線トー端刻?のみの破片 上端部1)に水平沈線めぐる 上面中史刻み;1)::の

⑬ -3 LM44A工 N 線刻諜 軽石 3.7 
下半欠絹か 全体半を角柱状にの整綜形刻か rIJ)I，とやや上位にi山総状線刻
めぐる 表面 F にV字状?

⑬ -4 LN43D7 E 線刻{穣 砂岩 15.9 
不整小円礁素材 中央に!同組状線刻めぐる 問線内繰状痕顕著

辺j)-5 LJ牛l N 線刻!穣 ;量灰岩 17.9 
権円形平面円襟素材 {iJf磨痕不明 両側面に線刻伴う扶り作出

⑬ -6 LL46Aイ E 線刻蝶 シルト岩 13.6 
全面研麿し 箱円Jf0'JZ面に整形上下端と右側面に表IJみ回状の線

五リ

第164表遺構外出土石器類観察表(9)
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出版番号 写真番号 出土i豆 題i立 器撞 イゴ 質 事量(g) 特 徴

@-7  LN43 盟 説刻擦 凝灰質砂岩 18.7 
棒主九状諜素材か 下手欠損整形痕は不明 中央に綾刻めぐる 被

…か

@-8  LK42C7 日 線刻喋 凝灰岩 20.1 
ニ角柱状に整形か上下両端に各1条の総主IJめぐる 表面中央の

稜部に斜位の線刻状の線状痕残る

⑬ 9 し043Bエ 盟 線刻離 凝灰岩 12.0 
不線定刻形の絹平円際素材 右組IJ縁に扶り作出か 扶りから水平に細

めぐる

@-1O LL42 国 組表IJ機 砂岩 42.9 
不定央形小総円喋状線素材 下端一部に議打痕残る以外整形痕不明 表面
中に凹 刻裏面は縮沈線状となり、途中で消失表面中

央に縦方向の線刻あり

⑬ i LK40Bイ 日 線部機 凝ト灰器質シル 32.6 
体維状部一残部のみの政片 全面研磨により楕円形平面に整形か 全面

痕 る 上端に弧状沈総状線表IJめぐる 表面上端に回転穿孔

痕未貫通か

⑬ -2 LM45Aエ 日 線刻機 凝灰岩 16.7 
下半欠損 全面研磨端し、孔長楕円形線王子面に整形か 上端側に水王子沈
総めぐる 表面上 に富子 水平刻下に正中古車両面'.[-.聞に

C字文状の線刻施す

@-3  LM44Dイ 問 線刻{喋 凝灰岩 107.4 
全面開磨し、卵形に整形 I:jJ央に水平沈線めぐる 表面下半に垂

直短沈線と弧状沈線線事IJ

異表形の岩間央状 水平田綾で区顧し、横長)j形王子四の路部整JI~ 頭

@-4  LM43Aイ 日 線刻際 凝灰岩 198.1 
部田中 と両面両端に富孔施す休部両jW)に刻み目ある突出部

11:/1¥ 下端I十i央に{たり 体部両面に曲線文掠の線刻 全面風化著

しい

⑬ -5 LP42 I 手:Jjt五日擦 経灰岩 102.4 
全面開磨により騎手な棒状に整影 体部縦方InJの親刻状の総状痕

顕著に残る 上端組IJ水手緯刻めぐる 表面上!l品中央に盲孔

⑬ -6 LM44C7 田 線刻瞭 凝E疋岩 117.2 
上端部のみの破片 全体卵形に整形か 表商・側面に盲孔計3ヶ所

曲線状の線刻施す

日1) 1 LL43C7 血 総刻蝶 経灰岩 111.0 半球出諜部素材甘 表面加工喪不明 周縁に細線刻めぐる 1::.端の捕状
突 のきさ部に細繰刻めぐる 裏面:qz坦な自然面

⑬ -1 
ほほ全る下面三Fを・に研弧醸状し[II_台1*泉形をに基近調いと楕し円た形ま~}tに却整をjl~施 上半I二十i央に貫通孔

LN46A7 N 総刻擦 続石安山岩

左右 す回総間にi字以;の

⑬ i 
491.1 線刻、弧状回線に主Ijみ目をそれぞれ施す 本来は人物意匠か線

刻にはなぞりの痕跡ほとんどなく、刻み目は鋭利な工具による

裏面は全面研磨顕

⑬←] LL43 立 線刻諜 i疑灰岩 868.1 
大形崩平円喋素材 表面下半に細線刻による不整のパンツ形文

裏面不整の細線刻あり

@ @-2  
大j~距i可礎素材 表裏面一音ISにかすかな蔽打痕銭る 表面中央に

U42 N 線刻蝶 凝灰岩 1456.3 総状痕j犬の線刻を充填したパシツ形丈
-3 

⑬ -3 LK42 
国 線刻蝶 凝灰岩

10数m離れて出土した破片岡土が謀合し、ほほ完f巨 大形棒状円

⑬ -2 LN46 
723.2 際上素材 表面研磨か 表面下半に複数の細線刻で、パンツ形文表出

土手の一部に不整の細線刻 裏面右{日|昨季ア次加工か

⑪ -1 LM43Aウ 組刻i諜 凝灰岩 50.7 
楕円裏形面平面扇半平円際素材 研磨痕不明 表面下半にパンツ形文表
出委主上にもパンツ形文表出か

⑪ -2 LM451コ了 思 ま:Jjt刻{穣 凝灰岩 69.6 
楕円形平面崩平円喋素材 MI喜痕不明 llfij出 F半に細線刻で、パン

ツ形文表出

⑪ -3 LM43l'.ア 親刻蝶 凝灰岩 41.1 
指円Jf;平面崩平{諜素材か上半欠婦問題11'史研磨函 Illijf邸に控

数の線状痕で、パンソ 7~文表出か。-4 LP45 I 続刻諜 凝灰岩 12.6 …片一一素刷鳩山
表面に細親実IJでパンツ形文表出か

1¥'1063 楕円形平立互に整形 全面に縦方IbJ恭調の線状痕践る 表面ド半に
L三.y-5 

ME63 
註 総刻諜 i疑灰岩 165.2 

パンツ形文線刻左側縁下半扶り

⑬ l 総刻l綾 i昆灰岩 31.8 
表楕円形平面 両面ほほ長軸上に正中線 両面不整の線刻施す

関正中線上に回転穿孔による盲干し2ヶ所あり

@-2  LN44 総刻蝶 凝!氏岩 110.8 
上半欠損 指刻円形干面か 縦央末方端向に総状痕 表面長事I1上に正中線
表面不整総絡す 裏面中 が渦巻状のC字文? }剖辺からff!1)
面にかけて不整の線刻施す

@-3  LN45Aウ E ま~l刻喋 凝灰岩 123.2 
上端整線欠損刻施す長楕円形平面円諜鵡素材か 表面研磨面 縦方向基調の
不 能1)面部芳的に状痕あ V) 裏面かすかにま!虫状痕あ

<Jl:;> -4 LK45B7 邸 線表IJ様 凝灰岩 136.1 
不整円形平面 両面に斜格子ー状線刻施す 表面上こ!とに回転穿孔に

よる盲干し3ヶ所あり

⑬ -5 LM44Aウ H *!R刻際 疑E反岩 107.4 
下端欠損長情円形平田か 両面~両側面縦方向の線状痕あり

表面上半鼓打痕あり

⑬ 1 LM45Aエ H 線刻際 凝灰持 1.7 
続平小円際素材 表面下半に不整の線刻あり

⑬ -2 LK43C{ E 線五IJ瞭 おHi(_!fi 15.2 
中うたに貫通孔ある崩平小rr:]喋素材 表裏面に不整のおiぱfi刻

⑬ -3 LM43Ci' 線実Ij諜 凝灰岩 57.1 
楕円形平面濡平Pi諜素材 両面に縦方向の線状痕あり

⑬ -4 LL43C7 線車Ij燦 凝灰岩 93.3 
指円形平面踊平円醸素材 両面に縦方向の線状披あり

⑬ -5 L044D7 E tji刻i喋 凝灰岩 125.9 
持円形平副嬬平円諜素材 跨縁一部に一次かUT夜 間面にが[磨痕

と不整の綿状痕あり

Q1Y -6 LP43Aエ E 線刻離 i疑灰岩 4.8 
上端部のみの破片 全面1iJf麗し、木の葉形に整形か側面平坦

表面上端恨1)に富孔

@-7 卜ω エ 国 組刻操 誕灰岩 27.0 
格円形平面円離素材 表面上判jJf麿面か表面上半側に吉孔

表面下端中央に縦方向の線状痕か

遺構外出土石器類観察表制
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!ヌ11掠罫ひ!な立許庁 U¥上I;{ ，r~ij I)i: ?;汗1ft イi 質 東量(g) キ? 徹

-iS LM42BT N 総主IJi球 砂:n 108.2 
側面部分的

。 -9 しM43C工 田 81以IJ際 i丘}F..!~i 55.0 

⑬ -10 LN43 自 線刻牒 ì~走 }j~岩 72.5 

⑬ llMD6i E li剣賀i :ft!i1反t
fUjJ閣制}鈴山 衣山伶 j状線

ME61 
17.0 

薄手破片 両面1iJf1詩面

⑪ -2 しP46 行似j怒! Wi1長{;~ 4.5 

薄手{波n. rJlrj iIU fiJf }会副

⑪ -3 MA52 1 イj'~JIJ1Sí Wi紋I; 3.0 

⑪ -4 LK40 石剣lfi
薄手{波}¥? 両面上面右官!IJ面{iJfJ営面 表表面格子状報刻施す

担i板 3.3 

薄手破}1467 間関下面{ijf度面 表裏面指←j二状?元~A刻地寸

⑬ -5 LK38 11剣類 名lj絞 3.9 

薄手 [ilij面上下出 i，lJjil自由札!f出=副 主表面格子条*JjJ，刻臨す

街道 -6 LL40 I {1'安IJ笠! Wi11i'ti 5.0 

⑪ 7 LS44 石制定i !粘杭

薄手破片? 両面研磨面 表面栴子状?主主刻施す

1.7 

⑪ -8 1¥-1E59 Ti制頚 料l仮差; 0.9 

。一 i M057 I 石剣知;
主青li7!ミJI，.-

204.5 ンア J'， J!.-'ス

@-2  LN44Cエ N 石刻類
主i年七ホル

204.2 
ンヌェルス

日 '{i割安cj
主i5二イホJ!-

261.4 
ンフェルス

@-4  L034 石制手~~
11，.- 先端き|ト{本部破口 先端部尖る 先端端lliltld、な手j主面なす 横

ンフェルス
168.7 断面持円)f)

@-5  LN43Dウ N 正[制空白
主脊石ホル

336.3 
基音1I欠損 間街中火部三1')旦出をなす 横断面短辺弧

ンフェルス 状の方)1三を

03'V -6 
LN47 

理 石制華{ 輝総括
尖頭部破片 尖頭部尖る 横断面持円JI~

し043Aウ
li3.3 

⑬ -7 LN43D1 E 石剣~1
ホルンフェ

281.5 
先端部~体育附

ルス 断面持円形

。一日
LM44C{ 

国 石刻まfj 来!i緑Ti 先端部破片 先端部尖る 横断面持P1Jf-.;

LM44Cエ
154.4 

⑬ 9 し042 石突1]:如、 粘板岩 278.4 
基部欠損 先端，!}fSJとる 先端端部j犬小な平JJl_iIuなす 横断面指fIJ

形

⑪ 10 I LM43Cイ イ=1剣類
ごi;)し

先端部被n :i!filffli基取Iiに斜めの小干J:E![函をなす 横断面持fLJ形

ンフコールス
47.7 

@-11 j LN43 |石剣類 1，同石*ル
ンフ y ルス

578.8 

jU高宮li{!!皮片

@-12 しN44Cエ rv 石剣額 締結凝灰岩 罪0.2

-13 LN44 石刻鉛
主青千iホJl/

944.5 
:七端-{本音liiv史}午と基吉Ilii車!i'とが持合し

ンブ J~ Jレス な平坦なす 基端部剥離痕残すっ

-14 MM57 I 1 I州知
111青石ホル

248.4 
端部欠損中央庁11に約lOmm間隔の線表!J2条横並rr

ンフ，1'， 1レス

⑬-15 LK40 j民}j乙7tt 130.2 

*!~刻間前打 1i{帯
@-16 しN43AT E 11.3 

石剣笠!
主育行ホル

2条1組組刻前十J痕1W

LJ45 E 41.1 
ンブヱルス

⑬ -18 LJ45 む制実n 1E青TiホJL'
141.5 

横断面持円形

ンフェルス

⑬ -19 し044C" H {コ安IJ好! 砂岩 126.2 
民;%1技}一; 横断面持円形 hï高官!IJ に 2条の平行i.:UJi1.様の不整*J~主IJ
施す

<UY -20 LN43C工 E 石刻類
*Jレンフェ

基部破片か 平行線刻!日]に不整京ji状痕多数施す

ルス
17.5 

@-21 L043Cエ E 主i剣芳i
ルス

89，21扇町IJ函鋭湾曲する 附
07. もしくは刃関ある石刀の可能性

遺構外出土石器類観察表山)
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[;，¥;1版許庁 写真J番号 t'I:l:L[三; 層{立 器種 石賀 lli量(g) 特 能

Qly -22 LN45Bウ E 石刻士a'i
率古石ホ J!.-

177.0 
基自附

ンフェ jレス 組l? 上)i2紐の緩刻!日jはJたり様に整)1:;

⑬-23 MH52 {j剣!Jyi Hf背石オミル
;gj奇fj破片端部かすかに凸面状をなす 両側面的打1M主る 約

197.9 95mmUlj隔の線刻間の両官11Jを前打により引とるように整形 台形把
ンブエ lレス 頭部作出形態の前段階例か

⑬ 24 し045Cエ 五 行剣ま(1
主Fi石[ホル

168.6 
基部破片 上端組IJに線五IJ1条と市長打痕残る +fft断耐持IJJJf;_⑪-25

ンブェルス と同一個{本か

⑪ -25 
しN43Cイ

立 石安lj!J;fj YJlrfli* )レ 体長11破片 F端組IJに総主IJ1条と畝打痕践る 横断面持IT]Jf;_⑬叩24

しトJ43D7 ンフェルス
291.5 

とi司、一個体か

⑬ 26 Ll38 自 主i剣;1lfj
立守右オ、 )v

127.9 
基部破片 端部'jZtu面なす i二端側総主IJ2条と前fH良残る 横断

ンフェルス 面指II]J伝

⑪ 27 
LP43Aウ

回 石剣室長
ホルンフ ι 先端部欠損 基端部狭小な干担面なす Jt在日iWJ約10mm[fU隔で、線

ししヰ3M ルス
518.0 刻2条施す 線刻問1Jとり様の畝打痕践る

⑬ 28 Uv143D7 部 石剣類
1五古イヲホjレ

729.5 
先端部，悲端部欠t貨基部MI5mm間隔で戊い総主1]2条施す 玄耐 j

ンフェルス 誠実リ間に 股状の税案1]

-1 LN41Cイ 立 イ-1剣額 ;す，;.... すや士士し，.、t巨1五ι日へ
iiJ!utTI}lJILl 6箆均一 | 

50.4 

⑬ 2 LK41C了 E 石剣類 凝灰岩 100.0 
基き11破片 iH~文

Ql9) -3 
LP43.A.A rv Li剣js

;-f、Jレンフュ 基'*11(¥泣片か 部分的にf出方向の不整総状波多数

し045Bウ jレス 73.1 

@-4  LK42 干1剣撃i
東古石ホル

15‘6 
先端部破片端部欠損 1II1J側面ほほ半出 横断出 I;I~JL Jj jl:; 

ンフェルス

-5 
LK43Cl 

立 む剣類 溶結凝灰岩
基斉11I攻JT? 主主部1しみ 続安IJなし

LK41Dエ
94.5 

-0  MF48 I 百実IJまu jj1~[ 緑;塁Jf~'(i 122.6 
先端部磁n

⑬ -7 L047 石剣士n j存主主凝j天空? 17.5 
破片転用品か 縦長の破片のドIUil!IJ縁l 次力11工施し長)iJIテド面

0〆戸3』Q¥)一日 MD5U i 石剣類 i容結凝灰お 115.4 
先端部破片 横断面崩平な楠円形 先端till'IL面丸み

-9 i'v1K54 E 石安Ij担 !11青石ホル
iヨ4.0

体部破片 横断面持ILJJI:;

ンフェ jレス

-tO L042Dウ 盟 6iI1ljJJj 粘板岩 12.2 
縦長破片 iilij側縁に微小剥書IE痕

⑬ -11 MH60 理 石突Ij類 i容結i疑!氏右 115.4 
す先端告部部11船:

な19)-12 LN46 :tl剣類
主古手{オ、 JI.-

99.1 
先端吉1ST!度片 績断面ほほ何JI~

ンフェルス

-13 LP43BY イ」副知 純{~tj~:G' 3i.3 
小形JiTIj'jZ+刻犬蝶素材か 両端部石JfI告 íii~1~若:

meIJ-14 石剣類 指針:まJ疑}ズ岩 ウゐU 盟J主 .V  虫
先1I~端部破片 先端部μ 桁 11は傾小平:i:jJ面をなす側面ffillji 

仁 15 しN44Cl 立 七努IH兵
Z在7ラT:J*}!.-

18.1 
i話予で先端尖 i)気味の先端部絞

ンプ ルス …i 側面持円形…lit11Vf~rYj 1日11
⑬ -16 

主古石ホル
LM43Bウ 石剣先1 77.1 

ンフェルス

@ 一 17 しJi.1rウ E イiおIJ類
3ドルンフゴー 体長f)九基部破 l十か去!~1;MrH~~1しみ線刻なし 横断面指円形

Jv _~1， 
541.7 

LK41 基部?欠損先端1}1~?端i'fllilLJft ruiなす横IJYf閉楕円形

@ 18 LP43C') イ[安IJ類 i脊結;間五!日ー 967.0 
LN45C7 

遺構外出土石器類観察表白)
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所収遺跡名!種 男'J I 主な時代 主な遺構 物 特 事項

虫内 l 縄文 竪穴住居跡5軒 縄文土器 縄文 代後期後

集落 (早期末 建物跡5棟 石器 葉から晩期前

土坑241基 にかけての多数

後期前葉 土器埋設遺構204基 の土坑墓古 器

焼土遺構18墓 埋設遺構『土器百

後期中葉 配石遺構14基 石器を検出した。

柱穴1013墓
後期後葉

蹴府諜)
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図版@写真編凡例

1 :i章構実測図中の は土器類、 類器石斗
J
山 は脅を示す。

また、遺構実視IJ図では以下のスク 1)ーントーンによって、細部を表現した。

焼土

グライ化範囲

この他の場合には、個別に凡例を付した。

2 図版掲載の土器類実視IJ図の縮尺は原則として1/3である。石器類実測図の縮尺は主として器種に応じて

変更し 1 実測図中に縮尺を記載した。

3 土器実測図では、破片から径を推定して護元図を作成したものについては、原期として中軸線を一点、鎖

線で表現した。

4 石器実iJtJJ区jでは、剥片石器の場合百素材の属性が明らかな例はミ素材の表面倒を左1 主剥離面倒を右に

配置した。石錬等の全体を整形した器種以外は『素材の打面側を上に配置した。ただし『必ずしも完全

に統一はできなかった。

主な石器類の実i1tIJ図縮尺は原則として以下の通りである。

剥片石器2/3

磯石器1/2

(凶石類は1/3、石血事台石等の大形石器は1/4)

小玉1/1

5 石器実i1tH図では、縁辺部に微小剥離痕もしくは鼓打痕がある場合は、その範囲を平面外形に沿って矢印

で示した。

また1 石器実測図には以下のスクリーントーンによって、器表状態を示した。

ただし百実演IJ鼠の縮小率の違いから百一部に表現の差が生じている。

一-1一一



磨面(凹石類@石血など)

摩耗使用痕(石箆@打製石斧など)

黒色物質付着範菌

6 図版および写真掲載遺物には、各頁ごとに1，....._，の通し番号を付した。同一偲体と判断した土器については、

通し番号は共通とし、 a，-._，のアルファベットを付加した。本文および図版等では、特に断りのない場合百

例えば図版l中の1番の遺物を指示するには、 1-1、写真1中の1番の遺物を指示するには、①-1のように略

記する。

7 '1手翼は、原則として、カラー写真、北調査区遺跡写真、同区遺構出土遺物写真、南調査区遺跡写真、同

区遺構出土遺物写真、遺構外出土遺物写真、その他の分析報告等関連写真の11債に掲載した。

8 遺物写真の縮尺は任意である。
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図版@写真編凡例

図版呂次 一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一議

写真目次 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一口

付図一覧 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一---xxv 

図版 1 北調査区遺構(1) (SI4054) 

図版 2 (SB2025A" B(1)) 

図版 3

図版 4

図版 5 北議査区遺;構(5) (SB4086"SK2001吃∞2)

図版 5 北調査区遺構(6) (SK2006~201ド 2013~2018~SKP2005"2021 ，，2022) 

図}夜 7 北調査区遺構(7) ..Z046A "B毎

関叛 8 北調査区遺構(8) (SK2046L"2059"2060a2067A" B"SKP2046D" E" F" H" 1) 

図版 9 北謁査!玄遺講 CSK2088"2105A，，2111 "2112..2116"SKP2089"2105B"C) 

図版 10 北調査区遺構(10) (SK211S..2119"2121吃泣か2136)

図版 11 北調査区遺構(11) (SK2i42"2144"2150"2158B"2167 A 2226"SKP2158A "2167B) 

図版 12 北調査区遺構(12) (SI{3032"4001 "4004"4021 "4022) 

図版 13 北調査区遺構(13) (SK4032魯4036"4042"4050)

図版 14 北調査区選様( (SR1038s2066"2072e2104e4003"4005) 

図版 15 北 謁 査 遺 構

密絞 16 16) 

17 1 

図版 18 北認査区遺構(18)

図版 19 北調査区選議(19)

図版 20 北調査区遺構(20) (SN2073" SQ2065 ，，2098，，2165，，2265 "4049) 

思按 21 北調査区遺構(21) (SKP2004" 2008 脅 2009@2024~2036Q2038)

図版 22 北調査区遺構(22) (SKP2044e2045e2050..2053) 

図版 23 j七謂査区遺構(23) (SIZP2054e207ge2080"2082) 

図版 24 北調査尽遺構(24) (SKP2085e2087B，，2090"2091 "2092"2094A" B吃101)

図版 25 北調査区遺構(25) (SIZP2096"2097畿2108..2113..2126穆2131"2133A" B) 

図版 26 北調査区遺構(26) (SKP2134母2137"2146窃2147..2148e2149@2151..2152=2153)

図版 27 北調査区遺構(27) (SI{P2155"2156..2157"2159"2160e2163..2183..2185..2186..2210) 

図版 28 北調査区遺構(28) (SKP2211"2216"2220"2221 "2222 

図版 29 北調査区遺構(29) (SKP2266"2290"2295 "2296 "3049"SE2020) 

図版 30 北調査区遺構(30) (柱穴等自己霞図)

図版 31 北調査区遺構(31)
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